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献
呈
の
辞

福
田
景
道
先
生
に
は
、
令
和
二
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
。
先
生
は
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
、

長
く
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
の
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
記
念
号
を
献
呈
し
、
こ
れ
ま
で
の
ご
教
導
に
対
す
る
心
か
ら

の
感
謝
の
念
を
表
し
た
い
。

先
生
は
、
岡
山
県
津
山
市
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
東
北
大
学
文
学
部
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科
で
学
ば
れ
、
秋
田
短
期
大
学
に
お
勤

め
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
に
島
根
大
学
教
育
学
部
に
着
任
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
二
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
教
育
・
研
究

に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
人
材
を
育
成
し
て
こ
ら
れ
た
。

先
生
の
ご
専
門
は
、
日
本
文
学
、
特
に
『
栄
花
物
語
』『
大
鏡
』『
増
鏡
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
物
語
作
品
群
を
中
心
と
し
た
、

古
代
中
世
の
歴
史
文
学
の
研
究
で
あ
る
。
門
外
漢
の
小
生
に
は
そ
の
学
術
的
意
義
に
言
及
す
る
資
格
は
な
い
が
、
先
生
が
繁
忙
な
業
務

の
間
に
も
、
孜
々
と
し
て
歴
史
文
学
の
研
究
に
勤
し
ま
れ
た
こ
と
は
、
本
号
に
収
録
さ
れ
た
著
作
目
録
が
、
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て

い
る
。
学
術
論
文
の
う
ち
、『
大
鏡
』
を
論
じ
た
最
初
の
論
文
か
ら
『
増
鏡
』
お
よ
び
『
梅
松
論
』
を
論
じ
た
最
新
の
論
文
に
至
る
ま
で
、

一
貫
し
た
構
想
に
も
と
づ
く
揺
る
ぎ
の
な
い
ご
研
究
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
日
本
文
学
研
究
と
同
時
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
古
典
文
学
教
育
に
か
か
わ
る
ご
業
績
で
あ
る
。
平
成
二
十
年
代
以
降
、

新
た
に
登
場
し
て
く
る
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
先
生
の
ご
研
究
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
昨
年
の
八
月
に
開
催
さ
れ
た
国
文
学
会
研

究
発
表
会
に
お
け
る
ご
講
演
の
演
題
「
文
学
研
究
と
大
学
教
育
―
国
文
学
教
育
の
三
十
年
―
」
か
ら
も
、
文
学
研
究
と
文
学
教
育
と
を

ご
自
身
の
お
仕
事
の
二
つ
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
管
理
運
営
の
面
で
は
、
講
座
主
任
（
コ
ー
ス
代
表
）
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
国
語
教
育
研
究
室
、
言
語
文
化
教
育
講
座

国
語
教
育
コ
ー
ス
の
運
営
に
当
た
ら
れ
た
。
と
く
に
国
語
教
育
コ
ー
ス
と
英
語
教
育
コ
ー
ス
と
の
二
つ
の
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
る
新
た

な
講
座
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
言
語
文
化
教
育
講
座
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
国
語
・
英
語
の
両
コ
ー

ス
お
よ
び
附
属
学
校
の
教
員
に
よ
る
共
同
研
究
を
計
画
・
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
「
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
研
究
と

開
発
」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要 

第
四
十
四
巻
別
冊
』
平
成
二
十
三
年
）
お
よ
び
「
体
系
的
言
語
教
育
に
お
け
る
広
域
型
研
究
と

実
践
―
教
科
内
容
研
究
と
授
業
デ
ザ
イ
ン
―
」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要 

第
四
十
八
巻
別
冊
』
平
成
二
十
七
年
）
の
二
つ
の
別
冊

特
集
号
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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福
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景
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九

日
野
啓
三
『
東
京
タ
ワ
ー
が
救
い
だ
っ
た
』
論　

─ 

「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
の
転
換
─ 

…
…
…
…
…
… 

山
根　

繁
樹 

…  

二
一

「
卵
」
と
「
玉
子
」　

―
同
訓
異
字
に
つ
い
て
の
試
論
― 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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山
村　

仁
朗 

…  

三
三

安
岡
章
太
郎
「
陰
気
な
愉
し
み
」
論 

―
― 

社
会
と
の
距
離 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

田
中　

俊
男 

…  

四
五

万
葉
集
に
お
け
る
類
歌
と
複
合
動
詞
形
成　

 

―
動
詞
「
過
ぐ
」
を
中
心
に
― 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

百
留　

康
晴 

…  

五
九

「
情
報
処
理
」
を
取
り
入
れ
た
説
明
文
の
授
業　

―
増
井
光
子
『
動
物
の
体
と
気
候
』
― 

…
…
…
…
… 

岡　
　

卓
志 

…  

七
三

「
教
材
研
究
の
手
び
き
」（
中
学
校
古
文
教
材
）
を
用
い
た
教
育
実
習
事
前
指
導

　
　
　
　
　

―
中
学
校
実
習
（
国
語
科
）
に
お
け
る
古
文
教
材
研
究
の
た
め
に
― 

…
…
…
…
…
…
… 

田
中　

耕
司 

…  

九
一

さ
ら
に
学
部
の
研
究
・
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
・
国
際
交
流
室 

研
究
・
評
価
部
門
の
部
門
長
と
し
て
、
学
部
全
体
の
研
究
の

推
進
に
も
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
教
科
専
門
領
域
を
横
断
す
る
教
科
内
容
学
に
か
か
わ
る
研
究
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

思
え
ば
、
先
生
が
講
座
主
任
（
コ
ー
ス
代
表
）
の
任
に
当
た
ら
れ
た
ご
在
職
中
の
後
半
期
は
、
平
成
十
六
年
度
の
国
立
大
学
法
人
化

施
行
と
相
前
後
し
て
、
数
次
に
わ
た
る
学
部
・
大
学
院
の
改
組
な
ど
、
現
在
も
続
く
改
革
の
嵐
に
突
入
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
荒

波
の
中
に
あ
っ
て
、
先
生
は
研
究
室
の
舵
取
り
を
さ
れ
、
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
自
ら
が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
学
生
や
社
会
に
対

し
て
何
を
な
す
べ
き
か
を
真
摯
に
問
い
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
接
す
る
人
に
対
し
て
常
に
、
少
し
は
に
か
み
を
含
ん
だ
温
和
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
、
何
事
に
も
公
平
・
公
正
に
対
処
さ

れ
た
。
先
生
の
ご
退
職
は
寂
し
く
心
細
さ
を
禁
じ
得
な
い
が
、
国
語
教
育
研
究
室
と
国
文
学
会
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
の
ご
教
導
に
対
す
る
ご
恩
返
し
に
他
な
る
ま
い
。

先
生
が
無
事
に
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
お
慶
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

令
和
二
年
二
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

福　

田　

哲　

之　
　

Ⅲ Ⅱ



― 1 ―

教
育
実
習
生
の
事
後
的
省
察
を
支
援
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
　
　
　

─
事
後
指
導
に
お
け
る
協
同
的
な
活
動
の
批
判
的
検
討
を
通
し
て
─ 

…
…
…
…
…
… 

冨
安　

慎
吾 

…  

一
〇
七

『
漢
書
』
芸
文
志
所
載
『
蒼
頡
伝
』
考 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

福
田　

哲
之 

…  

一
二
三

鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

湯
浅　
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弘 
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一
三
九

重
野
安
繹
と
中
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麻
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―
『
黄
裳
斎
日
記
』
を
中
心
に
― 

…
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竹
田　

健
二 
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一
五
七
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読
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指
導
に
お
け
る
「
論
理
」
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新
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・
高
校
段
階
を
中
心
に
─ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

間
瀬　

茂
夫 

…   

（
1
）　

編
集
後
記 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…  

一
八
六

福
田
景
道　

略　

歴

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年　

岡
山
県
津
山
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年　

東
北
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
業

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
退
学

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年　

秋
田
短
期
大
学
講
師

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年　

秋
田
短
期
大
学
助
教
授

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年　

島
根
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年　

島
根
大
学
教
育
学
部
教
授

二
〇
二
〇
（
令
和　

二
）
年　

島
根
大
学
教
育
学
部　

定
年
退
職

福
田
景
道　

研
究
業
績

　
　

Ⅰ　

学
術
論
文

1　
『
大
鏡
』「
大
臣
列
伝
」
に
お
け
る
栄
華
の
実
現
―
外
戚
関
係
と
子
孫
繁
栄
―

 

『
日
本
文
芸
論
叢
』（
東
北
大
学
国
文
学
会
）
第
1
号 

昭
和
57
年
3
月

2　
『
増
鏡
』
の
世
界
―
「
皇
位
継
承
」
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
日
本
文
芸
論
叢
』（
東
北
大
学
国
文
学
会
）
第
2
号 

昭
和
58
年
3
月

Ⅳ



― 3 ― ― 2 ―

15　
『
増
鏡
』
に
み
ら
れ
る
宮
廷
貴
族
諸
流
の
盛
衰
―
外
戚
か
ら
近
臣
へ
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
1
号 

平
成
3
年
9
月

16　
『
増
鏡
』
の
基
調
―
二
家
系
対
照
と
明
暗
循
環
の
構
図
―

 

『
文
藝
研
究
』（
日
本
文
芸
研
究
会
）
第
128
集 

平
成
3
年
9
月

17　

歴
史
物
語
の
系
譜
と
『
増
鏡
』
―
継
承
性
と
自
律
性
の
観
点
か
ら
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
20
号 

平
成
3
年
12
月

18　
『
増
鏡
』
と
両
統
問
題

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
25
巻 

平
成
3
年
12
月

19　
『
増
鏡
』
と
隠
岐

 

『
山
陰
地
域
研
究
』（
島
根
大
学
山
陰
地
域
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
）
第
8
号 

平
成
4
年
3
月

20　
『
増
鏡
』
の
予
言
記
事
を
め
ぐ
っ
て

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
26
巻 

平
成
4
年
12
月

21　
『
増
鏡
』
の
非
政
治
的
記
事
に
つ
い
て
―
皇
位
継
承
史
的
性
格
の
考
察
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
21
号 

平
成
5
年
3
月

22　

歴
史
物
語
の
範
囲
と
系
列
（
上
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 

第
27
巻
第
1
号 

平
成
5
年
12
月

23　
『
増
鏡
』
の
構
想
に
関
す
る
一
考
察
―
同
趣
事
象
の
反
復
と
明
暗
反
転
―

 

『
菊
田
茂
男
教
授
退
官
記
念 

日
本
文
芸
の
潮
流
』（
お
う
ふ
う
刊
） 

平
成
6
年
1
月

24　
『
秋
津
島
物
語
』
の
輪
郭
―
「
歴
史
物
語
の
範
囲
と
系
列
」
補
説
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
4
号 

平
成
6
年
2
月

25　

歴
史
物
語
の
範
囲
と
系
列
（
下
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 

第
27
巻
第
2
号 

平
成
6
年
3
月

26　

歴
史
物
語
と
し
て
の
『
梅
松
論
』

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
28
巻 

 

平
成
6
年
12
月

3　
『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
忠
平
の
栄
華

 

『
日
本
文
芸
論
稿
』（
東
北
大
学
文
芸
談
話
会
）
第
12
・
13
合
併
号 

昭
和
58
年
7
月

4　
『
大
鏡
』「
大
臣
列
伝
」
の
考
察
―
冬
嗣
流
藤
原
氏
「
正
系
」
決
定
過
程
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
論
叢
』（
秋
田
短
期
大
学
）
第
35
号 

昭
和
60
年
3
月

5　
『
大
鏡
』「
太
政
大
臣
道
長
（
上
）」
後
半
部
の
性
格

 
『
論
叢
』（
秋
田
短
期
大
学
）
第
37
号 

昭
和
61
年
3
月

6　
『
水
鏡
』
構
想
論
序
説
―
政
治
史
的
側
面
と
『
大
鏡
』
の
継
承
―

 

『
論
叢
』（
秋
田
短
期
大
学
）
第
38
号 

昭
和
61
年
11
月

7　
『
大
鏡
』
構
想
の
二
重
性
を
め
ぐ
っ
て

 

『
文
藝
研
究
』（
日
本
文
芸
研
究
会
）
第
116
集 

昭
和
62
年
9
月

8　
『
栄
花
物
語
』・『
大
鏡
』
に
お
け
る
登
場
人
物
の
系
譜
（
一
）
―
歴
史
物
語
生
成
論
の
前
提
と
し
て
―

 

『
論
叢
』（
秋
田
短
期
大
学
）
第
40
号 

昭
和
62
年
11
月

9　
『
大
鏡
』
の
構
想
と
皇
位
継
承
過
程
―
「
正
統
」
の
確
定
と
顕
在
化
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
17
号 

昭
和
63
年
11
月

10　
『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
―
『
栄
花
物
語
』
の
克
服
と
追
認
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 

第
22
巻
第
2
号 

昭
和
63
年
12
月

11　
『
今
鏡
』
に
描
か
れ
る
藤
原
道
長
の
栄
華
―
残
映
と
し
て
の
『
大
鏡
』
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
18
号 

平
成
元
年
11
月

12　
『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
道
長
の
理
想
性
・
序
説
―
栄
華
の
相
対
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 
第
23
巻
第
2
号 

平
成
元
年
12
月

13　

古
典
教
材
と
し
て
の
『
大
鏡
』
の
特
異
性

 

『
教
科
教
育
研
究
論
集
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
）
第
4
集 

平
成
2
年
3
月

14　
『
増
鏡
』
に
お
け
る
過
去
と
現
在
―
「
先
例
」
の
機
能
に
つ
い
て
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 

第
24
巻
第
2
号 

平
成
2
年
12
月
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39　
『
梅
松
論
』
の
皇
位
継
承
史
構
想
―
後
堀
河
院
・
後
嵯
峨
院
・
光
厳
院
の
正
統
性
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
14
号 

平
成
17
年
3
月

40　

天
理
本
『
梅
松
論
』
の
歴
史
構
想
―
正
確
性
と
精
密
性
の
追
求
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
32
号 

平
成
20
年
3
月

41　

虫
め
づ
る
姫
君
の
異
能
性

 

『
島
根
大
学
社
会
福
祉
論
集
』
第
2
号 

平
成
20
年
3
月

42　

世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
と
歴
史
教
育
―
歴
史
物
語
『
梅
松
論
』
の
継
承
と
変
容
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
42
巻
別
冊 

平
成
21
年
2
月

43　

歴
史
物
語
の
語
り
手
設
定
の
継
承
と
展
開

 

『
島
根
大
学
社
会
福
祉
論
集
』
第
3
号 

平
成
22
年
3
月

44　

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
と
日
本
古
典
文
学
史
教
育

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
44
巻
別
冊 

平
成
23
年
2
月

45　
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
輪
郭
―
枠
物
語
形
式
の
継
承
と
変
容
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
33
号 

平
成
23
年
3
月

46　

散
佚
歴
史
物
語
『
弥
世
継
』
の
研
究

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
45
巻 

平
成
23
年
12
月

47　

日
本
古
典
文
学
教
育
と
教
科
内
容
学

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
45
巻
別
冊 

平
成
24
年
2
月

48　

近
世
歴
史
物
語
と
し
て
の
『
月
の
ゆ
く
へ
』
―
宮
廷
貴
族
の
補
任
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
21
号 

平
成
24
年
3
月

49　
『
池
の
藻
屑
』
研
究
序
説
―
歴
史
物
語
の
系
列
化
と
枠
物
語
構
想
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
34
号 

平
成
26
月
1
月

50　

古
典
文
学
教
材
と
し
て
の
『
竹
取
物
語
』
―
教
科
内
容
学
か
ら
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
48
巻
別
冊 

平
成
27
年
2
月

27　
『
梅
松
論
』
の
基
幹
構
想
―
「
将
軍
」
と
「
正
統
」
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
23
号 

平
成
7
年
2
月

28　

歴
史
物
語
の
「
大
臣
」（
上
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
30
巻 

平
成
8
年
12
月

29　

大
鏡
研
究
史

 
『
大
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
3
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
2
月

30　

歴
史
物
語
と
「
先
坊
」
―
『
大
鏡
』『
今
鏡
』『
増
鏡
』
を
中
心
と
し
て
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
25
号 

平
成
9
年
2
月

31　

中
世
歴
史
物
語
と
摂
政
関
白
―
『
五
代
帝
王
物
語
』
と
『
増
鏡
』
を
中
心
と
し
て
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
6
号 

平
成
9
年
3
月

32　

中
世
に
お
け
る
歴
史
叙
述
と
通
史
教
育

 

『
日
本
文
学
』（
日
本
文
学
協
会
）
第
46
巻
第
7
号 

平
成
9
年
7
月

33　

水
鏡
の
思
想

 

『
水
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
5
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
8
月

34　

歴
史
物
語
の
「
大
臣
」（
中
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
31
巻 

平
成
9
年
12
月

35　
『
太
平
記
』
と
歴
史
物
語

 

『
太
平
記
の
成
立
』
軍
記
文
学
研
究
叢
書
第
8
巻
（
汲
古
書
院
） 

平
成
10
年
3
月

36　

不
老
長
寿
の
意
義
と
物
語
の
世
界
―
竹
取
の
翁
と
夏
山
繁
樹
―

 

『
福
祉
文
化
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
福
祉
文
化
研
究
会
）
第
1
号 

平
成
13
年
3
月

37　

長
寿
と
幸
福
―
『
大
鏡
』
世
界
の
栄
華
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
福
祉
文
化
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
福
祉
文
化
研
究
会
）
第
2
号 

平
成
15
年
2
月

38　

幸
福
な
結
末
―
御
伽
草
子
と
王
朝
物
語
―

 

『
福
祉
文
化
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
福
祉
文
化
研
究
会
）
第
3
号 

平
成
16
年
3
月
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7　

今
鏡
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
今
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
4
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
4
月

8　

栄
花
物
語
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
栄
花
物
語
』（
歴
史
物
語
講
座
第
2
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
5
月

9　

水
鏡
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
水
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
5
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
8
月

10　

増
鏡
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
増
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
6
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
11
月

11　

大
鏡

 

『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
事
典
』（
勉
誠
社
） 

平
成
9
年
11
月

12　

今
鏡

 

『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
事
典
』（
勉
誠
社
） 

平
成
9
年
11
月

13　

増
鏡

 

『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
事
典
』（
勉
誠
社
） 

平
成
9
年
11
月

14　

歴
史
物
語
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
総
論
編
』（
歴
史
物
語
講
座
第
1
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
10
年
3
月

15　
〈
中
世
〉
歴
史
文
学

 

『
文
学
・
語
学
』（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）（
第
160
号
） 

平
成
10
年
9
月

16　

増
鏡　
（
共
著
）

 

『
歴
史
物
語(

栄
花
物
語
・
大
鏡
・
今
鏡
・
水
鏡
・
増
鏡)

』CD
-RO

M

（
岩
波
書
店
） 

平
成
15
年
3
月

17　
〔
書
評
〕
勝
倉
壽
一
著
『
大
鏡
の
史
的
空
間
』

 

『
文
藝
研
究
』（
日
本
文
芸
研
究
会
）
第
162
集 

平
成
18
年
9
月

18　
『
基
幹
研
究
「
王
朝
文
学
の
流
布
と
継
承
」』（
共
著
）

 

（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
成
果
報
告
書
） 

平
成
23
年
3
月

51　

歴
史
物
語
の
基
軸
と
し
て
の
「
世
継
三
作
」
―
「
先
坊
」
の
設
定
と
そ
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
王
朝
歴
史
物
語
史
の
構
想
と
展
望
』（
新
典
社
） 

平
成
27
年
3
月

52　
『
池
の
藻
屑
』
の
皇
位
継
承
史
構
図
―
編
年
史
的
側
面
と
「
世
継
」
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
35
号 

平
成
27
年
3
月

53　

歴
史
物
語
に
お
け
る
不
即
位
東
宮
―
「
先
坊
（
前
坊
）」
再
考
―

 
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
49
巻 

平
成
27
年
12
月

54　
『
増
鏡
』
と
『
梅
松
論
』
の
歴
史
性
と
文
芸
性
―
「
橫
さ
ま
」
と
「
橫
シ
マ
」
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
歴
史
叙
述
と
文
学
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
報
告
書
） 

平
成
29
年
3
月

　
　

Ⅱ　

そ
の
他

1　
〔
書
評
〕
西
沢
正
二
『『
増
鏡
』
研
究
序
説
』

 

『
文
藝
研
究
』（
日
本
文
芸
研
究
会
）
第
104
集 

昭
和
58
年
9
月

2　
『
増
鏡
』
に
お
け
る
隠
岐

 

『
隠
岐
流
人
に
関
す
る
研
究
』（
平
成
2
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
一
般
研
究
Ｂ
〉
研
究
成
果
報
告
書
）

 
 

平
成
3
年
3
月

3　
〔
書
評
〕
加
納
重
文
著
『
歴
史
物
語
の
思
想
』

 

『
古
代
文
化
』（
財
団
法
人
古
代
学
協
会
）
第
46
巻
第
2
号 

平
成
6
年
2
月

4　

歴
史
物
語
の
系
譜
に
関
す
る
研
究

 

（
平
成
4
・
5
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
一
般
研
究
Ｃ
〉
研
究
成
果
報
告
書
） 

平
成
6
年
3
月

5　

大
鏡
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
大
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
3
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
2
月

6　

歴
史
物
語
と
物
語
文
学
の
相
関
に
関
す
る
研
究

 

（
平
成
6
～
8
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究
Ｃ
〉
研
究
成
果
報
告
書
） 

平
成
9
年
3
月
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19　

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
研
究
と
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
44
巻
別
冊 

平
成
23
年
2
月

20　
「
教
科
内
容
構
成
研
究
」
授
業
の
現
状
と
課
題
（
共
著
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
45
巻
別
冊 

平
成
24
年
2
月

21　

幻
の
「
弥
世
継
」
を
さ
が
す
―
世
継
物
語
（
歴
史
物
語
）
の
継
続
と
変
転
―

 
『
古
典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
―
王
朝
文
学
を
よ
む
た
め
に
』（
笠
間
書
院
） 

平
成
24
年
6
月

22　

体
系
的
言
語
教
育
に
お
け
る
広
領
域
型
研
究
と
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
48
巻
別
冊 

平
成
27
年
2
月

23　

教
員
養
成
系
学
部
に
お
け
る
国
語
教
育
と
英
語
教
育
の
研
究
連
係
―
広
領
域
型
言
語
文
化
教
育
研
究
の
針
路
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
48
巻
別
冊 

平
成
27
年
2
月

24　

緒
言
／
研
究
概
要

 

『
歴
史
叙
述
と
文
学
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
報
告
書
） 

平
成
29
年
3
月

25　
〔
書
評
〕
雲
岡
梓
著
『
荒
木
田
麗
女
の
研
究
』

 

『
國
語
と
國
文
學
』（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
第
95
巻
第
10
号 

平
成
30
年
10
月

は
じ
め
に

教
員
養
成
大
学
・
学
部
に
お
け
る
教
科
専
門
科
目
の
あ
り
方

に
、
文
学
部
や
理
学
部
な
ど
の
一
般
学
部
と
は
異
な
り
、
教
員

養
成
と
い
う
目
的
に
適
合
す
る
独
自
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
か
な
り
の
時
日
が
経
過
し
た（
注
１
）。
教
科
専
門
の

「
自
己
転
換
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り（
注
２
）、
同
科
目
担

当
と
し
て
、
対
応
を
保
留
で
き
る
段
階
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

教
科
専
門
科
目
と
は
、
教
育
職
員
免
許
方
施
行
規
則
の
「
教

科
に
関
す
る
科
目
」
に
合
致
し
、
国
語
科
（
中
学
校
）
で
は
、

国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
・
書
道
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
つ

ま
り
、
国
語
学
（
日
本
語
学
）
や
国
文
学
（
日
本
文
学
）
は
、

文
学
部
な
ど
の
「
一
般
学
部
」
に
も
存
在
し
て
い
る
同
名
称
科

目
と
同
一
の
教
育
内
容
で
あ
る
べ
き
で
は
な
く
、
教
員
養
成
系

学
部
の
目
的
に
相
応
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
当
然
の
要
求
が
改
め
て
な
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
高
度
で
純
粋
な
学
問
的
見
識
が
そ
の
ま
ま
教
員
の
資
質
に

置
き
換
え
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
純
粋
な
学
問
と

し
て
の
教
科
専
門
科
目
と
教
職
科
目
や
教
育
実
践
領
域
と
を
結

び
付
け
る
役
割
は
教
科
教
育
学
が
担
う
べ
き
と
も
言
え
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
両
者
間
の
断
裂
が
埋
め
ら
れ
る
と
は
見
な
さ
れ
て

は
い
な
い（
注
３
）。
こ
の
断
絶
も
教
科
専
門
に
教
員
養
成
へ
の
適

合
が
求
め
ら
れ
る
所
以
に
な
る（
注
４
）。

こ
う
し
て
、
教
科
教
育
と
教
科
専
門
と
の
間
隙
を
埋
め
る
も

の
と
し
て
教
科
専
門
科
目
担
当
教
員
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
視

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が（
注
５
）、
専
門
的
研
究
が
そ
の
ま
ま
教
科

教
育
の
基
礎
的
研
究
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
発
す

国
語
科
教
育
と
教
育
専
門

　
　
　
　
―
「
国
語
科
内
容
構
成
」
授
業
の
行
方
―

福
　
田
　
景
　
道
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言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
言
語
活
動
を

通
し
て
、
国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に
表
現
す
る
資

質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

⑴　

社
会
生
活
に
必
要
な
国
語
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質

を
理
解
し
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑵　

社
会
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え

合
う
力
を
高
め
、
思
考
力
や
想
像
力
を
養
う
。

⑶　

言
葉
が
も
つ
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
言
語

感
覚
を
豊
か
に
し
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
わ
り
、

国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の
向
上
を
図
る
態
度
を

養
う
。

こ
の
目
標
を
受
け
て
、
教
育
内
容
は
、
言
葉
の
特
徴
や
使
い

方
、
話
や
文
章
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
の
扱
い
方
、
我
が
国
の

言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
、
書
く
こ

と
、
読
む
こ
と
に
大
別
さ
れ
て
い
る（
注　 
11
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
免
許
法
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
教

科
に
関
す
る
科
目
に
は
、「
話
や
文
章
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報

の
扱
い
方
」「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
要
素

は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
「
国
語
学
」
の
付

帯
事
項
に
「
音
声
言
語
及
び
文
章
表
現
に
関
す
る
も
の
を
含

む
」
と
記
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。「
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
」

の
「
使
い
方
」
の
部
分
に
直
接
関
与
す
る
部
分
も
少
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
教
科
に
関
す
る
科
目
に
全
面
的
に
対
応
す
る

の
は
、「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」
や
「
読
む
こ
と
」

な
ど
に
限
定
さ
れ
る
。
無
論
、
こ
の
よ
う
に
単
純
に
関
係
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
学
習
指
導
要
領
と
教
員
免
許
法
の

間
に
は
整
合
し
な
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う（
注　 
12
）。
こ
れ
が
第
二
の
特
性
で
あ
る
。

Ⅲ　

国
語
科
の
両
面
性

国
語
、
社
会
、
数
学
（
算
数
）、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

が
主
要
五
教
科
と
総
称
さ
れ（
注　 
13
）、
そ
れ
以
外
の
音
楽
や
体
育

な
ど
が
実
技
教
科
・
技
能
教
科
の
名
称
で
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
技
能
教
科
に
非
技
能

的
部
分
は
少
な
く
な
い
し
、
英
語
や
国
語
に
は
技
能
的
実
技
的

側
面
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

く
国
語
科
の
内
容
は
、中
学
校
の
場
合
「
知
識
及
び
技
能
」「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
知

識
」
以
外
は
技
能
・
実
技
に
深
く
関
与
す
る
。
情
報
の
扱
い
方
、

話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
、
書
く
こ
と
な
ど
の
具
体
的
事
項
の
多

く
は
技
能
・
実
技
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
「
国
語
科
」
は
技

能
性
・
実
用
性
の
高
い
教
科
で
あ
る（
注　 
14
）。
一
方
、
教
育
職
員

免
許
法
に
基
づ
く
「
国
語
科
」
の
多
く
（
国
語
学
・
国
文
学
・

漢
文
学
）
は
非
技
能
的
、
非
実
用
的
で
、
学
問
的
探
究
性
へ
の

傾
斜
が
認
め
ら
れ
る
。
小
学
校
～
高
校
の
国
語
科
の
授
業
は
実

践
力
養
成
型
で
あ
り
、
大
学
以
上
の
国
語
の
教
科
専
門
授
業
は

真
理
の
探
究
型
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
語
科
の
「
教
科
内
容
」
に
は
大
学
の
教

る
看
過
で
き
な
い
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
注
６
）。
言
う
ま
で

も
な
く
、
国
語
学
や
国
文
学
の
純
粋
な
研
究
が
そ
の
ま
ま
国
語

科
教
育
の
基
礎
や
内
実
に
直
結
し
な
い
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
状
勢
に
対
応
し
て
、
教
科
と
し
て
の
国
語
科
の

特
徴
に
注
目
し
て
、
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
に
お
け
る
国
語

科
の
教
科
専
門
科
目
の
課
題
と
あ
り
方
に
つ
い
て
の
私
見
と
若

干
の
見
通
し
を
提
示
し
た
い（
注
７
）。

Ⅰ　

国
語
科
の
特
殊
性

ま
ず
、
教
科
と
し
て
の
国
語
科
の
特
性
と
し
て
、
以
下
の
五

点
に
注
目
す
る
。

①　

高
等
学
校
ま
で
の
教
科
の
枠
組
み
と
大
学
の
専
門
科

目
と
の
不
一
致

②　

学
習
指
導
要
領
と
教
職
員
免
許
法
と
の
不
整
合

③　

他
教
科
と
の
顕
著
な
関
連
性

④　

教
科
内
容
の
広
領
域
性

⑤　

教
科
を
統
括
す
る
学
問
領
域
の
不
在

こ
の
五
点
は
必
ず
し
も
国
語
科
の
み
の
特
徴
で
は
な
い
が
、

教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
国
語
科
専
門
授
業
遂
行
に
際
し
て

は
、
軽
視
で
き
な
い
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
順

次
略
説
す
る
。

Ⅱ　

国
語
科
教
材
・
学
習
指
導
要
領
と
教
科
専
門
科
目

国
語
科
の
特
性
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
①
初
等
・
中

等
教
育
と
高
等
教
育
の
不
一
致
で
あ
る
。
現
行
教
科
書
に
お
け

る
国
語
科
の
教
材
は
、
説
明
的
文
章
と
文
学
的
文
章
、
現
代
文

と
古
典
（
古
文
・
漢
文
）
の
よ
う
に
大
別
で
き
、
詩
歌
、
物
語
、

小
説
、
評
論
、
説
明
文
な
ど
に
細
分
化
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

国
語
表
現
、
作
文
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
教
材
群
も

確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
大
学
の
専
門

科
目
は
、
教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
い
て
国
語
学
・
国
文
学
・

漢
文
学
・
書
道
に
四
分
類
さ
れ
て
い
て（
注
８
）、
教
材
と
の
関
係

性
や
連
続
性
が
判
然
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
高
等

学
校
の
古
文
は
、
国
語
学
と
国
文
学
に
分
岐
す
る
し
、
説
明
文

や
国
語
表
現
に
対
応
す
る
科
目
は
大
学
に
は
存
在
し
な
い
の
で

あ
る（
注
９
）。
翻
訳
文
学
も
大
学
の
教
科
専
門
科
目
に
居
所
は
な

い
。
高
校
を
卒
業
し
て
大
学
の
教
育
学
部
で
国
語
科
教
員
を
目

指
す
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
語
科
の
過
半
が
消
失
し
た
と
感
じ

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
高
校
と
大
学
と
の
間
に
生
じ
る
顕
著
な
「
不
一
致
」「
断

裂
」
が
第
一
の
特
性
で
あ
り
、
第
二
の
特
性
「
②
学
習
指
導
要

領
と
教
職
員
免
許
法
と
の
不
整
合
」
は
そ
れ
に
連
動
し
て
顕
現

す
る
。
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
教
材
は
学
習
指
導
要
領

に
依
拠
す
る
か
ら
で
あ
る
。

平
成
二
九
年
告
示
の
『
学
習
指
導
要
領
』
で
は
、中
学
校
「
国

語
」
の
目
標
が
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る（
注　 
10
）。
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い
る（
注　 
21
）。
こ
れ
が
国
語
科
第
三
の
特
徴
「
他
教
科
と
の
顕

著
な
関
連
性
」
で
あ
る
（
③
）。
国
語
科
は
そ
の
中
に
全
教
科

が
含
ま
れ
得
る
ほ
ど
に
広
大
な
の
で
あ
る（
注　 
22
）。

さ
ら
に
、
こ
の
広
が
り
は
、
教
科
の
枠
を
超
え
る
。
学
習
指

導
要
領
に
も
、
教
材
を
取
り
上
げ
る
観
点
と
し
て
、
人
生
、
人

間
性
、
社
会
、
自
然
、
文
化
、
国
際
理
解
な
ど
へ
の
配
慮
が
求

め
ら
れ
て
い
る（
注　 
23
）。
こ
の
教
育
全
体
を
覆
う
よ
う
な
広
さ

が
第
四
の
特
徴
で
あ
る
（
④
）。
こ
こ
で
は
、
そ
の
広
さ
の
中

か
ら
国
語
科
と
「
人
間
形
成
」
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
み
る
。

国
語
科
に
お
け
る
指
導
上
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
「
児
童
・

生
徒
の
人
間
形
成
が
同
時
に
伴
う
指
導
」
が
挙
げ
ら
れ
る（
注　 
24
）。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
が
あ
る
に
し
て
も
、
国
語
科
教
育
が
「
人
間

形
成
」
に
参
画
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
教
科
専
門
の
立

場
か
ら
は
「
教
材
内
容
を
重
視
し
、
そ
の
内
容
的
、
精
神
的
な

感
化
価
値
に
よ
る
人
間
形
成（
注　 
25
）」
と
の
関
わ
り
方
、
文
学
的

教
材
の
享
受
に
よ
っ
て
感
得
さ
れ
る
「
内
容
的
価
値
に
よ
る
精

神
陶
冶（
注　 
26
）」
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
は
、
精
神
陶
冶
や
人
間

形
成
に
関
す
る
指
導
（
将
来
の
指
導
者
へ
の
指
導
）
が
教
科
専

門
教
員
に
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
意
味
す
る
。

通
常
の
教
科
専
門
教
員
が
教
員
養
成
や
教
育
学
に
つ
い
て
の

専
門
性
を
も
た
な
い
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
人
間
形
成
に
つ

い
て
教
導
で
き
る
根
拠
は
、
年
齢
差
に
基
づ
く
経
験
知
の
差
に

尽
き
る
の
で
は
な
い
か
。
仮
に
、
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
国

語
科
教
材
を
用
い
て
精
神
陶
冶
や
人
間
的
成
長
を
促
す
と
す
れ

ば
、
社
会
人
が
通
常
保
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
能
力
や
素

養
・
常
識
が
有
効
に
機
能
す
る
で
あ
ろ
う
。
児
童
・
生
徒
が
未

だ
獲
得
し
て
い
な
い
精
神
性
や
人
間
力
を
、
社
会
人
で
あ
る
教

師
は
常
識
的
に
保
有
し
て
い
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
国
語
科
教
育

に
よ
る
人
間
形
成
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
小
学

生
や
中
学
生
の
倍
以
上
の
人
生
経
験
が
無
意
味
で
あ
る
は
ず
は

な
い
。
高
校
生
に
も
有
効
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

大
学
生
や
大
学
院
生
を
相
手
に
す
る
と
、
年
齢
差
の
意
味
は
激

減
す
る
で
あ
ろ
う
。
学
生
と
の
間
に
有
意
な
経
験
知
の
差
が
あ

る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
学
生
の
人
間
性
や
人
格
の
形
成

に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
優
秀
な
教
師
を
育
成
し
て
い
る
教
科

専
門
教
員
が
数
多
く
い
る
こ
と
を
疑
う
の
で
は
な
い
。
す
べ
て

の
国
語
科
の
教
科
専
門
教
員
に
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

国
語
科
の
広
領
域
性
は
、
人
権
教
育
、
平
和
教
育
、
外
国
文

学
教
育
、
国
際
理
解
、
言
語
表
現
な
ど
に
も
及
ぶ
。
教
科
専
門

が
有
効
に
関
与
し
て
い
る
事
例
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

大
多
数
の
教
科
専
門
教
員
に
は
委
ね
ら
れ
な
い
こ
と
は
人
間
形

成
の
事
情
と
異
な
ら
な
い
。

Ⅴ　

国
語
科
内
容
学
と
「
言
語
文
化
」

―
「
親
学
問
」
を
め
ぐ
っ
て
―　

国
語
科
の
特
徴
の
第
五
は
、
教
科
を
統
括
で
き
る
学
問
領
域

が
存
在
し
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
「
親
学
問
」
不
在
の
問
題
は

「
教
科
内
容
学
」
樹
立
に
関
係
す
る
。

科
専
門
授
業
の
範
囲
外
の
内
容
が
非
常
に
多
く
含
ま
る
こ
と
が

再
確
認
で
き
る
。
教
科
と
し
て
の
国
語
科
は
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
技
能
的
・
実
用
的
側
面
と
、
教
職
員
免
許
法
に
導
か

れ
る
学
術
的
・
理
論
的
な
側
面
と
の
両
面
か
ら
成
り
立
つ
と
言

え
る
（
②
）。
そ
し
て
、
こ
の
二
面
性
は
、
高
等
学
校
ま
で
の

国
語
科
と
大
学
で
の
国
語
科
と
の
齟
齬
（
①
）
に
相
関
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
実
に
対
応
し
な
け
れ
ば
教
科
専
門
の
授

業
は
「
自
己
転
換
」
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
大
学
の
教
科
専
門
教
員
が
、
国
語
科
の
教
科
内

容
に
関
す
る
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
現
実
も
軽
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
国
語
科
の
教
科
専
門
教
員
の
大

部
分
は
、
高
校
卒
業
以
降
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く

こ
と
」
の
学
修
を
し
た
経
験
は
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
大

学
の
国
語
科
教
員
養
成
に
関
与
す
る
教
科
専
門
教
員
に
は
、
卓

越
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
文
章
表
現
力
を
保
有
す

る
者
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
、
そ
の
能
力
を
擁
し
て
優
れ
た
教

育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
疑
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
能
力
や
実
践
力
は
個
人
個
人
の
資
質
や
研
鑽
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
国
語
学
や
国
文
学
の
担
当
教
員
で
あ
る
こ
と
と
は

関
係
し
な
い
。
彼
ら
は
研
究
者
や
理
解
者
で
あ
っ
て
も
制
作
者

や
創
造
者
で
は
な
い
の
が
通
常
な
の
で
あ
る
。
多
く
の
大
学
教

員
が
自
身
の
専
門
領
域
の
範
囲
外
に
つ
い
て
の
基
礎
的
素
養
を

も
た
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
語
科
担
当
教
員
の
自
己
研
鑽
と
し
て
、
自
ら
「
こ
と
ば
の

修
練
」
を
積
む
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
事
例（
注　 
15
）
や
生
徒
と
共
に

学
ぶ
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
事
例（
注　 
16
）
は
多
く
あ
れ
ど
も
、
大

学
の
国
語
学
や
国
文
学
を
学
び
直
す
こ
と
に
関
心
が
向
け
ら
れ

る
こ
と
は
皆
無
に
等
し
い（
注　 
17
）。
教
職
大
学
院
で
も
教
科
専

門
科
目
に
存
在
感
は
な
い
。
学
習
指
導
要
領
の
実
践
的
国
語
力

育
成
の
た
め
に
、
教
科
専
門
が
貢
献
で
き
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
国
語
科
の
二
面
性
は
、
明
治
期
以
降
、「
読
ミ
方
・

書
キ
方
・
綴
リ
方
」
な
ど
の
表
現
能
力
を
育
成
す
る
側
面
と
思

想
・
教
養
な
ど
の
「
智
徳
」
を
啓
発
す
る
側
面
と
が
国
語
科
の

目
標
と
し
て
併
存
し
て
い
た
こ
と
に
通
じ
る（
注　 
18
）。
こ
の
よ

う
な
二
面
性
を
克
服
す
る
方
法
が
示
さ
れ
る
例
は
あ
る
が（
注　 
19
）、

表
現
力
（
話
す
こ
と
や
書
く
こ
と
）
の
保
有
が
前
提
に
さ
れ
て

い
る
の
で
、
教
科
専
門
の
大
学
教
員
の
任
に
は
結
び
つ
か
な
い
。

Ⅳ　

広
領
域
性

国
語
科
が
、
全
教
科
の
基
礎
に
な
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
珍

し
く
な
い
。
教
科
書
教
材
が
国
語
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
基
本

的
に
言
語
表
現
を
介
し
て
授
業
が
成
立
す
る
限
り
は
避
け
ら
れ

な
い
現
象
で
あ
る
。
全
教
科
の
中
に
国
語
科
が
含
ま
れ
て
い
る

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

他
教
科
の
内
容
が
国
語
科
教
材
内
に
も
重
複
し
て
表
出
さ
れ
、

複
数
教
科
・
科
目
と
の
連
関
や
融
合
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
珍

し
く
は
な
い（
注　 
20
）。
特
に
、
説
明
文
教
材
と
理
科
や
社
会
科

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
課
題
に
な
っ
て
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効
な
方
法
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
、
国
語
科
内
容
学
を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
の
初
期
に
、

す
で
に
「
言
語
学
・
日
本
語
学
、
日
本
文
学
・
漢
文
学
、
書
写

書
道
な
ど
」
が
「
言
語
文
化
諸
領
域
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い

る
例
が
あ
る（
注　 
31
）。
国
語
科
の
親
学
問
と
し
て
「
言
語
文
化
」

学
が
想
定
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
言
語
文
化
」
に
よ
っ
て
国
語
科
を
統
合
す
る
方
向
性
は
、

垣
内
松
三
に
端
を
発
す
る
。
国
語
学
・
国
文
学
・
国
語
問
題
・

国
語
教
育
の
す
べ
て
を
「
国
民
言
語
文
化
」
と
し
て
統
一
す
る

考
え
が
示
さ
れ
が（
注　 
32
）、
こ
の
段
階
で
は
漢
文
や
書
写
は
視
野

に
入
っ
て
い
な
い
。
西
尾
実
が
文
芸
、
哲
学
、
科
学
等
の
言
語

を
契
機
と
し
た
専
門
文
化
を
「
言
語
文
化
」
と
称
し
た
際
に
は

国
語
科
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
広
義
の
言

語
生
活
に
属
す
る
一
特
殊
領
域
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で（
注　 
33
）、

こ
の
見
地
か
ら
の
親
学
問
は
、
国
語
学
・
言
語
学
に
な
る
。
ま

た
、「
言
語
文
化
」
と
言
語
生
活
や
人
間
形
成
と
の
関
係
性
が

重
視
さ
れ
て
い
て
、
教
科
専
門
の
域
外
に
あ
る
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る（
注　 
34
）。

現
在
で
も
、「
言
語
文
化
」
は
さ
ま
ざ
ま
に
理
解
さ
れ
て
い

る
が
、「
言
語
」
の
方
に
重
心
が
あ
り
、
国
語
科
の
統
合
に
は

適
さ
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、「
文
化
」
の
語
義

も
あ
ま
り
に
も
広
い
。無
定
義
に
近
か
っ
た「
言
語
文
化
」を「
言

語
（
日
本
語
）
の
介
在
が
考
え
ら
れ
る
現
代
日
本
の
生
活
様
式

全
般
」
と
仮
定
す
る
見
解
も
あ
る（
注　 
35
）。
日
常
の
言
語
生
活
も

言
語
文
化
に
入
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
文
化
」
の

範
囲
が
広
す
ぎ
て
、
国
語
の
領
域
に
は
収
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う

（
注　 
36
）。

Ⅵ　

国
語
科
内
容
学
の
行
方

学
習
指
導
要
領
と
乖
離
す
る
傾
向
の
あ
る
教
科
専
門
授
業
と

そ
の
研
究
領
域
は
、
国
語
科
の
広
領
域
性
に
も
十
分
に
は
対
応

で
き
な
い
。
対
応
す
る
方
途
と
し
て
国
語
科
内
容
学
、
国
語
科

内
容
構
成
の
形
成
が
考
え
ら
れ
る
が
、
親
学
問
の
不
在
な
ど
の

特
徴
が
障
壁
と
な
る
。
そ
こ
で
、
五
つ
の
特
徴
に
留
意
し
つ
つ

国
語
科
の
教
科
と
し
て
の
統
合
方
法
に
論
及
し
て
み
る
。

教
科
専
門
科
目
に
よ
っ
て
国
語
科
の
一
括
を
試
み
る
に
あ

た
っ
て
、
国
語
科
の
広
領
域
性
に
配
慮
し
て
「
親
学
問
」
候
補

を
次
の
六
段
階
を
仮
設
し
て
み
た
い
。

⑴ 

国
語
学
（
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
＋
書
道
）

⑵ 

国
語
学
＋
国
文
学
（
＋
漢
文
学
＋
書
道
）

⑶ 

国
語
学
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
（
＋
書
道
）

⑷ 

国
語
学
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
＋
書
道

⑸ 

国
語
学
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
＋
書
道
＋
そ
の
他

⑹ 

国
語
学
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
＋
書
道
＋
そ
の
他
＋
全
教

科
の
基
礎
学

こ
の
う
ち
、
⑴
の
場
合
、
国
語
学
が
親
学
問
で
他
の
（　

）

内
三
分
野
が
「
子
学
問
」
ま
た
は
「
隣
接
学
問
」
を
意
味
す
る
。

⑵
～
⑷
は
、
こ
の
順
番
に
統
合
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

成
功
例
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
⑸
・
⑹
に
つ
い

教
科
内
容
学
で
は
、
教
員
養
成
大
学
・
学
部
の
教
科
専
門
の

役
割
と
し
て
、
個
別
学
問
や
諸
科
学
の
研
究
を
も
と
に
、
教
員

養
成
の
た
め
の
「
教
科
内
容
」
創
出
を
目
指
し
て
い
る（
注　 
27
）。

そ
の
中
で
、
親
学
問
は
各
教
科
の
教
科
内
容
学
が
成
立
す
る
必

要
条
件
に
な
る
。
各
教
科
に
は
、
そ
の
教
科
の
元
と
な
る
親
学

問
が
あ
り
、
そ
の
親
学
問
に
基
づ
い
て
各
教
科
は
認
識
論
的
に

定
義
さ
れ
、
学
と
し
て
の
体
系
性
や
教
科
内
容
構
成
な
ど
が
導

き
出
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る（
注　 
28
）。

国
語
科
の
場
合
、
教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
く
国
語
学
・
国

文
学
・
漢
文
学
・
書
道
を
包
括
で
き
る
学
問
分
野
が
あ
れ
ば
そ

の
ま
ま
親
学
問
に
な
り
、
な
け
れ
ば
四
者
の
共
通
性
に
注
目
し

て
親
学
問
を
案
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
成
就
で
き
な
い

こ
と
を
「
親
学
問
不
在
」
問
題
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
教
科
の
下
に
科
目
が
分
岐
す
る
理
科
や
社
会
科

に
お
い
て
も
事
情
は
異
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
全
教
科
に
通
有
す

る
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
理
科
に
は
「
自
然
」「
自

然
現
象
」
な
ど
の
統
括
の
根
拠
が
あ
り
、社
会
科
に
も
「
社
会
」

「
社
会
的
事
象
」
な
ど
に
よ
る
統
括
の
可
能
性
が
あ
る
。

同
様
に
考
え
れ
ば
、
国
語
科
に
お
い
て
も
「
言
語
」
や
「
言

語
文
化
」
に
よ
る
統
一
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
言
語
」

は
国
語
学
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
国
文
学
や
漢
文
学
の
対
象
で

は
な
く
、
媒
介
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、
国
語
科
の
「
言
語
」

は
、
理
科
の
「
自
然
」
や
社
会
科
の
「
社
会
」
と
同
様
で
は
な

い
の
で
あ
る
（「
言
語
文
化
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

ま
た
、
理
科
が
「
自
然
科
学
」
で
、
社
会
科
が
「
社
会
科
学
」

で
包
括
で
き
る
と
す
れ
ば
、
国
語
科
は
「
人
文
科
学
」
や
「
人

間
科
学
」
で
統
合
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

人
文
科
学
に
は
自
然
科
学
と
社
会
科
学
に
属
さ
な
い
と
い
う
以

上
の
意
味
が
見
い
だ
せ
ず
、
範
囲
が
広
大
す
ぎ
る
の
で
、
下
位

領
域
を
規
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
人
間
科
学
に
も
曖
昧
さ
が
あ
り
、
言
語
研
究
や
文

学
研
究
の
対
象
が
「
人
間
」
で
は
な
い
こ
と
を
も
っ
て
統
括
の

根
拠
に
は
な
り
得
な
い
。

さ
て
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
国
語
科
の
中
枢
に
言
語
活

動
や
言
語
技
能
が
位
置
付
け
ら
れ
る
点
か
ら
は
、
言
語
学
・
国

語
学
を
親
学
問
に
す
る
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い
。

カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー
の
言
語
の
四
分
類
図
式
（『
言
語
理

論
』
一
九
三
四
年
）
に
依
拠
し
て
、
国
語
科
の
対
象
が
「
言
語

活
動
」「
言
語
作
品
」
な
ど
に
整
理
さ
れ（
注　 
29
）、「
こ
と
ば
の

四
相
」
に
発
展
し
て
国
語
科
内
容
学
の
体
系
化
の
根
拠
に
さ
れ

る
場
合
が
あ
る（
注　 
30
）。
言
語
活
動
、
言
語
作
品
、
言
語
規
則
、

言
語
行
為
の
四
相
を
十
全
に
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
国
語
科
の
教

育
内
容
の
柱
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
る
（
①
②
の
克

服
）。
そ
の
教
科
内
容
が
国
語
学
を
中
心
に
国
文
学
が
部
分
的

に
加
味
さ
れ
た
形
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
語
学
（
言

語
学
）
が
親
学
問
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

系
統
的
に
研
究
成
果
と
教
育
実
践
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
つ
つ
あ

る
国
語
学
の
ス
タ
イ
ル
を
国
文
学
、
漢
文
学
、
書
写
・
書
道
の

分
野
に
広
げ
て
い
く
の
が
今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
が
、
未
だ
に

そ
の
成
果
は
見
ら
れ
な
い
。
現
時
点
で
は
、
国
語
学
の
み
に
有
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関
す
る
懇
談
会
報
告
書
、
平
成
一
三
年
一
一
月
二
二
日
、

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
）
な
ど
。

（
２
）　

増
井
三
夫
「
教
職
課
程
の
学
び
を
ど
う
統
合
す
る
か
」

（『SY
N

A
PSE

』
第
一
四
号
、
平
成
二
四
年
二
月
）
八
頁
。

（
３
）　

安
彦
忠
彦
・
日
下
部
龍
太
「
教
科
専
門
と
教
職
専
門
を

つ
な
ぐ
新
教
科
教
育
学
の
構
想 

（『
神
奈
川
大
学
心
理
・

教
育
研
究
論
集
』
第
三
五
号
、
平
成
二
六
年
三
月
）、
安

彦
忠
彦
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
か
ら
見
た
教
員
養
成
教
科
内

容
学
研
究
の
構
想
（『
日
本
教
科
内
容
学
会
誌
』
第
五
巻

第
一
号
、
平
成
三
一
年
三
月
）
な
ど
。

（
４
）　

教
師
（
及
び
教
師
を
目
指
す
者
）
が
教
科
の
基
盤
と
な

る
学
問
を
純
粋
に
極
め
る
営
為
自
体
を
否
定
的
に
捉
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
営
為
が
教
師
と
し
て
の
資
質

獲
得
を
阻
害
す
る
と
断
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

純
粋
学
問
の
た
め
に
費
や
す
時
間
や
労
力
が
、
教
員
と
し

て
の
実
践
力
養
成
の
た
め
の
時
間
や
労
力
を
奪
い
取
る
可

能
性
が
軽
視
で
き
な
い
と
言
い
得
る
の
み
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
は
、
教
科
専
門
の
あ
り
方
を
考
え
る
前
に
、
大
学
教

育
や
教
員
養
成
に
つ
い
て
の
本
質
的
な
理
解
が
必
要
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
範
囲
外
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
５
）　

西
園
芳
信
・
増
井
三
夫
「
教
員
養
成
の
た
め
の
教
科
内

容
学
（
教
科
専
門
）
研
究
の
視
点
と
方
法
」（『
日
本
教
育

大
学
協
会
研
究
年
報
』
第
二
八
集
、
平
成
二
二
年
）、
西

園
芳
信
「
こ
れ
か
ら
の
教
科
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
―

教
科
内
容
学
の
視
点
か
ら
―
」（『
日
本
教
科
教
育
学
会

誌
』
第
三
七
巻
第
四
号
、
平
成
二
七
年
三
月
）
な
ど
。

（
６
）　

樋
口
聡
「
教
科
『
内
容
学
』
の
図
式
的
展
望
」（『
広
島

大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
部
、
第
三
六
号
、
昭
和
六
二

年
一
二
月
）
参
照
。

（
７
）　

本
稿
は
、
日
本
教
科
内
容
学
会
第
五
回
研
究
大
会
（
平

成
三
〇
年
七
月
一
日
、
椙
山
女
学
園
大
学
教
育
学
部
）
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
原
稿
「
教
員
養
成
に
お
け
る
教

科
内
容
学
研
究
―
『
国
語
科
内
容
構
成
』
科
目
の
開
発
―
」

を
加
筆
修
正
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
学
会
員
の
大
多

数
が
国
語
科
以
外
を
専
門
と
す
る
の
で
、
国
語
科
に
つ
い

て
の
常
識
的
な
説
明
が
含
ま
れ
る
。

（
８
）　
「
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
」
で
は
、
中
学
校
国
語

の
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
は
、
国
語
学
（
音
声
言
語
及

び
文
章
表
現
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。）、
国
文
学
（
国
文

学
史
を
含
む
。）、漢
文
学
、書
道
（
書
写
を
中
心
と
す
る
。）

で
あ
り
、
高
等
学
校
国
語
の
場
合
は
こ
れ
か
ら
書
道
が
除

か
れ
る
。

（
９
）　

小
学
校
・
中
学
校
の
「
書
写
」
は
、
免
許
法
上
の
「
書

道
（
書
写
を
中
心
と
す
る
。）」
に
対
応
し
、
大
学
の
科
目

に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
、
高
等
学
校
の

「
書
道
」
は
美
術
科
に
属
し
て
い
る
の
で
、
大
学
と
の
不

一
致
が
認
め
ら
れ
る
。

（
10
）　
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
二
九
年
三
月
告
示
）

第
二
章 

各
教
科　

第
一
節 

国
語　

第
一 

目
標（
二
九
頁
）

（
11
）　

第
二
章 

各
教
科　

第
一
節 

国
語　

第
二 

内
容
（
二
九

て
は
統
合
の
見
込
み
は
微
少
で
あ
ろ
う
。「
そ
の
他
」
は
、
説

明
文
・
文
章
表
現
・
話
す
・
聞
く
な
ど
の
教
科
専
門
に
適
合
し

な
い
部
分
と
他
教
科
と
の
連
携
部
分
を
意
味
す
る
。

⑴
の
場
合
は
、
国
語
学
以
外
の
分
野
の
参
入
が
困
難
に
な
り
、

教
科
専
門
教
員
の
大
部
分
が
関
与
で
き
な
く
な
る
難
題
が
解
決

で
き
な
い
。
⑵
に
つ
い
て
は
、
国
語
学
と
国
文
学
の
境
界
が
不

分
明
で
あ
っ
た
半
世
紀
前
な
ら
検
討
の
余
地
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
現
時
点
で
は
極
め
て
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

言
語
学
と
文
学
を
親
学
問
と
す
る
と
し
て
も
両
者
の
異
質
性
を

無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
⑷
～
⑹
に
基
づ
い
て
、
最
も
広

領
域
な
漢
文
学
を
親
学
問
に
す
る
こ
と
も
理
論
的
に
は
考
え
ら

れ
る
が
、
現
実
的
で
は
な
い
。

以
上
、
い
ず
れ
も
実
現
に
は
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
く
。

親
学
問
に
よ
る
国
語
科
の
統
一
が
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
と
、

次
善
の
策
と
し
て
各
分
野
別
の
内
容
学
（
教
科
内
容
構
成
）
を

発
想
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
各
教
科
内
容
学
と
並

ん
で
「
国
語
科
内
容
学
」
を
仮
設
す
る
が
、
こ
れ
は
名
辞
の
み

の
も
の
、
あ
る
い
は
国
語
科
教
育
学
担
当
と
し
て
、
そ
の
下
部

に
国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
・
書
道
（
書
写
）
の
内
容
学
が

配
さ
れ
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
（
図
参
照
）。

国
語
科
に
お
け
る
特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
的
経
緯
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
無
意
味
な
も
の
で
は
な

い
。
長
い
年
月
が
経
過
す
る
う
ち
に
、
当
事
者
た
ち
の
努
力
と

見
識
に
よ
っ
て
、
矛
盾
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
的
に

有
効
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
国
語
科
の
特
徴

に
は
利
点
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
教
科
専
門

教
員
は
、
そ
の
営
為
の
蓄
積
を
尊
重
し
つ
つ
、
新
時
代
に
適
応

し
、
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は

現
状
の
精
確
な
把
捉
か
ら
で
あ
る
と
自
戒
す
る
。

 

〔
注
〕

（
１
）　
「
今
後
の
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
学
部
の
在
り
方
に

つ
い
て
」（
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
学
部
の
在
り
方
に

教
科
内
容
学

　
　
　

一
般
的
教
科
内
容
学

　
　
　

個
別
的
教
科
内
容
学

　
　
　
　
　

○
○
科
内
容
学  　
　

国
語
学
分
野
内
容
学

　
　
　
　
　

○
○
科
内
容
学  　
　

国
文
学
分
野
内
容
学

　
　
　
　
　

国
語
科
内
容
学  　
　

漢
文
学
分
野
内
容
学

　
　
　
　
　

○
○
科
内
容
学  　
　

書
道
分
野
内
容
学

　
　
　
　
　

○
○
科
内
容
学  　
　
（
基
礎
分
野
内
容
学
）

図　国語科内容学構想図
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精
神
を
養
う
の
に
役
立
つ
こ
と
」
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い

る
（
三
九
頁
）。

（
24
）　

藤
原
宏
「
国
語
科
教
育
」（
日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
国

語
教
育
総
合
事
典
』
平
成
二
三
年
、
朝
倉
書
店
刊
）。

（
25
）　

飛
田
多
喜
雄
「
人
間
形
成
と
し
て
の
国
語
教
育
」（『
国

語
教
育
総
合
事
典
』（
24
）
に
同
じ
）。

（
26
）　
（
25
）
に
同
じ
。

（
27
）　

西
園
芳
信
「
研
究
の
課
題
と
方
法
」（
同
他
編
『
教
育

実
践
か
ら
捉
え
る
教
員
養
成
の
た
め
の
教
科
内
容
学
研

究
』
平
成
二
一
年
、
風
間
書
房
刊
）
三

−

四
頁
。

（
28
）　

西
園
芳
信
前
掲
文
（
27
）、新
井
知
生
「『
教
科
内
容
学
』

研
究
の
成
果
と
課
題
―
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け

る
教
科
専
門
の
授
業
の
在
り
方
を
中
心
に
―
」（『
島
根
大

学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
九
巻
、
平
成
二
七
年
一
二
月
）

な
ど
参
照
。

（
29
）　

輿
水
実
著
『
国
語
科
教
育
学
入
門
』（
明
治
図
書
新
書

20
、
昭
和
四
三
年
、
明
治
図
書
刊
）
五
六
・
五
七
頁
。

（
30
）　

余
郷
裕
次
・
村
井
万
里
子
「
国
語
科
の
教
科
内
容
構
成

の
原
理
と
枠
組
み
」（『
教
育
実
践
か
ら
捉
え
る
教
員
養
成

の
た
め
の
教
科
内
容
学
研
究
』
平
成
二
一
年
、
風
間
書
房

刊
） 

な
ど
。

（
31
）　

村
井
万
里
子
・
野
村
眞
木
夫
・
渡
部
洋
一
郎
・
堀
江
祐

爾
・
原
卓
志
・
茂
木
俊
伸「『
国
語
科
内
容
学
』構
成
案
」（『
教

科
専
門
と
教
科
教
育
を
架
橋
す
る
教
育
研
究
領
域
に
関
す

る
調
査
研
究
』
平
成
二
二

−

二
三
年
度
文
部
科
学
省
先
導

的
大
学
改
革
推
進
受
託
事
業
、
平
成
二
三
年
九
月
、
上
越

教
育
大
学
刊
）
六
〇
頁
。

（
32
） 

垣
内
松
三
「
国
民
言
語
文
化
の
統
一
性
」（『
垣
内
松
三

著
作
集
』
第
四
巻
、
昭
和
五
二
年
、
光
村
図
書
刊
。
初
出

『
形
象
論
序
説
』
昭
和
一
三
年
、
不
老
閣
書
房
刊
）。

（
33
）　

西
尾
実
著
『
国
語
教
育
学
の
構
想
』（
昭
和
四
三
年
、

筑
摩
書
房
刊
）
一
二
四
頁
。

（
34
）　

臼
田
悦
子
「『
言
語
文
化
』
を
核
と
し
た
国
語
科
学
習

指
導
の
研
究
」（『
信
大
国
語
教
育
』
第
二
一
号
、
平
成

二
三
年
一
一
月
）
参
照
。

（
35
）　

湯
浅
茂
雄
「
辞
書
と
言
語
文
化
―
国
語
辞
典
の
利
用
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
」『
國
文
學
解
釈
と
教
材

の
研
究
』
第
四
一
巻
第
一
一
号
、
平
成
八
年
九
月
）。

（
36
）　

昭
和
三
九
年
に
東
京
外
国
語
大
学
に
置
か
れ
た
「
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
」
は
、「
言
語
学
・
文

化
人
類
学
・
地
域
研
究
分
野
の
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
」
で
あ
り
、「
基
本
的
に
言
語
学
、
文
化
人
類
学
、
歴

史
学
、
地
域
研
究
の
各
分
野
の
研
究
者
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
」
の
で
、
こ
の
「
言
語
文
化
」
は
「
国
語
科
」
を
統

合
す
る
も
の
で
は
な
い
。（『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文

化
研
究
所
の
現
状
と
課
題
―
二
〇
一
七 

年
度
年
次
報
告

書
』
平
成
三
一
年
三
月
。
二
、七
頁
）
参
照
。

～
三
七
頁
）

（
12
）　

中
学
校
の
事
例
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
小
学
校
・
高

校
に
お
い
て
も
事
情
に
大
差
は
な
い
。
中
学
校
国
語
の
目

標
中
の
「
社
会
生
活
」
や
「
言
語
感
覚
を
豊
に
し
」
な
ど

が
小
学
校
で
は
「
日
常
生
活
」
や
「「
言
語
感
覚
を
養
い
」

な
ど
に
置
き
換
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
骨
子
の
ほ
と
ん
ど
が

共
通
す
る
。
ま
た
、
こ
の
骨
子
の
ほ
と
ん
ど
は
高
校
に
も

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
13
）　

高
校
で
は
、
社
会
科
が
地
理
歴
史
と
公
民
に
分
か
れ
て

「
主
要
六
教
科
」
に
な
る
。

（
14
） 「
国
語
科
は
技
能
教
科
で
あ
る
」
と
い
う
説
示
は
珍
し
く

な
い
。
渋
谷
孝
「
説
明
文
と
社
会
科
・
理
科
」（
日
本
国

語
教
育
学
会
編
『
国
語
教
育
総
合
事
典
』
平
成
二
三
年

一
一
月
、
朝
倉
書
店
刊
）
な
ど
。

（
15
）　

野
地
潤
家
「
新
し
い
国
語
科
教
育
」（
同
他
編
『
新
版

中
学
校
高
等
学
校
国
語
科
教
育
法
』
平
成
二
三
年
、
お
う

ふ
う
刊
）
一
七
頁
な
ど
。

（
16
）　

田
近
洵
一
「
国
語
教
育
と
国
語
教
師
」（
同
他
編
『
中

学
校
・
高
等
学
校
国
語
科
教
育
法
研
究
』
平
成
二
五
年
、

東
洋
館
出
版
社
刊
）
な
ど
。

（
17
）　

倉
澤
栄
吉
の
「
国
語
教
師
の
評
価
項
目
」（
同
著
『
国

語
教
育
の
問
題
』
昭
和
二
六
年
、
世
界
社
刊
）
に
も
教
科

専
門
が
介
在
す
る
余
地
は
な
い
。

（
18
）　

安
藤
修
平
「
国
語
科
の
成
立
」（
日
本
国
語
教
育
学
会

編
『
国
語
教
育
総
合
事
典
』
平
成
二
三
年
一
一
月
、
朝
倉

書
店
刊
）、
田
近
洵
一
「
国
語
教
育
の
目
標
」（
同
著
『
言

語
行
動
主
体
の
形
成
―
国
語
教
育
へ
の
視
座
―
』
昭
和

五
〇
年
一
〇
月
、
新
光
閣
書
店
刊
）、
小
笠
原
拓
「
成
立

過
程
に
み
る
『
国
語
科
』
の
歴
史
的
性
格
」（『
国
語
科

教
育
』〈
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
〉
第
五
〇
集
、
平
成

一
三
年
九
月
）
な
ど
参
照
。

（
19
）　

田
近
洵
一
前
掲
論
文
（
18
）
な
ど
。

（
20
）　

寺
井
正
憲
「
国
語
科
と
他
教
科
」（『
国
語
教
育
辞
典
』

平
成
一
三
年
、
朝
倉
書
店
刊
）
な
ど
参
照
。

（
21
）　

小
田
迪
夫
「
説
明
文
と
理
科
」（
日
本
国
語
教
育
学
会

編
『
国
語
教
育
総
合
事
典
』
平
成
二
三
年
、朝
倉
書
店
刊
）、

渋
谷
孝
「
説
明
文
と
社
会
科
」（
同
）
な
ど
。

（
22
）　

類
似
し
た
傾
向
は
、
社
会
科
、
家
庭
科
な
ど
の
他
教
科

に
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
語
に
お
い
て

そ
れ
が
特
に
顕
在
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

（
23
）　

た
と
え
ば
、『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
二
九
年

三
月
告
示
）
第
二
章 

各
教
科　

第
一
節 

国
語　

第
三 

指

導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い 

３
（
２
）
に
「
教
材
は
、

次
の
よ
う
な
観
点
に
配
慮
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
」
と
し

て
、「
人
生
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
豊
か
な
人
間
性
を

養
い
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
意
志
を
育
て
る
の
に
役
立
つ

こ
と
」「
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を

深
め
る
の
に
役
立
つ
こ
と
」「
広
い
視
野
か
ら
国
際
理
解

を
深
め
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
国
際
協
調
の
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は
じ
め
に

一
九
八
〇
年
代
の
日
野
啓
三
は
、「
幻
視
的
都
市
小
説
」（
１
）

と
呼
ば
れ
る
作
品
を
書
き
続
け
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
の

腎
臓
癌
摘
出
手
術
を
経
て
、
闘
病
体
験
を
踏
ま
え
た
作
品
群
を

書
い
て
い
く
。
八
〇
年
代
の
終
わ
り
を
短
篇
集
『
ど
こ
で
も
な

い
ど
こ
か
』（
２
）で
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
日
野
は
、
九
〇
年
の

手
術
後
最
初
の「
作
品
」と
な
っ
た『
東
京
タ
ワ
ー
が
救
い
だ
っ

た
』（３
）（
以
下
『
東
京
タ
ワ
ー
』
と
略
記
）
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

自
分
自
身
の
本
も
、
入
院
直
前
に
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
誌
の

連
載
が
『
モ
ノ
リ
ス
』
と
改
題
し
て
刊
行
さ
れ
、
退
院
後

に
刊
行
に
な
っ
た
短
篇
集
『
ど
こ
で
も
な
い
ど
こ
か
』
の

ゲ
ラ
刷
り
が
入
院
直
前
に
来
て
い
た
の
だ
が
、
い
つ
も
の

よ
う
に
す
す
ん
で
読
む
気
が
し
な
か
っ
た
。
何
か
こ
の
窮

状
に
自
分
を
追
い
こ
ん
だ
不
十
分
な
自
分
の
考
え
に
改
め

て
直
面
す
る
の
を
恐
れ
る
気
持
だ
。（
略
）

ま
た
『
ど
こ
で
も
な
い
ど
こ
か
』
も
、
い
ま
の
自
分
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
読
者
の
心
を
開
き
元
気
づ
け
る
本
当

の
力
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
と
て
も
気
落

ち
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
池
澤
夏
樹
の
新
し
い
エ
ッ
セ
イ
集
『
イ

ン
パ
ラ
は
転
ば
な
い
』
や
、
再
読
し
た
川
村
二
郎
の
『
日

本
廻
国
記
一
宮
巡
歴
』
の
、
世
界
に
対
す
る
基
本
的
な

態
度
の
し
な
や
か
な
温
か
さ
が
深
く
快
か
っ
た
。
世
界
に

対
し
て
優
し
く
全
体
的
で
あ
る
こ
と
（
悪
性
細
胞
も
含
め

て
）
を
、
詩
的
と
い
う
の
だ
な
と
思
い
、
も
し
無
事
手
術

を
終
え
て
生
き
の
び
ら
れ
た
ら
、
自
分
も
そ
の
よ
う
な
文

章
を
書
き
た
い
、
と
と
て
も
素
直
に
そ
う
思
っ
た
。

日
野
啓
三
『
東
京
タ
ワ
ー
が
救
い
だ
っ
た
』
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
の
転
換
─

山
　
根
　
繁
　
樹
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一　
「
時
計
」
の
時
間

『
東
京
タ
ワ
ー
』
の
冒
頭
は
、
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
の
言
及

か
ら
始
ま
る
。

ア
フ
リ
カ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

春
の
終
る
こ
ろ
、
急
に
ア
フ
リ
カ
に
行
き
た
い
と
、
ほ

と
ん
ど
発
作
的
に
思
い
出
し
た
。

《
き
っ
か
け
》
と
は
、
癌
発
見
の
《
き
っ
か
け
》
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
『
東
京
タ
ワ
ー
』
は
、《
私
》
の
癌
に
ま
つ
わ
る

事
象
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
宣
言
し
て
始
ま
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
よ
い
。
そ
し
て
、
最
後
も
ア
フ
リ
カ
に
触
れ
て
い
る
。

黙
っ
て
感
じ
ろ
、
と
自
分
に
言
っ
た
。
黒
石
の
山
ウ
サ

ギ
も
妙
に
乾
い
た
目
つ
き
で
私
を
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の

目
を
見
つ
め
、
ま
た
東
京
タ
ワ
ー
の
光
の
塔
を
眺
め
、
ア

フ
リ
カ
の
生
命
力
に
ひ
か
れ
て
始
ま
っ
た
こ
の
一
連
の
体

験
が
、
奇
し
く
も
ア
フ
リ
カ
の
ウ
サ
ギ
で
終
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
と
の
、
奇
妙
な
偶
然
に
つ
い
て
考
え
た
の
だ
っ
た
。

《
山
ウ
サ
ギ
》
と
は
、
病
気
の
せ
い
で
ア
フ
リ
カ
に
行
け
な

く
な
っ
た
《
私
》
の
た
め
に
友
人
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
、
ア

フ
リ
カ
産
の《
小
さ
な
石
の
彫
刻
》で
あ
る
。ア
フ
リ
カ
を《
き
っ

か
け
》
と
し
て
始
ま
っ
た
《
こ
の
一
連
の
体
験
》
が
《
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
》
の
だ
が
、『
東
京
タ
ワ
ー
』
に
お
い
て
、《
こ

の
一
連
の
体
験
》
は
、
ま
さ
に
《
一
連
の
》
時
間
の
も
と
に
語

ら
れ
る
。
そ
れ
が
乱
れ
る
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
は
、《
一

連
の
体
験
》
の
《
体
験
》
と
し
て
の
異
様
さ
が
、
語
る
う
え
で

の
《
一
連
の
》
時
間
と
い
う
「
軸
」
を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ

と
も
い
え
る
。《
体
験
》
の
異
様
さ
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
認
識
を
語
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
が
生
じ
る
経
緯
を
説
得
的
に

示
す
た
め
に
は
、
読
む
者
が
受
け
容
れ
や
す
い
《
一
連
の
》
時

間
に
し
た
が
っ
て
語
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、《
体
験
》
の
異
様
さ
そ
の
も
の
を
示
す
た
め
に
も
、《
一

連
の
》
時
間
に
し
た
が
う
語
り
が
必
要
と
さ
れ
る
。
手
術
前
後

の
麻
酔
や
鎮
痛
剤
に
よ
る
、
時
間
感
覚
の
混
濁
と
い
っ
た
事
態

も
、《
一
連
の
》
時
間
に
し
た
が
っ
た
語
り
の
中
で
こ
そ
明
確

に
な
る
。《
体
験
》
の
異
様
さ
を
際
立
た
せ
る
う
え
で
も
、
さ

ら
に
は
、《
体
験
》
の
異
様
さ
そ
の
も
の
と
し
て
狂
っ
た
時
間

感
覚
を
示
す
た
め
に
も
、《
一
連
の
》
時
間
に
し
た
が
う
語
り

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
見
よ
う
。
経
過
順
に
語
ら
れ
る
中
で
も
、《
私
》

の
《
体
験
》
と
し
て
最
初
に
異
様
な
事
態
と
な
る
の
は
、
造
影

剤
を
使
っ
た
検
査
時
の
麻
酔
の
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

妙
な
麻
酔
だ
っ
た
。
視
野
全
体
が
夕
暮
の
よ
う
に
黄
色
く

薄
暗
い
。
看
護
婦
と
検
査
技
師
が
傍
に
い
る
こ
と
は
わ
か

り
、
声
も
聞
こ
え
る
の
だ
が
、
顔
が
見
え
な
い
。
薄
暗
い

視
野
の
中
で
、
手
術
室
の
壁
の
時
計
の
針
だ
け
は
実
に
よ

く
わ
か
っ
た
。

こ
の
後
検
査
自
体
は
無
事
終
わ
る
が
、
動
脈
に
造
影
剤
を
注

入
し
た
こ
と
か
ら
、
一
晩
身
動
き
の
取
れ
な
い
状
態
に
な
る
。

そ
し
て
、
そ
の
眠
れ
ぬ
夜
に
も
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
時
計

こ
こ
に
は
、
腎
臓
癌
発
覚
後
に
感
じ
た
と
い
う
『
ど
こ
で
も

な
い
ど
こ
か
』
に
対
す
る
不
満
、
あ
る
い
は
失
望
が
表
明
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、池
澤
夏
樹
や
川
村
二
郎
の
い
わ
ゆ
る「
エ
ッ

セ
イ
」
に
惹
か
れ
た
と
語
る
。
自
作
や
実
在
の
他
作
家
作
品
に

言
及
す
る
『
東
京
タ
ワ
ー
』
は
、初
出
時
「
文
明
季
評
―
'90
冬
」

と
い
う
標
題
の
も
と
に
「
東
京
タ
ワ
ー
が
救
い
だ
っ
た
」
と
続

き
、「
―
腎
臓
ガ
ン
手
術
か
ら
の
生
還
」
と
い
う
副
題
も
つ
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、『
東
京
タ
ワ
ー
』
を
含
め
、
手
術
後

の
文
章
を
集
め
て
刊
行
さ
れ
た
『
断
崖
の
年
』（４
）の
「
あ
と
が
き
」

に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
も
い
る
。

だ
か
ら
、
退
院
後
一
年
ほ
ど
の
間
に
書
い
た
こ
れ
ら
の

文
章
は
、
意
外
に
楽
し
く
書
い
た
の
で
あ
る
。
二
枚
ほ
ど

書
い
て
は
、
長
椅
子
に
一
時
間
も
二
時
間
も
横
に
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

体
験
記
風
で
も
、
短
篇
小
説
風
で
も
、
エ
ッ
セ
イ
風
で

も
、
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
世
に

闘
病
記
と
言
わ
れ
る
悲
愴
な
調
子
だ
け
は
、
滲
み
出
て
ほ

し
く
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
日
野
は
、『
断
崖
の
年
』
所
収
作
品
を
「
こ
れ
ら
の

文
章
」
と
呼
び
、「
○
○
風
」
と
挙
げ
た
ジ
ャ
ン
ル
を
意
識
し

な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。

確
か
に
、『
東
京
タ
ワ
ー
』
は
、「
体
験
記
」
と
も
「
エ
ッ
セ

イ
」
と
も
い
え
る
「
文
章
」
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
「
短
篇
小
説
」
と
読
め
る
『
牧
師
館
』（
５
）な
ど
と
と
も

に
『
断
崖
の
年
』
に
収
め
ら
れ
た
、
手
術
後
最
初
の
「
文
章
」

と
し
て
の
『
東
京
タ
ワ
ー
』
を
、
い
か
に
受
け
止
め
る
べ
き
な

の
か
。
そ
れ
は
、
分
類
す
べ
き
ジ
ャ
ン
ル
は
何
か
と
い
う
疑
問

で
は
な
い
。
ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
『
断
崖
の
年
』

は
第
三
回
伊
藤
整
文
学
賞
の
「
小
説
」
部
門
の
受
賞
作
と
な
っ

て
お
り
、『
日
野
啓
三
自
選
エ
ッ
セ
イ
集
魂
の
光
景
』（
６
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
主
要
著
作
リ
ス
ト
」
で
も
「
短
篇
集
」
と
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
こ
の
『
自
選
エ
ッ
セ
イ
集
』
に
は
、『
断
崖
の

年
』
所
収
作
品
『
断
崖
に
ゆ
ら
め
く
白
い
掌
の
群
』（
７
）も
採
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
野
も
含
め
た
文
学
関
係
者

か
ら
し
て
す
で
に
、『
断
崖
の
年
』
所
収
作
品
を
「
エ
ッ
セ
イ
」

と
み
る
か
「
小
説
」
と
み
る
か
で
揺
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
野
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
自
体
に
問
う
べ
き
点
も
あ
ろ
う
。
だ

が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
腎
臓
癌
手
術
と
い
う
経
験
を
契
機
と
し

て
、
自
作
小
説
に
対
す
る
不
満
、
失
望
と
と
も
に
、
何
が
ど
の

よ
う
に
語
ら
れ
た
の
か
を
確
認
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、

こ
れ
以
降
頻
出
す
る
闘
病
体
験
を
も
つ
語
り
手
に
よ
る
作
品
が
、

八
〇
年
代
以
前
の
作
品
と
い
か
に
繋
が
る
の
か
、
あ
る
い
は
繋

が
ら
な
い
の
か
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

小
稿
で
は
、『
東
京
タ
ワ
ー
』
の
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
特
質
を

持
ち
、
何
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
指
す
。
そ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
代
日
野
作
品
に
お
け
る

「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
を
問
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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と
は
言
え
な
い
。
闇
々
た
る
無
限
の
暗
黒
空
間
の
前
方
か

ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
次
々
と
切
れ
目
な
く
と
び
出
し

て
き
て
は
顔
面
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
っ
て
左
右
に
流
れ

て
ゆ
く
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
の
出
現
と
動
き
は

信
じ
難
い
高
速
で
あ
る
。
一
瞬
の
途
切
れ
も
な
い
。

こ
こ
で
《
私
》
自
身
、《
そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
実
は
私
の

意
識
の
内
部
か
ら
来
て
い
る
こ
と
を
、
明
瞭
に
意
識
し
な
が

ら
》
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
目
を
閉
じ
る
と
、《
製
作
し
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
も
な
い
》
に
も
か
か
わ
ら
ず
、《
色
も
映
像
も

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
す
こ
ぶ
る
あ
い
ま
い
》
な
《
自
分
自
身
の
自

伝
ビ
デ
オ
》
が
現
れ
る
。
結
局
、
次
の
よ
う
な
状
態
に
置
か
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
開
閉
す
る
目
が
こ
の
顔
の
肉
眼
な
の
か
、

意
識
の
内
部
の
目
の
よ
う
な
も
の
か
、
判
然
と
は
し
な
い

が
、
私
の
意
識
に
関
す
る
限
り
、
目
を
開
こ
う
が
閉
じ
よ

う
が
、
く
そ
お
も
し
ろ
く
も
な
い
無
意
味
な
イ
メ
ー
ジ
の

原
型
み
た
い
な
も
の
と
、
物
語
の
原
型
み
た
い
な
も
の
と
、

ど
ち
ら
か
ら
も
逃
げ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
事
実
か
ら
逃
げ

ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
患
者
一
般
に
と
っ
て
の
普
遍
的
な
体
験
で
な
い
こ
と

は
、《
私
》
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
別
の
患
者
か
ら
は
全
く
別

の
体
験
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
、
こ
れ
が
《
私
の
場

合
》
に
限
定
的
で
あ
る
こ
と
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

《
私
》
に
と
っ
て
こ
の
《
体
験
》
は
、《
一
種
存
在
論
的
な
意
識

体
験
と
な
っ
た
》
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う

な
《
結
論
》
を
も
た
ら
す
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
私
た
ち
が
世
界
と
と
も
に
在
る
と

い
う
こ
と
、
私
た
ち
が
現
実
を
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
い
か
に
頼
り
な
い
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
心
理

的
、
感
情
的
な
意
味
で
は
な
く
、
知
覚
的
、
認
識
論
的
な

意
味
に
お
い
て
。

私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
見
た
い
世
界
を
見
る
の
だ
。
そ

し
て
私
た
ち
が
何
を
見
た
い
の
か
を
決
め
る
の
は
私
た
ち

自
身
で
は
な
い
。
私
自
身
の
意
志
で
は
な
い
。

薬
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
《
体
験
》
は
、
誰
に
も
同
じ
よ
う
な

も
の
と
し
て
現
れ
る
の
で
は
な
い
。《
私
》
は
、《
私
の
場
合
》

に
限
定
さ
れ
た
《
体
験
》
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
《
体
験
》

の
個
別
性
が
、《
私
た
ち
》
に
つ
い
て
の
認
識
を
も
た
ら
す
。

で
は
、《
何
を
見
た
い
の
か
を
決
め
る
》《
私
自
身
の
意
志
で

は
な
い
》
も
の
と
は
何
か
。《
私
》
は
、
薬
が
切
れ
か
け
た
状

態
に
つ
い
て
、《
自
分
自
身
の
身
体
と
い
う
気
が
し
な
い
》
と

い
い
、《
い
わ
ば
身
体
一
般
》
と
い
っ
た
後
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

身
体
そ
の
も
の
の
意
識
と
い
う
の
に
近
い
が
、
霊
と
か
精

神
と
か
心
と
い
う
よ
う
な
身
体
と
別
の
実
体
的
な
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
ぼ
ん
や
り
し
た
身
体
の
ぼ
ん
や
り
し

た
作
用
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
作
用
そ

の
も
の
が
妙
に
自
律
的
で
、
意
識
的
で
あ
る
。
勝
手
に
何

か
企
み
考
え
て
意
志
し
て
い
る
よ
う
な
の
だ
。
彼
自
身
の

意
志
に
よ
っ
て
か
、
も
っ
と
普
遍
的
な
法
則
に
よ
っ
て
か

わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
私
の
意
志
に
よ
っ
て

の
時
間
を
意
識
し
て
い
る
。

手
術
本
番
時
の
麻
酔
は
当
然
、
完
全
に
意
識
を
途
切
れ
さ
せ

る
も
の
だ
が
、
集
中
治
療
室
で
意
識
が
戻
っ
た
と
き
、
ま
た
も

や
時
計
が
意
識
さ
れ
る
。

離
れ
離
れ
に
別
の
患
者
達
も
幾
人
か
い
る
気
配
だ
が
見
え

な
い
。
看
護
婦
た
ち
の
動
き
も
感
じ
ら
れ
る
が
顔
は
よ
く

見
え
な
い
。
以
前
の
血
管
造
影
検
査
の
と
き
と
同
じ
よ
う

に
、
壁
に
か
か
っ
た
丸
形
の
大
型
電
気
時
計
の
数
字
と
針

の
位
置
だ
け
が
、
実
に
は
っ
き
り
と
見
え
た
。

知
覚
と
意
識
の
主
な
領
域
は
ほ
と
ん
ど
活
動
を
停
止
し

て
い
な
が
ら
、
時
計
だ
け
が
明
瞭
に
見
え
た
の
が
な
ぜ
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
時
計
す
な
わ
ち
人
々
と
共
通
の
公
共

の
時
間
と
い
う
存
在
お
よ
び
そ
れ
へ
の
感
覚
は
、
私
の
意

識
の
最
低
部
に
も
強
く
働
き
続
け
て
い
る
ら
し
い
。

時
計
を
認
知
し
た
最
初
の
反
応
は
安
心
感
だ
っ
た
。
位

置
不
明
の
暗
黒
と
虚
無
の
果
て
を
漂
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
午
前
一
時
過
ぎ
と
い
う
客
観
的
実
在
と
共
に
あ
る
こ

と
の
現
実
感
で
あ
る
。

こ
こ
で
時
計
が
常
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
、
展
開
は
時
系
列

に
し
た
が
っ
て
記
述
さ
れ
る
。
手
術
後
の
朦
朧
と
し
た
意
識
状

態
に
お
い
て
は
、
時
計
で
示
さ
れ
る
時
間
、
他
者
と
と
も
に
在

る
《
客
観
的
》
世
界
に
い
る
こ
と
自
体
が
安
心
を
与
え
て
も
い

る
。「
時
計
」
の
時
間
が
あ
る
こ
と
が
、『
東
京
タ
ワ
ー
』
の
世

界
の
基
本
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二　
《
身
体
》
の
意
志
／
法
則

だ
が
、
時
計
の
時
間
が
与
え
る
の
は
、《
安
心
感
》
だ
け
で

は
な
い
。《
客
観
的
》
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
時
間
の
中
に
い
る

こ
と
が
、
閉
塞
感
を
生
み
出
し
も
す
る
。

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
た
ま
ま
、
た
だ
過
ぎ
る
の
を
待
つ
だ

け
の
時
計
的
時
間
。
そ
の
恐
怖
の
客
観
性
。
健
康
で
動
き

ま
わ
れ
る
と
き
は
、
何
か
の
行
動
に
熱
中
し
て
時
計
の
時

間
か
ら
逃
げ
ら
れ
る
け
れ
ど
、
病
気
の
最
大
の
苦
し
み
の

ひ
と
つ
は
、
少
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
時
計
的
時
間
だ
っ

た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
《
時
計
的
時
間
》
を
意
識
で
き
る
こ

と
自
体
が
、
手
術
に
よ
る
身
体
的
苦
痛
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
さ
せ

な
い
、
麻
酔
と
鎮
痛
剤
の
お
か
げ
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

《
私
》
は
、《
切
口
の
直
接
の
痛
み
の
た
め
よ
り
も
む
し
ろ
時
間

を
早
く
経
過
さ
せ
る
（
な
い
し
時
計
の
時
間
か
ら
逃
れ
る
）
た

め
に
》、《
痛
み
止
め
》
を
打
っ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
薬
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
が
、《
一
連
の
体
験
》
の

一
つ
の
核
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

切
口
の
痛
み
は
も
ち
ろ
ん
身
体
の
存
在
感
そ
の
も
の
ま

で
見
事
に
消
え
た
。
だ
が
意
識
は
消
え
な
か
っ
た
ど
こ
ろ

か
、
い
き
な
り
ジ
ェ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が
発
車
し
た
よ
う
な

猛
烈
な
惑
乱
現
象
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
意
識
の
内
側

か
ら
あ
ら
ゆ
る
形
の
幻
覚
が
湧
き
出
し
て
き
て
は
意
識
の

中
を
と
び
ま
わ
り
始
め
た
の
だ
。
意
識
の
内
奥
か
ら
だ
け
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こ
こ
で
《
私
》
は
、
自
身
の
《
冷
静
さ
》
に
つ
い
て
語
る
。

も
ち
ろ
ん
ゾ
ン
ビ
状
態
で
の
冷
静
さ
で
あ
る
。
痛
み
止

め
の
注
射
は
実
際
に
は
も
う
止
め
て
い
た
が
、
そ
の
残
存

効
果
の
よ
う
な
も
の
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
だ
が

こ
の
数
日
間
の
私
の
状
態
は
明
ら
か
に
健
康
で
も
正
常
で

も
な
い
と
し
て
、
で
は
病
的
で
異
常
で
し
か
な
か
っ
た
か
。

で
き
る
だ
け
正
確
に
、
で
き
る
だ
け
柔
軟
に
、
つ
ま
り

で
き
る
だ
け
リ
ア
ル
に
言
い
た
い
。
第
一
に
そ
れ
は
病
的

な
苦
し
い
状
態
だ
っ
た
。
不
安
で
苦
し
か
っ
た
。
だ
が

こ
れ
が
人
間
の
根
源
的
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と

い
う
思
い
も
ま
た
深
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
思
い

は
相
反
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
排
斥
し
合
う
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
と
て
も
苦
し
か
っ
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
だ
っ
た

の
か
、
と
い
う
透
き
と
お
る
認
識
が
あ
っ
た
。

入
院
し
、
手
術
を
経
て
《
幻
覚
》
を
見
た
後
、《
ま
と
も
な

現
実
》
に
戻
っ
た
と
安
心
し
た
《
私
》
が
、
再
び
《
幻
覚
》
と

自
覚
し
な
が
ら
、
や
は
り
人
間
は
《
見
た
い
世
界
を
見
る
》
の

だ
と
思
う
。
そ
の
と
き
、
必
ず
し
も
《
ま
と
も
な
現
実
》
に
い

る
と
は
い
え
な
い
《
病
的
な
苦
し
い
状
態
》
が
、《
人
間
の
根

源
的
な
状
態
》
な
の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。《
ま
と

も
》
で
は
な
い
の
で
《
苦
し
い
》
が
、
そ
れ
が
《
根
源
的
》
だ

と
し
た
ら
、《
ま
と
も
》
が
仮
構
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

だ
が
、《
正
常
で
な
い
》
こ
と
が
《
異
常
》
を
指
す
の
で
は

な
い
と
し
た
ら
、《
ま
と
も
》
こ
そ
が
仮
構
な
の
だ
と
主
張
す

る
こ
と
も
正
確
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
後
《
私
》
は
、
先
の
《
人
影
》
を
、《
イ
メ
ー
ジ
が
そ

の
ま
ま
意
味
で
あ
り
意
味
も
そ
の
ま
ま
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
よ
う

な
〝
原
イ
メ
ー
ジ
＝
言
葉
〟
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
精
妙
き
わ
ま
る

作
用
》
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
《
作
用
》
が

《
根
源
的
》
で
あ
る
な
ら
ば
、《
人
影
》
の
よ
う
な
《
幻
覚
》
と

思
わ
れ
る
も
の
は
世
界
に
遍
在
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

《
私
》
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

ま
ず
と
に
か
く
窓
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
二
十
メ
ー
ト
ル
先
の

屋
上
に
、
い
き
な
り
ゴ
ー
ス
ト
＝
人
間
の
列
が
現
れ
、
そ

の
妙
な
連
中
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
す
っ

と
直
感
的
に
そ
う
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
世
界
は

ゴ
ー
ス
ト
に
溢
れ
て
い
る
、
と
。
あ
る
い
は
ゴ
ー
ス
ト
を

無
限
に
産
み
出
す
も
の
が
人
間
だ
、
と
。

と
て
も
《
ま
と
も
》
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
は
《
異
常
》

な
状
態
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
が
《
根
源
的
》
な
の
だ
と

い
う
《
認
識
》
は
、
こ
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
《
認
識
》
が
必
ず
し
も
《
私
》
を
救
う
わ
け

で
は
な
い
。《
私
》
は
、繰
り
返
し
夜
空
か
ら
迫
っ
て
く
る
《
猛

獣
の
顔
》
を
見
た
り
、
ビ
ル
の
標
識
灯
の
赤
い
灯
が
ど
う
し
て

も
《
漢
字
》
に
見
え
た
り
す
る
。
そ
れ
は
、《
イ
メ
ー
ジ
が
自

由
に
（
本
当
に
あ
き
れ
る
ほ
ど
自
由
に
だ
）
外
に
出
て
ゆ
く
》

こ
と
な
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
必
ず
し
も
快
い
わ
け
で
は
な

い
《
認
識
》
の
《
恐
し
》
さ
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

多
分
、
痛
み
止
め
モ
ル
ヒ
ネ
系
剤
は
、
数
日
間
、
私
の

意
識
の
古
層
を
異
常
に
活
性
化
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
東

動
い
て
は
い
な
い
。

つ
ま
り
、
意
識
的
な
《
私
》
の
意
志
で
は
な
く
、《
妙
に
自

律
的
で
、意
識
的
》
な
《
身
体
の
ぼ
ん
や
り
し
た
作
用
》
が
、《
何

を
見
た
い
の
か
を
決
め
る
》
の
だ
。
そ
れ
は
、《
自
分
の
意
識

内
容
も
現
実
感
覚
も
自
分
の
自
由
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
絶
望

感
と
恐
怖
》
を
《
私
》
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

《
体
験
》
が
奇
妙
で
あ
る
こ
と
は
、《
私
》
自
身
も
意
識
し
て
い

る
。
だ
が
、《
私
》
に
は
、
こ
れ
が
《
実
は
稀
有
の
根
源
的
体

験
か
も
し
れ
ぬ
》
と
い
う
思
い
も
拭
い
が
た
く
あ
る
。
そ
の
思

い
が
、
次
な
る
《
体
験
》
を
《
書
き
と
め
て
お
き
た
い
》
と
い

う
気
持
ち
に
繋
が
っ
て
い
る
。

三　

窓
の
外
の
風
景

集
中
治
療
室
か
ら
個
室
に
戻
っ
た
当
初
は
《
幻
覚
に
苦
し
め

ら
れ
た
マ
グ
ロ
》
の
よ
う
な
《
私
》
だ
っ
た
が
、
三
日
目
の
午

後
に
は
上
半
身
を
少
し
ず
つ
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
初
め
て

窓
の
外
を
見
る
。

そ
う
し
て
初
め
て
窓
の
外
の
風
景
―
―
東
京
タ
ワ
ー
を

中
心
と
す
る
都
心
部
の
一
角
の
風
景
を
、
再
び
こ
の
目
で

眺
め
た
と
き
、
何
と
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
地
獄

か
ら
地
上
へ
、
あ
の
世
か
ら
こ
の
世
へ
、
幻
覚
荒
れ
狂
う

狂
っ
た
世
界
か
ら
事
物
の
落
ち
着
い
た
ま
と
も
な
現
実
へ
、

つ
い
に
私
は
戻
っ
た
、
私
は
生
き
返
っ
た
、
と
。

実
際
涙
ぐ
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

手
術
後
《
幻
覚
荒
れ
狂
う
狂
っ
た
世
界
》
に
い
た
《
私
》
は
、

《
ま
と
も
な
現
実
》
に
戻
っ
た
と
意
識
し
て
い
る
。
だ
が
、
夜

に
同
じ
風
景
を
見
て
い
る
と
異
変
が
起
こ
る
。

と
こ
ろ
が
ど
う
い
う
具
合
か
私
自
身
は
全
く
わ
か
ら
な

い
。
私
の
意
識
の
内
側
で
、
何
か
が
か
す
か
に
、
本
当
に

ご
く
か
す
か
に
ち
ら
と
動
い
た
、
あ
る
い
は
す
る
り
と
ず

れ
た
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る
と
同
時
に
、
ま
ず
左
側
の
四

角
い
建
物
の
ま
わ
り
の
手
す
り
の
上
に
、
す
っ
す
っ
と
人

影
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
た
と
思
う
と
、
忽
ち
十
人
二
十

人
と
並
ん
で
手
す
り
に
腰
か
け
て
談
笑
し
始
め
た
の
で
あ

る
。

隣
の
建
物
の
屋
上
に
現
れ
、
手
す
り
に
腰
掛
け
る
《
人
影
》

を
、《
私
》
も
《
幻
覚
だ
な
、
と
は
す
ぐ
に
気
づ
い
た
》
と
い
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
、《
私
》
の
《
記
憶
の
う
ん
と
深

い
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
男
た
ち
》
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、《
忘

れ
て
い
る
誰
か
の
記
憶
の
ほ
ん
の
一
部
が
意
識
の
奥
の
方
で
ひ

く
っ
と
動
く
》
と
同
時
に
、《
そ
の
人
物
ら
し
き
姿
が
一
人
前

の
態
度
で
》
現
れ
、
手
す
り
に
腰
掛
け
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

《
私
》
は
、
こ
れ
ら
を
《
異
形
の
も
の
つ
ま
り
ゴ
ー
ス
ト
》
と

は
い
い
き
れ
な
い
と
い
う
。

彼
ら
が
そ
こ
に
あ
い
ま
い
な
容
姿
で
現
れ
た
と
い
う
こ
と

と
、
私
自
身
の
記
憶
の
一
部
が
偶
然
に
震
え
た
と
い
う
こ

と
と
が
、
別
の
こ
と
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ

は
同
じ
こ
と
な
の
だ
、
と
大
変
冷
静
に
私
は
思
っ
た
の
で

あ
る
。
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が
変
ら
ぬ
威
厳
と
静
け
さ
を
も
っ
て
輝
い
て
い
る
。

こ
こ
で
《
東
京
タ
ワ
ー
》
は
、《
変
ら
ぬ
》
も
の
、《
確
か
な

も
の
、
本
物
》
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
、《
万
人
に
と
っ
て
あ

の
通
り
の
東
京
タ
ワ
ー
で
あ
る
》
と
い
う
、《
私
》
に
《
客
観

性
》
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
だ
か
ら
、《
私
》
は
、
そ
の
《
客
観
的
な
も
の
》
を
支
え

と
し
て
、《
幻
覚
》
あ
ふ
れ
る
世
界
を
耐
え
た
の
で
あ
る
。

あ
そ
こ
に
だ
け
確
か
な
も
の
、
客
観
的
な
も
の
が
あ
る
。

あ
そ
こ
に
ひ
と
つ
で
も
確
か
な
も
の
が
あ
る
限
り
、
こ
の

世
界
は
ぎ
り
ぎ
り
最
終
的
に
魔
的
幻
覚
の
遊
戯
場
で
は
な

い
の
だ
、
と
思
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

（
略
）
東
京
タ
ワ
ー
は
た
だ
〝
東
京
の
塔
〟
で
あ
っ
て
、

企
業
の
金
も
う
け
の
道
具
で
は
な
い
、
と
私
は
思
い
こ
ん

で
い
た
。
見
え
る
限
り
の
東
京
の
す
べ
て
の
建
物
が
、
物

体
が
、
金
も
う
け
の
た
め
の
直
接
間
接
の
手
段
で
あ
る
中

で
、
東
京
タ
ワ
ー
だ
け
が
純
粋
に
無
償
の
存
在
だ
、
と
私

は
信
じ
続
け
た
の
で
あ
る
。

実
際
が
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、《
存
在
す
る
た
め
に
だ
け

存
在
し
》
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
た
《
東
京
タ
ワ
ー
》
が
、《
私
》

を
《
救
》
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
世
界
や
現
実
が
《
無
意

識
が
生
み
出
す
像
で
し
か
な
い
》
と
い
う
《
恐
し
》
さ
に
対
し
、

世
界
や
現
実
の
《
客
観
的
な
》《
確
か
》
さ
を
保
証
す
る
こ
と
で
、

《
私
》
を
支
え
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、《
私
》
は
、《
こ

の
い
か
が
わ
し
い
世
界
の
中
に
、
確
か
な
も
の
を
確
保
し
よ
う

と
し
た
人
た
ち
》
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

逆
に
多
く
の
時
代
の
多
く
の
場
所
に
、
人
間
た
ち
が
聖

な
る
塔
を
つ
く
り
、
あ
る
い
は
聳
え
立
つ
自
然
物
を
神
聖

視
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
不
確
か
な
幻
像
に

悩
ま
さ
れ
て
き
た
か
、
み
ず
か
ら
の
意
志
に
反
し
て
思
い

も
か
け
ぬ
お
ぞ
ま
し
い
像
が
空
間
を
埋
め
つ
く
し
て
き
た

か
、
と
い
う
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

こ
こ
で
《
私
》
は
、《
私
》
に
起
こ
っ
た
個
別
的
な
《
体
験
》

を
語
り
つ
つ
、
そ
こ
に
人
間
に
と
っ
て
《
根
源
的
》
で
普
遍
的

な
世
界
と
の
関
わ
り
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
。
あ
る
い
は
、《
体

験
》
か
ら
得
ら
れ
た
認
識
を
、
個
別
的
か
つ
普
遍
的
な
事
柄
と

し
て
語
ろ
う
と
し
て
い
る
。《
東
京
タ
ワ
ー
》
が
《
救
い
》
だ
っ

た
こ
と
は
、《
私
》
個
人
の
《
体
験
》
を
超
え
る
こ
と
と
し
て

語
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

作
品
の
最
後
の
文
章
は
す
で
に
引
用
し
た
。
こ
こ
で
、
そ
の

直
前
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

弱
っ
て
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
、
私
は
ぼ
ん
や
り
そ
の

遠
い
ア
フ
リ
カ
の
無
名
の
芸
術
的
職
人
が
長
い
時
間
を
か

け
て
彫
っ
た
に
ち
が
い
な
い
石
の
山
ウ
サ
ギ
を
、
よ
く

掌
で
握
っ
て
い
た
。
外
の
夜
は
も
う
荒
れ
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
次
第
に
、
そ
の
石
の
ウ
サ
ギ
の
ひ
ん
や
り
す
る
触
覚

か
ら
掌
に
じ
か
に
し
み
こ
ん
で
く
る
ふ
し
ぎ
な
感
触
は
、

京
タ
ワ
ー
の
輝
く
都
心
部
の
夜
空
を
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
物
象
た
ち
が
跳
梁
す
る
の
を
、
私
は
見
続
け
た
。

実
に
に
ぎ
や
か
で
、
実
に
お
ぞ
ま
し
く
、
か
な
り
滑
稽
で
、

壮
厳
で
も
あ
る
光
景
だ
っ
た
。

だ
が
そ
れ
ら
す
べ
て
が
幻
覚
で
あ
る
こ
と
も
、
意
識
の

一
部
で
知
っ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
古
代
の
人
た
ち
も
そ

う
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
世
界
が
、
現
実
が
実
は
い
か
に

い
か
が
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
。

こ
の
こ
と
は
恐
し
い
。
ど
ん
な
奇
怪
な
魔
物
の
像
よ
り

も
、
そ
の
像
が
自
分
の
無
意
識
が
生
み
出
す
像
で
し
か
な

い
こ
と
の
直
感
の
方
が
恐
し
い
。

世
界
や
現
実
の
《
い
か
が
わ
し
》
さ
は
、《
自
分
の
無
意
識

が
生
み
出
す
像
で
し
か
な
い
》
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、《
身

体
の
ぼ
ん
や
り
し
た
作
用
》
に
も
通
じ
、
意
識
的
な
《
私
》
の

意
志
を
離
れ
て
い
な
が
ら
、《
私
》
に
現
前
す
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
で
の
《
私
》
は
、
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
意
識
せ
ざ
る

を
得
ず
、《
私
》
な
ら
ざ
る
《
自
分
の
無
意
識
》
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
い
こ
と
を
《
恐
し
い
》
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
《
恐
し
》
さ
を
感
じ
る
《
私
》
だ
か
ら
こ
そ
、《
東

京
タ
ワ
ー
》
に
《
救
》
わ
れ
る
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四　
《
東
京
タ
ワ
ー
》
と
い
う
《
救
い
》

世
界
や
現
実
が
、《
自
分
の
無
意
識
が
生
み
出
す
像
で
し
か

な
い
》
と
し
た
ら
、《
私
》
は
、
何
に
よ
っ
て
自
身
を
支
え
れ

ば
よ
い
の
か
。
昼
間
の
そ
れ
は
、
他
者
の
存
在
で
あ
る
。

昼
間
は
他
人
と
の
関
係
が
あ
る
。
医
師
と
の
、
看
護
婦

と
の
、
家
族
と
の
、
見
舞
い
に
来
て
く
れ
、
電
話
を
か
け

て
く
れ
た
友
人
知
人
た
ち
と
の
、
幻
覚
で
は
な
い
客
観
的

な
関
係
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

他
者
と
の
《
関
係
》
に
よ
っ
て
、
世
界
や
現
実
に
、《
私
》

と
は
異
な
る
焦
点
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
他
者
は
、
世
界
や
現
実

に
存
在
し
な
が
ら
、《
私
》
が
本
来
的
に
理
解
で
き
な
い
他
者

性
を
備
え
て
現
れ
、《
私
》
を
照
ら
し
出
す
。
そ
こ
に
、《
自
分

の
無
意
識
が
生
み
出
》
し
た
の
で
は
な
い
、《
客
観
的
な
関
係
》

が
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
《
関
係
》
は
、
確
か
に
、《
私
》

が
《
自
分
の
無
意
識
が
生
み
出
す
像
》
の
中
に
い
る
か
の
よ
う

な
《
恐
し
》
さ
か
ら
、《
私
》
を
救
う
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
昼
間
と
違
い
、《
私
》
は
一
人
き
り
で
眠
れ
な
い
夜

を
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
夜
に
な
る
と
《
幻
覚
》

が
現
れ
る
。
そ
の
と
き
《
私
》
を
《
救
》
っ
た
の
が
、《
東
京

タ
ワ
ー
》
で
あ
っ
た
。

東
京
タ
ワ
ー
だ
け
が
終
始
東
京
タ
ワ
ー
だ
っ
た
の
だ
。

東
京
タ
ワ
ー
だ
け
が
確
か
な
も
の
、
本
物
だ
っ
た
。
私
の

意
識
の
ゆ
ら
ぎ
が
呼
び
出
し
た
幻
覚
で
は
な
く
、
万
人
に

と
っ
て
あ
の
通
り
の
東
京
タ
ワ
ー
で
あ
る
こ
と
を
、
常
に

私
に
信
じ
さ
せ
続
け
た
。

下
の
病
棟
の
屋
上
を
徘
徊
す
る
ゴ
ー
ス
ト
た
ち
に
目
を

奪
わ
れ
、
窓
ま
で
迫
っ
て
く
る
大
ク
マ
の
顔
に
息
を
つ
め

な
が
ら
も
、視
線
を
夜
景
の
中
央
に
戻
す
と
、東
京
タ
ワ
ー
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で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
自
身
と
世
界
、
人
間
と
世
界

に
つ
い
て
思
考
＝
想
像
す
る
、
一
九
八
〇
年
代
以
前
か
ら
一
貫

し
た
日
野
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（１
）
た
と
え
ば
、
安
藤
優
一
は
「
日
野
啓
三
論
―
『
夢
の

島
』
に
み
る
戦
後
―
」(

「
日
本
文
学
文
化
」
一
二
号
、

二
〇
一
二
年
二
月)

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
九
八
〇
年
代
の
「
幻
視
的
都
市
小
説
」
の
系

譜
は
、
人
間
関
係
で
は
な
く
都
市
と
い
う
場
所
や

空
間
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　

も
ち
ろ
ん
、〈
幻
視
的
〉
で
は
あ
っ
て
も
必
ず
し
も

〈
都
市
小
説
〉
と
は
い
え
な
い
『
砂
丘
が
動
く
よ
う
に
』

（
一
九
八
六
年
四
月
、
中
央
公
論
社
）
の
よ
う
な
作
品

も
い
く
つ
か
あ
る
。

（
２
）
一
九
九
〇
年
九
月
、
福
武
書
店
。『
ど
こ
で
も
な
い
ど

こ
か
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
野
啓
三
『
ど
こ
で
も

な
い
ど
こ
か
』
論
―
一
九
八
〇
年
代
の
終
わ
り
―
」（
島

根
県
立
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
紀
要
第
五
八
号
、

二
〇
一
九
年
三
月
）
を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で

あ
る
。

（
３
）「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」
一
九
九
〇
年
冬
季
号
。
引
用

は
、『
断
崖
の
年
』（
注
４
）
に
拠
る
。

（
４
）
一
九
九
二
年
二
月
、
中
央
公
論
社
。

（
５
）「
文
学
界
」
一
九
九
一
年
二
月
。

（
６
）
一
九
九
八
年
一
二
月
、
集
英
社
。

（
７
）「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」
一
九
九
一
年
夏
季
号
。
初
出

時
お
よ
び
『
断
崖
の
年
』
収
録
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
断

崖
の
白
い
掌
の
群
」。
な
お
、
初
出
時
に
は
「
創
作
」

欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
教
授
）

夜
空
を
と
び
交
う
幻
の
猛
獣
た
ち
の
荒
々
し
い
力
と
、
ま

た
東
京
タ
ワ
ー
の
静
か
な
威
厳
と
、
通
じ
て
い
る
こ
と
を

少
し
ず
つ
感
じ
と
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
世
界
に
は
、
そ
し

て
生
命
の
全
歴
史
を
通
じ
て
、
荒
々
し
く
も
高
貴
で
、
妖

し
く
も
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
あ
る
も
の
が
、
生
き
流
れ

て
い
る
こ
と
を
想
像
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
た

と
え
ば
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
か
、
現
実
の
精
髄
と
か
呼
ぶ
の

だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
も
、
傷
ん
だ
頭
に
ち
ら
つ

い
た
が
、
そ
れ
を
簡
単
に
言
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
、
と

も
強
く
思
っ
た
。

《
黙
っ
て
感
じ
ろ
、》
と
続
い
て
い
く
部
分
だ
が
、
こ
こ
で
は
、

《
石
ウ
サ
ギ
》
の
《
感
触
》
と
、《
幻
覚
》
の
《
荒
々
し
い
力
》、《
東

京
タ
ワ
ー
の
静
か
な
威
厳
》
が
、《
通
じ
て
い
る
》
と
感
じ
ら
れ
、

そ
こ
に
《
あ
る
も
の
が
、
生
き
流
れ
て
い
る
こ
と
》
が
想
像
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
は
、《
私
》
自
身
に
と
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
意
味
合
い
の
異
な
る
も
の
だ
が
、
あ
え
て
い
え
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
、《
私
》
に
世
界
と
の
関
わ
り
を
実
感
さ
せ
る
べ
く
現
れ

た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
《
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
か
、
現
実
の
精
髄
》

と
呼
ば
れ
る
も
の
の
源
泉
が
あ
る
と
予
感
さ
れ
な
が
ら
、《
簡

単
に
言
っ
て
は
な
ら
な
い
》
と
さ
れ
る
。「
間
違
っ
て
い
る
か

ら
」で
は
な
い
。《
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
》や《
現
実
の
精
髄
》と
い
っ

た
、
い
わ
ば
「
使
い
古
さ
れ
た
」
言
葉
で
呼
び
慣
ら
し
て
し
ま

う
こ
と
を
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、《
黙
っ
て

感
じ
》
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
ら
の
言
葉
で
呼
ば
れ
る
可

能
性
も
あ
る
よ
う
な
《
あ
る
も
の
》
を
感
じ
た
《
一
連
の
体
験
》、

そ
れ
こ
そ
が
『
東
京
タ
ワ
ー
』
を
織
り
成
す
言
葉
が
語
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
癌
発
見
直
前
に
書
か
れ
た
『
ど
こ
で
も
な
い
ど
こ

か
』
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
目
の
前
の
日
常
的

な
現
実
に
違
和
感
を
抱
き
、「
廃
墟
」
の
よ
う
な
場
所
に
惹
か

れ
な
が
ら
、
日
常
的
な
現
実
に
お
い
て
は
「
ど
こ
で
も
な
い
」

が
、
可
能
性
と
し
て
「
ど
こ
か
」
に
あ
る
は
ず
の
世
界
を
見

い
だ
そ
う
と
す
る
登
場
人
物
た
ち
が
い
た
。
一
方
、『
東
京
タ

ワ
ー
』
に
は
、《
ま
と
も
な
現
実
》
と
し
て
の
日
常
を
求
め
な

が
ら
、
人
間
が
見
い
だ
す
世
界
や
現
実
の
《
根
源
的
な
》《
い

か
が
わ
し
さ
》
に
襲
わ
れ
る
《
私
》
が
い
る
。
そ
の
変
化
に
、

日
野
啓
三
と
い
う
実
在
し
た
作
家
の
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
疑
い
な
い
。
日
野
自
身
、
そ
う
読
ま
れ
る
こ
と
を
求
め

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
常
的
な
現
実
に
違
和
感

を
抱
く
人
物
た
ち
が
、
あ
る
意
味
で
日
野
の
分
身
で
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
よ
う
に
、癌
の
摘
出
手
術
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を《
奇

し
く
も
ア
フ
リ
カ
の
ウ
サ
ギ
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
》《
一

連
の
体
験
》
と
ま
と
め
る
《
私
》
が
、
手
術
か
ら
長
く
続
い
た

闘
病
生
活
を
生
き
た
日
野
啓
三
そ
の
人
そ
の
も
の
だ
と
い
い

き
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、《
私
》
が
日
野
の
す
べ
て
で
あ
る
と

は
思
え
な
い
。
つ
ま
り
、『
東
京
タ
ワ
ー
が
救
い
だ
っ
た
』
は
、

日
野
が
《
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
》
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
世
界
と
人

間
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す

る
《
私
》
を
創
出
し
た
作
品
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
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一　

は
じ
め
に

「
た
ま
ご
」
の
漢
字
表
記
「
卵
」
と
「
玉
子
」
の
使
い
分
け

に
つ
い
て
、
笹
原
宏
之
氏
は
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。
１

・
料
理
に
使
わ
れ
る
食
材
と
し
て
の
「
た
ま
ご
」
の
漢
字
表

記
に
は
、「
玉
子
」
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

・
し
か
し
、
使
い
分
け
に
は
個
人
差
が
あ
る
。

・
そ
の
個
人
差
は
本
来
の
形
が
変
わ
っ
た
か
否
か
、
火
が

通
っ
て
い
る
か
否
か
、
味
が
付
い
て
い
る
か
否
か
な
ど
が

基
準
と
な
る
。
２

笹
原
氏
は
試
し
に
出
汁
で
煮
た
玉
ね
ぎ
を
卵
で
か
ら
め
、
ご

飯
の
上
に
の
せ
た
「
た
ま
ご
丼
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
す
る
と
、「
玉
子
丼
」
が
八
二
〇
〇
〇
件
、「
卵
丼
」
が

三
七
〇
〇
〇
件
で
あ
り
、
前
者
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
。
調

理
が
進
む
ほ
ど
「
玉
子
」
が
し
っ
く
り
く
る
よ
う
で
、
特
に
寿

司
ネ
タ
な
ど
和
風
の
加
工
品
で
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
だ
と
述

べ
る
。

ま
た
、「
ト
カ
ゲ
の
タ
マ
ゴ
」
を
検
索
す
る
と
、「
ト
カ
ゲ
の

卵
」
一
一
八
〇
〇
件
に
対
し
て
、「
ト
カ
ゲ
の
玉
子
」
は
五
件

し
か
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

次
に
、
塩
田
雄
大
・
山
下
洋
子
両
氏
は
二
〇
一
三
年
三
月
に

行
っ
た「
日
本
語
の
ゆ
れ
調
査
」の
結
果
を
基
に
、現
代
語
の「
た

ま
ご
や
き
」の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。（
日

本
全
国
の
二
十
歳
以
上
の
男
女
一
二
四
一
人
が
回
答
）
３

・「
玉
子
焼
き
」
と
書
く
派
が
６
４
％
、「
卵
焼
き
」
と
書
く

「
卵
」
と
「
玉
子
」

　
　
　
―
同
訓
異
字
に
つ
い
て
の
試
論
―

山
　
村
　
仁
　
朗
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に
対
す
る
子
の
意
で
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

②
と
く
に
殻
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
カ
ヒ
ゴ
（
カ
ヒ
は
殻

の
意
で
、
貝
と
同
源
の
語
）
と
い
う
語
形
が
見
ら
れ
、
平

安
中
期
の
『
和
名
抄
』
や
末
期
の
『
類
聚
名
義
抄
』
で
は

「
卵
」
に
カ
ヒ
ゴ
の
訓
が
見
ら
れ
る
。
鶏
卵
に
つ
い
て
は

ト
リ
ノ
コ
と
い
う
語
も
あ
っ
た
。

③
タ
マ
ゴ
の
語
が
出
現
す
る
の
は
室
町
期
で
、
キ
リ
シ
タ
ン

が
南
蛮
料
理
を
伝
え
た
こ
と
に
よ
り
、
卵
を
食
用
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三

年
）
に
は
卵
の
解
説
と
し
て
、
京
都
で
は
カ
イ
ゴ
と
言
う

と
あ
る
の
で
、
当
時
タ
マ
ゴ
は
方
言
あ
る
い
は
俗
語
の
形

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
同
時
代
の
節
用
集

類
に
は
カ
ヒ
ゴ
の
形
し
か
見
ら
れ
な
い
。
近
世
に
入
り
広

く
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
信
太
氏
の
説
を
検
討
す
る
形
で
論
を
進
め
る
。

二
．
二　

上
代
・
中
古

上
代
に
「
た
ま
ご
」
と
い
う
語
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、

「
卵
」
と
い
う
漢
字
は
既
に
存
在
す
る
。

『
萬
葉
集
』
に
「
生
卵
」
と
い
う
表
記
を
持
つ
歌
が
あ
る
。

　
　

霍
公
鳥
を
詠
む
一
首

う
ぐ
ひ
す
の　

卵
の
中
に
（
生
卵
乃
中
尓
）　

ほ
と
と
ぎ

す　

ひ
と
り
生
れ
て　

汝
が
父
に　

似
て
は
鳴
か
ず　

汝

が
母
に
似
て
は
鳴
か
ず　

卯
の
花
の　

咲
き
た
る
野
辺
ゆ　

飛
び
翔
り　

来
鳴
き
と
よ
も
し　

橘
の　

花
を
居
散
ら
し　

ひ
ね
も
す
に　

鳴
け
ど
聞
き
良
し　

賂
は
せ
む　

遠
く
な

行
き
そ　

我
が
や
ど
の　

花
橘
に　

住
み
渡
れ
鳥

（
萬
葉
集　

巻
９
・
一
七
五
五　

雑
歌
）

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
は
美
し
く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
一
日
中

聞
い
て
い
て
も
聞
き
飽
き
な
い
。
そ
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
、
遠
く

に
行
か
ず
我
が
庭
の
橘
に
住
み
つ
い
て
ず
っ
と
鳴
き
続
け
て
く

れ
と
呼
び
か
け
た
歌
で
あ
る
。

こ
の
歌
の
最
初
の
部
分
に
「
生
卵
」
の
例
が
あ
る
。「
う
ぐ

ひ
す
の
卵
の
中
に
ほ
と
と
ぎ
す
ひ
と
り
生
れ
て
汝
が
父
に　

似

て
は
鳴
か
ず
汝
が
母
に
似
て
は
鳴
か
ず
」
と
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
が

持
つ
托
卵
性
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の「
生
卵
」の
表
記
を『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』や『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
』
は
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
西
本

願
寺
本
が
こ
の
箇
所
を
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
ん
で
お
り
、
現
代
の

注
釈
書
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
西
本
願
寺
本
『
萬
葉
集
』）

派
が
３
３
％
で
あ
る
。

・
相
対
的
に
見
て
、
男
性
に
「
玉
子
焼
き
」
派
が
多
い
。

（「
玉
子
」
７
２
％
、「
卵
」
２
６
％
、
男
性
五
七
一
人
中
）

・
相
対
的
に
見
て
、
女
性
に
「
卵
焼
き
」
派
が
多
い
。　

（「
玉
子
」
５
８
％
、「
卵
」
４
０
％
、
女
性
六
七
〇
人
中
）

・
年
齢
別
の
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。

・
地
域
別
で
は
関
西
に
や
や
「
玉
子
焼
き
」
派
が
多
い
。

塩
田
・
山
下
氏
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
受
け
て
、
張
明
氏
は

ウ
ェ
ブ
上
で
の
使
用
実
態
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ

と
を
指
摘
す
る
。
４

・
ウ
ェ
ブ
上
で
は
「
卵
焼
き
」
が
多
い
。

・
相
対
的
に
見
て
、
女
性
に
「
卵
焼
き
」
が
多
い
。

・
関
東
で
は
「
卵
焼
き
」
が
相
対
的
に
多
い
。

・
中
部
で
は
「
玉
子
焼
き
」
が
相
対
的
に
多
い
。

・
ほ
か
の
食
材
と
一
緒
に
使
う
料
理
名
に
は
、「
卵
焼
き
」

が
多
い
。（
例
：
ほ
う
れ
ん
草
の
卵
焼
き
）

以
上
、
三
つ
の
研
究
よ
り
、
現
代
語
の
「
卵
」「
玉
子
」
の

漢
字
表
記
の
使
い
分
け
の
実
状
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
こ
と

が
把
握
で
き
る
。

ま
ず
、
笹
原
氏
の
指
摘
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
食
材
以

外
の
「
た
ま
ご
」
に
つ
い
て
は
「
卵
」
の
字
を
用
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
医
者
の
た
ま
ご
」
の
場
合
も
、
ま
だ
一
人
前

に
な
る
前
と
い
う
こ
と
で
、
生
物
と
し
て
の
「
た
ま
ご
」
の
比

喩
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
医
者
の
卵
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
も
笹
原
氏
の
指
摘
か
ら
で
あ
る
が
、
食
物
と
し
て
の
調
理

の
過
程
が
進
む
ほ
ど
に
「
玉
子
」
の
表
記
が
多
く
な
る
よ
う
で

あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
食
材
と
し
て
は
「
卵
」
が
多
く
使
用
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
た
ま
ご
焼
き
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
塩
野
・
山
下
両
氏
と

張
氏
と
の
調
査
結
果
は
異
な
る
が
そ
れ
だ
け
表
記
に
ゆ
れ
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
現
代
語
の
実
状
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
卵
」
と
「
玉

子
」
の
使
い
分
け
を
歴
史
的
に
見
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
変
遷

を
辿
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

併
せ
て
、
同
訓
異
字
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二　
「
た
ま
ご
」
の
語
誌

二
．
一　

信
太
知
子
氏
の
説

信
太
知
子
氏
は
名
詞
「
た
ま
ご
」
の
語
源
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
５

①
そ
の
形
が
球
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
タ
マ
（
玉
）
の
コ
（
子
）

と
い
っ
た
も
の
。
古
く
は
『
古
事
記
』
の
歌
謡
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
コ
だ
け
で
卵
の
意
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
親
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乳
類
や
魚
類
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は『
倭
名
類
聚
抄
』

の
「
鳥
胎
」
と
い
う
説
明
と
と
も
に
、同
じ
く
『
倭
名
類
聚
抄
』

に
お
い
て
「
卵
」
が
「
羽
族
類
」
に
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
羽
族
と
は
鳥
名
お
よ
び
「
嘴
・
翼
・
尾
」
な

ど
の
鳥
類
に
関
す
る
漢
字
を
集
め
た
族
で
あ
る
。「
カ
ヒ
ゴ
」

の
「
ゴ
」
が
子
を
表
す
の
で
あ
れ
ば
、「
カ
ヒ
ゴ
」
と
は
鳥
の

胎
児
を
表
す
の
で
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
、「
卵
」
は
主
に
食
べ
物
の
称
と
し
て
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、第
一
に
食
べ
物
と
考
え
る
。し
か
し
、『
萬

葉
集
』
一
七
五
五
歌
の
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
「
カ
ヒ
ゴ
」
と

は
生
物
と
し
て
鳥
の
胎
児
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
鳥
の
胎
は
母
体
の
中
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。

そ
の
点
で
哺
乳
類
と
異
な
る
。
母
体
の
外
に
硬
い
殻
に
覆
わ
れ

た
姿
で
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
卵
」
の
外
形
上
の
特
徴
と

し
て
、殻
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が「
カ

ヒ
」
で
あ
る
。「
カ
ヒ
ゴ
」
の
「
カ
ヒ
」
と
は
貝
と
同
源
の
語
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
硬
い
殻
・
硬
い
も
の
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
。

伊
勢
の
海
女
の
朝
菜
夕
菜
に
潜
く
と
い
ふ
鮑
の
貝
の
（
鮑

貝
之
）
片
思
に
し
て

（
萬
葉
集　

巻
１
１
・
二
七
九
八
）

家
づ
と
に
貝
を
拾
ふ
と
（
可
比
乎
比
里
布
等
）
沖
辺
よ
り

寄
せ
来
る
波
に
衣
手
濡
れ
ぬ

（
萬
葉
集　

巻
１
５
・
三
七
〇
九
）

つ
ま
り
、「
カ
ヒ
ゴ
」
と
は
硬
い
殻
に
入
っ
た
子
（
カ
イ
＋
ゴ
）

と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。

話
が
少
し
逸
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
現
代
語
の

「
貝
殻
」
は
同
様
の
意
味
の
漢
字
を
重
ね
た
合
成
語
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

先
に
中
古
の
例
と
し
て
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
も
の
を
挙
げ
た

が
、『
源
氏
物
語
』
や
八
代
集
な
ど
の
和
文
資
料
に
は
「
カ
イ
ゴ
」

の
例
は
見
ら
れ
な
い
。

中
古
の
例
と
し
て
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
も
の
が
あ
る
。

今
昔
、
陸
奥
国
ニ
住
ケ
ル
男
、
年
来
鷹
ノ
子
ヲ
下
シ
テ
、

要
ニ
ス
ル
人
ニ
与
ヘ
テ
、
其
ノ
直
ヲ
得
テ
世
ヲ
渡
リ
ケ
リ
。

鷹
ノ
巣
ヲ
食
タ
ル
所
ヲ
見
置
テ
、
年
来
下
ケ
ル
ニ
、
母
鷹

此
ノ
事
ヲ
思
ヒ
侘
ビ
ケ
ル
ニ
有
ケ
ム
、
本
ノ
所
ニ
巣
ヲ
不

食
ズ
シ
テ
、
人
ノ
可
通
ベ
キ
用
モ
無
キ
所
ヲ
求
メ
テ
、
巣

ヲ
食
ヒ
テ
卵
ヲ
生
ミ
ツ
。
巌
ノ
屏
風
ヲ
立
タ
ル
様
ナ
ル
崎

ニ
、
下
大
海
ノ
底
ヰ
モ
不
知
ら
ぬ
荒
磯
ニ
テ
有
リ
。
其
レ

ニ
遥
ニ
下
テ
生
タ
ル
木
ノ
大
海
ニ
差
覆
ヒ
タ
ル
末
ニ
生
テ

ケ
リ
。
実
ニ
人
可
寄
付
キ
様
無
所
ナ
ル
ベ
シ
。　

（
巻
１
６　

陸
奥
国
鷹
取
男
、
依
観
音
助
存
命
語
第
六
）

長
年
、
鷹
の
子
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
男
が
い
た
。

そ
の
こ
と
を
侘
し
く
思
っ
た
母
鷹
は
人
が
寄
り
付
か
な
い
場
所

に
巣
を
作
っ
て
（
食
ヒ
テ
）
卵
を
生
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
例
は
、

こ
の
箇
所
を
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
と
し
て
、『
萬
葉
集
』
の

中
で
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
の
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

他
に
上
代
の
例
と
し
て
、『
日
本
霊
異
記
』
の
も
の
が
あ
る
。

肥
後
国
八
代
群
豊
服
の
郷
の
人
、
豊
服
広
公
の
妻
懐
妊
み

て
、
宝
亀
の
二
年
辛
亥
の
冬
の
十
一
月
十
五
日
の
寅
の
時

に
、
一
つ
の
肉
団
を
産
み
生
し
き
。
其
の
姿
①
卵
の
如
し

（
其
姿
如
卵
）。
夫
妻
謂
ひ
て
祥
に
非
じ
と
し
て
、
笥
に
入

れ
て
山
の
石
に
中
に
蔵
め
置
く
。
七
日
逕
て
往
き
て
見
れ

ば
、
肉
団
の
②
殻
開
き
て
（
肉
団
殻
開
）、
女
子
生
め
り
。

（『
日
本
霊
異
記
』
下　

第
十
九
）

肥
後
国
八
代
郡
豊
服
郷
人　

豊
服
広
公
之
妻
懐
妊　

宝
亀

二
年
辛
亥
冬
十
一
月
十
五
日
寅
時　

産
生
一
肉
団　

其
姿

如
卵　

夫
妻
謂
為
非
祥　

入
笥
以
蔵
置
之
山
石
中　

逕
七

日
而
往
見
之　

肉
団
殻
開　

生
女
子
焉

肥
後
国
の
豊
服
広
公
の
妻
が
懐
妊
し
、
生
ん
だ
の
が
「
卵
」

の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
卵
を
よ
く
な
い
も
の

と
思
い
、
夫
婦
は
山
の
中
に
隠
し
て
、
七
日
後
に
行
っ
て
み
る

と
、「
殻
」
が
開
い
て
女
児
が
生
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
「
卵
」「
殻
」
を
共
に
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
』
で
は
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
ん
で
い
る
。

①
「
卵
」
を
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
、『
大
系
』

は
『
和
名
類
聚
抄
』
の
訓
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
頭
注
に
あ
る
。

ま
た
、「
卵
」
と
は
鳥
の
卵
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
文
の
妻

が
生
ん
だ
「
肉
団
」
は
胞
衣
を
被
っ
て
生
ま
れ
た
の
か
と
推
測

し
て
い
る
。

②
「
殻
」
を
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
、『
大
系
』

は
訓
釈
お
よ
び『
字
鏡
集
』の
訓
に
よ
る
と
頭
注
に
あ
る
。
ま
た
、

『
類
聚
名
義
抄
』『
色
葉
字
類
抄
』
が
「
殻
」
に
「
カ
ヒ
」
の
訓

を
当
て
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

な
お
、『
日
本
霊
異
記
』
の
和
訓
は
上
代
語
の
特
性
を
も
つ

と
考
え
、
①
②
の
訓
は
上
代
語
の
も
の
と
す
る
。
６

そ
の
『
日
本
霊
異
記
』
頭
注
が
①
「
卵
」
の
訓
の
根
拠
と
し

て
挙
げ
る
中
古
資
料
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
「
卵
」
の
項
は
次
の

よ
う
に
記
す
。

（
二
十
巻
本　

倭
名
類
聚
抄　

巻
十
八
・
二
）

「
卵
」
は
「
加
比
古
（
カ
ヒ
ゴ
）」
と
訓
む
と
い
う
。
ま
た
、

語
義
は
「
鳥
胎
」
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
「
カ
ヒ
ゴ
」
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、「
カ
ヒ
ゴ
」
と
は
鳥
の
胎
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
哺
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・「
卵
」
は
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
。

・「
カ
ヒ
ゴ
」
は
「
カ
イ
＋
ゴ
」
と
分
析
で
き
、
殻
に
入
っ

た
子
と
分
析
で
き
る
。

・「
タ
マ
ゴ
」
と
い
う
語
は
存
在
し
な
い
。

・「
玉
子
」
と
い
う
漢
字
表
記
は
存
在
し
な
い
。

二
．
三　

中
世

中
世
、
室
町
末
に
な
る
と
「
た
ま
ご
」
と
い
う
語
が
現
れ
る
。

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

T
am

ago　

タ
マ
ゴ
（
玉
子
）　 

卵　

 

上
（Cam

i

）
で
は

　
　
　
　

  Caigo

（
卵
）
と
言
う
。　
（
邦
訳
日
葡
辞
書
）

「
上
（Cam

i

）」
と
は
身
分
の
上
下
の
位
相
差
か
、
あ
る
い

は
中
央
・
地
方
の
方
言
差
の
こ
と
で
あ
ろ
う
７

。
こ
こ
で
は
方

言
差
と
考
え
て
お
く
８

。
そ
の
「
上
」
で
は
タ
マ
ゴ
の
こ
と
を

「
カ
イ
ゴ
」
と
い
う
と
あ
る
。『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
「
カ
イ
ゴ
」

の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

Caigo　

 

カ
イ
ゴ
（
卵
・
蚕
）　

鶏
の
卵
、ま
た
は
、鳥
の
卵
。

ま
た
（
蚕
）、
下
（X

im
o

）
で
は
、
蚕
の
こ
と

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
邦
訳
日
葡
辞
書
）

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
は
、「
タ
マ
ゴ
」
と
「
カ
イ
ゴ
」
の
違

い
を
、
意
味
で
は
な
く
「
上
・
下
」
と
い
う
用
い
る
層
の
違
い

と
し
て
説
明
す
る
。
意
味
の
差
で
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
同
書

「Cayeri, ru, etta

」
の
項
に
明
ら
か
で
あ
る
。

例　

Caigo, l, tam
agoga cayetta.

　
　
（
卵
ま
た
は
玉
子
が
孵
っ
た
）

（
邦
訳
日
葡
辞
書　

Cayeri, ru, etta

の
項
）

こ
こ
で
は
、
鳥
の
卵
の
孵
化
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
室
町
期
の
料
理
本
『
料
理
物
語
』
で
は
「
タ
マ
ゴ
」

ば
か
り
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

玉た
ま
ご子

酒さ
け　

　

玉
子
を
あ
け
ひ
や
酒
を
す
こ
し
つ
ゝ
入
よ
く

と
き
て
塩
を
す
こ
し
入
か
ん
を
し
て
出
候
也　

た
ま
ご
一
つ
に
さ
け
を
り
べ
に
三
盃は

い

入
よ
し

玉た
ま
ご子

素そ
う
め
ん麺　

た
ま
ご
を
あ
け
よ
く
か
き
あ
は
せ
白
ざ
た
う

を
せ
ん
じ
其
中
へ
卵
の
か
ら
に
て
す
く
ひ
ほ

そ
く
お
と
し
候
な
り
取
あ
げ
よ
く
さ
ま
し
て

よ
し

（
料
理
物
語
）

こ
の
書
で
は
「
玉
子
」
と
い
う
漢
字
表
記
が
用
い
ら
れ
、「
た

ま
ご
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
あ
る
。「
カ
イ
ゴ
」
は
用
い
ら
れ
て

い
な
い
。

ま
た
、こ
の
書
で
は
「
タ
マ
ゴ
」
を
表
す
の
に
漢
字
表
記
「
玉

今
ま
で
見
て
き
た
例
と
同
様
、
鳥
の
胎
児
を
意
味
し
て
い
る
。

今
昔
、
天
竺
ノ
（　
　

）
国
ニ
大
王
有
リ
。
般
沙
羅
王
ト

云
フ
。
其
ノ
后
、
五
百
ノ
卵
ヲ
産
メ
リ
。
大
王
此
レ
ヲ
見

テ
、
奇
異
ノ
思
ヲ
成
ス
。
后
モ
自
ラ
恥
テ
小
キ
箱
ニ
入
レ

テ
、
使
ヲ
以
テ
恒
伽
河
ニ
流
シ
ツ
。

　
（
巻
５　

般
沙
羅
王
五
百
卵
、
初
知
父
母
語
第
六
）

イ
ン
ド
の
般
沙
羅
王
の
后
が
五
百
の
卵
を
産
ん
だ
。
そ
の
こ

と
を
后
は
恥
ず
か
し
く
思
い
、
小
さ
な
箱
に
入
れ
て
流
し
た
と

い
う
。
こ
の
例
で
は
人
の
産
ん
だ
子
を
卵
と
表
し
て
い
る
。
し

か
し
、
続
く
部
分
に
こ
れ
ら
の
卵
の
中
か
ら
男
の
子
が
出
て
き

た
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
后
は
子
を
産
ん
だ
の
で

は
な
く
、
鳥
の
よ
う
に
卵
を
産
ん
だ
の
で
あ
る
。

日
来
ヲ
経
ル
程
ニ
、
此
ノ
五
百
ノ
卵
ヨ
リ
各
一
人
ノ
男
子

出
タ
リ
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
卵
・
カ
ヒ
ゴ
」
も
鳥
の
胎
児
と
同
様
、

殻
に
入
っ
た
子
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

今
昔
、
和
泉
ノ
国
ノ
和
泉
ノ
郡
、
下
ノ
痛
脚
村
ニ
、
一
人

ノ
男
有
ケ
リ
。
心
邪
見
シ
テ
、
因
果
ヲ
不
知
ズ
。
常
ニ
鳥

ノ
卵
ヲ
求
テ
、
焼
キ
食
ヲ
以
て
業
ト
ス
。　

（
巻
２
０　

和
泉
国
人
、
焼
食
鳥
卵
得
現
報
語
第
三
十
）

和
泉
の
国
に
心
が
邪
険
で
、
因
果
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い

男
が
い
た
。
そ
の
男
は
鳥
の
卵
を
焼
い
て
食
べ
て
い
た
。
男
が

食
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
卵
」
は
食
用
と
し
て
の

そ
れ
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
男
は
鳥
の
卵

を
殺
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
遂
に
は
死
ん
で
し
ま
い
地
獄
に

落
ち
る
報
い
を
受
け
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
卵
は

あ
く
ま
で
も
食
物
で
は
な
く
生
物
（
鳥
の
胎
児
）
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。「
卵
」
は
食
物
と
し
て
の
卵
を
表
す
語
で
な
い
。

古
代
に
お
い
て
、
卵
を
食
べ
る
習
慣
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
譚
の
最
後
の
部
分
に
も
そ
の
こ
と
が

窺
え
る
。

人
皆
此
ヲ
聞
テ
、「
殺
生
ノ
罪
ニ
依
テ
、
現
ニ
地
獄
ノ
報

ノ
示
也
」
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
然
レ
バ
、
人
此
ヲ
見
聞
テ
、
邪

見
ヲ
止
メ
因
果
ヲ
信
ジ
テ
、
不
可
殺
生
ズ
。

「「
卵
ヲ
焼
煮
ル
者
ハ
、
必
ズ
灰
地
獄
ニ
堕
」
ト
云
ハ
実
也

ケ
リ
」
ト
ゾ
人
云
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
タ
リ
ト
ヤ
。

食
物
と
し
て
の
卵
を
「
卵
・
カ
ヒ
ゴ
」
と
し
て
表
現
し
て
い

る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
表
す
語
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
卵
を
食

べ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
表
す
語
が
存
在
し
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。

上
代
・
中
古
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

・「
卵
」
は
生
物
と
し
て
の
鳥
の
子
を
意
味
す
る
。
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T
A

M
A

GO

　

タ
マ
ゴ　

卵　

n. A
n egg.

　
　
　
　
　
　

 

― w
o um

u, to lay an egg.

　
　
　
　
　
　

 

― no shirom
i, the w

hite of an egg.

　
　
　
　
　
　

 

― no kim
i, the yoik of an egg.

　
　
　
　
　
　

 

― no kara,egg-shell

　
　
（
和
英
語
林
集
成　

第
三
版
）

「
た
ま
ご
の
白
み
」「
た
ま
ご
の
黄
身
」
の
よ
う
に
、
食
物
名

と
し
て
用
い
ら
れ
る
一
方
で
、「
た
ま
ご
を
生
む
」
の
よ
う
に

生
物
名
と
し
て
も
「
た
ま
ご
」
を
用
い
る
。
な
お
、『
和
英
語

林
集
成
』
に
「
カ
イ
ゴ
」
は
項
と
し
て
挙
が
っ
て
い
な
い
。

近
世
・
近
代
を
通
し
て
、「
た
ま
ご
」
が
一
般
的
と
な
っ
た
。

中
世
と
同
じ
よ
う
に
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

卵　

・
た
ま
ご
・
生
物
名
／
食
物
名

玉
子
・
た
ま
ご
・
食
物
名

三　

変
遷
の
整
理

以
上
の
変
遷
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
上
代
～
中
世

※
「
た
ま
ご
＝
玉
子
」
は
中
世
に
出
現
す
る
。

（
２
）
近
世
・
近
代

※
生
物
名
に
も
「
た
ま
ご
」
を
用
い
る
。
ま
た
、「
卵
」
を
「
た

ま
ご
」
と　

読
み
始
め
る
。

こ
の
変
遷
の
中
で
現
代
の
使
い
分
け
の
状
況
を
改
め
て
整
理

す
る
。

ま
ず
、
近
世
・
近
代
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
生

物
名「
カ
イ
ゴ
」は
現
代
で
も
用
い
な
い
。「
タ
マ
ゴ
」を
用
い
る
。

し
か
し
、「
カ
イ
ゴ
」
の
漢
字
表
記
「
卵
」
は
消
滅
せ
ず
、「
タ

マ
ゴ
」
の
漢
字
表
記
と
な
っ
て
生
き
残
っ
た
。
現
代
で
は
、
生

物
名
「
タ
マ
ゴ
」
を
表
す
際
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

漢
字
「
卵
」
は
生
物
名
だ
け
で
な
く
、「
玉
子
」
の
領
域
で

あ
る
食
物
名
に
も
侵
食
し
て
い
る
。
特
に
食
材
名
と
し
て
は

「
卵
」
よ
り
も
優
勢
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
料
理
名
へ
も
勢
力
を

呼
称

漢
字
表
記

生
物
名

か
ひ
ご

卵

食
物
名

た
ま
ご

玉
子

呼
称

漢
字
表
記

生
物
名

た
ま
ご

卵

食
物
名

玉
子

子
」
と
平
仮
名
表
記
「
た
ま
ご
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
料
理

名
と
し
て
は
漢
字
表
記
を
用
い
て
い
る
が
、
材
料
名
と
し
て
表

す
場
合
は
漢
字
表
記
と
平
仮
名
表
記
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
両
表
記
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

い
さ
さ
か
短
絡
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
を
繋
ぎ
あ
わ

せ
る
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
「
上
・
下
」
の
差
は
地
域
差
を
表
し
、

「
下
」
と
は
地
方
、
特
に
長
崎
を
指
し
て
い
る
８

。
そ
の
長
崎

に
西
洋
文
化
が
伝
わ
っ
た
。
同
時
に
料
理
や
調
理
法
も
伝
わ
っ

た
。
そ
の
際
、
今
ま
で
日
本
で
食
べ
て
い
な
か
っ
た
卵
を
用
い

る
料
理
も
紹
介
さ
れ
、そ
れ
の
こ
と
を
鳥
の
子
を
意
味
す
る「
カ

イ
ゴ
」
と
区
別
し
て
、「
タ
マ
ゴ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、「
玉
子
・
タ
マ
ゴ
」
と
は
食
物
名
と
し
て
成
立
し

た
も
の
で
あ
り
、
生
物
名
と
し
て
の
「
卵
・
カ
イ
ゴ
」
と
は
明

確
な
区
別
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

卵　

・
カ
ヒ
ゴ
・
生
物
名

　

玉
子
・
タ
マ
ゴ
・
食
物
名

二
．
四　

近
世
・
近
代

近
世
に
な
る
と
、「
卵
・
カ
ヒ
ゴ
」
と
「
玉
子
・
タ
マ
ゴ
」
の

使
い
分
け
が
早
く
も
崩
れ
始
め
る
。
卵
は
生
物
と
し
て
よ
り
も
、

食
物
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

近
世
資
料
に
は
「
た
ま
ご
」
の
例
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
世
後
期
資
料
『
浮
世
風
呂
』
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

唐
人
も
は
な
は
だ
杜
撰
が
多
い
な
ど
ゝ
い
ふ
傍
か
ら
、
モ

シ
丹
渓
さ
ま
鶏た

ま
ご卵

を
食
た
い
と
申
し
ま
す
。
い
か
ゞ
致
し

ま
せ
う
と
い
は
れ
て
、
ア
、
ア
、
な
る
程
、
エ
ヽ
、
鶏け

い

卵ら
ん

は
よ
ろ
し
く
な
い
。
し
か
し
た
べ
た
い
と
思
は
ゞ
、
あ
ひ

る
卵ら

ん

を
少
し
が
能
い
、
な
ど
ゝ
て
に
は
の
や
う
な
事
を
い

ふ
男
ど
も
だ
。
歎
し
い
事
だ
て
ナ
。
ハ
ツ
ハ
ツ
ハ
ツ

（
浮
世
風
呂
）

漢
学
者
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
茶
化
し
て
い
る
場
面
で
あ

る
。
こ
こ
で「
鶏
卵
」「
あ
ひ
る
卵
」と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
食
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
面
で「
卵
」

の
漢
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
初
の
例

に
つ
い
て
は
「
鶏
卵
」
に
「
た
ま
ご
」
と
い
う
ル
ビ
が
当
て
て

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
で
は
「
カ
ヒ
ゴ
」
よ
り
も
「
タ
マ
ゴ
」

が
優
位
に
な
り
始
め
る
。
食
用
と
し
て
の
卵
の
表
記
に
漢
字

「
卵
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
た
ま
ご
」
の
漢
字
と
し

て
も
「
卵
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
代
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
「
た
ま
ご
」
が
優
位
に
な
り
、

食
物
か
生
物
か
に
関
係
な
く
「
た
ま
ご
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
ヘ
ボ
ン
著
『
和
英
語
林
集
成
』
で
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。
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ク
チ
ナ
ハ
は
ク
チ
ナ
ブ
サ
の
四
音
節
化
で
あ
つ
て
、
た
ゞ

複
合
の
み
が
新
た
な
る
言
語
藝
術
の
意
匠
で
あ
つ
た
。
之

を
構
成
し
て
居
る
ク
チ
も
古
語
な
る
如
く
、
ナ
ブ
サ
は
も

と
有
毒
蛇
の
ヘ
ビ
・
ハ
ブ
に
対
立
し
て
、
人
に
好
意
を
も

つ
蛇
類
の
古
名
で
あ
つ
た
。
ク
チ
ナ
ハ
は
単
に
其
組
立
の

意
匠
が
俗
で
あ
つ
た
故
に
、
雅
言
と
し
て
は
久
し
く
承
認

せ
ら
れ
ず
、
従
つ
て
又
文
筆
に
も
採
用
せ
ら
れ
る
こ
と
が

稀
で
あ
つ
た
。
ヘ
ビ
が
そ
の
本
来
の
領
分
か
ら
外
に
出
て
、

ナ
ブ
サ
の
代
り
迄
を
勤
め
る
や
う
に
な
つ
た
の
も
、
原
因

は
一
つ
は
爰
に
在
つ
た
。
即
ち
ク
チ
ナ
ハ
は
進
ん
で
毒
蛇

の
ヘ
ビ
に
取
つ
て
代
ら
う
と
し
て
却
つ
て
撃
退
せ
ら
れ
、

も
と
の
ナ
ブ
サ
の
本
營
ま
で
も
失
は
う
と
し
て
居
る
の
で

あ
る
。

「
卵
」
と
「
玉
子
」
は
漢
字
の
使
い
分
け
の
問
題
で
あ
り
、「
ヘ

ビ
」
と
「
ク
チ
ナ
ハ
」
は
語
彙
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

直
ち
に
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
訓
を
失
っ
た
「
卵
」
は
「
玉
子
」
の
範
囲
を
侵
食

す
る
。
同
様
に
「
ク
チ
ナ
ハ
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
よ
う
と
し

た
「
ヘ
ビ
」
は
「
ク
チ
ナ
ハ
」
を
撃
退
す
る
。
劣
勢
に
立
っ
た

も
の
が
却
っ
て
、
勢
力
を
盛
り
返
す
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。

日
本
語
や
そ
の
表
記
に
は
劣
勢
な
も
の
が
優
勢
に
転
じ
る
と

い
う
性
質
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

１ 

笹
原
宏
之
『
訓
読
み
の
は
な
し
』（
二
〇
〇
八
年　

光

文
社　

但
し
、
用
い
た
の
は
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
版　

二
〇
一
四
年
）

２ 

個
人
差
の
基
準
に
つ
い
て
は「
殻
が
つ
い
て
い
る
か
否
か
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

３ 

塩
田
雄
大
・
山
下
洋
子
「「
卵
焼
き
」
よ
り
「
玉
子
焼
き
」　

―
日
本
語
の
ゆ
れ
に
関
す
る
調
査
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

か
ら
①
―
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
放
送
研
究

と
調
査
』　

二
〇
一
三
年
九
月
号
）

４ 

張
明
「
ウ
ェ
ブ
検
索
に
よ
る
漢
字
表
記
の
ゆ
れ
に
関
す
る

調
査　

―「
卵
焼
き
」と「
玉
子
焼
き
」を
中
心
に
―
」（『
学

習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
十
三　

二
〇
一
七
年
）

５ 

山
口
佳
紀
編
『
暮
ら
し
の
こ
と
ば　

新
語
源
辞
典
』（
講

談
社　

二
〇
〇
八
年
）

６ 

『
日
本
語
学
研
究
事
典
』（
執
筆
者　

吉
田
金
彦
）

７ 

地
域
差
の
「
上
」
に
つ
い
て
、『
日
葡
辞
書
』
で
は

「Cam
igata

」（
上
方
）
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

８ 

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』「X

im
o

（
下
）」
の
項
に
「
下
の
部
分
．

ま
た
、
こ
れ
ら
の
島
々
、
す
な
わ
ち
、
西
国
．」
と
あ
り
、

そ
の
注
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

下
の
島
々
の
意
．
本
書
が
長
崎
で
の
編
集
で
あ
る
こ

と
を
反
映
し
た
説
明
．

　
（
注
は
編
訳
者
：
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
）

９ 

『
定
本
柳
田
国
男　

第
十
九
集
』（
筑
摩
書
房　

一
九
六
九

年
）

拡
大
し
て
お
り
、例
え
ば
「
た
ま
ご
焼
き
」
の
場
合
は
「
玉
子
」

と
「
卵
」
は
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
。

（
１
）（
２
）に
倣
っ
て
、現
代
の
状
況
を
示
す
と（
３
）に
な
る
。

（
３
）
現
代

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
こ
の
流
れ
の
中
で
今
後
の
展
開
を
予
測

す
る
と
、「
卵
」
が
さ
ら
に
使
用
範
囲
を
拡
大
し
、
や
が
て
「
玉

子
」
が
用
い
ら
れ
な
く
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

四　

仮
説
と
柳
田
国
男
の
論

前
節
の
整
理
か
ら
、
い
く
つ
か
の
仮
説
を
導
く
こ
と
が
で
き

る
。例

え
ば
、「
カ
イ
ゴ
」と「
タ
マ
ゴ
」の
語
の
変
遷
に
関
係
し
て
、

次
の
こ
と
を
導
き
出
せ
る
。

（
ⅰ
）
あ
る
対
象
に
対
す
る
新
し
い
語
（
タ
マ
ゴ
）
が
生
じ

る
と
、
古
い
方
の
語
（
カ
イ
ゴ
）
は
消
滅
す
る
。

ま
た
、「
卵
」
と
「
玉
子
」
の
漢
字
表
記
の
変
遷
に
関
係
し

て
次
の
こ
と
が
導
き
出
せ
る
。

（
ⅱ
）
あ
る
漢
字
（
卵
）
に
つ
い
て
、
本
来
の
訓
（
カ
イ
ゴ
）

が
な
く
な
り
、
別
の
訓
（
タ
マ
ゴ
）
の
漢
字
と
な
る
場

合
、
も
と
の
漢
字
（
玉
子
）
の
範
囲
を
侵
食
し
、
勢
力

を
強
め
る
。

こ
れ
ら
の
仮
説
が
正
し
い
か
は
他
の
例
を
用
い
て
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
ⅰ
）
に
関
し
て
言
え
ば
、「
あ
か
」
に
対
す
る
「
赤
」「
紅
」

「
朱
」、「
あ
し
」
に
対
す
る
「
足
」「
脚
」
の
表
記
に
つ
い
て
考

察
を
試
み
る
こ
と
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

本
稿
は
仮
説
を
挙
げ
る
に
留
め
る
。
検
証
は
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

最
後
に
、（
ⅱ
）
に
関
連
し
て
柳
田
国
男
の
論
を
挙
げ
て
お
く
。

柳
田
国
男
「
青
大
将
の
起
原
」
で
は
、
蛇
を
意
味
す
る
「
ク

チ
ナ
ハ
」
は
使
用
地
域
が
「
ヘ
ビ
」
よ
り
も
遥
か
に
広
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
方
言
と
し
て
や
が
て
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
原

因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
ヘ
ビ
」
は
「
ハ
ブ
」
と
同
源
の
語

で
あ
る
こ
と
、「
ク
チ
」
は
「
人
が
此
動
物
を
忌
み
憎
ん
だ
悪
称
」

で
あ
り
、「
ナ
ワ
」
は
「
ナ
ブ
サ
」
と
い
う
蛇
を
表
す
語
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
の
分
析
の
の
ち
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。
９

呼
称

漢
字
表
記

生
物
名

た
ま
ご

卵↓

食
物
名

食
材
名

料
理
名

玉
子
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一　

は
じ
め
に

安
岡
章
太
郎
が
昭
和
二
八
年
四
月
に
発
表
し
た
「
陰
気
な
愉

し
み
」
に
は
、
公
的
な
扶
助
を
受
け
る
元
戦
病
兵
の
不
可
思
議

な
心
情
と
行
動
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
論
で
中
心
に
な
る
の

は
、
こ
の
不
可
思
議
さ
の
解
読
で
あ
る
。
服
部
達
⑴

は
、「
裏

返
し
に
さ
れ
た
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
」「
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
自

己
と
そ
れ
を
挫
折
さ
せ
よ
う
と
す
る
自
己
と
の
も
つ
れ
あ
い
」

と
い
っ
た
二
重
構
造
を
見
出
し
、
以
後
端
的
に
「
自
虐
的
ユ
ー

モ
ア
」
⑵

、「
疚
し
さ
」
⑶

、「
に
せ
も
の
意
識
」
⑷

な
ど
と
評
さ
れ
、

さ
ら
に
メ
タ
視
点
か
ら
「
卑
屈
、
屈
辱
、
劣
等
感
、
羞
恥
、
と

い
っ
た
概
念
は
、
い
ず
れ
も
〈
私
〉
が
世
界
に
マ
イ
ナ
ス
の
関

わ
り
を
創
る
た
め
に
意
図
的
に
選
び
と
ら
れ
た
位
置
」⑸
と
総

括
さ
れ
て
き
た
。
い
ず
れ
も
安
岡
的
主
人
公
の
特
殊
な
資
質
に

着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
の
試
み
も
ま
た
、
結
果
的
に
安

岡
的
主
人
公
「
私
」
の
個
人
的
な
資
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
先
行
論
と
差
別
化
す
る
た
め
に
次
の
よ
う

な
方
法
論
を
採
る
。

第
一
に
、
個
人
と
対
峙
す
る
は
ず
の
社
会
が
、
こ
の
作
品
の

中
で
取
り
上
げ
ら
れ
／
取
り
上
げ
ら
れ
ず
に
い
る
様
を
検
証
す

る
。
安
岡
が
な
ぜ
そ
れ
を
描
き
／
描
か
な
か
っ
た
か
を
問
う
こ

と
か
ら
、
第
二
第
三
の
方
法
論
に
接
続
す
る
。

第
二
に
、「
自
虐
的
ユ
ー
モ
ア
」「
疚
し
さ
」「
卑
屈
」「
劣
等

感
」
と
い
っ
た
解
読
か
ら
は
み
出
す
観
点
を
、
同
時
期
の
や
や

マ
イ
ナ
ー
な
作
品
を
援
用
す
る
こ
と
で
見
出
す
。

第
三
に
、
安
岡
初
期
作
品
に
共
通
す
る
構
造
を
見
出
す
。

安
岡
章
太
郎
「
陰
気
な
愉
し
み
」
論 

―
― 

社
会
と
の
距
離田

　
中
　
俊
　
男

　

初
出
は
『
方
言
』
二
巻
四
号
（
一
九
三
二
年　

原
題
「
な

ぶ
さ
考
」）

（
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
講
師
）
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る
種
の
社
会
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

原
型
と
し
て
の
「
靴
み
が
き
」

同
時
代
の
戦
傷
者
を
め
ぐ
る
社
会
像
に
た
ど
り
着
く
た
め
に

は
、「
陰
気
な
愉
し
み
」
の
成
立
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
無
視
で
き
な
い
の
は
、「
陰
気
な
愉
し
み
」

の
原
型
と
さ
れ
る
「
靴
み
が
き
」
と
い
う
未
公
表
作
品
（
原
稿

が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
内
容
の
詳
細
は
後
の
安
岡
の
証
言

か
ら
推
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
）
で
あ
る
。
二
作
品
の
執
筆
時
期

は
い
つ
か
。
鳥
井
邦
朗
編
⑽

の
「
年
譜
」
は
、「
陰
気
な
愉
し
み
」

の
執
筆
を
昭
和
二
五
年
と
し
て
い
る
が
、
安
岡
に
は
次
の
証
言

が
あ
る
。
二
通
り
参
照
し
よ
う
。
ま
ず
『
戦
後
文
学
放
浪
記
』⑾

で
あ
る
。
昭
和
二
五
年
の
「
一
月
か
ら
二
月
へ
か
け
て
、「
靴

み
が
き
」
と
い
う
の
を
書
い
た
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
に
く
ら
べ
て
マ
ト
マ
リ
が
な

か
っ
た
。私
の
中
に
は
、ま
だ
超
現
実
的
な
怪
奇
趣
味
が
残
っ

て
お
り
、
町
へ
出
て
街
頭
の
靴
み
が
き
の
婆
さ
ん
に
靴
を
み

が
か
せ
て
い
る
う
ち
に
、
海
か
ら
上
っ
て
き
た
大
蛸
に
自
分

が
ス
ッ
ポ
リ
呑
み
こ
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

書
い
て
み
た
の
だ
が
、
現
実
的
な
部
分
と
幻
想
的
な
部
分
と

で
は
、
ど
う
し
て
も
文
体
が
一
致
せ
ず
、
何
度
も
書
き
直
し

て
い
る
う
ち
に
、
私
は
自
分
の
言
葉
が
曇
っ
て
く
る
の
を
感

じ
た
の
で
中
断
し
た
。
何
年
か
た
っ
て
、
そ
の
前
半
を
「
陰

気
な
愉
し
み
」
の
中
に
、
ま
た
そ
の
後
半
を
「
秘
密
」
と
い

う
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
直
し
て
発
表
し
た
が
、
い
ず
れ
も

中
途
半
端
の
感
は
免
れ
な
い
。（
傍
線
引
用
者
）

昭
和
二
五
年
初
頭
執
筆
の
「
靴
み
が
き
」
か
ら
「
陰
気
な
愉

し
み
」（
発
表
二
八
年
四
月
）
と
「
秘
密
」（
発
表
三
〇
年
一
月
）

が
分
化
し
た
と
い
う
証
言
で
あ
る
。「
何
年
か
た
っ
て
」
と
あ

る
の
で
、「
陰
気
な
愉
し
み
」
執
筆
は
昭
和
二
五
年
か
ら
少
し

間
を
置
い
た
二
七
年
か
ら
二
八
年
初
め
頃
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

た
だ
し
安
岡
の
証
言
に
は
疑
問
の
点
も
あ
る
。「
前
半
」
が

「
陰
気
な
愉
し
み
」、「
後
半
」
が
「
秘
密
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
証
言
『
僕
の
昭
和
史
Ⅱ
』⑿
に
は
、難
渋
し
た
「
こ

の
蛸
の
話
」（「
靴
み
が
き
」
と
い
う
題
は
出
て
こ
な
い
の
だ
が
、

内
容
か
ら「
靴
み
が
き
」と
同
一
と
判
断
す
る
）の
冒
頭
が
、「
そ

の
夜
、
僕
は
カ
チ
ド
キ
橋
の
あ
た
り
で
、
ひ
ど
く
と
り
と
め
も

な
い
ほ
ど
巨
大
な
動
物
の
た
め
に
、
一
人
の
男
が
殺
さ
れ
る
場

面
に
遭
遇
し
た
」と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
冒
頭
は
、「
秘
密
」

の
冒
頭
と
、「
カ
チ
ド
キ
」
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
か
漢
字
表
記
か

の
違
い
だ
け
で
一
致
す
る
。
一
方
「
陰
気
な
愉
し
み
」
に
は
そ

も
そ
も
こ
の
「
巨
大
な
動
物
」
＝
大
蛸
は
登
場
せ
ず
、
殺
人
も

起
こ
ら
な
い
。
つ
ま
り
「
前
半
」
が
「
陰
気
な
愉
し
み
」、「
後

半
」
が
「
秘
密
」
と
は
言
え
な
い
。

以
上
二
つ
の
証
言
と
「
陰
気
な
愉
し
み
」「
秘
密
」
の
内
容

を
合
わ
せ
て
考
え
た
時
、
判
明
す
る
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ

二　

社
会
に
関
す
る
先
行
論

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

社
会
と
い
う
語
で
「
陰
気
な
愉
し
み
」
を
論
じ
る
先
行
論
は
少

数
派
で
あ
る
。

高
橋
昌
夫
⑹

は
、「
母
親
の
い
る
〈
家
庭
〉」
と
「
仲
間
が
群

れ
る〈
社
会
〉」を
対
比
し
た
上
で
、「
陰
気
な
愉
し
み
」に
は「
主

人
公
と
〈
社
会
〉
と
の
関
係
が
、安
岡
氏
に
し
て
は
め
ず
ら
し
い
、

肉
感
と
情
念
が
ど
ろ
ど
ろ
に
融
け
合
っ
た
重
い
文
章
で
、
象
徴

的
に
描
か
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
私
」
が
ウ
イ
ン

ド
ー
越
し
に
眺
め
る
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ハ
ム
の
描
写
に
、「
人
並

み
の
生
活
、
す
な
わ
ち
〈
社
会
〉
が
、
食
欲
を
そ
そ
る
「
生
命

力
」
に
あ
ふ
れ
た
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
し
て
示
さ
れ
る
」
と

述
べ
る
。

ま
た
磯
田
光
一
⑺

は
、
申
請
書
を
提
出
す
る
「
私
」
と
補
助

金
額
を
決
め
る
役
人
の
や
り
取
り
に
注
目
す
る
。
こ
の
場
面

は
「
凡
庸
な
社
会
批
評
家
に
は
到
底
及
び
も
つ
か
な
い
鋭
さ
で
、

日
本
官
僚
制
の
一
端
を
う
か
び
上
が
ら
せ
て
」
お
り
、「
安
岡

の
小
説
の
面
白
さ
の
一
つ
は
、
庶
民
的
感
性
に
支
え
ら
れ
た
イ

メ
ー
ジ
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
の
う
ち
に

な
さ
れ
た
社
会
批
評
に
あ
る
」
と
述
べ
る
。

二
人
の
論
者
の
言
う
社
会
の
意
味
は
同
一
で
は
な
い
。
高
橋

は
、
家
庭
の
外
側
で
人
々
が
生
命
を
維
持
し
、
欲
望
を
満
た
す

た
め
に
営
ん
で
い
く
場
と
行
為
を
「
人
並
み
の
生
活
、
す
な
わ

ち
〈
社
会
〉」
と
呼
ぶ
。
磯
田
は
「
日
本
官
僚
制
」
の
末
端
部

を
含
め
た
国
家
的
機
構
な
ど
、
人
々
が
作
り
上
げ
る
大
き
な
仕

組
み
を
社
会
と
見
な
す
。
戦
争
体
験
を
描
き
、
歴
史
や
文
明
批

評
へ
と
進
ん
で
い
く
安
岡
の
後
の
歩
み
と
、「
陰
気
な
愉
し
み
」

に
至
る
ま
で
の
数
作
の
初
期
小
説
及
び
同
時
代
評
価
の
対
照
を

考
え
る
な
ら
ば
、
た
と
え
遡
及
的
な
視
点
が
含
ま
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
こ
こ
に
社
会
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
一
定
の

意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
大
枠
の
社
会
に
対
し
て
、
同
時
代
の
限
定
的
か
つ

具
体
的
な
状
況
に
迫
ろ
う
と
し
た
の
が
杉
本
和
弘
⑻

の
論
で
あ

る
。
杉
本
は
「
陰
気
な
愉
し
み
」
の
舞
台
に
選
ば
れ
た
戦
後
の

横
浜
に
焦
点
を
当
て
、「
敗
戦
後
の
日
本
の
状
況
を
先
鋭
的
に

示
す
横
浜
と
い
う〈
場
〉を
テ
ク
ス
ト
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
歴
史
的
、
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
」

作
品
と
評
価
す
る
。
こ
の
論
は
、
敗
戦
後
の
都
市
と
い
う
社
会

を
読
む
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
陰
気
な
愉
し
み
」
を
再
発
見
し
た

と
言
え
る
。

本
稿
も
杉
本
同
様
、「
歴
史
的
、
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」

を
参
照
す
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
論
じ
る
の
は
都
市
で
は
な
い
。

加
藤
典
洋
⑼

の
「『
陰
気
な
愉
し
み
』
は
社
会
に
組
み
こ
ま
れ

た
戦
傷
者
の
憂
鬱
を
描
く
」
と
い
う
弁
を
借
り
て
言
え
ば
、「
戦

傷
者
の
憂
鬱
」
を
「
組
み
こ
」
ん
で
し
ま
う
社
会
で
あ
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
当
然
安
岡
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
だ
ろ
う
社

会
状
況
が
あ
る
。
し
か
し
背
景
と
し
て
も
登
場
人
物
と
し
て
も

十
分
小
説
的
な
題
材
に
な
り
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
岡
は

取
捨
選
択
を
行
っ
て
い
る
。「
戦
傷
者
の
憂
鬱
」
に
関
わ
る
あ
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・
昭
和
二
〇
年
一
一
月　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
恩
給
の
停
止
・
制
限

措
置
要
求
。

・
昭
和
二
一
年
二
月　
　
「
恩
給
法
ノ
特
例
ニ
関
ス
ル
件
」

公
布
。
こ
れ
に
よ
り
一
部
の
例
外
を
除
き
、
軍
人
恩
給
が

停
止
・
制
限
。
軍
人
及
び
そ
の
遺
族
に
対
す
る
増
加
恩
給
、

傷
病
年
金
又
は
扶
助
料
の
支
給
が
停
止
・
制
限
。

・
昭
和
二
六
年
三
月　

恩
給
法
一
部
改
正
で
増
加
恩
給
が
五

～
六
倍
に
。

・
昭
和
二
六
年
一
〇
月　
「
戦
傷
病
者
及
び
戦
没
者
遺
族
と

の
処
遇
に
関
す
る
打
合
せ
会
の
設
置
に
関
す
る
件
」
を
閣

議
決
定
。
日
本
の
主
権
回
復
が
近
い
情
勢
に
な
っ
た
こ
と

が
背
景
。

・
昭
和
二
七
年
三
月　

法
案
が
国
会
に
提
出
。

・
昭
和
二
七
年
四
月　

日
本
の
主
権
回
復
。「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
」
成
立
、
公
布
。
四
月
一
日
に
遡
っ

て
適
用
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
り
停
止
・
制
限
さ
れ
て
き
た
戦
傷
病
者

や
遺
族
に
関
す
る
補
償
が
、
講
和
条
約
調
印
の
時
期
が
近
づ
い

た
こ
と
に
よ
り
議
論
の
俎
上
に
登
り
、
主
権
回
復
と
ほ
ぼ
同
時

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

対
応
す
る
「
私
」
の
あ
り
よ
う
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
私
」

は
「
月
に
一
度
」、「
神
奈
川
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
横
浜
の

役
所
に
、
金
を
も
ら
ひ
に
行
く
」。
そ
れ
は
「
私
」
が
、「
七
年

前
に
軍
隊
で
背
中
に
う
け
た
傷
が
元
で
病
気
に
な
り
、
い
ま
な

ほ
労
働
に
た
へ
ら
れ
な
い
身
体
だ
と
い
ふ
の
で
、
金
を
あ
た
へ

ら
れ
る
の
で
あ
る
」。
受
け
取
る
金
額
は
月
に
二
千
円
で
、
役

所
の
「
災
害
給
与
係
」
か
ら
で
あ
る
。
物
語
後
半
は
「
一
一
月

も
を
は
り
に
近
い
」
特
定
の
一
日
を
描
く
が
、
作
者
自
身
が
昭

和
一
九
年
に
入
隊
し
、
同
年
胸
部
疾
患
で
入
院
、
二
〇
年
三
月

に
内
地
送
還
さ
れ
た
と
い
う
経
歴
、「
七
年
前
に
軍
隊
で
背
中

に
う
け
た
傷
」
と
い
う
作
中
の
表
現
、
そ
し
て
発
表
時
が
二
八

年
春
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
一
日
の

現
在
時
は
二
六
～
二
七
年
頃
と
推
定
で
き
る
⒃

。
ち
ょ
う
ど
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
ら
へ
の
援
護
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い

た
時
期
に
当
た
る
。
た
だ
し
次
の
点
は
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
災
害
給
与
係
」
の
窓
口
で
毎
月
申
請
書
を
書
き

査
定
を
受
け
る
「
私
」
は
、「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
」

の
適
用
を
受
け
る
人
物
で
は
な
い
。「
調
査　

傷
痍
軍
人
援
護

の
実
情
」⒄
に
よ
る
と
、「
非
戦
争
原
因
に
よ
る
不
具
者
の
場
合

に
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
障
害
年
金
制
度
及
び
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
が
適
用
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
方
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
直
接
の
該
当
者
で
は
な
い
。
こ
れ
は
事
実
で
あ

る
の
だ
が
、「
私
」
が
一
般
的
な
意
味
で
の
戦
傷
病
者
で
あ
り
、

そ
の
機
運
の
近
傍
に
い
た
関
係
者
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

す
な
わ
ち
こ
の
作
品
は
、
戦
傷
病
者
へ
の
援
護
を
手
厚
く
す
べ

き
だ
と
い
う
議
論
の
高
ま
り
と
援
護
法
制
定
を
背
景
と
し
て
書

か
れ
た
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
作
品
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。

る
。

１
，
昭
和
二
五
年
執
筆
の
「
靴
み
が
き
」
に
対
し
、
そ
の
派
生

作
品
で
あ
る
「
陰
気
な
愉
し
み
」
の
執
筆
は
昭
和
二
七
年
か
ら

二
八
年
初
め
に
か
け
て
で
あ
る
。
両
作
品
の
製
作
時
期
に
は
ズ

レ
が
あ
る
。

２
，「
靴
み
が
き
」
に
は
街
頭
の
婆
さ
ん
に
靴
を
み
が
か
せ
る

場
面
が
あ
り
、
大
蛸
が
登
場
す
る
。「
陰
気
な
愉
し
み
」
に
は

前
者
が
、「
秘
密
」
に
は
後
者
が
存
在
す
る
。「
秘
密
」
で
は
売

笑
婦
を
靴
み
が
き
と
勘
違
い
す
る
。

３
，「
靴
み
が
き
」
に
は
「
現
実
的
な
部
分
と
幻
想
的
な
部
分
」

が
あ
る
が
、「
陰
気
な
愉
し
み
」
は
「
現
実
的
な
部
分
」
を
多
く
⒀

、

「
秘
密
」
は
「
幻
想
的
な
部
分
」
を
多
く
受
け
継
い
で
い
る
。

４
，「
陰
気
な
愉
し
み
」「
秘
密
」
の
両
方
に
「
災
害
給
与
係
」

か
ら
金
を
余
分
に
も
ら
う
と
い
う
役
所
と
の
関
わ
り
の
場
面
、

そ
し
て
街
に
あ
ふ
れ
る
商
品
か
ら
疎
外
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。

こ
れ
ら
が
そ
も
そ
も
「
靴
み
が
き
」
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
。

安
岡
が
同
時
代
の
社
会
状
況
と
ど
う
関
わ
ろ
う
と
し
た
か

と
い
う
本
章
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
４
が
特
に
問
題
と
な

る
。
今
不
明
と
し
た
点
に
つ
い
て
推
測
し
、
結
論
を
出
し
て
お

く
。『
戦
後
文
学
放
浪
記
』『
僕
の
昭
和
史
Ⅱ
』
に
は
、
先
に
引

用
し
た
以
外
に
も
「
靴
み
が
き
」
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ

る
。
そ
れ
ら
の
記
述
の
中
に
は
、
４
に
挙
げ
た
二
つ
の
場
面
を

想
像
さ
せ
る
ヒ
ン
ト
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
も
そ

も
「
靴
み
が
き
」
に
二
つ
の
場
面
が
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性

を
示
唆
す
る
⒁

。
こ
の
う
ち
、
前
者
の
役
所
と
の
関
わ
り
の
方

に
限
定
し
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
主
題
の
重
要
性
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
移
行
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

「
靴
み
が
き
」
を
書
い
た
昭
和
二
五
年
の
「
一
月
か
ら
二
月

へ
か
け
て
」
は
役
所
と
関
わ
る
公
的
扶
助
の
く
だ
り
は
安
岡
に

と
っ
て
重
要
な
主
題
で
は
な
く
、「
陰
気
な
愉
し
み
」
が
書
か

れ
た
で
あ
ろ
う
二
七
年
か
ら
二
八
年
初
頭
に
か
け
て
は
そ
れ
が

重
要
な
主
題
と
な
り
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を

意
味
す
る
の
か
。
こ
の
時
期
に
何
か
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。四　

戦
傷
病
者
の
援
護
問
題
と
白
衣
募
金
へ
の
批
判

「
陰
気
な
愉
し
み
」
が
役
所
と
の
関
わ
り
を
描
く
の
は
、
そ

も
そ
も
「
私
」
を
戦
傷
病
者
に
し
た
設
定
に
起
因
す
る
。「
私
」

は
働
け
ず
、
役
所
に
通
っ
て
補
償
金
を
受
け
取
り
糊
口
を
凌
い

で
い
る
。
実
は
こ
う
し
た
問
題
が
活
発
に
議
論
さ
れ
、
新
聞
紙

上
を
賑
わ
す
の
が
昭
和
二
六
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、
す
な

わ
ち
「
靴
み
が
き
」
執
筆
以
後
の
期
間
な
の
で
あ
る
。
安
岡
が

公
的
な
援
助
を
受
け
る
戦
傷
病
者
を
小
説
の
題
材
と
し
て
取
り

上
げ
た
理
由
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
な
背
景
を
見
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う
な
進
展
を
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法　

制
定
前
夜
」⒂
か
ら
年
表

風
に
ま
と
め
る
。
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参
加
さ
せ
る
か
ど
う
か
意
見
が
対
立
し
た

　  
(26)

。
ま
た
前
出
の
田

中
澄
江
の
ル
ポ
は
厚
生
課
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
て
お

り
、
課
長
は
白
衣
募
金
を
「
惰
民
を
養
成
す
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
」
と
切
り
捨
て
て
お
り
、
四
面
楚
歌
の
状
況
に
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
白
衣
募
金
者
の
大
規
模
調
査
が
昭
和
二
八
年
一
一
月

に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
書
を
検
証
し
た
植
野
真
澄

　  (27)

は
、

「
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
募
金
者
の
実
態
と
は
、
傷
痍
軍
人

と
な
り
恩
給
を
受
給
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
生
計
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
ず
、
か
と
い
っ
て
仕
事
に
就
く
事
が
困
難
な
人
々

で
あ
っ
た
」
と
す
る

　  
(28)

。
公
は
「
実
態
」
を
隠
蔽
し
て
切
り
捨

て
を
行
お
う
と
し
、
メ
デ
ィ
ア
は
市
民
感
情
に
寄
り
添
い
つ
つ

そ
の
片
棒
を
担
い
で
い
る
。「
惰
民
」「
正
業
を
き
ら
う
」と
い
っ

た
批
判
用
語
が
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で

使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
昭
和
二
六
～
二
七
年
の
状
況
と
し
て
、

典
型
的
な
選
別
と
排
除
の
論
理
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

戦
傷
病
者
へ
の
公
的
援
助
の
議
論
が
進
展
す
る
中
で
、
援
助
を

受
け
る
ば
か
り
で
働
こ
う
と
し
な
い
、
な
お
か
つ
あ
る
程
度
外

に
出
て
活
動
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
人
々
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
彼
ら
へ
の
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
衣

募
金
者
は
彼
ら
の
代
表
だ
が
、
そ
の
圧
力
は
周
辺
に
も
及
ん
で

い
た
と
見
て
よ
い
。
こ
の
事
態
と
「
陰
気
な
愉
し
み
」
に
は
深

い
関
係
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
「
私
」
と
安
岡
章
太

郎
自
身
も
ま
た
、
こ
う
し
た
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
側
に
い
る
か

ら
だ
。

ま
ず
「
労
働
に
た
へ
ら
れ
な
い
」「
私
」
が
彼
ら
（
の
周
辺
）

と
一
致
す
る
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
て
説
明
し
た
点
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。
次
に
安
岡
本
人
だ
が
、
年
譜
や
エ
ッ
セ
イ

　  (29)

な
ど

か
ら
見
て
取
れ
る
履
歴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し

た
と
お
り
、
昭
和
一
九
年
に
入
隊
し
胸
部
疾
患
で
入
院
、
二
〇

年
三
月
に
内
地
送
還
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
昭
和
二
二
年
か
ら

二
三
年
に
か
け
て
東
京
の
進
駐
軍
の
接
収
家
屋
で
留
守
番
を
し
、

カ
リ
エ
ス
の
悪
化
に
よ
り
二
四
年
二
月
に
鵠
沼
で
寝
た
き
り
と

な
っ
た
。
昭
和
二
六
年
一
月
に
は
レ
ナ
ウ
ン
研
究
室
の
嘱
託
を

引
き
受
け
、
二
七
年
一
〇
月
に
東
京
で
下
宿
暮
ら
し
を
始
め
て

い
る
。
寝
た
き
り
状
態
は
二
五
年
中
に
解
消
し
た
と
推
測
で
き

る
が
、
一
人
暮
ら
し
で
き
る
ほ
ど
回
復
す
る
に
は
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
昭
和
二
六
～
二
七
年
の
働
か
な
い
戦
傷
病
者
へ

の
重
圧
を
他
人
事
と
は
思
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
二
点
で
あ
る
。
安
岡
が
こ
の
題

材
を
取
り
上
げ
た
背
景
に
は
社
会
か
ら
の
圧
力
へ
の
お
び
え
が

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
安
岡
は
圧
力
を
直
接
受
け
る
対
象
者
で

あ
る
白
衣
募
金
者
を
登
場
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
陰
気
な
愉
し
み
」
冒
頭
に
描
か
れ
る
罪
悪
感
は
、
こ
の
圧
力

へ
の
お
び
え
を
直
接
的
に
反
映
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
問
題

は
白
衣
募
金
者
の
不
在
、「
私
」
の
見
る
風
景
の
中
に
彼
ら
が

一
切
登
場
し
な
い
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
偶
然
と
だ
け
で
は
す

ま
さ
れ
な
い
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
初
期
安
岡
作
品
の
本

質
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
二
つ
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い

　  
(30)

。

実
は
こ
の
背
景
に
は
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ
る
。
戦
傷
病
者

の
援
護
が
議
論
さ
れ
、
法
律
が
制
定
さ
れ
る
の
は
彼
ら
の
置
か

れ
た
悲
惨
な
立
場
に
同
情
し
、
彼
ら
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
は
選
別
と
干
渉
・
指

導
の
理
論
が
付
随
す
る
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
一
部
の
戦

傷
病
者
、
と
り
わ
け
白
衣
募
金
者
へ
の
非
難
で
あ
る
。

当
時
の
新
聞
や
雑
誌
記
事
に
は
、
戦
傷
病
者
一
般
へ
の
同
情

と
そ
の
一
部
で
あ
る
白
衣
募
金
者
へ
の
強
い
批
判
が
共
存
し
て

い
る
。

ま
ず
同
情
の
方
を
新
聞
報
道
か
ら
見
て
み
よ
う
。
昭
和
二
七

年
八
月
に
戦
傷
病
者
を
対
象
と
す
る
雇
用
促
進
協
議
会
が
設
置

さ
れ
⒅

、
九
～
一
〇
月
の
二
か
月
が
援
護
運
動
期
間
に
充
て
ら

れ
る
。
翌
二
八
年
に
は
二
月
に
援
護
協
調
運
動
が
行
わ
れ
、
更

生
慰
安
大
会
な
ど
が
開
か
れ
⒆

、
愛
の
バ
ラ
募
金
運
動
が
行
わ

れ
る
⒇

。
昭
和
二
七
年
一
一
月
に
は
日
本
傷
痍
軍
人
会
が
結
成

さ
れ
、
そ
の
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
る

　  
(21)

。
こ
れ
ら
の
記
事

の
論
調
に
は
揶
揄
的
・
批
判
的
な
も
の
は
な
い
。
一
方
雑
誌
は

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
掲
載
す
る
こ
と
で
同
情
を
喚
起
す
る
。
昭

和
二
六
年
「
婦
人
公
論
」
掲
載
の
青
地
晨
「
傷
痍
軍
人
」

　  
(22)

は
、

両
眼
失
明
者
（
爆
弾
に
よ
る
傷
痍
軍
人
）
の
戦
後
の
苦
労
を
取

り
上
げ
、
経
済
的
援
助
の
必
要
性
を
訴
え
る
。
翌
昭
和
二
七

年
「
中
央
公
論
」
の
田
中
澄
江
に
よ
る
「
相
模
原
の
傷
痍
軍
人

達
」

　  
(23)

の
取
材
場
所
は
相
模
原
国
立
病
院
で
あ
る
。
こ
の
「
ユ
ー

ト
ピ
ア
」
か
ら
追
い
出
さ
れ
よ
う
と
す
る
傷
痍
軍
人
達
の
悲
惨

な
状
況
を
描
き
、
国
の
無
策
ぶ
り
と
冷
淡
さ
を
憤
る
。

こ
れ
ら
の
同
情
は
法
律
整
備
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
実

際
の
運
動
に
結
実
し
た
。
だ
が
そ
れ
と
並
行
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
が
白
衣
募
金
者
へ
の
批
判
で
あ
る
。
青
地
の
ル
ポ
で

も
「
白
衣
募
金
の
中
に
は
、
人
々
の
拠
金
を
酒
食
に
濫
費
す
る

も
の
が
あ
る
と
い
う
噂
、
ニ
セ
の
傷
痍
軍
人
が
ま
じ
っ
て
い
る
、

と
い
う
噂
な
ど
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
別
と
し
て
、
口
か
ら
口
へ

伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
典
型
的
な
の
が
次

の
「
天
声
人
語
」

　  
(24)

の
記
事
で
あ
る
。

汽
車
や
電
車
に
乗
り
こ
ん
で
一
席
弁
じ
、
む
き
出
し
の
義
足

で
コ
ツ
コ
ツ
と
歩
く
金
属
音
を
聞
く
と
、
木
枯
が
心
の
中
を

吹
き
抜
け
る
よ
う
に
不
気
味
で
も
あ
る
▼
白
衣
募
金
者
の
中

に
は
、
ボ
ス
が
つ
い
て
全
国
の
祭
礼
の
暦
を
も
っ
て
渡
り
歩

く
も
の
も
あ
る
そ
う
だ
。
車
中
の
演
説
も
、
哀
願
す
る
ご
と

く
脅
か
す
ご
と
く
職
業
的
な
テ
キ
屋
の
文
句
み
た
い
に
な
っ

て
き
た
▼
戦
争
犠
牲
者
の
旅
路
の
果
て
の
姿
と
し
て
気
の
毒

だ
と
は
思
う
が
、
さ
り
と
て
好
意
を
感
ず
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
正
業
を
き
ら
う
彼
ら
は
、
同
じ
傷
病
者
の
仲
間
で
も
つ

ま
は
じ
き
さ
れ
て
さ
え
い
る

「
同
じ
傷
病
者
の
仲
間
で
も
つ
ま
は
じ
き
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
を
裏
付
け
る
の
が
「
読
売
新
聞
」
記
事

　  
(25)

で
あ
る
。
先
述
の

通
り
一
八
万
人
の
傷
痍
軍
人
が
日
本
傷
痍
軍
人
会
を
結
成
し
、

昭
和
二
七
年
一
一
月
一
六
日
に
第
一
回
大
会
を
開
催
し
た
が
、

そ
の
席
で
「
批
判
の
的
と
な
っ
て
い
る
」
白
衣
募
金
者
を
会
に
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て
泣
き
叫
ぶ
女
の
子
同
様
、「
私
」
の
外
部
化
さ
れ
た
分
身
で

あ
り
、「
私
」
が
「
私
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
私
」
の
内

に
さ
ら
に
強
い
感
情
が
喚
起
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
こ

と
が
④
「
快
感
」
を
用
い
て
表
現
さ
れ
る
、
先
に
挙
げ
た
ハ
ム

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
そ
し
て
外
国
人
の
幼
児
の
場
面
に
も
言
え

る
。
他
者
の
被
虐
と
自
身
の
被
虐
が
通
底
し
、
感
情
を
増
幅
さ

せ
、「
私
」
へ
の
否
定
を
倍
加
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
一
章
の
先

行
論
か
ら
引
用
し
た
「
自
虐
的
ユ
ー
モ
ア
」「
疚
し
さ
」「
卑
屈
」

「
劣
等
感
」
と
い
っ
た
解
読
は
そ
れ
自
体
正
し
い
の
だ
が
、
そ

れ
を
超
え
る
事
態
が
こ
こ
で
は
生
じ
て
い
る
。「
陰
気
な
愉
し

み
」
に
は
そ
れ
が
内
在
し
て
い
る
。

で
は
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
る
強
い
感
情
へ
の
志
向
性
と
、
白

衣
募
金
者
を
登
場
さ
せ
な
い
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の

だ
ろ
う
か
。
白
衣
募
金
者
は
外
部
化
さ
れ
た
、
屈
辱
に
ま
み
れ

た
「
私
」
と
同
一
化
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
重
要
な
の
は
外

部
化
す
る
「
私
」
が
女
・
子
ど
も
、
あ
る
い
は
燻
製
に
さ
れ
た

肉
と
い
う
脆
弱
性
を
持
つ
側
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
白
衣
募

金
者
は
そ
も
そ
も
脆
弱
性
を
持
つ
側
で
あ
り
、「
私
」
の
隣
人

に
違
い
な
い
。
だ
が
社
会
に
流
布
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
彼

ら
は
大
人
の
男
で
あ
り
、
自
己
の
身
体
の
脆
弱
性
を
利
用
し
、

否
定
を
肯
定
に
変
え
る
か
の
よ
う
な
身
振
り
を
行
う
。
す
な
わ

ち
脆
弱
性
を
反
転
さ
せ
、
生
き
る
こ
と
の
し
ぶ
と
さ
の
側
に
つ

く
。
こ
の
点
で
彼
ら
は
「
陰
気
な
愉
し
み
」
～
「
凶
暴
な
快
楽
」

路
線
と
は
相
容
れ
な
い
な
い
の
で
あ
る
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
白
衣
募
金
者
の
姿
は
、

安
岡
の
小
説
に
お
い
て
隠
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
が
同
時
代
性
を

持
ち
な
が
ら
あ
る
種
の
同
時
代
性
を
拒
絶
し
て
い
る
理
由
の
一

つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

六　

安
岡
初
期
作
品
の
構
造

「
陰
気
な
愉
し
み
」
に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ
れ
た
住

宅
で
働
く
若
者
を
描
い
た
「
ガ
ラ
ス
の
靴
」（
昭
和
二
六
年
六

月
）
や
「
ハ
ウ
ス
・
ガ
ー
ド
」（
昭
和
二
八
年
三
月
）
と
共
通

す
る
構
造
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
私
」
と
関
わ
り
、「
私
」
を
支

え
る
相
手
が
二
方
向
に
い
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
片
方
は
無

為
の
「
私
」
に
経
済
的
な
恩
恵
を
与
え
、
監
督
・
チ
ェ
ッ
ク
・

保
護
す
る
と
い
う
明
確
に
上
の
立
場
に
あ
る
相
手
で
あ
り
、
も

う
片
方
は
世
話
を
し
て
く
れ
る
立
場
の
女
で
あ
る
。
こ
の
問
題

を
考
察
す
る
上
で
参
照
し
た
い
の
が
安
岡
独
特
の
次
の
用
語
で

あ
る
。
安
岡
は
「
私
の
文
学
を
語
る
」

　  
(33)

の
中
で
、
吉
行
淳
之

介
や
自
分
た
ち
は
「
文
学
的
さ
わ
り
」「
持
ち
歌
」
を
持
っ
て

い
て
、「
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
」
と
述
べ
る
。

そ
の
持
ち
歌
と
、
そ
の
自
分
の
〝
さ
わ
り
〟
に
触
れ
て
く
る

と
こ
ろ
に
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
何
と
か
作
り
う
る
と
い
う

気
持
が
出
た
と
き
に
、
そ
い
つ
を
短
篇
に
し
ち
ゃ
う
わ
け
で

す
よ
。
大
体
そ
う
い
う
レ
ペ
ル
ト
ワ
ー
ル
（
引
用
者
注　

レ

ペ
ル
ト
ワ
ー
ル
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
こ
と
）
が
三
つ
ぐ
ら
い

あ
り
ま
す
か
。

五　

凶
暴
な
快
楽
へ
の
志
向

「
陰
気
な
愉
し
み
」
と
い
う
標
題
に
あ
ら
た
め
て
注
目
し
よ

う
。「
愉た

の

し
み
」
と
い
う
語
は
作
中
に
三
度
現
れ
る
。
①
「
陰

気
な
愉
し
み
」、
②
「
た
の
し
み
」、
③
「
一
日
中
の
愉
し
み
」

で
あ
る
。
似
た
表
現
と
し
て
は
、
④
「
快
感
」
が
二
度
あ
る
。

①
「
陰
気
な
愉
し
み
」
は
、
役
所
の
手
続
き
に
父
母
で
は
な
く

自
分
が
行
く
理
由
を
説
明
す
る
場
面
で
、「
屈
辱
感
」「
卑
屈
」

「
不
安
」と
い
っ
た
語
と
セ
ッ
ト
で
登
場
す
る
。
②「
た
の
し
み
」

は
外
国
人
の
幼
児
を
相
手
に
い
た
ず
ら
を
仕
掛
け
よ
う
と
す
る

場
面
で
、
③
「
一
日
中
の
愉
し
み
」
は
ラ
ス
ト
の
場
面
で
、
千

円
多
く
も
ら
っ
た
こ
の
一
日
の
悲
喜
劇
を
総
括
す
る
言
葉
と
し

て
使
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
④
「
快
感
」
は
一
度
目
は
ハ
ム

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
前
に
「
胃
袋
が
驚
き
怖
れ
て
ち
ぢ
み
上
る
」

こ
と
と
、
二
度
目
は
外
国
人
の
幼
児
を
お
び
え
さ
せ
た
場
面
で

「
自
己
嫌
悪
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

合
計
五
度
の
使
用
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
伴
う
点
で
ほ
ぼ
同

義
で
あ
り
、
他
の
言
葉
と
の
組
み
合
わ
せ
方
も
似
て
い
る
。
だ

が
、
注
意
す
べ
き
は
④
「
快
感
」
と
い
う
語
に
本
来
備
わ
っ
た

強
度
で
あ
る
。「
陰
気
な
／
愉
し
み
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は

あ
り
得
る
が
、「
陰
気
な
／
快
感
」
は
不
自
然
で
あ
る
。「
陰
気
」

と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
よ
る
宙
づ
り
の
仕
草
を
、「
快
感
」
は

あ
っ
け
ら
か
ん
と
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
こ
だ
わ
り
た
い
の
は
、
同
時
期
の
他
の
安
岡
作
品
に
こ
の
強

度
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

　  
(31)

。

「
麦
藁
帽
子
の
唄
」（
昭
和
二
八
年
一
二
月
）

　  
(32)

を
参
照
す
る
。

成
績
不
振
の
中
学
生
「
私
」
は
和
尚
の
と
こ
ろ
に
預
け
ら
れ

る
。「
非
常
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
頭
が
カ
ッ
と
熱
く
な
り
、
爪
で

ガ
ラ
ス
板
を
掻
い
て
ゐ
る
や
う
な
心
持
が
し
て
、
股
ぐ
ら
が
大

き
く
な
る
」
経
験
を
し
ば
し
ば
す
る
。
し
か
し
「
そ
れ
が
不
快

で
あ
り
な
が
ら
自
分
の
方
か
ら
わ
ざ
と
招
き
よ
せ
た
く
も
な
」

る
。
そ
し
て
「
た
う
た
う
私
は
あ
る
日
、
こ
の
不
快
な
イ
ラ
イ

ラ
し
た
感
情
の
中
に
、
あ
る
凶
暴
な
快
楽
を
見
出
」
す
。「
私
」

は
赤
ん
坊
を
乳
母
車
に
乗
せ
、
四
歳
の
女
の
子
を
伴
っ
て
崖
に

行
き
、
女
の
子
の
前
で
わ
ざ
と
乳
母
車
を
崖
の
方
に
突
き
出
し
、

墜
落
寸
前
で
車
を
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。
顔
を
し
か
め
た
り
泣

き
叫
ん
だ
り
す
る
女
の
子
を
美
し
い
と
思
い
、「
私
」
が
繰
り

返
す
こ
の
行
為
が
「
股
ぐ
ら
が
大
き
く
な
る
」
こ
と
と
接
続
さ

れ
、「
凶
暴
な
快
楽
」と
呼
ば
れ
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。「
快

感
」
＝
「
快
楽
」
と
見
な
せ
ば
、こ
こ
に
現
れ
て
い
る
の
は
「
陰

気
な
愉
し
み
」
の
む
き
出
し
に
さ
れ
た
素
顔
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
「
愉
し
み
」
に
は
「
快
楽
」
へ
の
志
向
が
、「
陰
気
」
に
は
「
凶

暴
」
へ
の
志
向
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
陰
気
な
愉
し
み
」
で
「
私
」
が
役
所
の
女
の
服
を
想
像
の

内
で
脱
が
そ
う
と
懸
命
に
な
る
場
面
を
思
い
出
そ
う
。
あ
れ
は

滑
稽
さ
の
演
出
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
か
と
い
っ
て
唐
突
な

性
欲
の
表
出
が
重
要
な
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い

る
の
は
「
私
」
の
分
身
化
で
あ
る
。
服
を
は
が
さ
れ
て
屈
辱
を

感
じ
る
は
ず
の
女
は
、「
麦
藁
帽
子
の
唄
」
で
恐
怖
に
お
び
え
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一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
安
岡
章
太
郎
全
集
』（
講

談
社　

昭
和
四
六
年
一
月
～
七
月
）、『
安
岡
章
太
郎
集
』（
岩

波
書
店　

昭
和
六
一
年
六
月
～
六
三
年
五
月
）
の
作
品
並
び
順

か
ら
判
断
し
て
、「
陰
気
な
愉
し
み
」
は
七
番
目
に
発
表
さ
れ

た
小
説
で
あ
る
。「
ガ
ラ
ス
の
靴
」が
一
番
、「
ハ
ウ
ス
・
ガ
ー
ド
」

が
六
番
で
あ
り
、
七
番
目
ま
で
の
三
作
が
こ
の
構
造
で
理
解
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
構
造
か
ら
「
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

何
と
か
作
り
う
る
」
の
が
安
岡
章
太
郎
と
い
う
小
説
家
な
の
で

あ
る

　  
(35)

。
こ
の
強
固
な
構
造
は
、
主
人
公
が
二
方
向
か
ら
の
援

助
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
に
は
や
は
り

白
衣
募
金
者
的
な
、
主
人
公
と
拮
抗
す
る
可
能
性
を
持
ち
、
援

助
さ
れ
つ
つ
攻
撃
的
／
被
攻
撃
的
た
る
存
在
の
入
る
余
地
は
な

い
。
そ
れ
は
守
ら
れ
る
こ
と
自
体
を
脅
か
し
て
し
ま
う
。
社
会

的
な
隣
人
か
つ
他
者
で
あ
る
存
在
が
除
去
さ
れ
る
二
つ
目
の
理

由
が
、
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七　

お
わ
り
に

見
て
き
た
よ
う
に
、「
陰
気
な
愉
し
み
」
の
背
景
に
は
戦
傷

病
者
を
め
ぐ
る
苛
烈
な
時
代
状
況
と
、
そ
れ
を
包
摂
／
排
除
し

よ
う
と
す
る
社
会
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
岡
の
こ

の
作
品
で
は
そ
れ
ら
は
前
景
化
さ
れ
ず
、
社
会
へ
の
一
定
の
距

離
感
、
仮
構
さ
れ
た
距
離
感
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
を
も
た
ら

し
た
の
は
、「
自
虐
的
ユ
ー
モ
ア
」「
疚
し
さ
」「
卑
屈
」「
劣
等
感
」

な
ど
を
原
点
と
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
は
み
出
し
か
ね
な
い
「
凶

暴
な
快
楽
」
へ
の
志
向
、
そ
し
て
自
覚
的
な
小
説
技
法
と
も
呼

ぶ
べ
き
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
強
固
な
構
造
で
あ
る
。「
凶
暴
な

快
楽
」
は
脱
社
会
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ

た
構
造
に
は
、「
私
」
と
近
い
境
遇
に
あ
り
つ
つ
社
会
と
対
峙

す
る
ベ
ク
ト
ル
を
持
っ
た
存
在
の
入
る
余
地
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る

　  
(36)

。
安
岡
と
社
会
の
距
離
を
測
定
す
る
上
で
、「
陰
気
な

愉
し
み
」
は
重
要
な
指
標
と
な
る
作
品
で
あ
る
。

⑴
服
部
達
「
新
世
代
の
作
家
」（「
近
代
文
学
」
昭
和
二
九
年
一

月
）。

⑵
笠
原
伸
夫
「
安
岡
章
太
郎
」（「
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」
昭

和
四
五
年
一
月
）。

⑶
大
杉
重
男
「
座
談
会　

第
三
の
新
人　

21
世
紀
か
ら
の
照

射
」（「
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」　

平
成
一
八
年
二
月
）。

⑷
奥
野
健
男
「〈
屈
辱
〉
と
〈
怯
え
〉
の
構
造
」（「
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
」
昭
和
五
二
年
八
月
）。

⑸
安
藤
宏
「
自
意
識
と
関
係
性
―
―
「
第
三
の
新
人
」
に
お
け

る
〈
恥
〉
の
形
象
」（
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
一
八

年
二
月
）。

⑹
高
橋
昌
男「〈
弱
者
〉で
あ
る
こ
と
―
―
一
人
っ
子
に
つ
い
て
」

（「
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
」
昭
和
五
二
年
八
月
）。

⑺
磯
田
光
一
「
安
岡
章
太
郎
論
―
―
戦
中
派
の
羞
恥
に
つ
い
て

―
―
」（「
近
代
文
学
」
昭
和
三
八
年
一
月
）。

⑻
杉
本
和
弘
「『
陰
気
な
愉
し
み
』
論
―
―
戦
後
横
浜
の
物
語

安
岡
は
自
ら
の
初
期
短
編
に
得
意
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
た

こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。「
自
分
の
〝
さ
わ
り
〟
に
触
れ
て
く

る
と
こ
ろ
に
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
何
と
か
作
り
う
る
」
な
ら

ば
、
そ
れ
は
構
造
化
・
図
式
化
可
能
な
何
か
の
こ
と
で
あ
る
。

次
の
よ
う
な
図
を
考
え
て
み
よ
う
。

Ⅰ
ア
メ
リ
カ
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
― 

Ⅱ
主
人
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
Ⅲ
悦　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
チ
ャ
コ

Ⅰ
役
所 

― 

Ⅱ
主
人
公

　
　
　
　
　
　

  

│

　
　
　
　

  

Ⅲ
靴
み
が
き
の
女

右
図
が
「
ガ
ラ
ス
の
靴
」（
Ⅲ
は
悦
子
）、「
ハ
ウ
ス
・
ガ
ー
ド
」

（
Ⅲ
は
チ
ャ
コ
）
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
両
作
品
の
主
人
公

は
同
じ
仕
事
に
つ
い
て
い
る
。「
ハ
ウ
ス
・
ガ
ー
ド
」
に
よ
れ

ば
、
そ
の
仕
事
と
は
、「
半
焼
け
で
は
あ
る
け
れ
ど
近
代
設
備

の
整
つ
た
家
に
、
家
賃
な
し
で
住
み
、
大
き
な
安
楽
椅
子
（
足

は
折
れ
て
ゐ
た
け
れ
ど
）
に
ふ
か
ぶ
か
と
軀
を
う
づ
め
て
一
日

暮
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
に
は
監
督
者
が
い
る
。

大
体
、
ハ
ウ
ス
・
ガ
ー
ド
と
い
ふ
の
は
仕
事
の
内
容
が
カ
ク

レ
ン
ボ
の
遊
び
と
同
じ
で
あ
る
。
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
と
い
ふ

の
が
オ
ニ
で
、
こ
れ
が
ジ
ー
プ
に
乗
つ
て
や
つ
て
く
る
。
夜
、

昼
を
問
は
ず
僕
ら
の
油
断
を
み
す
ま
し
て
勤
務
状
態
を
さ
ぐ

る
の
だ
が
、
こ
の
と
き
に
「
見
附
け
」
ら
れ
た
が
最
後
だ
。

ど
ん
な
に
や
む
を
得
な
い
事
情
で
さ
う
な
つ
て
ゐ
や
う
と
、

見
ら
れ
た
現
場
が
悪
け
れ
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
ク
ビ
に
な
る
。

Ⅰ
ア
メ
リ
カ
は
無
為
に
等
し
い
仕
事
を
Ⅱ
主
人
公
に
与
え
、

経
済
的
な
援
助
を
す
る
。
そ
の
援
助
の
継
続
性
は
彼
ら
の
匙
加

減
一
つ
で
あ
り
、
彼
ら
は
気
ま
ぐ
れ
な
監
督
・
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
。
子
ど
も
を
見
守
る
か
の
よ
う
な
保
護
者
で
あ
る
。
Ⅲ
の
悦

子
・
チ
ャ
コ
は
食
事
そ
の
他
、
場
合
に
よ
っ
て
は
恋
愛
遊
戯
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
Ⅱ
に
提
供
し
、
安
ら
ぎ
を
与
え
る
。

左
図
が
「
陰
気
な
愉
し
み
」
で
あ
る
。
Ⅰ
役
所
は
働
か
な
い

／
働
け
な
い
、
す
な
わ
ち
無
為
に
過
ご
す
Ⅱ
に
金
銭
を
与
え
る

役
割
を
担
う
。
毎
月
書
類
を
提
出
さ
せ
、
生
活
ぶ
り
や
体
調
を

監
督
・
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
与
え
ら
れ
る
金
額
は
彼
ら
の
匙
加
減

一
つ
で
あ
り
、
気
ま
ぐ
れ
や
偶
然
が
作
用
す
る
。
Ⅲ
の
靴
み
が

き
の
女
は
Ⅱ
主
人
公
に
、「
あ
そ
こ
へ
行
つ
た
ら
、
す
く
は
れ

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
わ
せ
る
相
手
で
あ
り
、「
落
ち
着
き

場
所
」
と
な
り
得
る
存
在
で
あ
る
。
彼
女
は
靴
を
き
れ
い
に
す

る
と
い
う
、
身
だ
し
な
み
を
整
え
て
や
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

　  
(34)

。

ど
ち
ら
も
Ⅲ
は
結
局
主
人
公
の
思
い
込
み
の
世
界
か
ら
外
れ

て
い
き
、
孤
独
な
主
人
公
が
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う
点
で
も
同

じ
で
あ
る
。

以
上
説
明
し
た
構
造
が
、
安
岡
初
期
短
編
の
「
持
ち
歌
」
の
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史
Ⅱ
』
に
よ
れ
ば
安
岡
の
鵠
沼
時
代
の
最
寄
り
駅
は
小
田
急

鵠
沼
海
岸
の
駅
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
藤
沢
へ
出
て
東
海
道
線

に
乗
り
換
え
て
東
京
方
面
に
向
か
う
と
書
か
れ
て
い
る
。
作

中
の
「
私
」
も
「
Ｋ
海
岸
の
町
か
ら
汽
車
や
電
車
で
約
一
時

間
、
桜
木
町
へ
つ
く
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
東
海
道
線
を
使

用
し
て
い
る
。「
朝
日
新
聞
」
昭
和
二
七
年
六
月
一
四
日
の

記
事
に
よ
る
と
、「
車
中
募
金
の
最
も
ひ
ど
い
の
は
都
の
周

辺
の
電
車
と
東
海
道
線
」
と
あ
る
の
で
、
作
者
も
「
私
」
も

東
海
道
線
車
中
で
、
ま
た
お
そ
ら
く
桜
木
町
の
街
頭
で
も
白

衣
募
金
者
を
見
か
け
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
関
心
と
い
う
点

で
は
、
元
々
戦
時
中
に
は
安
岡
自
身
が
白
衣
の
勇
士
と
呼
ば

れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
安
岡

は
「
遁
走
」
で
白
衣
の
勇
士
と
い
う
単
語
を
使
っ
て
病
院
生

活
を
詳
し
く
描
い
て
お
り
、『
僕
の
昭
和
史
Ⅱ
』
で
も
終
戦

直
後
新
宿
で
白
衣
の
病
兵
を
見
か
け
、
自
分
も
こ
の
間
ま
で

あ
ん
な
格
好
だ
っ
た
と
感
慨
を
漏
ら
す
場
面
が
あ
る
。

奥
野
健
男
（
前
出
）
に
「
生
涯
自
分
の
屈
辱
の
中
の
行
為
に

い
き
い
き

0

0

0

0

と
怯
え
続
け
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う

指
摘
が
あ
る
。

こ
の
作
品
は
、「
著
者
が
今
日
ま
で
に
発
表
し
た
小
説
作
品

か
ら
、
自
ら
精
選
し
修
訂
を
加
え
て
新
た
に
編
ま
れ
た
決
定

版
小
説
集
」（
折
り
込
み
広
告
よ
り
）
と
銘
打
た
れ
た
『
安

岡
章
太
郎
集
』（
岩
波
書
店　

昭
和
六
一
年
六
月
～
六
三
年

五
月
）
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

安
岡
章
太
郎
「
私
の
文
学
を
語
る
」（
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
秋

山
駿
「
三
田
文
学
」
昭
和
四
三
年
六
月
）。

原
型
の
「
靴
み
が
き
」
で
、
実
は
靴
み
が
き
で
は
な
く
売
春

婦
だ
っ
た
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
。
こ
ち
ら

で
も
Ⅲ
は
恋
愛
遊
戯
的
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は

消
去
さ
れ
た
。

初
期
短
編
の
締
め
く
く
り
方
の
定
型
性
は
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
阿
部
昭
の
「
一
種
の
「
幻
滅
」
の
効
果
」「
お

し
ま
い
ま
で
来
る
や
、
ふ
た
た
び
振
り
出
し
に
連
れ
戻
さ
れ

る
」「
何
ひ
と
つ
、
本
質
的
に
は
変
化
す
る
も
の
が
な
い
」

（「
解
説　

シ
ン
デ
レ
ラ
の
影
」『
安
岡
章
太
郎
全
集
Ⅲ
』（
昭

和
四
六
年
三
月　

講
談
社
）、
小
島
信
夫
の
「「
名
人
芸
」
と

か
「
名
作
落
語
」
と
い
う
よ
う
な
好
意
的
な
評
価
を
も
ら
っ

て
い
た
」「
コ
ン
ト
ふ
う
な
（
落
語
式
な
は
こ
び
だ
が
）
お

ち
を
つ
け
る
名
文
家
」（「
安
岡
章
太
郎
」『
安
岡
章
太
郎
の

世
界
』
か
の
う
書
房　

昭
和
六
〇
年
一
一
月
）。

後
者
に
つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
主
人
公
の
分
身
と
い
う
点
で

悪
友
も
の
と
の
関
係
性
が
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
Ⅲ
の

女
達
と
安
岡
作
品
に
欠
か
せ
な
い
母
を
比
較
す
る
作
業
も
必

要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
安
岡
的
な
母
と
は
こ
の
Ⅰ
と
Ⅲ
を

兼
ね
備
え
る
。
た
と
え
ば
「
僕
の
少
年
時
代
」（
昭
和
三
六

年
一
一
月
）
や
「
私
説
聊
斎
志
異
」（
昭
和
四
八
年
九
月
～

四
九
年
二
月
）
な
ど
の
自
伝
的
文
章
で
、
家
か
ら
出
る
主
人

公
に
母
が
作
っ
て
く
れ
る
弁
当
は
、
Ⅲ
の
提
供
す
る
料
理
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
Ⅰ
の
与
え
る
金
に
等
し
い
。

―
―
」（「
人
文
学
部
研
究
論
集
」
平
成
一
三
年
一
月
）。

⑼
加
藤
典
洋
「
解
説
「
小
市
民
の
眼
―
―
安
岡
章
太
郎
の
新
し

さ
」（『
ガ
ラ
ス
の
靴
・
悪
い
仲
間
』
講
談
社
文
芸
文
庫　

平

成
元
年
八
月
）。

⑽
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学　

28　

安
岡
章
太
郎
・
吉
行
淳
之
介
』

（
角
川
書
店　

昭
和
五
八
年
四
月
）
や
『
群
像
日
本
の
作
家　

28　

安
岡
章
太
郎
』（
小
学
館　

平
成
九
年
一
二
月
）。

⑾
安
岡
章
太
郎
『
戦
後
文
学
放
浪
記
』（
岩
波
新
書　

平
成

一
二
年
六
月
）。

⑿
安
岡
章
太
郎
『
僕
の
昭
和
史
Ⅱ
』（
講
談
社　

昭
和
五
九
年

九
月
）。

⒀
「
陰
気
な
愉
し
み
」
に
も
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
ハ
ム
の
場
面
な

ど
幻
想
的
な
場
面
は
存
在
す
る
。

⒁
た
だ
し
こ
の
二
つ
の
場
面
の
物
語
に
お
け
る
比
重
は
同
一
と

は
言
え
な
い
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
核
と
な
り
得
る
の
は
前
者
の
、

役
所
と
の
関
わ
り
の
方
で
あ
り
、安
岡
が
後
に
「
靴
み
が
き
」

の
内
容
を
説
明
す
る
際
に
こ
ち
ら
を
省
く
と
は
考
え
に
く
い
。

し
た
が
っ
て
、
役
所
と
の
関
わ
り
は
「
靴
み
が
き
」
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
、
商
品
か
ら
の
疎
外
は
存
在
し
た
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
、
と
見
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
。

⒂
坂
本
耕
一
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法　

制
定
前

夜
」（「
時
の
法
令
」
昭
和
六
〇
年
）。

⒃
前
出
の
杉
本
論
文
で
は
昭
和
二
五
～
二
六
年
頃
と
さ
れ
て
い

る
が
、
も
う
少
し
ず
ら
し
て
考
え
た
い
。

⒄
無
署
名
「
調
査　

傷
痍
軍
人
援
護
の
実
情
」（「
東
洋
経
済
新

報
」
昭
和
二
六
年
五
月
一
二
日
）。

⒅
「
朝
日
新
聞
」
昭
和
二
七
年
八
月
一
日
。

⒆
「
朝
日
新
聞
」
昭
和
二
八
年
二
月
四
日
。

⒇
「
読
売
新
聞
」
昭
和
二
八
年
二
月
四
日
。

「
読
売
新
聞
」
昭
和
二
七
年
一
一
月
一
五
日
、
一
七
日
。

青
地
晨
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ　

傷
痍
軍
人
―
―
戦
争
犠
牲
者

の
実
態
―
―
」（「
婦
人
公
論
」
昭
和
二
六
年
一
〇
月
）。

田
中
澄
江
「
相
模
原
の
傷
痍
軍
人
達
」（「
中
央
公
論　

臨
時

増
刊　

秋
季
文
芸
特
集
号
」
昭
和
二
七
年
一
〇
月
）。

「
朝
日
新
聞
」
昭
和
二
六
年
五
月
二
四
日
。

「
読
売
新
聞
」
昭
和
二
七
年
一
一
月
一
七
日
。

結
局
参
加
を
認
め
て
更
生
さ
せ
、
募
金
姿
を
街
か
ら
な
く
す

よ
う
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。

植
野
真
澄
「「
白
衣
募
金
者
」
と
は
誰
か
―
―
厚
生
省
全
国

実
態
調
査
に
見
る
傷
痍
軍
人
の
戦
後
―
―
」（「
待
兼
山
論
叢　

日
本
学
篇
」
平
成
一
七
年
一
二
月
）

さ
ら
に
植
野
は
、
こ
の
調
査
は
「
調
査
以
前
か
ら
存
在
し
た

白
衣
募
金
者
に
対
す
る
社
会
的
な
不
信
感
を
、
調
査
結
果
と

い
う
形
で
よ
り
一
般
化
、
客
観
化
さ
れ
た
認
識
へ
と
変
容
さ

せ
る
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
」
と
述
べ
る
。

安
岡
章
太
郎
「
論
語
に
異
議
あ
り
」（
引
用
は
『
安
岡
章
太

郎
随
筆
集　

１
』
岩
波
書
店　

平
成
四
年
二
月
、初
出
は
「
文

藝
春
秋
」
昭
和
二
九
年
八
月
）

安
岡
が
白
衣
募
金
者
問
題
を
知
ら
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
彼

ら
に
関
心
が
な
か
っ
た
、
と
は
考
え
に
く
い
。『
僕
の
昭
和
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＊
安
岡
章
太
郎
の
小
説
作
品
の
引
用
は
『
安
岡
章
太
郎
全
集

Ⅲ
』（
講
談
社　

昭
和
四
六
年
三
月
）
に
よ
る
。
そ
れ
以
外

の
引
用
元
は
注
に
示
し
た
通
り
。
な
お
、
旧
字
は
新
字
に
あ

ら
た
め
た
。（

島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
特
任
教
授
）

は
じ
め
に

日
本
語
に
は
「
持
ち
上
げ
る
」「
運
び
出
す
」
な
ど
複
数
の

動
詞
か
ら
成
る
複
合
動
詞
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
同
様
の
も
の

は
『
万
葉
集
』
な
ど
上
代
文
献
に
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
動
詞

間
の
結
合
は
そ
れ
ほ
ど
緊
密
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
金
田
一
一
九
五
三
・
青
木
博
史
二
〇
一
三
・
佐
佐
木

二
〇
一
八
・
拙
論
二
〇
一
五
）。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し

て
も
中
古
・
中
世
に
も
同
様
の
表
現
が
数
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ

以
降
も
引
き
続
き
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
こ

れ
ら
が
今
日
の
複
合
動
詞
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の

余
地
は
な
い
。

本
論
で
は
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
動
詞
「
過
ぐ
」
が
単
独
で

使
用
さ
れ
る
場
合
の
意
味
用
法
お
よ
び
他
の
動
詞
に
連
接
す
る

場
合
の
意
味
用
法
を
明
ら
か
に
し
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
類

歌
と
い
う
新
し
い
視
点
か
ら
複
数
の
動
詞
を
連
接
す
る
表
現
の

固
定
化
お
よ
び
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
成
立
と
の
関
係
性
を
論

じ
る
。

一
『
万
葉
集
』
の
「
過
ぐ
」
に
関
す
る
意
味
記
述

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
に
つ
い
て
青
木
・
橋
本

（
二
〇
〇
一
）、
多
田
（
二
〇
一
四
）
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

事
前
に
両
者
の
記
述
を
整
理
し
、
以
下
に
示
す
。

青
木
・
橋
本
（
二
〇
〇
一
）「
す
ぐ
（
過
）」
の
項
（
北
野
達
執
筆
）

・
万
葉
集
に
約
一
六
〇
例
存
在
す
る
。

・
約
六
〇
例
は
あ
る
特
定
の
場
所
を
通
過
す
る
こ
と
に
用
い
ら

万
葉
集
に
お
け
る
類
歌
と
複
合
動
詞
形
成 

―
動
詞
「
過
ぐ
」
を
中
心
に
―

百
　
留
　
康
　
晴



― 61 ― ― 60 ―

い
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
の
単
独
用
法

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
動
詞
「
過
ぐ
」
は
単
独
で
、
ま

た
他
の
動
詞
に
連
接
し
て
、
用
い
ら
れ
る
。
青
木
・
橋
本

（
二
〇
〇
一
）、
多
田
（
二
〇
一
四
）
か
ら
窺
え
る
「
過
ぐ
」
の

用
法
を
《
通
過
》《
経
過
》《
消
滅
》
と
し
、
本
節
で
は
ま
ず
単

独
で
使
用
さ
れ
る
「
過
ぐ
」
を
も
と
に
意
味
拡
張
の
方
向
性
お

よ
び
背
景
を
考
察
す
る
。

用
例
収
集
は
国
立
国
語
研
究
所
（2018

）『
日
本
語
歴
史
コ
ー

パ
ス
』https://chunagon.ninjal.ac.jp/

（2018

年
10
月
1
日

確
認
）
を
用
い
て
行
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
底
本
で
あ
る
小
島
憲

之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集　

萬
葉
集
1
～
4
』
小
学
館
を
資
料
と
し
、
ま
た
用
例
の

解
釈
に
当
た
っ
て
は
伊
藤
博
（
二
〇
〇
五
）『
萬
葉
集
注
釈
』

集
英
社
な
ど
も
参
照
し
た
。
な
お
左
注
に
あ
る
「
過
ぐ
」、
ク

語
法
に
よ
り
体
言
化
し
た
「
過
ぎ
ま
く
」「
過
ぐ
ら
く
」
は
考

察
対
象
外
と
し
た
。

収
集
し
た
「
過
ぐ
」
を
単
独
で
使
用
さ
れ
た
も
の
、
他
の
動

詞
に
前
接
・
後
接
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
に
分
け
、
そ
の
用
例

数
お
よ
び
意
味
別
内
訳
を
表
一
に
示
す
。
な
お
他
の
動
詞
に
後

接
す
る
例
に
は
「
行
き
も
過
ぎ
ぬ
る
」「
散
り
か
過
ぎ
な
む
」

な
ど
係
助
詞
が
介
入
し
た
も
の
、「
鳴
き
過
ぎ
渡
る
」「
咲
き
散

り
過
ぐ
」
な
ど
三
語
か
ら
成
る
も
の
も
含
む
。

表
一　

上
代
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
の
用
例
数

通過

経過

消滅

合計

単独

35

30

29

94

前接

8

4

2

14

後接

12

2

26

40

表
一
か
ら
単
独
で
使
用
さ
れ
る
場
合
、
動
詞
に
前
接
す
る
場

合
で
は
《
通
過
》《
経
過
》《
消
滅
》
の
順
に
「
過
ぐ
」
の
用
例

数
が
多
い
一
方
、動
詞
に
後
接
す
る
場
合
は《
消
滅
》《
通
過
》《
経

過
》
の
順
に
用
例
数
が
多
く
、
そ
の
傾
向
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
過
ぐ
」
が
他
の
動
詞
に

後
接
す
る
際
に
は
単
独
用
法
・
前
接
用
法
と
は
異
な
る
使
用
上

の
偏
り
が
発
生
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
意
味
の
面
で
は
単

独
用
法
と
連
接
用
法
と
に
本
質
的
な
違
い
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

次
に
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
単
独
で
使
用
さ
れ
る
「
過

ぐ
」
の
意
味
拡
張
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
青
木
・
橋
本

（
二
〇
〇
一
）、
多
田
（
二
〇
一
四
）
か
ら
「
過
ぐ
」
に
お
け

る
意
味
用
法
の
形
成
に
特
定
の
基
準
点
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
用
例
を
分
析
す
る
と
《
通
過
》
の
意
味
で
使
用

さ
れ
た
「
過
ぐ
」
は
三
五
例
中
三
三
例
が
具
体
的
な
場
所
を
基

準
点
と
し
て
言
語
化
し
て
い
る
。
１
の
例
は
基
準
点
を
格
助
詞

ヲ
で
示
し
た
も
の
、
２
の
例
は
無
助
詞
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

れ
て
い
る
。

・「
過
ぐ
る
」
所
は
、
作
者
が
特
別
に
関
心
を
寄
せ
る
、
あ
る

い
は
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
で
あ
っ
た
。

・
時
の
経
過
を
表
現
す
る
歌
は
約
七
〇
例
あ
る
。
そ
の
う
ち

萩
・
桜
・
黄
葉
（
も
み
ち
）
な
ど
が
「
散
り
過
ぐ
」
こ
と
に
よ
っ

て
季
節
の
変
化
を
感
じ
と
る
趣
の
歌
が
二
七
例
、「
時
」「
春
」

「
秋
」「
冬
」
な
ど
が
「
過
ぐ
」
こ
と
で
同
様
の
趣
を
表
現
し

た
歌
が
一
二
例
あ
る
。

・
死
者
に
対
し
て
も
「
過
ぐ
」
を
用
い
た
。
死
ぬ
こ
と
を
「
過

ぐ
」
と
表
現
し
た
例
は
、
一
七
例
み
え
る
。

・
恋
を
「
過
ぐ
」
と
表
現
し
た
。
こ
う
し
た
表
現
は
万
葉
集
に

一
二
例
あ
り
、
死
を
「
過
ぐ
」
と
表
現
し
た
こ
と
と
同
様
に
、

消
え
て
な
く
な
る
こ
と
が
「
過
ぐ
」
と
表
現
さ
れ
た
。

多
田
（
二
〇
一
四
）「
す
ぐ
【
過
ぐ
】」
の
項
（
大
浦
誠
士
執
筆
）

・
こ
ち
ら
側
の
意
志
に
か
か
わ
り
な
く
、
状
況
や
事
態
が
あ
る

定
点
を
越
え
て
ど
ん
ど
ん
と
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
原
義

で
あ
る
。

・
空
間
的
な
意
味
合
い
、
時
間
的
な
意
味
合
い
、
状
況
的
な
意

味
合
い
な
ど
、
用
法
に
よ
っ
て
様
々
な
意
味
を
表
す
の
が
特

徴
で
あ
る
。

・
ス
グ
（
過
ぐ
）
が
原
義
と
し
て
持
つ
進
行
の
情
調
が
明
確
に

読
み
取
れ
る
の
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
歌
謡

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、過
ぎ
て
行
く
地
名
を
列
挙
す
る「
道

行
き
」
の
詞
章
で
あ
る
。

・『
万
葉
集
』
で
最
も
多
い
の
は
、
空
間
的
な
意
味
合
い
に
お

い
て
、
特
定
の
場
所
を
通
過
す
る
意
味
で
あ
る
。

・
ス
グ
の
持
つ
留
め
よ
う
の
な
い
進
行
の
情
調
が
よ
く
現
れ
る

の
は
、
時
間
や
季
節
の
推
移
を
表
す
ス
グ
で
あ
る
。

・
季
節
の
景
物
で
あ
る
三
笠
（
御
笠
）
の
山
の
黄
葉
が
盛
り
を

過
ぎ
、
時
雨
に
あ
っ
て
散
り
ゆ
く
こ
と
を
ス
グ
と
表
現
す
る

の
も
、
同
様
に
ス
グ
の
持
つ
留
め
よ
う
の
な
い
進
行
の
情
調

に
よ
る
。

・
ス
グ
が
「
思
ひ
過
ぐ
」
の
よ
う
な
形
で
、
恋
し
い
思
い
が
消

え
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
人
の
死
を
ス
グ
と
表
現
す
る
の
も
、
人
が
こ
ち
ら
側
の
世
界

か
ら
向
う
側
の
世
界
へ
と
旅
立
つ
こ
と
を
人
の
力
で
は
留
め

る
こ
と
の
出
来
な
い
事
態
の
進
行
と
捉
え
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
に
空

間
の
移
動
・
時
間
の
推
移
・
対
象
の
消
滅
を
表
す
用
法
が
存
在

し
た
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
用
法
は
一
つ
の
用
法
か
ら

徐
々
に
拡
張
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
で
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
接
点
と
し
て
こ
の
よ
う
な
意
味
の
拡
張
が
生
じ

た
の
か
、
単
独
で
使
用
さ
れ
る
場
合
と
他
の
動
詞
に
連
接
し
て

使
用
さ
れ
る
場
合
と
で
意
味
的
な
違
い
が
あ
る
の
か
等
明
ら
か

で
な
い
こ
と
が
あ
る
。
本
論
で
は
単
独
で
使
用
さ
れ
る
場
合
、

他
の
動
詞
に
連
接
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
、
を
分
け
、
意
味
拡

張
の
道
筋
お
よ
び
単
独
用
法
・
連
接
用
法
両
者
の
意
味
的
な
違
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て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。こ
の
こ
と
か
ら『
万
葉
集
』の「
過

ぐ
」
に
お
け
る
《
経
過
》
の
意
味
用
法
は
《
通
過
》
の
意
味
用

法
か
ら
拡
張
し
た
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
。

「
七
日
」
と
い
う
期
間
が
基
準
点
と
な
る
４
の
例
を
見
る
と

「
早
け
れ
ば
二
日
」「
遅
け
れ
ば
七
日
」
で
は
な
く
「
近
く
あ
ら

ば
今
二
日
」「
遠
く
あ
ら
ば
七
日
」
と
距
離
の
概
念
と
時
間
の

概
念
と
を
組
み
合
わ
せ
て
捉
え
て
い
る
こ
と
、「
七
日
の
を
ち

は
過
ぎ
め
や
も
」
の
「
を
ち
」
に
つ
い
て
巻
一
五
第
三
七
二
六

番
歌
に
「
一
般
に
空
間
的
に
隔
た
っ
た
場
所
を
さ
す
。
こ
こ
は

時
間
的
に
用
い
て
、
以
降
、
以
後
、
意
味
す
る
用
法
」
と
の
注

釈
が
あ
る
こ
と
、
か
ら
具
体
的
な
移
動
と
時
間
の
推
移
と
が
当

時
の
認
識
に
お
い
て
不
可
分
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

他
に
６
７
の
例
の
よ
う
に
主
と
し
て
花
や
植
物
の
最
も
良
い

時
期
を
基
準
点
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
６
の
例
は

嫁
菜
の
古
名
「
う
は
ぎ
」
の
食
べ
時
が
、
７
の
例
で
は
秋
萩
の

最
も
美
し
く
咲
く
時
期
が
、
基
準
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
「
過

ぐ
」
を
意
味
用
法
を
《
経
過
》
と
解
し
た
が
、
日
常
具
体
的
に

把
握
し
て
い
る
花
や
植
物
の
変
化
か
ら
時
間
の
推
移
を
把
握
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

６
妻
も
あ
ら
ば
摘
み
て
食
げ
ま
し
沙
弥
の
山
野
の
上
の
う
は
ぎ

過
ぎ
に
け
ら
ず
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
二　

二
二
一

７
秋
萩
は
盛
り
過
ぐ
る
を
い
た
づ
ら
に
か
ざ
し
に
挿
さ
ず
帰
り

な
む
と
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
八　

一
五
五
九

以
上
か
ら
当
時
時
間
の
推
移
は
視
覚
・
聴
覚
を
介
し
、
具
体

的
に
捉
え
ら
れ
た
自
身
や
自
然
の
変
化
と
不
可
分
に
捉
え
ら
れ

て
お
り
、『
万
葉
集
』
の
「
過
ぐ
」
に
お
け
る
《
経
過
》
の
意

味
用
法
は《
通
過
》の
意
味
用
法
か
ら
拡
張
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

《
消
滅
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
過
ぐ
」
の
例
と
し
て
以

下
の
８
９
を
示
す
。

８
霜
雪
も
い
ま
だ
過
ぎ
ね
ば
思
は
ぬ
に
春
日
の
里
に
梅
の
花
見
つ

巻
八　

一
四
三
四

９
卯
の
花
の
過
ぎ
ば
惜
し
み
か
ほ
と
と
ぎ
す
雨
間
も
置
か
ず
こ

ゆ
鳴
き
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
八　

一
四
九
一

８
の
例
で
は
「
霜
雪
」
が
消
え
て
無
く
な
る
こ
と
を
、
９
の

例
で
は
「
卯
の
花
」
が
散
っ
て
無
く
な
る
こ
と
を
「
過
ぐ
」
と

表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
「
過
ぐ
」
が
指
す
こ
と
は
有

か
ら
無
の
境
界
線
を
基
準
点
と
し
、
時
間
の
推
移
と
と
も
に
生

じ
た
対
象
の
状
態
変
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で

「
過
ぐ
」に
お
け
る《
消
滅
》の
意
味
は
６
７
の
例
に
示
し
た《
経

過
》
の
意
味
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
《
消
滅
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
過
ぐ
」
に
は
10
の

よ
う
に
「
嘆
き
」
が
対
象
と
な
る
例
も
存
在
す
る
。
類
例
に
相

手
に
対
す
る
「
思
ひ
」
や
「
恋
ひ
」
が
無
く
な
る
こ
と
を
表
す

例
も
存
在
す
る
。
自
ら
の
心
に
生
じ
た
感
情
も
時
を
経
て
い
つ

し
か
消
滅
す
る
こ
と
を
当
時
の
人
々
は
体
感
的
に
知
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
「
過
ぐ
」
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
て
表
現
し
て
い
た

ま
た
３
の
例
は
夫
が
自
分
の
い
る
と
こ
ろ
を
船
で
素
通
り
し
た

こ
と
を
咎
め
る
内
容
で
あ
り
、
自
分
の
い
る
と
こ
ろ
を
基
準
点

と
す
る
が
、
そ
れ
が
言
語
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
な

お
基
準
点
と
「
過
ぐ
」
の
間
に
他
の
語
句
が
挟
ま
れ
る
場
合
も

あ
る
。

１
大
和
道
の
吉
備
の
児
島
を
過
ぎ
て
行
か
ば
筑
紫
の
児
島
思
ほ

え
む
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
六　

九
六
七

２
百
隈
の
道
は
来
に
し
を
ま
た
更
に
八
十
島
過
ぎ
て
別
れ
か
行

か
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
二
〇　

四
三
四
九

３
我
が
恋
を
夫
は
知
れ
る
を
行
く
舟
の
過
ぎ
て
来
べ
し
や
言
も

告
げ
な
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
〇　

一
九
九
八

《
通
過
》
が
主
体
の
具
体
的
な
移
動
を
伴
う
意
味
用
法
で
あ

る
の
に
対
し
、《
経
過
》
は
時
間
の
推
移
と
い
う
抽
象
的
な
変

化
を
表
す
。《
経
過
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
過
ぐ
」
は
全

30
例
中
23
例
が
具
体
的
な
期
間
や
「
時
」「
春
」「
秋
」「
冬
」

な
ど
漠
然
と
し
た
時
期
・
期
間
を
基
準
点
と
し
、
そ
れ
が
言
語

化
さ
れ
て
い
る
。
４
は
七
日
と
い
う
具
体
的
な
期
間
を
基
準
点

と
し
た
例
、
５
は
「
春
」
と
い
う
季
節
を
基
準
点
と
し
た
例
で

あ
る
。

４
近
く
あ
ら
ば
今
二
日
だ
み
遠
く
あ
ら
ば
七
日
の
を
ち
は
過
ぎ

め
や
も
来
な
む
我
が
背
子
ね
も
こ
ろ
に
な
恋
ひ
そ

巻
一
七　

四
〇
一
一

５
春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
白
た
へ
の
衣
干
し
た
り
天
の
香
具
山

巻
一　

二
八

古
橋
（
二
〇
〇
四
）（
一
七
二
～
一
七
七
頁
）
は
以
下
の
歌
が

冬
過
ぎ
て
春
来
る
ら
し
朝
日
さ
す
春
日
の
山
に
霞
た
な
び

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
〇　

一
八
四
四

「
春
来
る
ら
し
」
と
推
量
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
平
城

京
で
は
春
を
感
じ
ら
れ
ず
に
い
て
、
春
日
山
に
立
つ
霞
に
よ
っ

て
春
が
来
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
す
る
。
そ

こ
か
ら
奈
良
時
代
の
人
々
は
季
節
の
到
来
を
時
間
の
変
化
で
は

な
く
空
間
の
移
動
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
、
当
時
に

お
い
て
は
春
は
山
の
彼
方
か
ら
山
に
来
、
そ
し
て
里
に
来
る
と

認
識
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。

さ
ら
に
古
事
記
の
八
千
矛
神
（
大
国
主
神
）
の
歌
謡
に
「
青

山
に　

日
が
隠
ら
ば　

ぬ
ば
た
ま
の　

夜
は
出
で
な
む
」
と
あ

り
、「
夜
が
出
る
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
し
だ

い
に
朝
が
近
づ
い
て
く
る
さ
ま
を
、「
青
山
に　

鵺
は
鳴
き
ぬ　

さ
野
つ
鳥　

雉
は
と
よ
む　

庭
つ
鳥　

鶏
は
鳴
く
」
と
鳥
の
種

類
に
よ
っ
て
表
現
し
、
山
か
ら
野
へ
、
野
か
ら
庭
へ
と
朝
は

や
っ
て
く
る
と
い
う
捉
え
方
の
存
在
を
指
摘
し
、
当
時
は
一
日

の
時
間
の
変
化
も
場
所
の
移
動
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
い
た
と
し

た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
の
背
後
に
多
神
教
的
発
想
が
あ

る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

古
橋
の
指
摘
か
ら
は
当
時
時
間
の
変
化
が
視
覚
・
聴
覚
を
介

し
、
具
体
的
に
捉
え
ら
れ
た
自
然
の
変
化
を
通
し
て
捉
え
ら
れ
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る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

13
船
泊
て
て
か
し
振
り
立
て
て
廬
り
せ
む
名
子
江
の
浜
辺
過
ぎ

か
て
ぬ
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
七　

一
一
九
〇

14
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
か
て
ぬ
児
を
人
妻
と
見
つ
つ
や
あ
ら
む
恋

し
き
も
の
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
〇　

二
二
九
七

「
過
ぎ
行
く
」
は
用
例
が
九
例
確
認
で
き
、
そ
の
う
ち
《
通

過
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
の
は
五
例
、《
経
過
》
の
意
味
で

使
用
さ
れ
た
の
は
四
例
で
あ
る
。「
行
く
」
は
「
過
ぐ
」
同
様

空
間
上
の
移
動
や
時
間
軸
上
の
推
移
を
表
す
用
法
が
あ
り
、
表

す
内
容
が
重
な
る
と
こ
ろ
か
ら
「
過
ぐ
」
も
「
行
く
」
の
表
す

意
味
内
容
と
連
動
し
《
通
過
》《
経
過
》
両
方
の
意
味
で
使
用

さ
れ
た
と
考
え
る
。
以
下
の
15
は
《
通
過
》
の
意
味
で
使
用
さ

れ
た
用
例
、
16
は
《
経
過
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
用
例
で
あ

る
。
両
方
と
も
単
独
用
法
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
と
類
似
し
た
内

容
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
用
例
を
見
る
限
り
「
過
ぐ
」
の
意
味
用

法
は
単
独
で
使
用
さ
れ
る
１
、２
、７
に
示
し
た
用
例
と
違
い
が

見
ら
れ
な
い
。

15
大
船
を
漕
ぎ
我
が
行
け
ば
沖
つ
波
高
く
立
ち
来
ぬ
外
の
み
に

見
つ
つ
過
ぎ
行
き
玉
の
浦
に
船
を
留
め
て
浜
辺
よ
り
浦
磯
を

見
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
五　

三
六
二
七

16
妻
恋
に
鹿
鳴
く
山
辺
の
秋
萩
は
露
霜
寒
み
盛
り
過
ぎ
行
く

巻
八　

一
六
〇
〇

一
方
「
過
ぐ
」
が
他
の
動
詞
に
後
接
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合

七
種
の
動
詞
が
前
接
し
て
い
る
。
表
二
に
用
例
と
意
味
用
法
ご

と
の
用
例
数
を
示
し
た
。
概
ね
「
過
ぐ
」
の
意
味
用
法
ご
と
に

前
接
動
詞
が
分
れ
、「
行
き
過
ぐ
」「
思
ひ
過
ぐ
」「
散
り
過
ぐ
」

と
い
っ
た
特
定
の
表
現
の
用
例
数
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
《
経
過
》
の
意
味
で
の
使
用
例
が
少
な
い
こ
と
も
指
摘
で

き
る
。

表
二　

動
詞
に
後
接
す
る
「
過
ぐ
」
の
用
例
数
（
上
代
）

消滅
6

1

1
17

1

経過

1

1

通過

1
1

1
2
3
4

思ひ過ぐ
漕ぎ過ぐ
越え過ぐ
咲き散り過ぐ
頼み過ぐ
散り過ぎゆく
散り過ぐ
鳴き過ぎ渡る
行き過ぎかつ
行き過ぎかぬ
行き過ぐ

具
体
的
な
意
味
用
法
を
見
る
た
め
使
用
例
が
多
い
「
行
き
過

ぐ
」「
思
ひ
過
ぐ
」「
散
り
過
ぐ
」
の
用
例
を
以
下
に
示
す
。

17
印
南
野
は
行
き
過
ぎ
ぬ
ら
し
天
伝
ふ
日
笠
の
浦
に
波
立
て
り

見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
七　

一
一
七
八

と
考
え
ら
れ
る
。

10
鶉
な
す
い
這
ひ
も
と
ほ
り
侍
へ
ど
侍
ひ
得
ね
ば
春
鳥
の
さ
ま
よ

ひ
ぬ
れ
ば
嘆
き
も
い
ま
だ
過
ぎ
ぬ
に
思
ひ
も
い
ま
だ
尽
き
ね
ば

巻
二　

一
九
九

な
お
《
消
滅
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
例
で
最
も
多
い
の
は

人
が
亡
く
な
る
こ
と
を
表
す
例
で
あ
り
、
全
24
例
中
14
例
を
占

め
る
。
そ
の
よ
う
な
例
で
は
11
の
例
の
よ
う
に
９
例
が
［
過
ぎ

に
し
＋
人
物
］
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
定
型
化
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
他
に
12
の
よ
う
に
「
命
」
と
い
う
対
象
が
言

語
化
さ
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
人
の
死
を
表
す
用
法
で
は
枕
詞

「
も
み
じ
葉
の
」「
行
く
川
の
」「
露
霜
の
」
が
「
過
ぐ
」
を
導

く
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
枕
詞
の
使
用
か
ら
も
《
消
滅
》

の
用
法
が
自
然
現
象
に
見
ら
れ
る
「
散
る
」「
行
く
」「
消
え
る
」

な
ど
の
具
体
的
変
化
と
関
連
付
け
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。

11
ま
草
刈
る
荒
野
に
は
あ
れ
ど
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
に
し
君
の
形

見
と
そ
来
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一　

四
七

12
国
に
あ
ら
ば
父
取
り
見
ま
し
家
に
あ
ら
ば
母
取
り
見
ま
し
世
の

中
は
か
く
の
み
な
ら
し
犬
じ
も
の
道
に
伏
し
て
や
命
過
ぎ
な
む

巻
五　

八
八
六

以
上
見
て
き
た
よ
う
に『
万
葉
集
』の「
過
ぐ
」に
お
け
る《
通

過
》
か
ら
《
経
過
》
へ
の
意
味
拡
張
は
時
間
の
推
移
を
空
間
に

お
け
る
変
化
と
と
も
に
把
握
す
る
と
い
う
当
時
の
あ
り
方
に
起

因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
自
然
物
の
変
化
が
最
終
的
に
行

き
着
く
先
は
消
滅
で
あ
る
。《
消
滅
》
の
意
味
用
法
は
自
然
物

の
状
態
変
化
の
最
終
点
を
基
準
点
と
す
る
こ
と
で
《
通
過
》《
経

過
》
か
ら
拡
張
し
た
と
考
え
る
。

三
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
の
連
接
用
法

前
節
に
続
き
本
節
で
は
他
の
動
詞
に
連
接
す
る
「
過
ぐ
」
の

意
味
用
法
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。『
万
葉
集
』
に
お

い
て
「
過
ぐ
」
が
他
の
動
詞
に
前
接
し
て
形
成
さ
れ
る
動
詞
表

現
は
「
過
ぎ
か
つ
」「
過
ぎ
行
く
」
の
み
で
あ
る
。「
過
ぎ
か
つ
」

は
用
例
が
五
例
確
認
で
き
、「
過
ぐ
」
が
《
通
過
》
の
意
味
で

使
用
さ
れ
た
の
は
三
例
、《
消
滅
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
の

は
二
例
で
あ
る
。「
か
つ
」
は
他
の
動
詞
に
後
接
し
、
可
能
の

意
味
を
表
す
。
し
か
し
打
消
の
意
を
含
む
助
動
詞
と
と
も
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
体
の
内
容
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と

を
表
す
。「
か
つ
」
が
そ
の
よ
う
な
文
法
的
な
意
味
内
容
を
表

す
た
め
前
接
す
る
「
過
ぐ
」
の
意
味
用
法
は
単
独
で
使
用
さ
れ

る
場
合
と
変
わ
ら
な
い
。
以
下
に
用
例
を
示
す
。
13
は《
通
過
》

の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
用
例
で
船
を
停
泊
さ
せ
よ
う
、
名
子
江

の
浜
辺
は
そ
の
ま
ま
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
詠
ん
で
い
る
。

14
は
《
消
滅
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
用
例
で
「
過
ぐ
」
は
相

手
に
対
す
る
気
持
ち
が
無
く
な
る
こ
と
を
表
し
、
相
手
を
忘
れ
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成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で『
万

葉
集
』
に
見
ら
れ
る
類
歌
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
論
じ
る
。

次
に
用
例
が
一
つ
し
か
見
ら
れ
な
い
「
漕
ぎ
過
ぐ
」「
越
え

過
ぐ
」「
鳴
き
過
ぎ
渡
る
」「
頼
み
過
ぐ
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

22 

23 

24
は
「
過
ぐ
」
が
《
通
過
》
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
「
漕

ぎ
過
ぐ
」「
越
え
過
ぐ
」「
鳴
き
過
ぎ
渡
る
」
の
用
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
で
は
「
漕
ぐ
」「
越
ゆ
」「
鳴
く
」「
渡
る
」「
過

ぐ
」
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
使
用
さ
れ
る
際
と
変
わ
ら
ぬ
意
味
内

容
を
表
し
、
独
立
し
た
事
象
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

22
高
島
の
阿
渡
の
湊
を
漕
ぎ
過
ぎ
て
塩
津
菅
浦
今
か
漕
ぐ
ら
む

巻
九　

一
七
三
四

23
い
や
遠
に
国
を
来
離
れ
い
や
高
に
山
を
越
え
過
ぎ
葦
が
散
る

難
波
に
来
居
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
二
〇　

四
三
九
八

24
我
が
門
ゆ
鳴
き
過
ぎ
渡
る
ほ
と
と
ぎ
す
い
や
な
つ
か
し
く
聞

け
ど
飽
き
足
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
九　

四
一
七
六

ま
た
22
に
対
す
る
25
、
23
に
対
す
る
26
、
24
に
対
す
る
27
の

よ
う
に
「
漕
ぐ
」「
越
ゆ
」「
鳴
く
」
と
「
過
ぐ
」
と
が
直
接
連

接
せ
ず
、
同
一
歌
中
で
使
用
さ
れ
た
用
例
も
確
認
で
き
る
。

25
荒
磯
辺
に
つ
き
て
漕
が
さ
ね
杏
人
の
浜
を
過
ぐ
れ
ば
恋
し
く

あ
り
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
九　

一
六
八
九

26
上
る
と
た
ら
ち
し
や
母
が
手
離
れ
常
知
ら
ぬ
国
の
奥
か
を
百

重
山
越
え
て
過
ぎ
行
き
い
つ
し
か
も
都
を
見
む
と
思
ひ
つ
つ

語
ら
ひ
居
れ
ど
己
が
身
し　
　
　
　
　
　
　

巻
五　

八
八
六

27
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
て
過
ぎ
に
し
岡
辺
か
ら
秋
風
吹
き
ぬ
よ
し

も
あ
ら
な
く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
七　

三
九
四
六

つ
ま
り
「
漕
ぐ
」「
越
ゆ
」「
鳴
く
」
と
「
過
ぐ
」
は
同
一
歌

中
で
と
も
に
使
わ
れ
得
る
語
同
士
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。「
漕

ぎ
過
ぐ
」「
越
え
過
ぐ
」「
鳴
き
過
ぎ
渡
る
」
は
用
例
が
一
つ
し

か
確
認
で
き
な
い
た
め
現
代
日
本
語
に
お
け
る
複
合
動
詞
の
よ

う
な
緊
密
に
結
び
付
い
た
、
社
会
的
に
定
着
し
た
表
現
で
は
な

く
、
動
詞
間
に
他
の
要
素
を
介
入
さ
せ
ず
直
接
連
接
さ
せ
た
た

め
に
臨
時
的
に
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
28
に
示
し
た
よ

う
に
「
鳴
く
」「
渡
る
」
も
直
接
連
接
す
る
こ
と
が
あ
り
、『
万

葉
集
』
に
お
い
て
二
五
例
使
用
が
確
認
で
き
る
。「
鳴
き
渡
る
」

は
使
用
例
が
多
い
た
め
「
鳴
き
過
ぎ
渡
る
」
は
「
鳴
き
渡
る
」

に
「
過
ぐ
」
の
意
味
内
容
を
加
え
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
た
ほ

う
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

28
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
渡
り
ぬ
と
告
ぐ
れ
ど
も
我
聞
き
継
が
ず
花

は
過
ぎ
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
九　

四
一
九
四

最
後
に
《
経
過
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
頼
み
過
ぐ
」
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
29
に
用
例
を
示
し
た
が
、
こ
の
例
は
結
婚

に
際
し
て
相
手
の
母
親
の
言
葉
が
あ
る
の
だ
か
ら
そ
れ
を
頼
り

に
し
た
ま
ま
時
が
経
過
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
い
う

反
語
的
内
容
で
男
の
立
場
か
ら
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
動
詞
に

18
こ
の
こ
ろ
は
千
年
や
行
き
も
過
ぎ
ぬ
る
と
我
や
然
思
ふ
見
ま

く
欲
り
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
四　

六
八
六

19
白
た
へ
の
手
本
を
別
れ
に
き
び
に
し
家
ゆ
も
出
で
て
み
ど
り

子
の
泣
く
を
も
置
き
て
朝
霧
の
凡
に
な
り
つ
つ
山
背
の
相
楽

山
の
山
の
際
に
行
き
過
ぎ
ぬ
れ
ば　
　
　
　

巻
三　

四
八
一

20
明
日
香
川
川
淀
去
ら
ず
立
つ
霧
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き
恋
に
あ
ら

な
く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
三　

三
二
五

21
我
が
や
ど
の
花
橘
は
散
り
過
ぎ
て
玉
に
貫
く
べ
く
実
に
な
り

に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
八　

一
四
八
九

17
は
《
通
過
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
行
き
過
ぐ
」
の
用

例
で
あ
る
。
旅
を
す
る
途
中
印
南
野
を
通
過
し
た
こ
と
を
詠
ん

で
い
る
。《
通
過
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
行
き
過
ぐ
」
の

用
例
は
そ
の
殆
ど
が
17
の
よ
う
に
通
り
過
ぎ
る
地
点
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
18
は
《
経
過
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
行
き

過
ぐ
」
の
用
例
で
あ
る
。
長
い
間
逢
え
ず
に
い
る
相
手
に
募
る

思
い
を
問
い
か
け
る
形
で
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
19
は
《
消
滅
》

の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
行
き
過
ぐ
」
の
用
例
で
あ
る
。
妻
の

死
ん
だ
こ
と
を
山
間
に
見
え
な
く
な
っ
た
と
表
現
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
行
き
過
ぐ
」
の
意
味
用
法
が
《
通
過
》

《
経
過
》《
消
滅
》
に
渡
っ
て
い
る
の
は
「
過
ぎ
行
く
」
同
様
「
行

く
」
に
空
間
上
の
移
動
、
時
間
軸
上
の
推
移
を
表
す
用
法
が
あ

り
、「
過
ぐ
」
と
表
す
内
容
が
重
な
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。

20
は
《
消
滅
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
思
ひ
過
ぐ
」
の
用

例
で
あ
る
。
天
武
・
持
統
両
天
皇
の
治
め
ら
れ
た
古
い
飛
鳥
の

都
を
偲
ぶ
第
三
二
四
番
歌
の
反
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
。
内
容
の

中
心
は
四
・
五
句
に
あ
り
、
古
い
飛
鳥
の
都
に
対
す
る
思
慕
の

念
が
消
え
る
こ
と
は
な
い
と
詠
ん
で
い
る
。
21
は
同
じ
く
《
消

滅
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
散
り
過
ぐ
」
の
用
例
で
あ
る
。

家
の
庭
の
橘
の
花
が
散
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
表

し
て
い
る
。

以
上
用
例
を
挙
げ
て
「
行
き
過
ぐ
」「
思
ひ
過
ぐ
」「
散
り
過

ぐ
」
の
意
味
内
容
を
見
た
。
こ
れ
ら
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
は
単

独
で
使
用
さ
れ
る
際
の
意
味
用
法
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
く
、

前
接
動
詞
と
「
過
ぐ
」
の
表
す
意
味
内
容
を
一
連
の
出
来
事
と

し
て
連
続
的
に
表
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
単

独
用
法
で
は
文
脈
内
に
含
め
、
言
語
化
し
な
か
っ
た
付
随
的
か

つ
背
景
的
な
情
報
を
前
接
動
詞
と
し
て
言
語
化
し
た
も
の
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
。

「
行
き
過
ぎ
か
つ
」「
行
き
過
ぎ
か
ぬ
」
は
「
か
つ
」「
か
ぬ
」

が
動
詞
に
後
接
し
、
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
表
す
内

容
の
中
心
は「
行
き
過
ぐ
」に
あ
る
。ま
た「
咲
き
散
り
過
ぐ
」「
散

り
過
ぎ
行
く
」
も
「
散
り
過
ぐ
」
を
含
み
、内
容
の
中
心
は
「
散

り
過
ぐ
」に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と『
万

葉
集
』
に
お
い
て
動
詞
に
「
過
ぐ
」
が
後
接
し
、
形
成
さ
れ
た

表
現
の
九
割
は
「
行
き
過
ぐ
」「
思
ひ
過
ぐ
」「
散
り
過
ぐ
」
と

そ
れ
ら
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
が
他

の
動
詞
に
後
接
す
る
場
合
「
行
く
」「
散
る
」「
思
ふ
」
と
い
う

特
定
の
動
詞
と
集
中
的
に
結
び
付
き
、
類
型
化
し
た
表
現
を
形
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す
る
。

日
本
語
は
長
き
に
わ
た
る
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
と
の
政
治

的
・
文
化
的
交
流
の
中
で
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
を
受
容
し
、
文

字
言
語
を
獲
得
し
た
。
沖
森
の
指
摘
す
る
よ
う
に
そ
の
過
程
で

動
詞
を
連
接
す
る
表
現
を
受
容
し
た
蓋
然
性
は
高
く
、
藤
井

（
二
〇
一
八
）
を
は
じ
め
藤
井
の
一
連
の
論
考
で
具
体
的
に
解

明
さ
れ
て
も
い
る
。
ま
た
土
居
の
指
摘
か
ら
は
和
語
体
系
の
側

に
も
複
数
の
動
詞
を
連
接
す
る
表
現
を
受
容
す
る
利
点
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
今
日
の
複
合
動
詞
は
西
欧
の

言
語
に
は
見
ら
れ
ず
、
日
本
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
と
い
う
東

ア
ジ
ア
の
言
語
に
よ
く
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
も

長
き
に
わ
た
る
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
的
交
流
と
無
関
係
で

は
な
い
。

前
述
の
通
り
上
代
語
で
は
そ
の
動
詞
間
の
結
合
は
緩
や
か
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
社
会
の
中
で
共
同
で
使
用

さ
れ
て
い
る
以
上
そ
の
場
限
り
で
生
成
さ
れ
、
消
え
て
い
く
類

の
も
の
だ
け
で
な
く
、
固
定
的
に
使
用
さ
れ
、
人
口
に
膾
炙
し

た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
れ
は
用
例
数
や
表

す
内
容
の
固
定
化
等
か
ら
も
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
軸
と
な
り
、
新
た
な
同
種
の

表
現
の
生
成
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
表
現
相
互
の
連
関

が
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
そ
の
連
関
を
基

に
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
今
日

の
複
合
動
詞
へ
と
つ
な
が
る
直
接
の
祖
と
見
な
し
得
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

鈴
木
（
一
九
九
〇
）
の
は
し
が
き
に
『
万
葉
集
』
に
お
け
る

類
歌
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
万
葉
集
』
の
歌
で
考
え
て
み
よ
う
。

明
日
香
川
川
淀
去
ら
ず
立
つ
霧
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き

恋
に
あ
ら
な
く
に　
（
巻
３
・
三
二
五　

山
部
赤
人
）

石
上
布
留
の
山
な
る
杉
群
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き
君
に

あ
ら
な
く
に　
　
　
　
（
巻
３
・
四
二
二　

丹
生
王
）

朝
に
日
に
色
づ
く
山
の
白
雲
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き
君

に
あ
ら
な
く
に　
　
　
（
巻
４
・
六
六
八　

厚
見
王
）

万
代
に
携
り
居
て
相
見
と
も
思
ひ
過
ぐ
べ
き
恋
に

あ
ら
な
く
に　
（
巻
10
・
二
〇
二
四　

人
麻
呂
歌
集
）

右
の
四
首
は
す
べ
て
、
下
の
句
が
「
思
ひ
過
ぐ
べ
き
恋

（
君
）
に
あ
ら
な
く
に
」
の
語
句
で
共
通
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
相
互
に
語
句
の
類
同
し
あ
う
歌
を
、
通
常
、
類

歌
と
呼
ん
で
い
る
。『
万
葉
集
』
に
は
と
り
わ
け
、
こ
の

よ
う
な
類
歌
の
現
象
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
二
句
以
上

の
類
同
関
係
に
あ
る
類
歌
ほ
ど
に
は
積
極
的
で
な
く
て
も

「
…
…
ふ
り
さ
け
見
つ
つ
…
…
」「
…
…
そ
が
い
に
見
つ
つ

…
…
」「
…
…
せ
む
す
べ
知
ら
に
…
…
」「
…
…
恋
ひ
わ
た

る
か
も
」
な
ど
一
句
程
度
の
類
同
歌
句
が
お
び
た
だ
し
い
。

こ
れ
は
歌
人
同
士
の
単
な
る
模
倣
な
ど
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
い
わ
ば
歌
に
と
っ
て
の
一
種
の
決
ま
り
文
句
と
し
て
、

お
の
ず
と
選
び
と
ら
れ
て
い
る
歌
句
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

ま
た
鈴
木
（
一
九
九
〇
）（
一
一
頁
）
に
よ
れ
ば
「
言
葉
の

《
経
過
》
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
過
ぐ
」
が
後
接
す
る
こ
と

は
「
行
き
過
ぐ
」
を
除
き
他
に
類
例
が
な
い
。

29
た
ら
ち
ね
の
母
の
命
の
言
に
あ
ら
ば
年
の
緒
長
く
頼
み
過
ぎ

む
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
九　

一
七
七
四

30
神
奈
備
の
神
依
り
板
に
す
る
杉
の
思
ひ
も
過
ぎ
ず
恋
の
繁
き
に

巻
九　

一
七
七
三

31
泊
瀬
川
夕
渡
り
来
て
我
妹
子
が
家
の
金
門
に
近
付
き
に
け
り

巻
九　

一
七
七
五

伊
藤
博
『
萬
葉
集
注
釈
』
に
よ
れ
ば
29
の
例
は
30
に
示
し
た

第
一
七
七
三
番
歌
、
31
に
示
し
た
第
一
七
七
五
番
歌
と
三
首
一

連
で
同
席
で
の
宴
歌
と
認
め
ら
れ
、
恋
を
主
題
に
し
て
の
遊
び

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
29
に
示
し
た
歌
は
第
一
七
七
三
番
歌
の
返

歌
の
形
を
取
る
も
の
で
結
句
の
「
頼
め
過
ぎ
む
や
」
は
前
歌
の

第
四
句
「
思
ひ
も
過
ぎ
ず
」
の
意
を
転
換
し
な
が
ら
承
け
て
い

る
と
さ
れ
る
。
用
例
を
収
集
し
た
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

萬
葉
集
』
と
『
萬
葉
集
注
釈
』
と
で
は
29
の
例
を
男
の
立
場
か

ら
の
歌
と
解
す
る
か
、
女
の
立
場
か
ら
の
歌
と
解
す
る
か
、「
頼

み
過
ぐ
」
か
、「
頼
め
過
ぐ
」
か
、
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
し

か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
第
一
七
七
三
番
歌
の
「
思
ひ
も
過
ぎ
ず
」

を
承
け
て
「
頼
み
過
ぐ
」
が
作
ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え

ら
れ
、
他
に
類
例
を
見
な
い
の
も
上
記
の
作
歌
の
背
景
に
因
る

も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

四　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
類
歌
と
複
合
動
詞

前
節
で
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
過
ぐ
」
が
他
の
動
詞
に
連

接
す
る
場
合
「
過
ぎ
行
く
」「
行
き
過
ぐ
」「
思
ひ
過
ぐ
」「
散

り
過
ぐ
」
に
用
例
が
集
中
し
、
こ
れ
ら
が
万
葉
歌
に
お
い
て
類

型
的
な
意
味
内
容
を
表
す
表
現
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。『
万
葉

集
』
に
は
類
歌
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
数
多
く
存
在
す
る
。
最
後

に
類
歌
と
複
合
動
詞
形
成
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

な
お
「
過
ぎ
行
く
」
は
藤
井
（
二
〇
一
八
）
に
「
漢
詩
か
ら
文

学
的
な
表
現
と
し
て
意
識
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
」
と
の

指
摘
が
あ
る
た
め
除
く
。

そ
も
そ
も
複
合
動
詞
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
語
に
生
じ
た

の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
沖
森
（
一
九
九
〇
）
は
「
上
代
変

体
漢
文
に
見
え
る
漢
語
動
詞
の
熟
語
と
全
く
無
関
係
で
あ
る
と

は
思
わ
れ
な
い
」「
奈
良
・
平
安
時
代
の
漢
文
体
が
四
六
駢
儷

文
の
四
字
句
・
六
字
句
か
ら
な
る
対
句
を
多
用
す
る
文
体
を
基

調
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
語
の
語
調
、
複
合
語
の
構
成
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
蓋
然
性
を
想
定
さ
せ
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

ま
た
土
居
（
一
九
五
七
）
は
『
古
事
記
』
の
複
合
動
詞
に
関

し
て
「
阿
禮
が
用
い
た
と
思
わ
れ
る
複
合
動
詞
は
す
べ
て
連
續

し
た
身
體
的
動
作
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
動

詞
を
連
ね
る
と
動
作
が
眼
前
で
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
、

所
作
事
劇
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
ぜ
し
め
る
。
動
詞
が
三

重
四
重
に
な
る
と
動
作
が
い
よ
い
よ
具
象
的
に
な
る
」
と
指
摘
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〇
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（
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）「
日
本
語
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複
合
動
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大
学
教
育
学
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要
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五
一

多
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書
房

土
居
光
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詩
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篇
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藤
井
俊
博
（
二
〇
一
八
）「『
万
葉
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に
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け
る
連
文
の
翻
読

語
―「
春
さ
り
く
れ
ば
」「
春
さ
れ
ば
」の
解
釈
に
お
よ
ぶ
―
」

『
人
文
学
』
二
〇
二

古
橋
信
孝
（
二
〇
〇
四
）『
誤
読
さ
れ
た
万
葉
集
』
新
潮
社

（
島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
教
授
）

類
同
す
る
類
歌
性
が
、
個
の
表
現
を
導
く
た
め
の
表
現
形
式
た

り
え
て
い
た
」。「
言
葉
と
し
て
の
集
団
を
か
か
え
こ
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
か
え
っ
て
そ
こ
に
個
の
表
現
を
実
ら
せ
る
契
機
が
生

ず
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
、
集
団
か
ら
個
へ
と
転
換

せ
し
め
る
力
が
、
歌
の
構
成
力
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
試
み
に
詠
ん
だ
人
物
や
場
が
異
な
る
『
万
葉
集
』
の

歌
か
ら
鈴
木
の
挙
げ
た「
思
ひ
過
ぐ
」を
除
き
、「
行
き
過
ぐ
」「
散

り
過
ぐ
」
を
含
む
歌
に
類
同
歌
句
が
認
め
ら
れ
る
か
調
べ
て
み

る
と
類
同
す
る
表
現
が
多
く
含
ま
れ
る
以
下
の
歌
が
見
つ
か
る
。

32
妹
が
門
行
き
過
ぎ
か
ね
つ
ひ
さ
か
た
の
雨
も
降
ら
ぬ
か
そ
を

よ
し
に
せ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
一　

二
六
八
五

33
妹
が
門
行
き
過
ぎ
か
ね
て
草
結
ぶ
風
吹
き
解
く
な
ま
た
か
へ

り
見
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
十
二　

三
〇
五
六

34
梅
の
花
今
咲
け
る
ご
と
散
り
過
ぎ
ず
我
が
家
の
園
に
あ
り
こ

せ
ぬ
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
五　

八
一
六

35
我
妹
子
に
楝
の
花
は
散
り
過
ぎ
ず
今
咲
け
る
ご
と
あ
り
こ
せ

ぬ
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
〇　

一
九
七
三

36
我
が
や
ど
の
花
橘
は
散
り
過
ぎ
て
玉
に
貫
く
べ
く
実
に
な
り

に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
八　

一
四
八
九

37
我
が
や
ど
に
咲
き
し
秋
萩
散
り
過
ぎ
て
実
に
な
る
ま
で
に
君

に
逢
は
ぬ
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一
〇　

二
二
八
六

上
記
か
ら
万
葉
歌
に
お
け
る
語
句
の
類
同
し
あ
う
歌
に
複
数

の
動
詞
を
連
接
す
る
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
具
体
的
に

確
認
で
き
る
。
鈴
木
の
示
す
類
歌
の
捉
え
方
に
基
づ
け
ば
類
歌

や
類
同
歌
句
を
構
成
す
る
も
の
は
当
時
の
歌
を
作
る
人
々
に

と
っ
て
そ
の
ま
と
ま
り
が
一
体
的
に
認
識
さ
れ
、
新
た
な
歌
を

生
み
出
す
支
え
と
成
り
得
て
い
た
。
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
た
和

歌
以
外
に
も
そ
れ
ら
を
も
と
に
多
く
の
歌
が
作
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
か
ら
類
歌
や
類
同
歌
句
を
構
成
す
る
も
の
は
一
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
類
歌
や
類
同
歌

句
を
構
成
す
る
複
数
の
動
詞
を
連
接
す
る
表
現
も
や
は
り
そ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

沖
森
の
指
摘
す
る
漢
語
・
漢
文
体
と
の
関
わ
り
に
基
づ
い
て

形
成
さ
れ
た
複
数
の
動
詞
を
連
接
す
る
表
現
も
漢
語
・
漢
文
体

と
の
関
係
性
に
お
い
て
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
ま
と
め
上

げ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
有
力
な
複
合
動
詞
の
起
源
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
複
合
動
詞
の
起
源
お
よ
び
展
開
の
道
筋

は
幾
筋
も
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
本
論
で
検
討
し
た

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
類
歌
・
類
同
歌
句
の
存
在
も
、
複
合
動

詞
の
起
源
お
よ
び
展
開
の
解
明
に
つ
な
が
る
道
筋
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』
に
お
け
る
複
数
の
動
詞
を
連

ね
た
表
現
は
用
例
数
に
差
が
あ
る
。
用
例
数
の
多
寡
や
意
味
内

容
の
固
定
化
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
類
歌
や
類
同
歌
句
を
構
成
す

る
か
と
い
う
視
点
か
ら
上
代
に
お
け
る
動
詞
間
の
ま
と
ま
り
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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は
じ
め
に

高
学
年
の
説
明
文
で
は
、
意
味
段
落
に
分
け
「
序
論
・
本
論
・

結
論
」
に
ま
と
め
て
い
く
学
習
を
す
る
。
文
章
を
読
み
、意
味
・

構
成
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
学
習
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
授
業
が
単
調
に
な
り
や
す
く
、
子
ど
も
た
ち
が
説
明

文
を
敬
遠
す
る
こ
と
が
あ
る
。

近
年
、
情
報
を
的
確
に
処
理
し
、
そ
れ
ら
を
根
拠
に
主
張
・

評
価
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る（
１
）。
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
今
ま
で
の
学
習
方
法
だ
け
で
な
く
「
情
報
処
理
」
を

取
り
入
れ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、説
明
文
を
「
資
料
」
と
し
て
と
ら
え
、「
情
報
処
理
」

の
学
習
を
し
な
が
ら
「
序
論
・
本
論
・
結
論
」
に
わ
け
る
実
践

を
行
っ
た
。
こ
の
方
法
で
は
、
説
明
文
を
毎
回
視
点
を
変
え
て

読
む
た
め
、
学
習
意
欲
が
少
し
は
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
。

ま
ず
、
説
明
文
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
り
出
す
学
習
を
行
い
、

次
に
、
取
り
出
し
た
情
報
を
ま
と
め
る
学
習
を
行
っ
た
。
最
後

に
作
文
指
導
へ
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

本
稿
は
、
令
和
元
年
度
奥
出
雲
町
内
小
学
校
・
五
年
生
に

行
っ
た
、
増
井
光
子
『
動
物
の
体
と
気
候
』（
東
京
書
籍
）（
２
）

の
実
践
で
あ
る
。

一　

説
明
文
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
り
出
す

１　

少
な
い
情
報
か
ら
内
容
を
考
え
る

（
１
）
題
名
か
ら
内
容
を
予
想
す
る

題
名
と
筆
者
の
み
を
示
し
て
授
業
を
行
っ
た
。

「
情
報
処
理
」
を
取
り
入
れ
た
説
明
文
の
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　
―
増
井
光
子
『
動
物
の
体
と
気
候
』
―岡

　
　
　
卓
　
志
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れ
同
じ
で
い
い
の
？
」

以
上
の
発
言
を
踏
ま
え
て
予
想
は
三
つ
に
な
っ
た
。

【
記
録
Ｅ　
「
本
論
」
三
つ
の
予
想
】

①
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
（
生
活
を
営
ん
で
い

る
）

②
動
物
の
体
の
こ
と

③
気
候
（
天
気
・
気
温
）
の
こ
と

①
～
③
は
、「
本
論
」
の
情
報
を
見
つ
け
る
た
め
の
視
点
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
に
利
用
す
る
。（
以
下
、「
予
想
①
」

あ
る
い
は
「
予
想
①
～
③
」
と
示
す
。）

し
か
し
、
も
う
少
し
「
予
想
」
を
見
つ
け
る
よ
う
な
指
導
を

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、【
資
料
Ｃ
】
の
「
結
論
」
に

は
「
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
よ
う
な
動
物
に
か
ぎ
ら
な
い
。」
と

書
か
れ
て
い
る
の
で
、「
た
く
さ
ん
の
動
物
の
例
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。」「
動
物
の
特
徴
を
書
い
て
あ
る
。」
と
予
想
で
き
た

は
ず
で
あ
る
。

文
章
量
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
言
葉
・
文
章
に
注
目
し
て
考

え
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

２　

予
想
し
た
内
容
を
確
認
す
る

（
１
）「
予
想
①
～
③
」
を
視
点
に
し
て
「
本
論
」
を
読
む

次
に
、「
予
想
①
～
③
」
が
「
本
論
」
に
書
い
て
あ
る
の
か

検
証
を
し
た
。
こ
こ
で
、
初
め
て
全
文
を
読
む
こ
と
に
な
る
。

読
み
始
め
る
と
「
あ
、
書
い
て
あ
る
。」
な
ど
の
、
普
段
の
学

習
で
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
い
つ
ぶ
や
き
が
あ
っ
た
。
視
点
を

も
っ
て
読
ま
せ
る
こ
と
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

【
記
録
Ｆ　
「
予
想
①
～
③
」
を
視
点
に

「
本
論
」
か
ら
見
つ
け
た
こ
と
】

　
「
予
想
①
」
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る

・
な
い
（「
本
論
」
に
書
い
て
な
い
）。

　
「
予
想
②
」
動
物
の
体
の
こ
と

・
寒
い
地
方
に
す
む
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
は
、
丸
く
て
小

さ
い
耳
を
し
て
い
る
。

・
耳
や
手
足
な
ど
の
部
分
は
、
血
管
が
体
の
表
面
近
く
に

あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
熱
を
う
ば
わ
れ
や
す
い
。

・
耳
が
小
さ
い
こ
と
は
、
熱
が
う
ば
わ
れ
て
体
温
が
下
が

る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
「
予
想
③
」
気
候
（
天
気
・
気
温
）
の
こ
と

・
気
温　

か
わ
い
た
さ
ば
く
（
暑
い
）。

・
暑
い
砂
漠
に
住
む
フ
ェ
ネ
ッ
ク
。

・
マ
イ
ナ
ス
数
十
度
（
寒
い
）。

・
寒
い
地
方
に
す
ん
で
い
る
も
の
の
ほ
う
が
、
あ
た
た
か

い
地
方
に
す
ん
で
い
る
も
の
に
く
ら
べ
て
、
体
が
丸
っ

こ
く
・
・
。

・
す
ぐ
れ
た
毛
皮
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
は
、
寒
い
地
方

の
動
物
だ
け
で
は
な
い
。

【
記
録
Ａ　

発
言
を
書
い
た
板
書
】

　

動
物
の
体
と
気
候　
　
　
　

増
井
光
子

「
気
候
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。」

「
気
候
は
天
気
の
こ
と
？
」

「
動
物
の
体
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。」

「
増
井
光
子
が
書
い
た
。」

デ
ー
タ
ー
が
少
な
い
と
情
報
が
得
ら
れ
な
い
と
思
い
が
ち
で

あ
る
。
し
か
し
、「
題
名
」
は
説
明
文
の
内
容
を
示
す
大
事
な

情
報
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
筆
者
」
も
大
事
な
情
報
で
あ
る
。

今
回
は
【
記
録
Ａ
】
の
情
報
を
見
つ
け
た
。「
題
名
」
か
ら
筆

者
は
動
物
か
気
象
に
か
か
わ
る
人
物
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。

も
し
、「
増
井
光
子
」
が
獣
医
で
動
物
園
長
し
て
活
躍
し
た

こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
が
も
っ
と
想
像

で
き
る
（
筆
者
を
知
っ
て
い
る
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
）。

な
お
、
こ
の
学
習
は
書
店
や
図
書
館
で
選
書
を
す
る
時
に
役

立
つ
。

（
２
）「
序
論
」・「
結
論
」
か
ら
「
本
論
」
の
内
容
を
予
想
す
る

次
に
、「
序
論
」・「
結
論
」
の
み
を
提
示
し
、「
本
論
」
に
書

か
れ
て
い
る
内
容
を
予
想
し
た（
３
）。

【
資
料
Ｂ　
「
動
物
の
体
と
気
候
」
の
「
序
論
」】

地
球
上
に
は
、
暑
く
て
か
わ
い
た
砂
ば
く
地
帯
も
あ
れ

ば
、
逆
に
、
冬
に
は
マ
イ
ナ
ス
数
十
度
に
ま
で
下
が
り
、

雪
と
氷
に
と
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
所
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

所
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
。

【
資
料
Ｃ　
「
動
物
の
体
と
気
候
」
の
「
結
論
」】

　

環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
い
る
の
は
、
こ

れ
ま
で
に
挙
げ
た
よ
う
な
動
物
に
か
ぎ
ら
な
い
。
動
物
た

ち
の
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
す
ん
で
い
る
場
所
の
気
候
や

風
土
に
合
う
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

自
然
が
長
い
年
月
を
か
け
て
作
り
あ
げ
て
き
た
、
最
高
の

け
っ
さ
く
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

【
記
録
Ｄ　

授
業
の
実
際
】

Ｃ
１
「
気
候
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。」

Ｔ　

 

「
な
ん
で
。」

Ｃ
１
「
気
候
っ
て
、
天
気
と
か
気
温
の
こ
と
で
し
ょ
。
暑
い

か
わ
い
た
砂
漠
と
マ
イ
ナ
ス
数
十
度
で
寒
い
。
気
温

の
こ
と
だ
か
ら
気
候
。
結
論
に
は
気
候
っ
て
書
い
て

あ
る
。」

Ｃ
２
「
動
物
の
体
。
Ｃ
１
と
い
っ
し
ょ
で
、（
動
物
の
体
の

こ
と
が
）
序
論
に
も
結
論
に
も
書
い
て
あ
る
か
ら
。」

Ｃ
３
「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
。」

Ｔ　
 

「
え
？
。
な
に
？
」

Ｃ
３
「
こ
れ
も
序
論
と
結
論
に
書
い
て
あ
る
。『
適
応
』
っ

て
『
合
わ
せ
る
』
っ
て
こ
と
？
。」

Ｃ
４
「
で
も
、
は
じ
め
は
『
生
き
て
い
る
』
だ
け
ど
、
お
わ

り
は
『
生
活
を
営
ん
で
い
る
』
に
な
っ
て
い
る
。
こ
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一
度
さ
が
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

す
る
と
、「『
適
応
』に
似
た
の
が
あ
り
ま
す
。『
適
し
て
い
る
』

で
す
。」
と
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
以
下
の
文
章
で
あ
る
。

【
資
料
Ｈ　
「
動
物
の
体
と
気
候
」】

体
が
大
き
い
の
は
、
熱
量
の
必
要
な
寒
地
の
生
活
に
適

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
予
想
①
」
と
「
本
論
」
か
ら
見
つ
け
た
右
の
文

章
を
図
式
的
に
書
い
て
比
べ
た
。

【
記
録
Ｉ　

文
章
を
図
式
化
し
た
板
書
】

○
「
予
想
①
」

 

「
本
論
」
か
ら
見
つ
け
た
文
章

環
境
に

適
応
し
な
が
ら

生
き
て
い
る

↕↕
体
が
大
き
い
の
は
、
熱
量
の
必
要
な

寒
地
の
生
活
に

適
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

「
適
し
て
い
る
」
が
「
適
応
」
と
似
て
い
る
こ
と
や
、「
気
候
」

に
あ
た
る
言
葉
が
「
寒
地
」
で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
、
内
容
的

に
も
対
応
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
こ
の
文
章
が
、
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
「
予
想
①
」
の
一
部
で
あ
る
。

『
体
が
大
き
い
の
は
』
と
書
い
て
あ
る
の
で
、「
何
の
動
物
で

す
か
」
と
聞
い
た
。
す
る
と
、
直
前
に
書
い
て
あ
る
「
ニ
ホ
ン

シ
カ
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
記
述
を
読
ま
せ
た
。

【
資
料
Ｊ　
「
動
物
の
体
と
気
候
」
よ
り
ニ
ホ
ン
シ
カ
の
記
述
】

ま
た
、
寒
い
地
方
に
す
む
動
物
は
、
同
じ
種
類
の
中
で

は
、
あ
た
た
か
い
地
方
に
す
む
も
の
に
く
ら
べ
て
体
格
が

大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ニ
ホ
ン
シ
カ
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
北
海
道
の
エ
ゾ

シ
カ
、
本
州
の
ホ
ン
シ
ュ
ウ
シ
カ
、
四
国
、
九
州
の
キ
ュ

ウ
シ
ュ
ウ
シ
カ
、
屋
久
島
の
ヤ
ク
シ
カ
と
、
北
か
ら
南
に

い
く
に
つ
れ
て
体
格
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
。

体
温
を
一
定
に
た
も
っ
て
い
く
た
め
の
熱
の
生
産
は
，

筋
肉
の
活
動
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
体
が
大
き
く
、
筋
肉

が
発
達
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
，
熱
量
の
生
産
が
多
く
な

る
。
体
が
大
き
い
の
は
、
熱
量
の
必
要
な
寒
地
の
生
活
に

適
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

見
つ
け
た
【
資
料
Ｈ
】
は
ニ
ホ
ン
シ
カ
に
つ
い
て
の
「
ま
と

め
の
文
章
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
ま
と
め
の
文
章
」
と
は
、

説
明
文
で
挙
げ
ら
れ
た
例
を
最
後
に
言
い
換
え
た
も
の
を
示
す
。

と
こ
ろ
が
、こ
の
ニ
ホ
ン
シ
カ
の
例
は
よ
く
読
ま
な
い
と「
エ

ゾ
シ
カ
」「
ホ
ン
シ
ュ
ウ
シ
カ
」「
キ
ュ
ウ
シ
ュ
シ
カ
」「
ヤ
ク

シ
カ
」の
関
係
が
わ
か
り
に
く
い
。そ
し
て
、ニ
ホ
ン
シ
カ
と「
環

境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
る
」
が
、
学
習
者
に
と
っ
て
わ
か

り
に
く
い
。

そ
こ
で
、
ニ
ホ
ン
シ
カ
の
文
章
を
話
し
合
い
な
が
ら
表
に
し

た
。
文
章
を
読
ん
で
わ
か
る
と
こ
ろ
を
埋
め
て
か
ら
、
書
か
れ

て
い
な
い
が
、
予
想
（
推
論
）
で
き
る
と
こ
ろ
は
括
弧
書
き
に

「
予
想
②　

動
物
の
体
」と「
予
想
③　

気
候（
天
気
・
気
温
）」

に
つ
い
て
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
も
、
反
省
が

あ
る
。
本
論
に
は
、
ゾ
ウ
や
ニ
ホ
ン
シ
カ
な
ど
の
動
物
も
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
見
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
や

フ
ェ
ネ
ッ
ク
な
ど
で
説
明
文
の
前
半
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。「
後
半
の
動
物
は
？
」「
他
の
動
物
の
こ
と
は
な
い
で
す

か
？
」
と
問
う
必
要
が
あ
っ
た
。

一
番
注
目
す
べ
き
は
、「
予
想
①
」
の
「
環
境
に
適
応
し
な

が
ら
生
き
て
い
る
」
を
「
な
い
」
と
答
え
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
だ
と
、「
予
想
①
」
は
、「
序
論
」「
結
論
」
に
は

記
述
が
あ
る
が
、「
本
論
」
に
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
（
読
者
）
の
読
む
力
の
問
題
で

あ
る
。
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
二
つ
あ
る
と
考
え

た
。
ま
ず
、「
環
境
」「
適
応
」
な
ど
の
言
葉
の
意
味
を
し
っ
か

り
と
理
解
で
き
て
い
な
い
と
予
想
し
た
。

も
う
一
つ
は
、「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
」
と

い
う
文
章
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
予
想
②
③
」
は
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
の
言
い

換
え
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
予
想
②
」
の
「
動
物
の
体
」

に
つ
い
て
は
、「
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
は
、
丸
く
て
小
さ
い
耳
」

な
ど
見
つ
け
ら
れ
た
。「
動
物
の
体
」
と
は
そ
の
ま
ま
書
い
て

は
い
な
い
が
、「
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
」
＝
「
動
物
」、「
丸
く

て
小
さ
い
耳
」
＝
「
体
」
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
言
い
換
え

が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、「
予
想
①
」
は
、
よ
く
読
ま
な
い
と
わ
か
り
に
く

い
言
い
換
え
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
後
述
す
る
）。

（
２
）
予
想
①
「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
」
を

「
本
論
」
か
ら
さ
が
す
。

「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
」
を
見
つ
け
る
た
め

に
、
指
導
を
二
つ
行
っ
た
。

一
つ
目
は
、
言
葉
の
意
味
の
再
確
認
。
こ
れ
ま
で
に
何
回
も

本
文
を
読
ん
で
き
て
い
る
の
で
、
国
語
辞
典
を
あ
え
て
引
か
ず

に
文
脈
か
ら
意
味
を
考
え
さ
せ
た
。

辞
典
を
引
い
て
調
べ
る
こ
と
も
大
切
は
あ
る
が
、
文
脈
か
ら

意
味
を
判
断
で
き
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
日
常
の
読
書
に
活

用
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

【
記
録
Ｇ　

確
認
を
し
た
言
葉
の
意
味　

板
書
】

環
境
・
・
・
自
然
に
で
き
た
も
の
。
そ
こ
か
ら
、
自
然
・
天

気
・
気
象
・
気
温
。
つ
ま
り
気
象
な
ど
の
こ
と

に
も
な
る
。

適
応
・
・
・
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
。

言
葉
の
確
認
を
し
た
こ
と
で
、「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生

き
て
る
」
と
い
う
文
章
の
意
味
が
理
解
で
き
た
。

も
う
一
つ
の
指
導
は
、「
環
境
」「
適
応
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
て
「
本
論
」
に
似
た
よ
う
な
言
葉
・
文
章
が
な
い
か
、
も
う
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す
る
と
、
体
が
小
さ
い
ヤ
ク
シ
カ
は
、
筋
肉
が
発
達
し
て
お
ら

ず
、
熱
量
の
生
産
が
低
い
。
し
た
が
っ
て
、
ヤ
ク
シ
カ
は
、
体

が
小
さ
く
、
筋
肉
は
さ
ほ
ど
発
達
を
し
て
い
な
い
の
で
寒
地
の

生
活
に
は
適
さ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
動
物
の
体
格
・
筋
肉
は
『
体
の
大
き
さ
』

の
こ
と
で
あ
る
。
寒
さ
・
暑
さ
の
は
『
気
候
』
の
こ
と
で
あ
る
。

エ
ゾ
シ
カ
の
よ
う
に
体
が
大
き
い
と
寒
さ
と
い
う
環
境
に
適
し

て
い
る
。」
と
つ
な
げ
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
書
い
て
あ
る
こ
と
を
元
に
「
推
測
」
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）「
予
想
①
」
と
「
予
想
②
③
」
の

読
み
方
の
違
い
に
つ
い
て
の
検
証

こ
こ
で
「
予
想
①
」
と
「
予
想
②
③
」
の
読
み
方
の
違
い
に

つ
い
て
検
証
を
し
て
お
く
。

Ｃ
５
は
、「
文
章
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
ん
だ
。」「
言
い
方

を
変
え
て
混
ざ
っ
て
い
る
ん
だ
。」
と
発
言
を
し
た
。
こ
れ
は
、

「
読
む
こ
と
」「
情
報
を
見
つ
け
る
」
こ
と
に
関
し
て
大
切
な
指

摘
で
あ
る
。
今
後
、
情
報
を
処
理
す
る
能
力
と
し
て
丁
寧
に
指

導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
読
み
方
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、難
波
博
孝
氏
の
「
コ
ー
ド
解
釈
」

「
推
論
解
釈
」
の
概
念
で
あ
る
。

コ
ー
ド
解
釈
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
に
い
う
〈
情
報
の
取
り

出
し
〉
の
こ
と
で
あ
り
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
話
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
「
推
論
解
釈
」
と
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
に
い
う
〈
解

釈
〉
の
こ
と
で
あ
る
。（
以
下
略
）

（
前
略
・
・
）〈
解
釈
〉（「
推
論
解
釈
」）
の
設
問
に
答
え
る

た
め
の
根
拠
は
、
問
題
文
に
そ
の
ま
ま
で
は
表
れ
て
れ
て
い
な

い
こ
と
を
。（
中
略
）

そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
私
が
今
ま
で
く
ど
い
ほ
ど
〈
解
釈
〉
と

い
う
語
を
言
い
換
え
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、「
推

論
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〈
解
釈
〉（「
推
論
解
釈
」）
の
設
問

を
解
く
た
め
に
は
、「
推
論
」
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

で
は
推
論
と
は
何
か
。（
中
略
）
文
章
理
解
で
言
え
ば
「
文

章
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
書
か
れ
て
い
な

い
こ
と
を
推
し
量
り
論
じ
る
こ
と
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。（
４
）

難
波
氏
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
問
題
を
例
に
し
て
述
べ
て
い
る
た

め
、
す
べ
て
が
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
読
み
方
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
。（
５
）

「
コ
ー
ド
解
釈
」
は
、
情
報
を
得
る
際
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
を
そ
の
ま
ま
を
抜
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。「
予
想
②
」「
予
想

③
」
の
見
つ
け
方
が
「
コ
ー
ド
解
釈
」
に
近
い
。「
動
物
の
体
」

と
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
は
い
な
い
が
、「
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
」

し
た
。

【
資
料
Ｋ　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
表
と
子
ど
も
の
発
言
】

地
方
環
境
体
格
筋
肉
熱
量
適
応

エ
ゾ
シ
カ

北

寒

大

発
達

多

寒
さ

ホ
ン
シ
ュ
ウ
シ
カ

↓
（
↓
）
↓
（
↓
）（
↓
）（
↓
）

キ
ュ
ウ
シ
ュ
シ
カ

↓
（
↓
）
↓
（
↓
）（
↓
）（
↓
）

ヤ
ク
シ
カ

南
（
暖
）
小
（
小
）（
少
）（
×
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
ま
と
め
て

　
　
　
　
「 

動
物
の
体　

大
き
さ
・
形

寒
さ
と
い
う
環
境
に
適
し
て
い
る
。」

（
子
ど
も
の
発
言
）

Ｔ　

 

「
ど
う
や
ら
、
ニ
ホ
ン
シ
カ
は
、
筋
肉
が
発
達
し
て

い
る
と
体
が
大
き
く
な
っ
て
、
寒
さ
に
強
い
。
体
が

小
さ
い
と
暖
か
い
と
こ
ろ
が
い
い
よ
う
に
読
め
ま
す

ね
。」

Ｃ
５
「
あ
、
文
章
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
ん
だ
。
そ
の
ま
ん

ま
直
接
「
寒
さ
と
い
う
環
境
に
適
し
て
い
る
」
と
は

書
い
て
な
い
け
ど
、
言
い
方
を
変
え
て
混
ざ
っ
て
い

る
ん
だ
。」

Ｔ　

 

「
な
に
。
な
に
。」

Ｃ
５
「
だ
か
ら
、
寒
さ
と
い
う
環
境
に
適
し
て
い
る
っ
て
書

い
て
な
く
て
、
他
の
言
い
方
を
し
て
、
だ
か
ら
、
こ

こ
で
は
ニ
ホ
ン
シ
カ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
て
、
文
章

の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
っ
て
い
う
こ
と
。」

Ｃ
５
の
発
言
は
「
本
論
」
中
に
「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生

き
て
い
る
」
と
い
う
の
は
ニ
ホ
ン
シ
カ
を
例
に
し
て
説
明
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
シ
カ
の
例
は
よ
く
読
ま

な
い
と
難
し
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、【
記
録
Ｋ
】
の
よ

う
に
表
を
使
っ
た
。
わ
か
る
項
目
を
埋
め
て
い
き
、
は
っ
き
り

と
は
記
述
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
文
章
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と

を
（　

）
で
書
い
た
。
推
測
を
す
る
た
め
に
表
を
使
う
の
は
情

報
処
理
と
し
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

【
記
録
Ｋ
】
を
見
る
と
わ
か
る
が
、
エ
ゾ
シ
カ
に
つ
い
て
は
、

「
北
海
道
の
エ
ゾ
シ
カ
、・
・
・
北
か
ら
南
に
行
く
に
つ
れ
て
体

格
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
」
か
ら
、
エ
ゾ
シ
カ
は
北
い
る
の
で
、

エ
ゾ
シ
カ
は
体
格
が
大
き
い
と
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、「
体
が
大
き
く
、
筋
肉
が
発
達
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
，

熱
量
の
生
産
が
多
く
な
る
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

エ
ゾ
シ
カ
の
体
格
は
大
き
い
の
で
、
筋
肉
が
発
達
し
、
熱
量
が

多
い
。
寒
地
に
住
む
の
に
適
し
て
い
る
と
推
論
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

他
の
「
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ジ
カ
」「
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
シ
カ
」「
ヤ
ク
シ

カ
」
に
つ
い
て
は
体
格
が
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
る
こ
と
は
書
か

れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
こ
と
は
詳
細
に
書
か
れ
て
は
い
な
い
。

「
ヤ
ク
シ
カ
」
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
エ
ゾ
シ
カ

よ
り
も
推
測
を
し
な
け
れ
な
ば
な
ら
な
い
。
表
を
見
る
と
、
ヤ

ク
シ
カ
は
南
に
す
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
体
が
小
さ
い
。
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・
寒
い
地
方
→
同
じ
種
類
で
も
体
が
大
き
い
。

・
動
物
園
の
ゾ
ウ　

寒
い
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
→
体
型
が
大
き
い
。

　

動
物
園
の
キ
リ
ン
は
む
ず
か
し
い
→
体
が
細
い
。

・
寒
冷
地
に
住
む
動
物
は
防
寒
用
の
毛
皮
。

こ
の
よ
う
に
「
環
境
に
適
し
て
い
る
動
物
の
体
」
に
つ
い
て

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
教
科
書
を
何
度
も
く
り
か
え
し
読
ん
で
、

情
報
を
集
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
集
め
た
情
報
を
図
式
化
、
表

な
ど
に
す
る
情
報
処
理
を
し
て
い
る
。
視
点
が
変
わ
る
た
め
新

鮮
な
目
で
説
明
文
を
で
読
む
こ
と
が
で
き
、
意
欲
的
に
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
る
。

以
上
が
、
情
報
処
理
の
「
情
報
収
集
」
の
学
習
で
あ
る
。

二　

説
明
文
か
ら
取
り
出
し
た
情
報
を
ま
と
め
る

１　

見
つ
け
た
情
報
を
観
点
別
に
ま
と
め
る

（
１
）「
動
物
の
体
」
を
観
点
に
ま
と
め
る

【
記
録
Ｍ
】「
子
ど
も
が
見
つ
け
た
『
動
物
の
体
が
環
境
に
適

し
て
い
る
』」
は
、
説
明
文
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
集
め
た
情
報
群

に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
観
点
別
に
ま
と
め
て
い
く
。
こ
こ
か
ら

は
、「
情
報
を
ま
と
め
る
」
学
習
に
な
る
。

観
点
を
見
つ
け
る
材
料
に
し
た
の
が
「
題
名
」
の
「
動
物
の

体
」
に
し
た
。
内
容
が
「
動
物
の
体
」
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
動
物
に
接
し
て
き
た
筆
者
と
い
う
こ
と
も
踏
ま
え

て
で
あ
る
。【
記
録
Ｍ
】
を
分
析
し
て
「
動
物
の
体
」
の
観
点

は
「
耳
」｢

丸
っ
こ
い｣

｢

筋
肉
」「
毛
皮
」
と
な
っ
た
。

実
は
、「
動
物
の
体
」
を
観
点
に
し
て
ま
と
め
る
と
、
説
明

文
『
動
物
の
体
の
気
候
』
の
段
落
構
成
に
な
る
。
今
回
は
、
説

明
文
の
構
成
を
学
習
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

「
動
物
の
体
」
を
観
点
に
し
た
。

【
記
録
Ｎ　
「
耳
」「
丸
っ
こ
い
」「
筋
肉
」「
毛
皮
」
の

「
四
つ
の
観
点
」
の
ま
と
め
】

「
耳
」

・
フ
ェ
ネ
ッ
ク
、
大
き
い
耳
で
、
暑
い
砂
ば
く
体
温
が
上

が
り
す
ぎ
な
い

・
寒
い
地
方
に
い
る
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
小
さ
い
耳
だ
か

ら
熱
が
う
ば
わ
れ
に
く
い

「
丸
っ
こ
い
」

・
体
が
丸
っ
こ
い
の
は
、
寒
い
地
方
で
生
き
て
い
く
の
に

大
変
都
合
が
い
い

・
動
物
園　

ゾ
ウ　

寒
い　

O
K

→
体
型
が
大
き
い

　

キ
リ
ン
は
む
ず
か
し
い
→
体
が
細
い

「
筋
肉
」

・
寒
い
地
方
→
同
じ
種
類
で
も
体
が
大
き
い

・
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
寒
い
と
こ
ろ
体
が
大
き
く
な
る

・
体
が
大
き
い
の
は
寒
地
の
生
活
に
適
し
て
い
る
熱
量
の

生
産
が
多
く
な
る

「
毛
皮
」

・
寒
冷
地
に
住
む
動
物
は
防
寒
用
の
毛
皮

の
「
丸
く
て
小
さ
い
耳
」
は
「
動
物
の
体
」
と
い
う
よ
う
に
そ

の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
。

一
方
、「
予
想
①
」
の
「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
」

は
、「
推
論
解
釈
」
に
近
い
。「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て

い
る
」
と
い
う
文
章
は
本
文
に
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
は
い
な
い
。

ニ
ホ
ン
シ
カ
で
の
文
章
を
元
に
、
エ
ゾ
シ
カ
や
他
の
地
方
の

シ
カ
の
こ
と
を
類
推
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ニ
ホ

ン
シ
カ
が
ど
の
よ
う
に
環
境
に
適
応
し
て
い
る
の
か
「
類
推
し

て
解
釈
」
し
て
読
み
取
る
必
要
が
あ
る
。

「
コ
ー
ド
解
釈
」「
推
論
解
釈
」
は
と
も
に
大
事
な
「
情
報
処

理
」
に
必
要
な
学
習
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
推
論
解
釈
」
は

難
し
い
（
今
ま
で
の
国
語
科
の
学
習
で
も
行
わ
れ
て
は
い
る
）

が
、
授
業
者
は
情
報
を
得
る
方
法
と
し
て
意
識
し
て
授
業
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
４
）
モ
デ
ル
を
使
っ
て
他
の
例
を
さ
が
す

次
に
、
ニ
ホ
ン
シ
カ
以
外
の
動
物
の
体
の
表
現
を
さ
が
し
た
。

さ
が
す
手
段
と
し
て
、「
ニ
ホ
ン
シ
カ
」
で
使
わ
れ
て
い
た
言

葉
を
単
純
化
し
た
を
モ
デ
ル
を
示
し
た
。

【
資
料
Ｌ　

さ
が
す
た
め
の
モ
デ
ル
】

「
ニ
ホ
ン
シ
カ
」
の
ま
と
め
の
言
葉

動
物
の
体
の
大
き
さ　

寒
さ
と
い
う
環
境
に　

適
し
て
い
る

↓              

↓               

↓　

動
物
の
体
が　
　
　
　

自
然
に　
　
　
　
　
　

あ
っ
て
い
る

単
純
化
し
た
モ
デ
ル
「
動
物
の
体
が
自
然
に
あ
っ
て
い
る 

」

を
視
点
に
「
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
」
を
さ
が
さ

せ
た
。

説
明
文
は
、
読
者
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
パ
タ
ー
ン
化
し
て

い
る
も
の
が
多
い
。
特
に
低
学
年
の
説
明
文
は
パ
タ
ー
ン
化
が

顕
著
で
あ
る
。
高
学
年
の
説
明
文
も
、
低
学
年
と
比
べ
る
と
複

雑
で
は
あ
る
が
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
パ

タ
ー
ン
を
見
つ
け
て
読
む
の
も
説
明
文
の
指
導
で
有
効
な
手
段

で
あ
る
。

【
記
録
Ｍ　

他
の
動
物
の「
動
物
の
体
が
環
境
に
適
し
て
い
る
」】

・
フ
ェ
ネ
ッ
ク
の
毛
皮
は
強
い
太
陽
熱
か
ら
身
を
守
る
。

・
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
寒
い
と
こ
ろ
に
つ
れ
て
体
が
大
き

く
な
る
。

・
フ
ェ
ネ
ッ
ク
の
毛
皮
は
（
密
生
し
て
い
る
）
強
い
太
陽

か
ら
身
を
守
る
た
め
。

・
寒
い
地
方
に
い
る
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
は
小
さ
い
耳
だ

か
ら
熱
が
う
ば
わ
れ
に
く
い
。

・
フ
ェ
ネ
ッ
ク
、
大
き
い
耳
で
、
暑
い
砂
ば
く
で
体
温
が

上
が
り
す
ぎ
な
い
。

・
体
が
丸
っ
こ
い
の
は
、
寒
い
地
方
で
生
き
て
い
く
の
に

大
変
都
合
が
い
い
。

・
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
冬
毛
は
直
角
に
は
え
て
い
て
日
本

の
山
が
く
地
帯
（
寒
い
）
に
あ
っ
て
い
る
。

・
体
が
大
き
い
の
は
寒
地
の
生
活
に
適
し
て
い
る
。
熱
量

の
生
産
が
多
く
な
る
。
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・
寒
さ
用
の
毛
皮
（
直
角
）　

・
筋
肉
が
発
達

【
資
料
Ｐ
】
で
ま
と
め
た
特
徴
を
他
の
動
物
に
あ
て
は
め
て

み
る
と
、「
ど
の
気
候
に
適
し
た
動
物
な
の
か
」
を
判
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

ペ
ン
ギ
ン
を
例
に
と
っ
て
み
る
。
ペ
ン
ギ
ン
は
、「
手
足
・

耳
が
短
い
」「
体
が
丸
っ
こ
い
」「
寒
さ
用
の
毛
皮
」
な
ど
が
当

て
は
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、「
寒
さ
に
強
い
」
動
物
と
判
別
で

き
る
。

こ
の
手
法
を
発
展
的
な
学
習
と
し
て
他
教
科
に
も
応
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２　
「
耳
」「
丸
っ
こ
い
」「
筋
肉
」「
毛
皮
」
を
要
約
を
す
る

再
び
、
実
際
に
行
っ
た
授
業
の
流
れ
に
し
た
が
っ
て
説
明
を

す
る
。【
記
録
Ｎ
】
で
「
本
論
」
の
構
成
が
で
き
あ
が
り
、
全

体
の
構
造
化
・
図
式
化
が
で
き
た
。

そ
こ
で
、全
体
を
つ
か
み
や
す
く
す
る
た
め
に
「
耳
」「
丸
っ

こ
い
」「
筋
肉
」「
毛
皮
」
の
項
目
ご
と
に
要
約
を
行
っ
た
。

要
旨
を
書
く
際
に
使
っ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、【
資
料
Ｌ
】

の
「
動
物
の
体 

が 

自
然 

に 

あ
わ
し
て
い
る 

」
の
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
。
は
じ
め
は
一
緒
に
黒
板
を
使
っ
て
全
体
で
毛
皮
の
要

約
を
行
っ
た
。

【
記
録
Ｑ　

毛
皮
の
要
約
】

寒
い
地
方
の
毛
皮
は
寒
冷
地
に
住
む
動
物
の
防
寒
用
で
、

熱
い
地
方
の
毛
皮
は
強
い
太
陽
か
ら
動
物
の
体
を
守
り
、
熱

を
防
ぐ
の
に
あ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
練
習
を
し
て
か
ら
他
の
動
物
の
要
約
を
ノ
ー

ト
に
書
か
せ
た
。
そ
の
後
、
ど
の
要
約
が
よ
い
か
投
票
で
選
ん

だ
。
投
票
と
い
う
単
純
な
方
法
で
あ
る
が
、
若
干
の
留
意
点
に

気
を
つ
け
る
と
文
章
を
選
ぶ
目
が
違
っ
て
く
る
。

【
資
料
Ｒ　

子
ど
も
に
示
し
た
要
約
の
選
抜
方
法
】

㊀
要
約
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

㊁
お
は
じ
き
を
三
つ
も
つ
。

　

自
分
の
机
の
上
に
ノ
ー
ト
と
お
は
じ
き
を
一
つ
置
く
。

㊂
友
達
の
机
の
上
の
要
約
を
読
む
。
い
い
要
約
だ
と
思
う

も
の
に
お
は
じ
き
を
一
つ
置
く
。

㊃
お
は
じ
き
が
一
番
多
く
お
い
て
あ
る
要
約
を
板
書
す
る
。

㊄
全
員
で
も
っ
と
よ
い
文
章
に
な
る
よ
う
に
板
書
し
た
要

約
を
添
削
す
る
。

㊁
は
、
自
分
が
考
え
て
書
い
た
こ
と
を
自
分
自
身
が
認
め
る

た
め
に
お
は
じ
き
を
一
つ
置
く
。

㊂
が
、
投
票
で
あ
る
。
留
意
点
は
、
選
ぶ
観
点
を
必
ず
明
示

し
て
、
観
点
と
あ
っ
て
い
る
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
指
導
す
る
こ

と
で
あ
る
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
指
導
で
あ
る
が
、
き
ち
ん
と

・
フ
ェ
ネ
ッ
ク
の
毛
皮
は
（
密
生
し
て
い
る
）
強
い
太
陽

か
ら
身
を
守
る

こ
の
ま
と
め
方
は
「
動
物
の
体
」
の
特
徴
が
、
暑
さ
寒
さ
な

ど
の
「
気
候
」
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
と
い
う

分
け
方
に
な
る
。
例
え
ば
、
毛
皮
は
、「
寒
さ
対
策
」
と
し
て
、

防
寒
具
の
役
割
が
あ
り
、「
暑
さ
対
策
」
と
し
て
、
太
陽
の
熱

を
遮
断
す
る
働
き
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

（
２
）「
気
候｣

を
観
点
に
ま
と
め
る

と
こ
ろ
で
、「
気
候
」（
暑
さ
・
寒
さ
）
を
観
点
に
構
成
す
る

と
【
記
録
Ｎ
】
と
全
く
違
う
構
成
に
に
な
る
。
そ
れ
が
【
資
料

Ｏ
】
で
あ
る
。

【
資
料
Ｏ　

記
録
Ｍ
を
「
気
象
」（
暑
さ
・
寒
さ
）
を

観
点
に
し
た
ま
と
め
】

「
暑
さ
」

・
フ
ェ
ネ
ッ
ク
、
大
き
い
耳
で
、
暑
い
砂
ば
く
で
体
温
が

上
が
り
す
ぎ
な
い

・
フ
ェ
ネ
ッ
ク
の
毛
皮
は
（
密
生
し
て
い
る
）
強
い
太
陽

か
ら
身
を
守
る
。

・
動
物
園　

寒
い　

キ
リ
ン
は
む
ず
か
し
い
→
体
が
細
い

（
暑
い
と
こ
ろ
向
き
）

「
寒
さ
」

・
手
足
・
耳
が
短
い　

寒
さ
用
の
毛
皮（
直
角
）　

体
が
丸
っ

　

こ
い　

筋
肉

・
動
物
園　

ゾ
ウ　

寒
い　

O
K

→
体
型
が
大
き
い

・
寒
冷
地
に
住
む
動
物
は
防
寒
用
の
毛
皮

・
体
が
大
き
い
の
は
寒
地
の
生
活
に
適
し
て
い
る

　

熱
量
の
生
産
が
多
く
な
る

・
寒
い
地
方
に
い
る
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ　

小
さ
い
耳
だ

か
ら
熱
が
う
ば
わ
れ
に
く
い

・
体
が
丸
っ
こ
い
の
は
、
寒
い
地
方
で
生
き
て
い
く
の
に

大
変
都
合
が
い
い

・
寒
い
地
方
→
同
じ
種
類
で
も
体
が
大
き
い

・
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
寒
い
と
こ
ろ
で
体
が
大
き
く
な
る

・
体
が
大
き
い
の
は
寒
地
の
生
活
に
適
し
て
い
る
熱
量
の

生
産
が
多
く
な
る

「
気
候
」
を
元
に
ま
と
め
る
と
、「
暑
さ
に
強
い
動
物
」「
寒

さ
に
強
い
動
物
」
の
特
徴
を
示
し
た
も
の
が
で
き
あ
が
る
。

実
際
の
授
業
で
は
【
資
料
Ｏ
】
を
示
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、

学
習
の
可
能
性
を
示
す
た
め
に
、「
暑
さ
強
い
動
物
」「
寒
さ
に

強
い
動
物
」
の
特
徴
を
ま
と
め
る
。

【
資
料
Ｐ　

暑
さ
に
強
い
動
物
・
寒
さ
に
弱
い
動
物
の
特
徴
】

「
暑
さ
に
強
い
動
物
」

・
体
が
細
長
い　

手
足
・
耳
が
長
い
、
耳
が
大
き
い

・
強
い
太
陽
か
ら
身
を
守
る
暑
さ
用
の
毛
皮
（
密
生
）

「
寒
さ
に
強
い
動
物
」

・
手
足
・
耳
が
短
い　

体
が
丸
っ
こ
い
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熱
を
防
ぐ
の
に
あ
っ
て
い
る
。

結
論環

境
に
適
応
し
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
い
る
の
は
、
こ

れ
ま
で
に
挙
げ
た
よ
う
な
動
物
に
か
ぎ
ら
な
い
。
動
物
た

ち
の
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
す
ん
で
い
る
場
所
の
気
候
や

風
土
に
合
う
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

自
然
が
長
い
年
月
を
か
け
て
作
り
あ
げ
て
き
た
、
最
高
の

け
っ
さ
く
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
最
後
に
ま
と
め
を
行
っ
た
。

【
記
録
Ｕ　

学
習
の
ま
と
め
】

「
動
物
の
体
と
気
候
」
の
こ
と
を
い
う
。「
序
論
」「
結
論
」

　
　
　
　

↓

例
を
挙
げ
る
「
本
論
」
の
役
割
。

※
い
き
な
り
「
動
物
の
体
は
気
候
に
適
し
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
」
だ
け
言
っ
て
も
だ
れ
も
納
得
し
な
い

　
　

だ
か
ら
、「
本
論
」
で
例
を
挙
げ
る

　
　
　

た
く
さ
ん
例
を
挙
げ
る
と
わ
か
る
。

　
　
　

聞
い
た
人
は
納
得
が
で
き
る
。

こ
の
ま
と
め
は
、
自
分
の
主
張
を
他
者
に
納
得
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
例
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
学

習
に
な
っ
て
い
る
。

説
明
文
に
つ
い
て
、
西
郷
竹
彦
氏
は
読
み
手
を
納
得
さ
せ
る

「
説
得
の
論
法
」
の
学
習
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。（

前
略
）
す
ぐ
れ
た
説
明
文
を
使
っ
て
「
説
得
の
論
法
」
を

学
ば
せ
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
説
得
の
論
法
」

と
言
い
ま
す
が
、
説
得
と
は
決
し
て
言
い
く
る
め
る
と
か
、
押

し
つ
け
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
相
手
が
な
る
ほ
ど
と
納
得

す
る
よ
う
に
話
を
運
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
説
得
と
は
論
法
が

い
り
ま
す
。
論
法
と
は
「
論
理
」
と
「
方
法
」
の
こ
と
で
す
。

こ
の
論
理
と
方
法
を
、
す
ぐ
れ
た
説
明
文
か
ら
、
教
師
も
子
ど

も
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
論
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、
作
文

の
構
想
力
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
説
明
文
の
論
法
を
学
習
す
る

こ
と
で
、
文
章
を
組
み
立
て
る
力
が
根
本
か
ら
養
わ
れ
る
の
だ

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。（
６
）

文
章
・
段
落
を
構
成
を
す
る
学
習
を
通
じ
て
、
自
分
の
主
張

を
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
例
を
た
く
さ
ん
挙
げ
る
と
い
う

「
説
得
の
論
法
」
の
学
習
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

学
習
し
た
「
説
得
の
論
法
」
を
使
っ
て
短
作
文
を
書
く

西
郷
氏
は
、「
説
明
文
」
と
「
作
文
」
の
関
連
性
に
つ
い
て

極
め
て
大
切
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
回
学
習
し
た
「
序
論
・
本
論
・
結
論
」「
例
を

読
ん
で
適
切
な
要
約
を
選
ぶ
。今
回
は
、き
ち
ん
と
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
使
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
が
留
意
点
で
あ
る
。

多
く
の
要
約
を
読
む
の
で
、
同
じ
題
材
で
ど
の
よ
う
に
要
約

を
し
て
い
る
の
か
、
学
習
す
る
機
会
に
な
る
。

㊄
は
添
削
で
あ
る
。

添
削
の
具
体
例
と
し
て
全
体
で
行
っ
た
ニ
ホ
ン
シ
カ
の
要
約

の
添
削
前
、
添
削
後
を
あ
げ
る
。

【
資
料
Ｓ　

添
削
前
と
添
削
後
】

（
子
ど
も
が
選
ん
だ
要
約
・
添
削
前
）

体
が
大
き
い
と
、
筋
肉
の
活
動
が
発
達
し
て
い
て
、
熱
量
の

生
産
が
多
い
か
ら
寒
い
と
こ
ろ
住
む
、
体
が
小
さ
い
と
熱
量
の

生
産
が
少
な
い
か
ら
、
暑
い
と
こ
ろ
に
住
む
の
に
あ
っ
て
い
る
。

（
添
削
し
た
後
の
要
約
）

体
が
大
き
い
と
、
筋
肉
が
発
達
し
て
、
熱
量
の
生
産
が
多
く
、

寒
い
と
こ
ろ
に
住
む
の
に
あ
っ
て
い
る
。
体
が
小
さ
い
と
熱
量

の
生
産
が
少
な
く
、
暑
い
と
こ
ろ
に
住
む
の
に
あ
っ
て
い
る
。

添
削
を
す
る
時
に
は
、
必
ず
板
書
す
る
（
あ
る
い
は
、
ノ
ー

ト
を
書
画
カ
メ
ラ
で
写
す
）。
学
級
全
員
で
お
こ
な
う
の
は
、

文
章
を
添
削
す
る
こ
と
を
学
ば
せ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
添
削
の

力
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
積
み
重
ね
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
要
約
（
短
作
文
）
の
㊀
～
㊄
の
流
れ
は
慣
れ
る
と

二
十
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

「
序
論
」「
結
論
」
と
「
本
論
」
を
ま
と
め
た
。

【
記
録
Ｔ　
「
序
論
」「
結
論
」
と
「
本
論
」
そ
れ
ぞ
れ
の
要
旨
】

序
論地

球
上
に
は
、
暑
く
て
か
わ
い
た
砂
ば
く
地
帯
も
あ
れ

ば
、
逆
に
、
冬
に
は
マ
イ
ナ
ス
数
十
度
に
ま
で
下
が
り
、

雪
と
氷
に
と
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
所
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

所
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

に
適
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
。

本
論

「
耳
」大き

い
耳
だ
と
暑
い
さ
ば
く
で
体
温
が
上
が
り
に
く
い
。

小
さ
い
耳
だ
と
寒
い
地
方
で
熱
が
う
ば
わ
れ
に
く
い
。

「
丸
っ
こ
い
」

体
が
丸
っ
こ
い
の
は
、
寒
い
地
方
で
生
き
て
い
く
の
に

あ
っ
て
い
る
。

「
筋
肉
」

体
が
大
き
い
と
、
筋
肉
が
発
達
し
て
、
熱
量
の
生
産
が

多
く
、
寒
い
と
こ
ろ
に
住
む
の
に
あ
っ
て
い
る
。
体
が
小

さ
い
と
熱
量
の
生
産
が
少
な
く
、
暑
い
と
こ
ろ
に
住
む
の

に
あ
っ
て
い
る
。

「
毛
皮
」

寒
い
地
方
の
毛
皮
は
寒
冷
地
に
住
む
動
物
の
防
寒
用
で
、

暑
い
地
方
の
毛
皮
は
強
い
太
陽
か
ら
動
物
の
体
を
守
り
、
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な
い
の
か
が
、
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
な
ぜ
か
、
も

う
少
し
教
え
て
く
れ
る
。」

Ｃ
６
「
ぼ
く
は
、
百
メ
ー
ト
ル
だ
と
距
離
が
短
く
て
き
ら

い
。
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
千
メ
ー
ト
ル
が
長
く
て
楽

し
い
。」

（
書
い
た
文
章
）

○
百
メ
ー
ト
ル
が
楽
し
く
な
か
っ
た
。

　

き
ょ
り
が
短
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

で
も
、
千
メ
ー
ト
ル
は
長
く
て
楽
し
か
っ
た
。

Ｔ　

 

「
こ
れ
（
千
メ
ー
ト
ル
が
楽
し
い
）、意
外
で
し
ょ
（
他

の
子
ど
も
た
ち
は
う
な
づ
く
）。
Ｃ
６
さ
ん
が
、
こ

う
や
っ
て
説
明
す
る
と
、
短
距
離
よ
り
も
、
長
い
距

離
が
い
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
。
説
明
を

し
な
い
と
長
い
距
離
の
方
が
楽
し
い
と
わ
か
ら
な
い

で
し
ょ
。」

以
上
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
、
短
作
文
を
作
っ
て

い
っ
た
。

こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
短
作
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
資
料
Ｘ　

児
童
が
書
い
た
短
作
文
】

　

陸
上
大
会

陸
上
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
楽
し
く
な
か
っ
た
で
す
。

ま
ず
、
開
会
式
が
楽
し
く
な
か
っ
た
で
す
。

話
ば
か
り
で
聞
い
て
い
た
か
ら
、
早
く
終
わ
れ
ば
い
い
と

お
も
い
ま
し
た
。

次
に
、
百
メ
ー
ト
ル
が
楽
し
く
な
か
っ
た
で
す
。

き
ょ
り
が
短
か
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
千
メ
ー
ト
ル
が

長
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
一
番
楽
し
く
な
か
っ
た
の
が
応
え
ん
で
す
。 

先
生
が
「
応
え
ん
し
な
さ
い
」
と
う
る
さ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

応
え
ん
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
く
た
び
れ
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
陸
上
大
会
は
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
学
年
の
作
文
と
し
て
は
大
変
短
く
、
内
容
が
薄
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
陸
上
大
会
が
楽
し
く
な
い
の
か
を
伝
え

る
た
め
に
「
説
明
の
論
法
」
を
使
っ
た
。
一
種
の
「
論
理
的
な

文
章
」
の
作
文
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

今
後
、
こ
れ
を
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
し
て
、
作
文
や
授
業
の
振

り
返
り
な
ど
の
短
作
文
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、
力
が
つ
い
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
学
習
は
「
情
報
処
理
」
を
観
点
に
説
明
文
の
授
業
を
進
め

て
い
っ
た
。

説
明
文
の
情
報
を
観
点
別
に
バ
ラ
バ
ラ
に
集
め
た
、
ま
と
め

て
い
く
方
法
は
帰
納
的
な
手
法
の
学
習
で
あ
る
。
観
点
を
元
に

挙
げ
る
と
主
張
を
納
得
し
て
も
ら
え
る
」
な
ど
を
活
用
し
て
短

作
文
の
学
習
を
行
っ
た
。

今
回
の
作
文
の
題
材
は
、
町
内
で
行
わ
れ
た
小
学
校
陸
上
大

会
を
素
材
に
短
作
文
を
書
か
せ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
手
引
き

を
配
布
し
た
。

【
資
料
Ｖ　

短
作
文
を
書
く
た
め
の
手
引
き
】

※
「
序
論
」「
本
論
」「
結
論
」
を
意
識
す
る
。

①
題
は
内
容
が
ど
ん
な
話
か
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

②
説
明
す
る
た
め
に
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
わ
か
る
。

※
作
文
を
書
く

❶
「
序
論
」「
結
論
」
を
最
初
に
書
く
。

　

む
ず
か
し
け
れ
ば
、
序
論
と
結
論
は
同
じ
こ
と
を

言
っ
て
も
い
い
。

❷
「
本
論
」

　

三
つ
以
上
の
こ
と
が
ら
を
挙
げ
る
。
短
く
て
よ
い
。

❸
一
つ
の
こ
と
が
ら
に
「
例
」
三
つ
の
理
由
を
つ
け
る
。

❹
「
だ
か
ら
」
な
ど
接
続
詞
を
つ
け
る
。

作
文
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
子
ど
も
を
一
人
選
ん
で
教
師

と
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
作
文
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
教
師
と

話
し
な
が
ら
作
文
を
書
く
こ
と
で
、
苦
手
な
子
ど
も
に
自
信
を

も
た
せ
る
と
と
も
に
、
手
引
き
の
内
容
を
よ
り
明
確
に
理
解
さ

せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

【
資
料
Ｗ　

教
師
と
の
や
り
と
り
と
作
文
】

Ｔ　

 

「
は
じ
め
と
お
わ
り
は
似
た
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て

も
い
い
ん
で
す
。『
動
物
の
体
と
気
候
』
も
よ
く
読

ん
で
み
る
と
、
ち
が
う
け
ど
同
じ
よ
う
な
こ
と
い
っ

て
い
る
。
じ
ゃ
あ
、
陸
上
大
会
は
ど
う
だ
っ
た
。」

Ｃ
６
「
陸
上
大
会
は
あ
ま
り
楽
し
く
な
か
っ
た
。」

（
書
い
た
文
章
）

「
序
論
」　

陸
上
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
楽
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
結
論
」　

楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｔ　

 

「
こ
れ
だ
け
だ
と
な
ん
で
楽
し
く
な
い
か
わ
か
ら
な

い
の
よ
ね
。本
論
に
入
り
ま
す
。何
が
楽
し
く
な
か
っ

た
？
。
三
つ
挙
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

Ｃ
６
「
開
会
式
が
楽
し
く
な
か
っ
た
し
、
百
メ
ー
ト
ル
が
楽

し
く
な
か
っ
た
。
応
え
ん
が
楽
し
く
な
か
っ
た
。」

（
書
い
た
文
章
）

「
本
論
」　

○
開
会
式
が
楽
し
く
な
か
っ
た
。

　
　
　
　

○
百
メ
ー
ト
ル
が
楽
し
く
な
か
っ
た
。

　
　
　
　

○
応
え
ん
が
楽
し
く
な
か
っ
た
。

Ｔ　

 
「
こ
れ
で
、
陸
上
大
会
が
楽
し
く
な
い
の
が
何
と
な
く

わ
か
り
ま
す
。
で
も
、
百
メ
ー
ト
ル
が
何
で
楽
し
く
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〔
付
記
〕

福
田
景
道
先
生
に
は
、
内
地
留
学
の
際
、
励
ま
し
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
教
師
生
活
に
お
い
て
、
大
き
な
指
針
と

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
奥
出
雲
町
立
横
田
小
学
校
教
諭
）

ま
と
め
て
い
方
法
は
演
繹
的
な
手
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ

ら
一
連
の
学
習
は
、
国
語
科
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
教
科
・
領

域
、
社
会
生
活
を
し
て
い
く
上
で
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
て
い

る
。例

え
ば
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
あ
る
観
点
・
視
点

に
よ
っ
て
複
数
の
資
料
を
集
め
、
そ
こ
か
ら
、
ま
と
め
て
い
く

学
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
必
要
と
な
る
能
力

だ
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
ま
と
め
た
こ
と
を
相
手
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
く「
説
得
の
論
法
」も
必
要
な
力
と
な
っ
て
い
く
。

国
語
科
の
発
展
的
な
学
習
と
し
て
は
、
説
明
文
を
情
報
収
集

の
資
料
と
し
て
あ
つ
か
い
、
再
構
成
し
て
新
た
な
説
明
文
や
物

語
を
作
っ
て
い
く
実
践
を
行
え
る（
７
）。

今
後
、
言
葉
・
文
章
を
を
あ
つ
か
う
国
語
科
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、「
説
明
文
教
材
」
だ
け
で
な
く
「
物
語
・
文
学
教
材
」
で
も
、

情
報
の
活
用
の
学
習
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

〔
注
〕

（
１
）
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
「
読
解
力
」
は
「
自

ら
の
目
標
を
達
成
し
、
自
ら
の
知
識
と
可
能
性
を
発
達

さ
せ
、
社
会
に
参
加
す
る
た
め
に
、
書
か
れ
た
テ
キ
ス

ト
を
理
解
し
、
利
用
し
、
熟
考
し
、
こ
れ
に
取
り
込
む

こ
と
」
と
、
定
義
さ
れ
い
る
。
そ
し
て
、
読
む
行
為
の

必
要
な
側
面
と
し
て
〈
探
求
・
取
り
出
し
〉〈
テ
キ
ス

ト
の
統
合
・
解
釈
〉〈
テ
キ
ス
ト
の
熟
考
・
評
価
〉
の

三
つ
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
以
下
参
照
。

　
　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
『
生
き
る
た
め
の
知
識
と
技

能
６　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
）
２
０
１
５
年
調
査
国
際
結
果
報
告
書
』
明
石
書
店　

2016

・12

（
２
）東
京
書
籍
『
新
し
い
国
語
五
』「
動
物
の
体
と
気
候
」

は
Ｐ
31
～
Ｐ
39
で
あ
る
。
引
用
も
同
様
。

（
３
）「
序
論
」「
結
論
」
か
ら
、「
本
論
」
に
書
か
れ
て
い
る

内
容
を
類
推
す
る
学
習
方
法
は
、
筆
者
が
内
地
留
学
中

に
、
島
根
大
学
教
育
学
部
名
誉
教
授
足
立
悦
男
先
生
か

ら
ご
教
授
い
た
だ
い
た
方
法
で
あ
る
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
４
）難
波
博
孝
「
読
み
取
る
こ
と
は
推
論
す
る
こ
と
で
あ
る
」

『
教
育
科
学
国
語
教
育
』
明
治
図
書2009

・
2
Ｐ
9
～

Ｐ
12

（
５
）難
波
氏
が
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
問
題
文
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
調
査
２
０
０
０
年
版
の
問
題
「
落
書
き
」
問
題
の
一

部
で
、
ソ
フ
ィ
ア
の
意
見
文
で
あ
る
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、

義
務
教
育
卒
業
し
た
十
六
歳
の
生
徒
を
対
象
に
し
て
い

る
。

（
６
）『
西
郷
竹
彦　

文
芸
・
教
育
全
集　

第
22
巻　

説
明
文

の
授
業
』
恒
文
社1997

・
11
Ｐ
34

（
７
）拙
稿
「
日
本
・
中
国
の
説
明
文
の
授
業　

―
『
五
つ
の

提
案
』
に
基
づ
い
た
指
導
―
」『
国
語
教
育
論
叢　

第

二
十
一
号
』
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会2012

・3
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一　

は
じ
め
に

島
根
大
学
教
育
学
部
で
は
、
三
年
次
後
期
に
「
学
校
教
育
実

習
Ⅳ
」（
１
）と
し
て
、
教
育
実
習
生
が
附
属
学
校
に
お
い
て
実
習

教
科
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
語
教
育
コ
ー
ス
の
場

合
、「
学
校
教
育
実
習
Ⅳ
」
に
お
い
て
は
、
各
教
育
実
習
生
が

配
当
さ
れ
た
一
ク
ラ
ス
に
お
い
て
、
数
時
間
に
わ
た
る
一
単
元

（
二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
原
則
三
時
間
）
を
設
定
し
、
授
業
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

「
学
校
教
育
実
習
Ⅳ
」
を
履
修
す
る
た
め
の
事
前
指
導
の
場

と
し
て
は
、
三
年
次
前
期
か
ら
「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」（
２
）

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
の
全
体
構

成
と
し
て
は
、教
科
指
導
以
外
の
部
分
の
事
前
指
導
を
担
う「
実

習
部
会
担
当
」
の
部
分
と
、
各
教
科
に
お
い
て
「
学
校
教
育
実

習
Ⅳ
」
で
取
り
組
む
授
業
を
準
備
す
る
た
め
の
「
主
専
攻
担
当
」

の
部
分
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
主
専
攻
担
当
」

の
部
分
に
お
け
る
実
践
を
報
告
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に

記
す
「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
は
、
全
て
「
主
専
攻
担
当
」

の
部
分
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
実
習
部
会
担
当
」
の

部
分
に
言
及
す
る
際
に
は
、「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」（
実
習

部
会
担
当
）
と
記
す
こ
と
と
し
た
。

「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
に
お
い
て
は
、
教
材
研
究
と
模

擬
授
業
、
実
習
の
ふ
り
か
え
り
な
ど
か
ら
内
容
が
構
成
さ
れ
て

お
り
、
実
質
的
に
教
材
研
究
を
担
う
場
と
な
っ
て
い
る
。
国
語

教
育
コ
ー
ス
の
教
育
実
習
生
は
、「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」

に
お
い
て
、「
学
校
教
育
実
習
Ⅳ
」
に
お
い
て
担
当
す
る
教
材

の
教
材
研
究
を
行
い
、
学
習
指
導
案
を
作
成
し
た
後
、
附
属
学

校
教
員
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
教
材
研
究
の
手
び
き
」（
中
学
校
古
文
教
材
）
を
用
い
た
教
育
実
習
事
前
指
導

　
　
　
　
　
―
中
学
校
実
習
（
国
語
科
）
に
お
け
る
古
文
教
材
研
究
の
た
め
に
―

田
　
中
　
耕
　
司
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「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
作
成
に
際
し
て
は
、大
村
が
「
学

習
の
手
び
き
」
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ

う
な
考
え
を
参
考
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
こ
う
い
う
手
び
き
、
そ
の
こ
と

ば
を
思
い
つ
く
の
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学

習
の
手
び
き
は
ほ
と
ん
ど
全
部
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
教

師
で
あ
る
私
自
身
の
学
習
の
時
と
い
い
ま
す
か
、
研
究
し

て
い
る
時
と
い
い
ま
す
か
、
自
分
の
読
書
生
活
、
自
分
が

こ
の
紹
介
を
聞
く
時
の
姿
、
頭
の
中
、
そ
う
い
う
も
の
を

考
え
て
、
私
は
作
っ
て
い
ま
し
た
。（
５
）

つ
ま
り
私
自
身
の
学
習
の
生
活
、
大
人
で
す
の
で
研
究

生
活
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
ん
で
い

る
生
活
、
読
ん
で
い
る
気
持
、
読
書
生
活
、
そ
う
い
う
経

験
が
、
こ
の
手
び
き
の
手
び
き
を
作
ら
せ
る
の
で
す
。
自

分
が
そ
の
生
活
を
し
て
い
る
時
、
本
の
紹
介
を
読
ん
だ
り

聞
い
た
り
し
て
い
る
時
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
心
を
動
か

し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
と
ら
え
て
、
そ
れ
を
手
び
き

に
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、「
私
の
学
習
経
験
に
よ
り
」
と

言
っ
た
ら
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
読
書
で
な
い
場

合
も
同
じ
で
す
。（
６
）

こ
の
発
想
を
手
が
か
り
に
、
教
育
実
習
生
に
教
材
研
究
を
さ

せ
る
前
に
、
筆
者
が
実
習
範
囲
の
教
材
を
読
み
直
し
、
そ
の
教

材
研
究
を
行
っ
て
、
そ
の
観
点
や
そ
の
際
の
思
考
を
取
捨
選
択

し
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
と
し
て
ま
と
め
な
お
す
こ
と
と

し
た
。

二
〇
一
九
年
度
の
教
育
実
習
生
が
授
業
で
担
当
し
た
教
科
書

教
材
（
光
村
図
書
出
版
を
使
用
）
は
、
七
年
生
配
当
の
者
が
、

「
蓬
莱
の
玉
の
枝 

―
「
竹
取
物
語
」
か
ら
」、
八
年
生
配
当
の

者
が
「
仁
和
寺
に
あ
る
法
師 

―
「
徒
然
草
」
か
ら
」、
九
年
生

配
当
の
者
が
「
夏
草 

―
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
か
ら
」
と
な
り
、

共
通
し
て
古
文
の
教
材
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。

毎
年
、
扱
う
教
材
の
種
類
が
全
く
異
な
る
場
合
、
た
と
え

ば
、
漢
文
や
小
説
な
ど
の
よ
う
に
異
な
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
っ
た
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
作
成
し
て
い
る
。
し
か

し
、
二
〇
一
九
年
度
は
、
三
学
年
共
通
し
て
古
文
を
扱
う
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
共
通
し
て
教
材
研
究
が
で
き
る
部
分
に
限
り
、

手
び
き
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
共
通
し
て
教
材
研
究

が
で
き
る
部
分
と
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
学
年
を
超
え
て
、
同

じ
観
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
る
活
動
も
取
り
入
れ
る
こ
と
を

視
野
に
入
れ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
の
特

質
に
か
か
わ
る
部
分
に
関
し
て
は
、
そ
の
都
度
、
対
象
と
な
る

学
年
の
教
育
実
習
生
に
対
し
、
直
接
、
指
導
で
補
足
す
る
よ
う

に
し
た
。

授
業
を
行
う
上
で
は
、
ま
ず
、
生
徒
に
「
つ
け
た
い
力
」
を

明
確
化
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
し
か
し
、「
学
校
教
育
実

践
研
究
Ⅱ
」
の
開
始
当
初
、
教
育
実
習
生
は
、「
つ
け
た
い
力
」

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
段
階
に
は
い
な
い
。
ま
た
、
教

「
学
校
教
育
実
習
Ⅳ
」
に
お
い
て
担
当
す
る
教
材
の
決
め
方

は
、
国
語
科
の
場
合
、
現
在
、
個
々
の
教
育
実
習
生
が
、
任
意

に
教
材
を
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
学
年
ご
と
に
扱
う
教
材
が

決
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
七
年
生（
３
）
に
配
当
さ
れ
た

教
育
実
習
生
が
四
名
い
た
場
合
、
扱
う
教
材
が
「
平
家
物
語
」

と
な
れ
ば
、
こ
の
四
名
は
全
員
、「
平
家
物
語
」
の
授
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
配
当
学
年
で
共
通
し
た
教
材
に
取
り
組
む
こ
と

か
ら
、
授
業
で
扱
う
分
野
（
た
と
え
ば
古
文
）
を
得
意
と
す
る

教
育
実
習
生
が
い
る
一
方
で
、
そ
の
分
野
を
苦
手
と
し
て
い
る

が
、
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
教
育
実
習
生
も
現
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
に
お
け
る
事
前
指

導
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
対
す
る
興
味
や
関
心
、
そ

し
て
教
科
指
導
を
支
え
る
教
科
専
門
の
習
熟
度
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
者
が
、
国
語
教
育
コ
ー
ス
の
教
育
実
習
生
の
実
態
と

し
て
存
在
す
る
中
で
、
決
定
し
た
単
元
の
授
業
の
準
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

教
科
専
門
の
習
熟
度
に
関
す
る
個
人
差
が
存
在
す
る
中
で
、

教
材
研
究
を
、
全
て
教
育
実
習
生
に
任
せ
た
場
合
、
特
に
教
科

の
内
容
を
研
究
す
る
際
に
、
教
育
実
習
生
の
そ
の
時
点
で
の
習

熟
度
に
研
究
内
容
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
指
導
す
べ
き
内
容

の
取
り
こ
ぼ
し
が
生
じ
る
可
能
性
が
で
て
く
る
。
ま
た
、
た
と

え
、
そ
の
教
材
の
内
容
に
関
心
が
あ
り
、
か
つ
十
分
習
熟
し
て

い
る
教
育
実
習
生
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
を
意
識
し
て
、
学
習
を

組
む
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
教
壇
で
の
指
導

経
験
が
無
い
こ
と
か
ら
、
授
業
で
関
わ
る
こ
と
に
な
る
生
徒
を

意
識
し
な
が
ら
考
え
る
と
い
う
指
導
が
必
要
と
な
る
。

筆
者
は
、
毎
年
、「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
に
お
い
て
、

教
材
研
究
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
の
教
育
実
習
生
が
、
学
習
指
導
案
と

い
う
か
た
ち
で
指
導
計
画
を
作
成
し
た
上
で
、
附
属
学
校
教
員

の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
毎
年
、「
教
材
研

究
の
手
び
き
」
を
作
成
し
、
使
用
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
中
学
校
の
教
育
実
習
に
お
い
て
事
前
指
導
を
担

う
担
当
者
、
ま
た
、
教
材
研
究
に
取
り
組
む
教
育
実
習
生
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
用
い

た
二
〇
一
九
年
度
の
指
導
と
そ
の
結
果
と
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二　
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
発
想
と
構
成

　
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
発
想
の
も
と
は
、
大
村
は
ま

の
「
学
習
の
手
び
き
」
に
あ
る
。
大
村
は
、
教
室
に
存
在
す
る
、

こ
と
ば
の
力
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
応
じ

て
、
自
ら
学
習
を
進
め
、
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
習
の

た
び
ご
と
に
「
学
習
の
手
び
き
」
を
考
え
、
こ
れ
を
用
い
て
い

る（
４
）。
大
村
と
は
、
指
導
す
る
対
象
は
異
な
る
が
、「
学
校
教

育
実
践
研
究
Ⅱ
」
で
対
象
と
し
て
い
る
教
育
実
習
生
の
実
態
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
実
習
指
導
の
場
に
お
い
て

も
、
大
村
の
「
学
習
の
手
び
き
」
の
考
え
方
を
応
用
し
、「
教

材
研
究
の
手
び
き
」と
し
て
作
成
し
、使
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
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③ 

新
出
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
語
彙
…
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

引
く
。

二
．
語
彙

① 

現
代
語
と
語
形
（
か
た
ち
）
も
意
味
も
同
じ
だ
が
、
中
学

生
に
と
っ
て
難
し
い
語
彙
…
○
（
丸
）
を
つ
け
る
。

 

※
ほ
ぼ
全
て
の
語
彙
に
〇
が
つ
け
ら
れ
る
場
合
は
、
〇
は
つ

け
ず
に
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
を
考
え
る
。

② 

現
在
語
と
語
形
（
か
た
ち
）
は
同
じ
だ
が
意
味
が
異
な
る

語
彙
…
赤
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

③ 

現
代
語
と
語
形
（
か
た
ち
）
も
意
味
も
異
な
る
語
彙
…
青

色
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

 

※
①
～
③
は
、
中
学
生
の
理
解
度
を
規
準
に
し
て
判
断
す
る
。

④ 

当
時
の
生
活
や
文
化
を
表
す
語
彙
を
拾
う
。

⑤ 

当
時
の
人
々
の
認
識
の
仕
方
を
示
す
語
彙
を
拾
う
。

三
．
文
法

① 

お
さ
え
る
べ
き
代
表
的
な
文
法
事
項
（
例　

係
り
結
び
）

② 

そ
の
他
、
文
語
文
法
で
お
さ
え
た
い
文
法
事
項

四
．
韻
律

① 

音
声
化
し
た
と
き
の
特
徴
は
何
か
。

② 

教
師
と
し
て
韻
律
の
特
徴
を
音
声
化
し
て
伝
え
ら
れ
る
か
。

五
．
表
現
上
の
技
法

① 

叙
述
さ
れ
て
い
る
文
章
に
使
用
さ
れ
て
い
る
技
法
は
何
で
、

ど
の
箇
所
で
表
れ
て
い
る
か
。

　

 

ま
た
、
読
み
手
に
と
っ
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
の
か
。

六
．
挿
絵
・
写
真
・
図

① 

挿
絵
・
写
真
・
図
を
言
語
化
し
、
正
し
く
解
釈
で
き
る
か
。

七
．
注
や
解
説

① 

中
学
生
に
と
っ
て
意
味
が
と
ら
え
に
く
い
語
彙
、
わ
か
り

づ
ら
い
説
明
は
な
い
か
。

八
．
歴
史
的
背
景

① 

ど
の
よ
う
な
作
者
か
。

② 

文
学
史
上
の
位
置
づ
け

③ 

成
立
に
か
か
わ
る
歴
史
的
事
実
（
書
か
れ
た
当
時
の
社
会

的
背
景
、
政
治
、
文
化
、
生
活
な
ど
）

④ 

現
代
と
異
な
る
思
想
、
価
値
観
と
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
箇
所

⑤ 

現
代
と
共
通
す
る
思
想
、
価
値
観
と
そ
れ
が
表
れ
て
い
る

箇
所

Ⅱ
．
教
師
の
読
み
（
解
釈
）

一
．
登
場
人
物
の
整
理

① 

ど
の
よ
う
な
人
物
が
登
場
し
て
、
何
を
し
て
、
そ
の
結
果

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

材
研
究
の
経
験
も
十
分
に
は
積
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
担

当
す
る
教
材
を
自
分
が
指
導
す
る
た
め
に
、
具
体
的
に
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
が
ま
だ
漠
然
と
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
そ
こ

で
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
に
お
い
て
は
、
教
材
研
究
の
観

点
を
示
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
観
点
の
中
の
項
目
に
つ
い
て
は
教

育
実
習
生
の
思
考
の
自
由
度
を
の
こ
し
つ
つ
、
手
び
き
と
し
て

具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
ま
で
の
教
材
研
究
へ
と
導
く
こ
と
を
ね
ら
っ
た
。

二
〇
一
九
年
度
の
場
合
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
構
成
は
、

以
下
に
示
す
四
つ
の
観
点
か
ら
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ⅰ
．
教
材
文
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

Ⅱ
．
教
師
の
読
み
（
解
釈
）

Ⅲ
．
生
徒
が
持
っ
て
い
る
知
識
・
技
能
・
思
考
と
指
導
目

標
の
設
定

Ⅳ
．
学
習
指
導
要
領

以
上
の
四
つ
の
観
点
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
か
ら
構
成
し
て

い
る
。

「
Ⅰ
．
教
材
文
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
」
は
、
教
材
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解
を
確
認
す
る
た
め
の
手
び
き
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
学
習
経
験
を
ふ
り
か
え
る
、
あ
る
い
は
、
各
種
の
資

料
を
使
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
内
容
を
指
導
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
知
識
・
理
解
を
確
認
す
る
た
め
の
部
分
で
あ
る
。

「
Ⅱ
．
教
師
の
読
み
（
解
釈
）」
は
、
教
材
に
対
す
る
指
導
者

の
解
釈
で
あ
る
。
教
材
の
内
容
を
指
導
す
る
場
合
、
教
材
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解
の
部
分
を
お
さ
え
る
の
み
な
ら
ず
、
内
容

の
解
釈
、
ま
た
、
そ
の
解
釈
を
行
う
た
め
の
筋
道
を
意
識
化
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
切
り
口
を
示
し
て

い
る
。

「
Ⅲ
．
生
徒
が
持
っ
て
い
る
知
識
・
技
能
・
思
考
と
指
導
目

標
の
設
定
」
は
、
指
導
す
る
対
象
、
す
な
わ
ち
指
導
す
る
生
徒

を
意
識
化
す
る
部
分
で
あ
る
。
教
育
実
習
生
は
、
教
科
の
指
導

経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
、
指
導
す
る
対
象
（
生
徒
）
の

存
在
を
十
分
に
は
意
識
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が

原
因
で
、
一
方
的
な
指
導
、
注
入
主
義
的
な
指
導
を
行
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

意
識
す
る
べ
き
点
を
示
し
て
い
る
。

「
Ⅳ
．
学
習
指
導
要
領
」
は
、
平
成
二
十
九
年
告
示
の
中
学

校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
ふ
ま
え
る
べ
き
「
内
容
」
と
、

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
告
示
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
で
学
習

を
組
む
際
に
、
特
に
意
識
す
る
点
を
取
り
上
げ
た
部
分
で
あ
る
。

次
に
、
各
観
点
に
お
け
る
項
目
を
示
す
。

Ⅰ
．
教
材
文
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

一
．
表
記

① 
歴
史
的
仮
名
遣
い 

↑↓ 

現
代
仮
名
遣
い
（
仮
名
遣
い
の
き
ま

り
）
を
調
べ
る
。

② 

正
し
く
範
読
で
き
る
か
を
確
認
。
読
み
方
が
不
確
か
な
部

分
を
□
（
四
角
）
で
囲
む
。
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六
．
気
づ
き

① 

こ
の
単
元
で
生
徒
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
こ
と
は
何
で
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
な
筋
道
で
気
づ
か
せ
る
か
。

Ⅳ
．
学
習
指
導
要
領

① 

学
習
指
導
要
領
の
各
学
年
の
「
内
容
」
で
踏
ま
え
る
箇
所

は
ど
の
部
分
か
。

②
「
単
元
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
て
，
そ

の
中
で
育
む
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
て
，
生
徒
の
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
図
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。 

そ
の
際
，
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，

言
語
活
動
を
通
し
て
，
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
な
ど
を
理

解
し
自
分
の
思
い
や
考
え
を
深
め
る
学
習
の
充
実
を
図
る

こ
と
。」（
７
）を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
。

以
上
、
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
の
観
点
と
項
目
と
を
、
Ａ
３ 

一
枚

の
用
紙
の
表

お
も
て

面め
ん

の
み
に
印
刷
し
、
見
開
き
な
が
ら
教
材
研
究
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

三　

指
導
の
対
象
と
方
法

二
〇
一
九
年
度
の
「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
に
お
い
て
指

導
の
対
象
と
な
っ
た
教
育
実
習
生
は
、
七
年
生
配
当
が
三
名
、

八
年
生
配
当
が
四
名
、
九
年
生
配
当
が
三
名
の
計
十
名
で
あ
っ
た
。

「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
の
指
導
時
間
の
う
ち
、
教
材
研

究
に
関
わ
る
指
導
時
間
は
、
二
〇
一
九
年
度
は
第
一
回
か
ら
第

六
回
の
六
回
分
で
あ
っ
た
。
教
材
研
究
の
指
導
に
あ
た
っ
て

は
、
通
常
、
一
回
分
を
大
学
に
お
け
る
授
業
時
間
の
一
コ
マ
分

に
割
り
当
て
、
指
導
を
実
施
す
る
。
し
か
し
、
十
名
全
員
が

揃
う
こ
と
が
可
能
な
金
曜
五
コ
マ
目
（
十
六
時
五
十
分
か
ら

十
八
時
三
十
分
ま
で
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
学
校
教
育
実
践

研
究
Ⅱ
（
実
習
部
会
担
当
）」
の
時
間
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お

り
、
二
〇
一
九
年
度
は
、
こ
れ
が
終
了
す
る
ま
で
十
名
が
同
じ

時
間
に
、
連
続
し
て
100
分
間
の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
時
間
が
設

定
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
第
一
回
と
第
二
回
に
関
し
て

は
、
100
分
を
二
分
割
し
、
50
分
ず
つ
の
指
導
を
金
曜
の
五
コ
マ

目
以
外
の
時
間
で
行
う
こ
と
に
し
た
。

教
材
研
究
の
指
導
に
か
か
わ
る
二
〇
一
九
年
度
の
指
導
の
日

程
、
指
導
時
間
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

第
一
回
（
五
月
七
日
（
火
）
…
…
…
50
分
、

　
　
　
　

五
月
十
四
日
（
火
）
…
…
50
分
）

第
二
回
（
六
月
十
一
日
（
火
）
…
…
50
分
、

　
　
　
　

六
月
十
八
日
（
火
）
…
…
50
分
）

第
三
回
（
六
月
二
十
八
日
（
金
）
…
100
分
）

第
四
回
（
七
月
五
日
（
金
）
…
…
…
100
分
）

第
五
回
（
七
月
十
九
日
（
金
）
…
…
100
分
）

第
六
回
（
七
月
二
十
六
日
（
金
）
…
100
分
）

二
．
場
面
・
状
況
の
整
理

① 
ど
の
よ
う
な
場
面
、
状
況
か
。

三
．
登
場
人
物
の
心
理
と
そ
の
変
化

① 

登
場
人
物
の
心
理
と
そ
の
変
化
（
根
拠
を
基
に
し
て
）

四
．
自
分
の
解
釈
と
根
拠

① 

自
分
は
こ
の
教
材
を
ど
の
よ
う
に
読
み
、解
釈
し
た
か
。（
根

拠
を
基
に
し
て
）

五
．
他
の
解
釈
と
根
拠

① 

他
に
妥
当
と
思
わ
れ
る
解
釈
は
な
い
か
。（
あ
れ
ば
、
そ
の

根
拠
も
示
す
。）

六
．
教
材
の
価
値

① 

こ
の
教
材
の
お
も
し
ろ
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

② 

こ
の
教
材
の
価
値
は
ど
の
部
分
に
あ
る
の
か
。

③ 

こ
の
教
材
を
学
ぶ
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

Ⅲ
．
生
徒
が
持
っ
て
い
る
知
識
・
技
能
・
思
考
と
指
導
目
標

の
設
定

一
．
既
習
事
項

① 

本
単
元
に
入
る
前
に
、
生
徒
は
古
典
に
つ
い
て
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
教
材
で
、
何
を
学
ん
で
き
た
の
か
。

二
．
生
活
経
験
・
読
書
経
験

① 

こ
れ
ま
で
の
生
活
経
験
、
読
書
経
験
と
の
関
連
づ
け
が
行

え
る
箇
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
こ
か
。

三
．
系
統
性

① 

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
内
容
と
こ
れ
か
ら
学
ぶ
内
容
と
を

比
較
し
、
こ
れ
か
ら
学
ぶ
内
容
（
新
し
い
知
識
、
技
能
）

に
よ
っ
て
、
ど
の
部
分
を
加
え
る
、
分
化
さ
せ
る
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

四
．
技
能

① 

生
徒
が
得
て
い
る
技
能
の
う
ち
、
こ
の
単
元
で
使
わ
せ
た

い
技
能
は
何
か
。

五
．
思
考

① 

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
思
考
を
行
わ
せ
て
き
た
の
か
。
そ

れ
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
行
わ
せ
た
い
思
考
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

② 

生
徒
の
解
釈
が
分
か
れ
そ
う
な
箇
所
、
読
み
誤
り
が
生
じ

や
す
そ
う
な
箇
所
は
ど
こ
か
。

　
 

ま
た
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。

③ 
こ
の
単
元
で
生
徒
に
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
筋
道
で
考
え
さ
せ
る
か
。



― 99 ― ― 98 ―

て
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
記
述
内
容
に
関
し
て
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
回

答
を
記
述
し
た
教
育
実
習
生
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
補
い
、

解
釈
の
精
度
を
上
げ
る
よ
う
努
め
た
。

五　
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
用
い
た
指
導
の
結
果

以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
の
回
答
を
示
す
。
な

お
、
結
果
及
び
考
察
を
通
し
て
、
解
釈
し
項
目
立
て
た
部
分
に

は
、
頭
に
〇
印
を
付
し
て
い
る
。

㈠
質
問
項
目
ⓐ
の
回
答

〇
考
え
る
べ
き
観
点
を
得
る
た
め

・［
№
１
］ 

教
材
研
究
を
す
る
と
き
の
視
点
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
自
分
の
教
材
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。（
八
年
生
配
当 

Ｆ
さ
ん
）

・［
№
２
］ 

何
を
考
え
る
か
、
要
素
を
出
す
た
め
に
使
っ
た
。

（
九
年
生
配
当 

Ｈ
さ
ん
）

〇
生
徒
の
知
識
や
理
解
を
意
識
す
る
た
め

・［
№
３
］
古
文
で
難
し
い
部
分
は
教
科
書
上
で
大
体
現
代

語
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
現
代
語
訳
さ
れ
た
言
葉
で
あ
っ
て

も
中
学
生
に
と
っ
て
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り

（
た
と
え
ば
「
先
導
者
」）、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
洗
い
出

せ
た
の
で
よ
か
っ
た
。（
八
年
生
配
当 
Ｅ
さ
ん
）

〇
自
分
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め

・［
№
４
］ 

自
分
に
は
何
が
で
き
て
、
何
が
で
き
て
い
な
い

の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
指
針
に
し
て
い
た
。（
七
年
生
配

当 

Ｂ
さ
ん
）

・［
№
５
］ 

授
業
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
使
え
る
知
識
を
確

認
す
る
際
に
大
い
に
役
立
っ
た
。（
八
年
生
配
当 

Ｅ
さ
ん
）

〇
考
え
を
深
め
、
焦
点
化
す
る
た
め

・［
№
６
］ 

教
材
研
究
を
進
め
る
際
に
、「
教
材
研
究
の
手
び

き
」
の
一
つ
ひ
と
つ
を
用
い
て
考
え
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の

項
目
に
対
し
て
答
え
る
こ
と
で
、
教
材
の
何
を
生
徒
に
教

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
考
え
た
。（
八
年
生
配
当 

Ｇ
さ
ん
）

〇
教
材
研
究
を
順
序
だ
て
る
た
め

・［
№
７
］ 

項
目
に
沿
っ
て
教
材
研
究
を
し
た
。（
七
年
生
配

当 

Ｂ
さ
ん
）

〇
取
捨
選
択
す
る
た
め

・［
№
８
］ 「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
項
目
の
う
ち
、
自
分

の
大
ま
か
な
授
業
計
画
か
ら
外
れ
て
い
る
も
の
は
最
初
か

ら
除
外
し
、
必
要
な
項
目
に
つ
い
て
の
み
深
め
て
い
っ
た
。

授
業
計
画
と
し
て
は
、
担
当
し
て
い
た
「
竹
取
物
語
」
が
、

※
第
七
回
以
降
は
、
学
習
指
導
案
の
作
成
、
模
擬
授
業
、
実

習
の
ふ
り
か
え
り
と
な
っ
て
い
る
。

う
ち
、
第
一
回
と
第
二
回
に
関
し
て
は
、
各
教
育
実
習
生

が
、
ま
ず
そ
の
時
点
で
も
て
る
力
で
考
え
る
こ
と
を
ね
ら
っ

て
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
用
い
ず
に
、
教
材
研
究
を
行
っ

た
。
第
三
回
か
ら
第
六
回
に
関
し
て
は
、「
教
材
研
究
の
手
び

き
」
を
配
布
し
、
こ
れ
を
用
い
て
教
材
研
究
を
進
め
る
こ
と
と

し
た
。「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ど

れ
か
ら
は
じ
め
て
も
よ
い
こ
と
、
一
つ
ひ
と
つ
行
う
必
要
は
な

い
こ
と
、
使
い
方
は
任
せ
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
な
お
、
使
い

方
を
任
せ
る
指
示
を
行
っ
た
の
は
、
二
年
次
ま
で
の
学
習
に
よ

り
、
指
導
の
対
象
と
し
て
い
る
教
育
実
習
生
に
は
「
教
材
研
究

の
手
び
き
」
を
活
用
す
る
力
が
養
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
た

め
で
あ
る
。

指
導
の
方
法
と
し
て
は
、
各
回
、
同
じ
教
材
を
扱
う
教
育
実

習
生
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
話
し
合
い
を
も
と
に
教
材
研
究
を

進
め
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
話
し
合
い
は
、
教
材
研
究
を
進

め
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
用
い
る
た
め
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ

う
に
話
し
合
う
か
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
各
グ
ル
ー
プ
に
任
せ

た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
筆
者
が
指
導
者
と
し
て
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
話
し
合
い
の
過
程
や
結
果
と

し
て
、
ま
た
、
指
導
の
結
果
と
し
て
、
話
し
合
い
以
外
の
活
動

も
行
わ
れ
て
い
る
。（
た
と
え
ば
、
必
要
に
応
じ
て
資
料
を
調

べ
る
活
動
な
ど
）

四　

指
導
に
つ
い
て
の
評
価
と
分
析
方
法

「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
用
い
た
指
導
に
つ
い
て
評
価
し
、

検
討
を
行
う
た
め
に
、
次
の
二
つ
の
項
目
（
ⓐ
、
ⓑ
）
に
つ
い

て
、
今
回
の
指
導
の
対
象
と
し
た
十
名
の
教
育
実
習
生
に
対
し
、

調
査
を
行
っ
た
。
な
お
、
調
査
は
質
問
紙
を
用
い
、
自
由
記
述

に
よ
る
回
答
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

質
問
項
目
ⓐ

・「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
使

い
ま
し
た
か
。

質
問
項
目
ⓑ

・
教
材
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」

を
配
布
し
な
か
っ
た
と
き
の
教
材
研
究
と
、「
教
材
研
究

の
手
び
き
」
を
配
布
し
て
か
ら
の
教
材
研
究
と
を
比
較
し
、

あ
な
た
が
思
っ
た
こ
と
を
記
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
用
紙
を
配
布
し
た
十
名
全
員
か
ら
調
査
に
つ
い
て
の
同

意
が
得
ら
れ
、
回
収
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
自
由
記
述
に
よ
る
回
答
を
、
記
述
内

容
の
関
連
ご
と
に
区
分
し
、
類
似
内
容
ご
と
に
ま
と
め
、
そ
の

解
釈
を
項
目
立
て
し
て
示
す
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
類
似
し
た

内
容
が
複
数
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
一
例
で
の
回
答
で
あ
っ
て

も
、
結
果
と
考
察
の
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
解
釈
し
項
目
立
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と
い
わ
れ
て
も
、
何
か
ら
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
手
び
き
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
基

本
的
な
情
報
か
ら
順
に
得
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
手
び
き
が
配
ら
れ
る
前
は
、
作
者
の
情
報
だ
け
を
調

べ
て
、
作
品
自
体
の
位
置
づ
け
な
ど
は
調
べ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
教
材
研
究
に
対
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
が
、
手
び
き
の
お
か
げ
で
不
安

に
な
り
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
教
材
研
究
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
た
め
、
手
び
き
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
。

（
九
年
生
配
当 

Ｉ
さ
ん
）

・［
№
17
］ 

何
か
ら
取
り
組
め
ば
よ
い
か
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
手
び
き
に
よ
っ
て
細
か
く
観
点
を
分
け
て
教
材
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。（
九
年
生
配
当 

Ｊ
さ
ん
）

〇
研
究
の
視
点
が
広
が
る
効
果

・［
№
18
］ 

手
び
き
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
よ
り
も

研
究
の
視
点
が
増
え
た
。（
八
年
生
配
当 

Ｆ
さ
ん
）

〇
教
材
研
究
の
進
行
度
を
確
認
す
る
効
果

・［
№
19
］ 

手
び
き
に
は
、
観
点
が
細
か
く
示
さ
れ
て
い
る

た
め
、
ど
の
観
点
か
ら
教
材
研
究
を
し
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
で
、
進
行
度
を
適
宜
確
認
で
き
た
。（
九
年
生

配
当 

Ｊ
さ
ん
）

〇
教
材
研
究
の
見
通
し
を
も
つ
効
果

・［
№
20
］ 

項
目
だ
て
ら
れ
て
お
り
、
全
体
を
見
通
せ
た
の

で
、
研
究
を
行
う
順
を
考
え
や
す
く
な
っ
た
。（
八
年
生

配
当 

Ｅ
さ
ん
）

〇
話
し
合
い
を
焦
点
化
さ
せ
る
効
果

・［
№
21
］ 

手
び
き
の
使
用
前
は
、「
何
を
話
し
合
え
ば
い
い

の
か
？
」
と
い
っ
た
不
案
内
な
状
態
だ
っ
た
が
、
手
び
き

の
使
用
後
は
、「
と
り
あ
え
ず
、
項
目
に
つ
い
て
話
そ
う
。」

と
な
っ
た
。（
九
年
生
配
当 

Ｈ
さ
ん
）

・［
№
22
］ 

あ
る
程
度
、
教
材
研
究
へ
の
視
点
が
示
さ
れ
て

い
る
方
が
、
意
見
を
出
し
や
す
い
、
ま
と
め
や
す
い
。（
八

年
生
配
当 

Ｄ
さ
ん
）

〇
役
割
を
終
え
た
手
び
き

・［
№
23
］ 「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
で
は
使
用
し
て
い
た

が
、「
学
校
教
育
実
習
Ⅳ
」
の
実
習
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、

授
業
を
行
う
先
生
方
の
授
業
へ
の
工
夫
が
手
び
き
に
な
る

の
で
、
紙
の
方
は
あ
ま
り
つ
か
わ
な
か
っ
た
。（
八
年
生

配
当 

Ｄ
さ
ん
）

〇
実
習
期
間
中
の
効
果

・［
№
24
］ 

教
材
研
究
の
方
法
は
自
分
な
り
に
は
わ
か
っ
て

い
る
つ
も
り
だ
っ
た
た
め
、「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」

で
は
、
ま
ず
自
分
な
り
に
教
材
研
究
を
進
め
ま
し
た
。
教

中
学
校
に
入
っ
て
最
初
の
古
典
と
い
う
こ
と
で
、
意
味
内

容
よ
り
も
読
み
方
な
ど
を
重
視
し
た
。
ま
た
、
物
語
そ
の

も
の
の
情
報
も
き
ち
ん
と
整
理
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
た
。（
七
年
生
配
当 

Ｃ
さ
ん
）

〇
目
的
を
明
確
化
す
る
た
め

・［
№
９
］ 

授
業
の
目
的
、め
あ
て
を
明
確
化
す
る
た
め
。（
七

年
生
配
当 

Ａ
さ
ん
）

〇
情
報
の
共
有
を
す
る
た
め

・［
№
10
］ 

ま
ず
調
べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
共
有
す
べ
き

必
要
が
あ
る
こ
と
に
丸
を
つ
け
、
そ
の
項
目
に
つ
い
て
教

材
研
究
を
し
て
い
っ
た
。
は
じ
め
は
、
作
者
に
つ
い
て
、

文
学
史
上
の
位
置
づ
け
、
歴
史
的
事
実
な
ど
、「
お
く
の

ほ
そ
道
」
と
い
う
作
品
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
調
べ
た
。

そ
の
後
、
内
容
を
み
て
い
っ
た
の
で
、
九
年
生
担
当
同
士

で
基
本
的
な
情
報
を
共
有
し
て
か
ら
授
業
に
つ
い
て
考
え

て
い
け
た
の
で
よ
か
っ
た
。
手
び
き
に
丸
を
し
た
項
目
は

ノ
ー
ト
に
書
き
、
思
い
つ
い
た
意
見
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て

い
き
、
教
材
研
究
を
行
っ
た
。（
九
年
生
配
当 

Ｉ
さ
ん
）

〇
共
通
課
題
の
設
定
を
す
る
た
め

・［
№
11
］ 

項
目
に
沿
っ
て
教
材
研
究
を
進
め
、
次
の
教
材

研
究
の
時
間
ま
で
に
ど
の
項
目
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
か

を
実
習
生
内
で
決
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
教
材
研
究
を

円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。（
九
年
生
配
当 

Ｊ
さ
ん
）

〇
話
し
合
い
の
順
序
の
根
拠
と
す
る
た
め
（
話
し
合
い
を
順

序
だ
て
る
た
め
）

・［
№
12
］ 

同
じ
学
年
配
当
の
実
習
生
同
士
で
、
教
材
研
究

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
際
、
手
び
き
の
流
れ
に
沿
っ

て
行
っ
た
。（
八
年
生
配
当 

Ｄ
さ
ん
）

㈡
質
問
項
目
ⓑ
の
回
答

〇
教
材
研
究
の
指
針
を
示
す
効
果

・［
№
13
］ 

め
や
す
が
立
っ
て
教
材
研
究
が
や
り
や
す
く

な
っ
た
。（
七
年
生
配
当 

Ｂ
さ
ん
）

・［
№
14
］ 

手
び
き
が
配
ら
れ
る
前
は
、
漠
然
と
し
た
、
抽

象
的
な
内
容
に
つ
い
て
し
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
手
び
き
が
あ
る
こ
と
で
、
項
目
を
取
捨
選
択
し
て
、

自
分
な
り
の
授
業
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
七
年
生
配
当 

Ｃ
さ
ん
）

・［
№
15
］ 

教
材
研
究
は
何
か
ら
と
り
か
か
っ
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
手
び
き
を
も
ら
っ
て
か
ら
、
何
を
さ

ら
に
深
め
た
り
、
調
べ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

が
わ
か
っ
た
。（
八
年
生
配
当 

Ｇ
さ
ん
）

・［
№
16
］ 
私
が
中
学
生
の
と
き
に
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を

習
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
い
き
な
り
教
材
研
究
を
し
ろ
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め
て
い
く
方
法
も
あ
る
と
考
え
る
。［
№
９
］
の
記
述
は
、
そ

の
よ
う
な
進
め
方
を
し
た
者
に
と
っ
て
の
活
用
方
法
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
に
お
け
る
「
教
材
研
究
の

手
び
き
」
の
使
用
方
法
に
関
わ
る
項
目
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
〇
情
報
の
共
有
を
す
る
た
め
」「
〇
共
通
課
題
の
設
定
を
す

る
た
め
」「
〇
話
し
合
い
の
順
序
の
根
拠
と
す
る
た
め
（
話
し

合
い
を
順
序
だ
て
る
た
め
）」に
か
か
わ
る
記
述（
そ
れ
ぞ
れ［
№

10
］ ［
№
11
］ ［
№
12
］
に
対
応
）
の
よ
う
に
、
話
し
合
い
を
も

と
に
し
た
学
習
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
で
活
用
さ

れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
記

述
は
、
話
し
合
い
を
建
設
的
に
行
う
た
め
に
使
用
し
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。［
№
10
］ ［
№
11
］ ［
№
12
］ 

を
記

述
し
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
か
つ
、［
№
10
］ ［
№
11
］ 

と 

［
№
12
］ 

と
は
、
異
な
る
学
年
配
当
の
者
に
よ
る
記
述
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
点
か
ら
、
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
し
た
以
外

の
者
に
も
、
こ
の
よ
う
な
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
使
わ
れ

方
が
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
質
問
項
目
ⓐ
に
つ
い
て
の
回
答
は
、
記
述
内
容
か
ら

区
分
は
で
き
る
も
の
の
、
全
て
教
材
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。
各
回
答
か
ら
、
教
育
実
習
生
が
さ
ま
ざ
ま
な

切
り
口
か
ら
、
今
回
の
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
有
効
に
使

用
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

㈡　
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
有
無
に
よ
る
比
較
（
質
問

項
目
ⓑ
）
に
つ
い
て

質
問
項
目
ⓑ
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
教
材
研
究
の
効
果
に
関

わ
る
記
述
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

回
答
を
検
討
す
る
と
、「
〇
教
材
研
究
の
指
針
を
示
す
効
果
」

に
か
か
わ
る
複
数
の
記
述
（［
№
13
］ ［
№
14
］ ［
№
15
］ ［
№
16
］ 

［
№
17
］）
が
あ
っ
た
。
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、
教
材
研
究

を
開
始
し
た
当
初
は
、
教
材
研
究
に
つ
い
て
、
何
を
ど
の
程
度
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
行
う
か
に
つ
い
て
、
各
教
育
実
習

生
の
中
で
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。「
二　

教
材
研
究
の
手
び
き
の
発
想
と
構
成
」
で

述
べ
た
「
担
当
す
る
教
材
を
自
分
が
指
導
す
る
た
め
に
、
具
体

的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
ま
だ
漠
然
と
し
て
い
る
状
態
」

を
こ
れ
ら
の
記
述
は
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ

ら
の
記
述
を
、「
〇
研
究
の
視
点
が
広
が
る
効
果
」
に
か
か
わ

る
記
述
（［
№
18
］）
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
教
材
研
究
の

手
び
き
」
が
な
け
れ
ば
、
各
自
の
学
習
経
験
に
の
み
基
づ
い
た

教
材
研
究
や
指
導
計
画
の
立
案
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
で
き
る
。

「
〇
教
材
研
究
の
進
行
度
を
確
認
す
る
効
果
」
に
か
か
わ
る

記
述
（［
№
19
］）
や
「
〇
教
材
研
究
の
見
通
し
を
も
つ
効
果
」

に
か
か
わ
る
記
述
（［
№
20
］）
か
ら
は
、
全
体
を
俯
瞰
し
、
現

在
の
自
分
の
立
ち
位
置
を
示
す
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ

れ
る
。
ま
た
、「
〇
話
し
合
い
を
焦
点
化
さ
せ
る
効
果
」
に
か

材
研
究
の
手
び
き
は
、「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
の
な

か
で
と
い
う
よ
り
も
、「
学
校
教
育
実
習
Ⅳ
」
の
実
習
期

間
に
、
計
画
し
て
い
た
自
分
の
授
業
を
直
す
必
要
が
出
て

き
た
と
き
に
役
立
ち
ま
し
た
。
授
業
を
見
直
し
、
つ
く
り

直
す
に
あ
た
っ
て
、
手
び
き
の
視
点
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
七
年
生
配
当 

Ａ
さ
ん
）

六　

考
察

結
果
に
つ
い
て
、
次
の
㈠
か
ら
㈢
の
よ
う
に
考
察
し
た
。
な

お
、㈠
と
㈡
に
つ
い
て
は
、立
て
た
項
目
を
も
と
に
考
察
を
行
っ

た
。㈠　

「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
た
の

か
（
質
問
項
目
ⓐ
）
に
つ
い
て

質
問
項
目
ⓐ
の
回
答
は
、
大
き
く
、
各
個
人
の
教
材
研
究
に

お
け
る
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
記
述

さ
れ
た
内
容
と
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
に
お
け
る
「
教
材

研
究
の
手
び
き
」
使
用
方
法
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
内
容
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

は
じ
め
に
、
各
個
人
の
教
材
研
究
に
お
け
る
「
教
材
研
究
の

手
び
き
」
の
使
わ
れ
方
に
関
わ
る
項
目
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
〇
考
え
る
べ
き
観
点
を
得
る
た
め
」
に
か
か
わ
る
記
述

（［
№
１
］ ［
№
２
］）
が
示
す
よ
う
に
、
教
材
研
究
を
行
う
に
あ

た
り
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
、

教
材
研
究
の
切
り
口
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、「
〇
生
徒
の
知
識
や
理
解
を
意
識
す
る
た
め
」（［
№

３
］）
に
か
か
わ
る
記
述
か
ら
、
教
え
る
相
手
、
す
な
わ
ち
生

徒
を
意
識
す
る
た
め
き
っ
か
け
と
し
て
も
働
い
た
こ
と
も
わ
か

る
。ま

た
、「
〇
自
分
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
」
に
か
か
わ
る

記
述
（［
№
４
］ ［
№
５
］）
が
示
す
よ
う
に
、
自
分
自
身
を
省

み
る
た
め
に
も
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
歩
進
め

て
、「
〇
考
え
を
深
め
、
焦
点
化
す
る
た
め
」
に
か
か
わ
る
記

述
（［
№
６
］）
が
示
す
よ
う
に
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の

各
項
目
と
自
身
と
の
対
話
を
通
し
て
、
教
え
る
内
容
を
深
め
、

焦
点
化
す
る
た
め
の
役
割
も
果
た
し
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
。

教
材
研
究
の
進
め
方
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、「
〇
教
材

研
究
を
順
序
だ
て
る
た
め
」
に
か
か
わ
る
記
述
（［
№
７
］）
の

よ
う
に
、
項
目
が
示
す
順
番
に
教
材
研
究
を
進
め
た
者
も
い
る

が
、「
〇
取
捨
選
択
す
る
た
め
」
に
か
か
わ
る
記
述
（［
№
８
］）

の
よ
う
に
、
自
分
が
教
え
る
こ
と
に
関
し
て
必
要
な
部
分
を
最

初
に
判
断
す
る
際
の
手
が
か
り
と
し
た
者
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
実
習
生
の
教
材
研
究
の
進
め
方
に
応
じ
て
、「
教
材
研

究
の
手
び
き
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
、「
〇
目
的
を
明
確
化
す
る
た
め
」（［
№
９
］）
に
か
か
わ
る

記
述
が
示
す
よ
う
に
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
を
用
い
な
が
ら
、

目
的
を
明
確
化
さ
せ
た
者
も
い
た
。
授
業
の
立
案
に
あ
た
っ
て

は
、
は
じ
め
に
授
業
の
目
的
を
設
定
し
、
そ
こ
か
ら
教
材
研
究

を
進
め
る
方
法
も
あ
る
が
、
教
材
研
究
を
し
な
が
ら
目
的
を
定
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最
後
に
、
今
回
の
「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
は
、
条
件
の
異

な
る
別
の
教
育
実
習
生
に
用
い
て
も
、
今
回
の
対
象
と
同
様
に
、

効
果
的
に
働
く
と
は
限
ら
な
い
と
考
え
る（
８
）。
毎
年
筆
者
も
、

条
件
の
違
い
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
内

容
に
関
し
て
、
努
め
て
変
更
を
加
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

次
年
度
以
降
も
、
教
育
実
習
生
に
対
す
る
よ
り
質
の
高
い
指

導
を
め
ざ
し
て
、
そ
の
年
々
の
教
育
実
習
生
の
実
態
を
踏
ま
え
、

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
教
材

研
究
の
手
び
き
」
を
作
成
し
、
こ
れ
を
用
い
た
指
導
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

註
（
１
）（
２
）
対
象
の
学
生
が
入
学
年
度
の
『
履
修
の
手
引　

平

成
29
年
度
2017
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
）（
六
六
頁
）
に
お
け
る

関
連
の
記
述
を
以
下
に
記
す
。

学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ

学
校
教
育
実
習
Ⅲ
・
Ⅳ
の
コ
ア
授
業
科
目
と
し
て
事
前
・

事
後
指
導
を
行
い
ま
す
。
主
専
攻
に
対
応
す
る
校
種
・
教
科

の
授
業
実
践
に
焦
点
化
し
，
学
習
者
理
解
を
基
本
と
し
た
授

業
分
析
，
教
材
研
究
と
教
材
制
作
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
，
学
習

指
導
案
作
成
と
模
擬
授
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
事
後
指
導
で

は
，
自
ら
の
実
習
を
深
化
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
ふ
り
か
え

り
を
行
い
ま
す
。

学
校
教
育
実
習
Ⅲ

主
専
攻
に
対
応
し
た
観
察
実
習
主
体
の
教
育
実
習
で
す
。

附
属
学
校
教
員
に
よ
る
授
業
を
観
察
し
，
授
業
を
「
教
師
と

学
習
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
総
体
」
と
し
て
把
握
し
，

学
校
教
育
実
習
Ⅳ
に
必
要
な
授
業
実
践
力
の
基
盤
を
培
い
ま

す
。学

校
教
育
実
習
Ⅳ

主
専
攻
に
対
応
し
た
教
壇
実
習
主
体
の
教
育
実
習
で
す
。

教
科
指
導
を
は
じ
め
，
学
習
集
団
の
形
成
や
学
級
経
営
に
係

る
実
践
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
，
教
職
へ
の
よ
り
深
い
理

解
と
基
礎
的
な
実
践
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
二
〇
一
九
年
度
よ
り
、
島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学

校
は
、島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

と
な
っ
た
。
本
文
中
の
七
年
生
、
八
年
生
、
九
年
生
は
、
そ
れ

ぞ
れ
中
学
校
一
年
生
、
二
年
生
、
三
年
生
に
あ
た
る
。

（
４
）「
学
習
の
手
び
き
」
に
つ
い
て
大
村
が
記
述
し
た
箇
所
は

複
数
あ
る
が
、
個
人
差
に
応
じ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
い
え
ば
、

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
箇
所
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
は
じ
め
か
ら
で
き
て
い
る
子
に
は
、
手
び
き

は
い
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
す
の
に
、
教
室
の
実
際
で

は
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

わ
か
っ
て
し
ま
っ
て
手
び
き
の
い
ら
な
い
子
も
そ
う
で
な

か
わ
る
記
述
（［
№
21
］ ［
№
22
］）
の
よ
う
に
、
話
し
合
い
の

糸
口
と
す
る
効
果
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ

て
考
え
る
と
、
ど
の
点
か
ら
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
個
人

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
話
し
合
う
際
に
、
ど
の
点
か
ら
話
し

合
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
が
、

話
し
合
い
の
見
取
り
図
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
で
き
る
。

「
〇
役
割
を
終
え
た
手
び
き
」（［
№
23
］）
と
「
〇
実
習
期
間

中
の
効
果
」（［
№
24
］）
と
は
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
は
、「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」（
主

専
攻
担
当
分
）
の
中
で
活
用
さ
れ
、「
学
校
教
育
実
習
Ⅳ
」
で

指
導
を
受
け
る
た
め
の
橋
渡
し
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、［
№

23
］ 

の
記
述
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
教
育
実
習
生
の
足
が
か
り

と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
時
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、［
№
24
］ 

の
記
述
の
よ
う
に
、
実
習
校
で
指
導
を
受
け
る
際
に
、
そ
の
効

果
が
実
感
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
個
人
差
だ
け
で
な
く
、
個
人

の
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
、
手
び
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

㈢　

回
答
全
体
を
通
し
て

質
問
項
目
ⓐ
、
質
問
項
目
ⓑ
の
各
回
答
を
通
し
て
、「
教
材

研
究
の
手
び
き
」
を
用
い
な
が
ら
、
教
育
実
習
生
が
主
体
的
に

教
材
研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
判
断
で
き
る
。
た
と
え
ば 

［
№
11
］ 

の
記
述
の
よ
う
に
、「
学
校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
と
し

て
は
課
題
を
設
定
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
共
通

課
題
を
設
定
し
、
事
前
に
そ
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
上
で
、「
学

校
教
育
実
践
研
究
Ⅱ
」
に
臨
ん
だ
と
す
る
回
答
も
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
全
て
の
回
答
は
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
の
活
用
方

法
と
効
果
と
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、

こ
の
多
様
さ
は
、
教
育
実
習
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
に
お
い
て
、

自
由
に
思
考
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
点
か
ら
も
、
教
育
実
習
生
の
主
体
性
を
妨
げ
る
こ
と
な

く
、
ま
さ
し
く
「
手
び
き
」
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
が
、
教
育
実
習
生
に
と
っ

て
活
用
さ
れ
、
効
果
的
に
働
い
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
一
方
で
、
指
導
者
と
し
て
の
指
導
中
の
関
わ
り
や
観
察

か
ら
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
に
つ
い
て
今
後
も
引
き
続
き

検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
ど
の
程
度
ま
で
踏
み
込
ん
だ
記
述
を
す
る
か
」
と
い
う
点
か

ら
い
え
ば
、「
六
．
挿
絵
・
写
真
・
図
」
に
は
、
よ
り
教
科
書

の
活
用
に
目
を
向
け
さ
せ
る
た
め
、「
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
に

注
目
さ
せ
ら
れ
る
か
。」「
本
文
と
食
い
違
う
と
こ
ろ
は
な
い

か
。」
等
の
よ
り
具
体
的
な
記
述
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
、「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
で
用
い
る
言
葉
の
選
択

に
関
し
て
も
、
た
と
え
ば
、「
二
．
場
面
・
状
況
の
整
理
」
で
は
、

今
回
、「
場
面
・
状
況
」
の
中
に
「
時
」
の
意
味
を
包
括
さ
せ
、

実
習
生
自
身
が
気
づ
き
な
が
ら
教
材
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
ね

ら
っ
た
が
、
明
確
に
時
間
の
観
点
を
明
記
し
て
お
い
た
ほ
う
が
、

取
り
組
み
や
す
い
教
育
実
習
生
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
点
も
省
み
ら
れ
た
。
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い
子
も
、
本
来
、
必
要
に
応
じ
て
別
々
に
与
え
ら
れ
る
べ

き
細
か
い
手
び
き
を
、
全
員
で
一
緒
に
端
か
ら
正
答
の
よ

う
な
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
手
び
き
の
扱
い
は
、
む
だ
な
こ
と
で
す
。
全
然
い
ら
な

か
っ
た
人
、
ど
れ
と
ど
れ
が
い
る
人
、
ど
れ
だ
け
が
い
る

人
と
い
っ
た
区
別
な
し
に
、
一
題
残
さ
ず
扱
う
と
し
た
ら
、

ま
こ
と
に
重
複
の
多
い
、
く
ど
い
、
む
だ
な
学
習
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。（
大
村
は
ま
『
新
編　

教
室
を
い
き
い

き
と
２
』　

ち
く
ま
学
芸
文
庫　

一
九
九
四
年　

筑
摩
書

房　

一
九
一
頁
）

（
５
）
大
村
は
ま
『
新
編　

教
室
を
い
き
い
き
と
２
』　

ち
く
ま

学
芸
文
庫　

一
九
九
四
年　

筑
摩
書
房　

二
五
五
頁

（
６
）
大
村
は
ま
『
新
編　

教
室
を
い
き
い
き
と
２
』　

ち
く
ま

学
芸
文
庫　

一
九
九
四
年　

筑
摩
書
房　

二
五
六
頁

（
７
）
文
部
科
学
省
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年
告

示
）』（
平
成
30
年　

東
山
書
房
）
三
七
頁

（
８
）
大
村
は
ま
は
「
学
習
の
手
び
き
」
の
使
用
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
学
習
の
手
び
き
」
で
す
け
れ
ど
も
、「
手
び
き
」
に

は
、
い
ろ
ん
な
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
こ
そ
、
ま
っ
た

く
型
が
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
作
っ
て
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
合
っ
た
の
を
使
う
の
か
と
思
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
全
く
違
い

ま
す
。
そ
の
た
び
に
新
し
く
作
る
の
で
す
。
同
じ
よ
う
な

学
習
で
も
子
ど
も
が
違
い
ま
す
し
、
第
一
指
導
者
自
身
も

多
少
で
も
成
長
も
し
ま
し
ょ
う
。
時
間
や
そ
の
他
事
情
も

同
じ
で
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
、
同
じ
の
が
使
え
な
い
の

で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
一
つ
の
手
び
き
を
二
度
使
っ

た
こ
と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
大
村
は
ま
『
教
室

に
魅
力
を
』　

一
九
八
八
年　

国
土
社　

一
六
七
頁
）

「
教
材
研
究
の
手
び
き
」
は
、
大
村
の
「
学
習
の
手
び
き
」

に
着
想
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
考
え
方
を
大
切
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
准
教
授
）

１ 

研
究
の
目
的
と
方
法

藤
原
顕（2011

）は
、
教
師
教
育
に
お
け
る
「
省
察
論
的
転
回

（reflective turn

）」
に
つ
い
て
、「
教
師
教
育
の
焦
点
を
、
理

論
や
技
術
の
習
得
か
ら
実
践
を
巡
る
省
察
へ
と
転
回
さ
せ
る
」

も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（p.100

）。
近
年
の
教
育
実
習

に
関
す
る
先
行
研
究
を
見
て
も
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
組
み

込
ん
だ
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
う
馬

野
範
雄
他（2015

）や
、
教
育
実
習
を
経
験
し
た
学
生
の
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
す
る
力
の
実
態
を
検
討
し
た
川
口
諒
他（2017

）な
ど
、

省
察（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
も
の
が
少
な

く
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、技
術
的
合
理
性
を
求
め
ら
れ
る「
技

術
的
熟
達
者
」
か
ら
「
省
察
的
実
践
家
」
へ
と
教
師
と
い
う
専

門
職
を
捉
え
る
視
点
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
促
す
こ
と
に
な
っ

たD
onald A

.Schön

（1983

）の
議
論
や
、リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
起
し
たFred K

orthagen

（ed.

）（2001

）の

議
論
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
中
で
、K

orthagen

は
「
グ
ル
ー
プ
学
習
は
省
察
を
促

進
す
る
う
え
で
不
可
欠
」
で
あ
る
と
述
べ
、「
協
働
的
省
察
」

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る（p.152

）。
一
方
、
村
井
潤（2015

）

は
、K

orthagen

の
議
論
を
承
け
た
上
で
、
特
に
体
育
科
を
中

心
と
し
た
日
本
の
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
、「
教
育
実
習
に
お

い
て
実
習
生
同
士
が
ど
の
よ
う
な
集
団
的
な
学
習
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
の
研
究
は
管

見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る（p.251

）。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
国
語
科
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
省
察
的
実

践
家
へ
の
道
の
り
に
あ
る
教
育
実
習
に
お
い
て
、
そ
の
協
同
的

な
活
動
の
中
で
の
省
察
を
支
援
す
る
た
め
の
理
論
・
方
法
に
つ

教
育
実
習
生
の
事
後
的
省
察
を
支
援
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
─
事
後
指
導
に
お
け
る
協
同
的
な
活
動
の
批
判
的
検
討
を
通
し
て
─

冨
　
安
　
慎
　
吾
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考
察
す
る
こ
と
は
、
新
任
教
師
や
教
育
実
習
生
の
み
な
ら
ず
、

経
験
を
経
た
教
師
に
と
っ
て
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
教

師
に
過
剰
な
意
識
を
求
め
、
実
践
の
自
然
な
流
れ
を
損
な
う

帰
結
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。（p.178

）

同
様
の
主
張
は
、Fred K

orthagen

（ed.

）（2001

）に
お
い

て
も
、「
あ
ま
り
意
識
的
で
な
い
状
態
で
種
々
雑
多
な
何
百
も

の
決
断
を
下
し
な
が
ら
教
師
は
授
業
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
省
察
す
る
こ
と
は
ほ
ん
の
数
回
し
か
な
い
、
と
私
た
ち
は

考
え
る
の
で
す
」（p.230

）と
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
④
の
事
後
的
省
察
の
意
義
は
、
村
井
尚
子

（2015b

）に
お
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
行
為
が
、
本
当
に
子
ど
も
の
未
来
を
見
据
え
た
時
に

善
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
、
他
に
も
っ
と
適
切
な
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
行
為
の

後
に
な
っ
て
か
ら
振
り
返
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
が
目
の
前
か
ら
い
な
く
な
っ
た
放
課
後
、
あ
る
い

は
帰
宅
後
に
、
そ
の
日
の
出
来
事
を
振
り
返
り
、
行
為
に
つ

い
て
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
同
僚
や
友
人
と
共
に
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
こ
と
で
、
自
ら
の
行
為
の
前
提
と

な
っ
て
い
る
子
ど
も
観
や
教
育
観
に
つ
い
て
現
象
学
的
な
態

度
で
捉
え
直
し
、
熟
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
に
同
じ
よ

う
な
状
況
に
で
あ
っ
た
際
に
、
よ
り
タ
ク
ト
豊
か
に
（
子
ど

も
の
善
に
向
け
て
瞬
時
の
判
断
を
行
な
い
つ
つ
）
行
為
で
き

る
教
師
へ
と
成
長
し
て
い
く
。（p.185

）

事
後
的
省
察
は
、
実
践
の
さ
な
か
に
は
十
分
に
省
察
で
き
な

い
こ
と
が
ら
を
省
察
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
次
の
実
践
に

お
け
る
判
断
に
向
け
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

２
の
２ 

省
察
の
対
象
と
内
実

そ
れ
で
は
、
こ
の
事
後
的
省
察
に
お
い
て
は
、
何
が
省
察
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
参
考
に
な
る
の
が
、
久
保
研
二
・
木

原
成
一
郎（2013

）で
あ
る
。
久
保
ら
は
、
教
師
教
育
に
お
け
る

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
概
念
に
つ
い
てSchön

の
議
論
を
通
し
て
検

討
す
る
中
で
、Schön

の
述
べ
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
＝
省
察
が
、

主
に
「
行
為
の
中
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
行
為
の
中
の
省
察
）

を
対
象
と
し
て
「
行
為
に
つ
い
て
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
行

為
の
中
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
事
後
的
に
言
葉
に
し
た
り
、
行

為
の
中
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
な
か
っ
た
出
来
事
を
言
葉
に

し
た
り
、
そ
の
言
葉
に
し
た
も
の
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
＝
事
後
的
省
察
）を
行
う
こ
と
を
重
視
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る（p.91

）。
ま
た
、
省
察
の
対
象

に
つ
い
て
、〈
自
己
の
実
践
〉
だ
け
で
は
な
く
、〈
他
者
の
実
践
〉

や
〈
理
論
〉
を
含
め
た
三
種
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
る（p.92

）。

で
は
、
こ
れ
ら
三
種
を
対
象
と
し
た
省
察
は
そ
の
内
実
と
し

て
何
を
省
察
す
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
再
び
村
井
尚
子（2015a

）を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

村
井
は
ヴ
ァ
ン
＝
マ
ー
ネ
ン
が
示
す
省
察
の
四
つ
の
水
準
を
示

し
て
い
る
。

（
１
）一
部
は
慣
習
化
さ
れ
、
ま
た
一
部
は
ル
ー
チ
ン
化
さ
れ
、

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
実
習
生
同
士
の
協
同
的
な
活
動
の

う
ち
、
特
に
教
育
実
習
を
終
え
て
大
学
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
行

う
事
後
指
導
に
お
け
る
活
動
に
注
目
し
、
そ
こ
で
の
事
後
的
省

察
を
ど
の
よ
う
に
支
援
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
事
後
指
導
に
注
目
す
る
の
は
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
事
後

的
省
察
が
、
教
育
実
習
生
が
自
身
の
フ
レ
ー
ム
を
省
察
す
る
上

で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る（
詳
し

く
は
後
述
す
る
）。

検
討
は
次
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
。

① 

事
後
的
省
察
に
つ
い
て
理
論
的
に
検
討
す
る
。

② 

①
に
基
づ
い
て
事
後
的
省
察
を
支
援
す
る
方
法
を
検
討

す
る
た
め
の
観
点
を
設
定
す
る
。

③ 

既
存
の
教
育
実
習
の
事
後
指
導
に
お
け
る
学
習
活
動
に

つ
い
て
、
②
に
基
づ
い
て
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、

設
定
し
た
観
点
が
機
能
す
る
か
を
検
証
す
る
。

２ 

事
後
的
省
察
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
検
討

事
後
的
省
察
に
つ
い
て
、
理
論
的
に
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
こ
で
は
、
①
省
察
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
②

省
察
の
対
象
と
内
実
、
の
二
点
か
ら
検
討
す
る
。

２
の
１ 

省
察
の
タ
イ
ミ
ン
グ

ま
ず
、
省
察
に
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
考
え
ら
れ
る

か
。
村
井
尚
子（2015a

）は
、
ヴ
ァ
ン
＝
マ
ー
ネ
ン
に
よ
る
省

察
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
分
類
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い

る
。

ヴ
ァ
ン
＝
マ
ー
ネ
ン
は
時
間
性
か
ら
み
た
反
省
性

（reflectivity

）に
つ
い
て
次
の
四
つ
に
分
類
し
て
論
じ
る
。

①
予
期
的
な
省
察（
引
用
者
略
）

②m
indfulness

（
心
が
常
に
状
況
の
う
ち
に
あ
り
続
け
る
）

（
引
用
者
略
）

③
活
動
的
あ
る
い
は
相
互
行
為
的
省
察（
引
用
者
略
）

④
事
後
的
省
察（
引
用
者
略
）

こ
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ン
＝
マ
ー
ネ
ン
は
行
為
と
省
察
と
の
関

係
を
時
間
性
の
観
点
か
ら
、
①
の
行
為
の
前
に
行
わ
れ
る
省

察
と
②
お
よ
び
③
の
行
為
の
中
で
の
省
察
、
④
の
行
為
の
後

の
省
察
の
３
つ
に
大
別
し
て
い
る
。（p.176

）

ヴ
ァ
ン
＝
マ
ー
ネ
ン
の
示
し
た
四
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
う
ち
、

教
育
実
習
の
事
後
指
導
に
お
け
る
省
察
は
「
④
事
後
的
省
察
」

に
あ
た
る
。
で
は
、
こ
の
事
後
的
省
察
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。

四
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
う
ち
、
②
③
は
、Schön

を
参
照
す

る
議
論
で
は
、「
行
為
の
中
の
省
察 

（reflection-in-action

）」

と
し
て
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
村
井
は

「
行
為
の
中
の
省
察
」
を
重
視
し
す
ぎ
る
こ
と
は
、「
実
践
の
自

然
な
流
れ
を
損
な
う
」
も
の
と
し
て
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
。

教
室
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
最
中
に
自
分
が
「
な
ぜ
、
そ

し
て
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
を
常
に
意
識
し
、
そ
の
「
行

為
の
ね
ら
い
」
や
「
方
法
」
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
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がK
orthagen

を
参
照
し
な
が
ら
「
フ
レ
ー
ム
」
と
呼
ぶ
も

の
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
細
川
は
、K

orthagen

が

実
践
知
と
し
て
述
べ
る
「
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
」「
ス
キ
ー
マ
」「
理

論
」を
整
理
し
、こ
れ
を
総
称
し
て「
フ
レ
ー
ム
」と
呼
ん
だ
。「
フ

レ
ー
ム
」
に
つ
い
て
細
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
省
察
の
過
程

で
そ
れ
を
見
つ
め
直
す
意
義
を
指
摘
し
て
い
る
。

フ
レ
ー
ム
は
教
師
の
児
童
観
・
教
師
観
・
教
育
観
と
い
っ

た
教
育
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、
教
師
が
今
ま
で
生
き
て
き

た
人
生
観
・
生
活
観
、
ま
た
は
信
念（belief

）な
ど
に
よ
っ

て
包
括
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
教
師
の
フ
レ
ー
ム
を
行
為

か
ら
明
確
に
し
、
そ
れ
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
よ
り
、
深
め

て
い
く
。
そ
の
深
め
た
フ
レ
ー
ム
で
ま
た
実
践
を
見
つ
め
直

し
て
み
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
根
本
的
な
変
容
を
長

期
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。（p.24

）

先
に
見
た
よ
う
に
、〈
自
己
の
実
践
〉
や
〈
他
者
の
実
践
〉

以
外
に
〈
理
論
〉
を
省
察
の
対
象
と
し
う
る
の
も（
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
も
）、
最
も
深
い
深
度
の
省
察（
メ

タ
レ
ヴ
ェ
ル
の
省
察
）で
は
フ
レ
ー
ム
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

必
要
だ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
原
顕（2018

）は
、
教
師
が

既
存
の
「
規
範
・
処
方
理
論
」
を
用
い
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、「
そ
う
し
た
理
論
を
そ
の
ま
ま
機
械
的
に
自
ら
の
実
践
に

当
て
は
め
て
い
く
わ
け
で
は
な
」
く
、「
自
身
の
実
践
知
」（
＝

フ
レ
ー
ム
）に
基
づ
い
て
、「
外
在
的
な
資
源
と
し
て
の
理
論
を

解
釈
し
な
が
ら
、
自
ら
の
状
況
に
合
う
よ
う
に
そ
れ
を
利
用
し

て
い
く
」（p.57

）こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
外
部
の
理
論
＝〈
理

論
〉
の
借
用
・
専
有
の
過
程
の
中
で
フ
レ
ー
ム
が
変
容
し
て
い

く
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
渡
辺
貴
裕（2018

）は
、「
実
践
の
中
の
理
論
」（
＝

フ
レ
ー
ム
）の
変
容
は
、「
実
際
の
教
室
で
す
で
に
取
り
組
ま
れ

た
実
践
事
例
を
も
と
に
、
そ
の
解
釈
を
深
め
る
と
い
う
形
」
で

行
う
だ
け
で
は
難
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
仮
想
的

な
実
践
の
場
に
お
い
て
省
察
を
行
う
こ
と
の
可
能
性
を
述
べ
て

い
る（p.74

）。〈
自
己
の
実
践
〉
や
〈
他
者
の
実
践
〉
は
実
際

に
学
習
者
を
前
に
し
た
実
践
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
事
後
的
省
察
は
、
Ａ
「
そ
の
最
も
深
い

深
度
で
は
フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
を
目
指
す
も
の
」
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
、
Ｂ
「〈
自
己
の
実
践
〉〈
他
者
の
実
践
〉〈
理
論
〉

を
対
象
と
す
る
こ
と
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

３ 

事
後
的
省
察
を
支
援
す
る
た
め
の
観
点
の
設
定

そ
れ
で
は
、
そ
の
支
援
の
た
め
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

事
後
的
省
察
が
、〈
自
己
の
実
践
〉
の
み
な
ら
ず
〈
他
者
の

実
践
〉
や
〈
理
論
〉
を
対
象
と
し
う
る
以
上
、
省
察
は
協
同
的

な
活
動
と
し
て
も
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。久
保
・
木
原（2013

）

は
、〈
自
己
の
実
践
〉
以
外
に
対
す
る
省
察
は
「
起
こ
り
に
く
い
」

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
そ
れ
を
起
こ
す
た

め
に
は
、（
１
）省
察
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
「
課
題
提
示
が
重

ま
た
一
部
は
直
観
的
、
前
反
省
的
、
あ
る
い
は
準
反
省
的
な

合
理
性
に
基
づ
く
日
常
的
な
思
考
と
行
為
─
我
々
の
日
常
の

生
の
う
ち
に
組
み
込
ま
れ
た
常
識
的
な
考
察
と
行
為
の
水
準
。

（
２
）偶
発
的
か
つ
限
定
的
な
仕
方
で
行
わ
れ
る
日
常
生
活
に

お
け
る
実
践
的
な
諸
経
験
へ
の
省
察
─
自
分
の
経
験
を
言
葉

に
置
き
換
え
た
り
、
自
分
の
行
為
に
説
明
を
加
え
た
り
す
る
。

出
来
事
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
話
し
た
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を

語
っ
た
り
、
経
験
則
や
実
践
的
な
原
則
、
す
る
べ
き
こ
と
と

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
い
っ
た
、
限
定
的
な
洞
察
を
定
式

化
し
た
り
す
る
。

（
３
）よ
り
体
系
的
か
つ
継
続
的
な
仕
方
で
の
自
分
自
身
や
他

者
の
経
験
へ
の
省
察
─
日
常
的
な
行
為
へ
の
理
論
的
な
理
解

や
批
判
的
洞
察
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
す
。
省
察
の
対
象
で

あ
る
現
象
に
さ
ら
に
意
味
を
付
与
す
る
た
め
に
既
存
の
理
論

が
使
用
さ
れ
る
。

（
４
）自
分
た
ち
が
理
論
化
の
形
式
を
省
察
す
る
そ
の
仕
方
へ

の
省
察
─
知
識
の
本
性
、
つ
ま
り
知
識
が
行
為
に
お
い
て
い

か
に
機
能
す
る
か
、
自
分
た
ち
の
実
践
的
な
行
為
を
能
動
的

に
理
解
す
る
際
に
い
か
に
知
識
が
適
用
可
能
か
と
い
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
我
々
は
よ
り
自
己
反
省
的
に
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
教
育
者
に
と
っ
て
は
、
よ
り
思
慮
深
く
、
反
省

的
に
行
為
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
反
省
的
な
経
験
や
我
々

が
用
い
て
い
る
知
識
の
型
の
本
性
と
意
義
を
理
解
す
る
た
め

に
も
重
要
と
な
る
。（pp.180-181

）

村
井
は
こ
の
う
ち（
３
）お
よ
び（
４
）を
繰
り
返
す
こ
と
を

「
メ
タ
レ
ヴ
ェ
ル
の
省
察
」
と
呼
び
、
こ
れ
ら
が
「
教
育
的
タ

ク
ト
」
＝
「
身
体
に
身
に
つ
い
た
知
」（p.180

）を
身
に
つ
け

る
た
め
に
「
大
き
な
意
味
を
持
つ
」
と
指
摘
す
る
。

現
象
学
的
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
我
々
は
自
然
的
態
度
の

う
ち
に
日
常
を
過
ご
し
て
お
り
、
既
存
の
理
論
に
よ
っ
て
子

ど
も
や
状
況
を
見
る
見
方
か
ら
は
な
か
な
か
離
れ
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
我
々
が
子
ど
も
に
と
っ
て
こ

う
す
る
こ
と
が
善
で
あ
る
と
考
え
行
為
し
て
い
る
そ
の
行
為

の
う
ち
に
は
、
あ
る
種
の
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た
我
々
自
身

の
前
判
断
、
前
理
解
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
と
と
も
に
あ
る
生
活
世
界
の
具
体
的
な
状
況
に
お
い

て
我
々
が
行
な
っ
た
行
為
、
我
々
の
判
断
に
、
ど
の
よ
う
な

価
値
づ
け
が
内
在
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
自
明
化
し
た
前
判

断
、前
理
解
を
括
弧
に
入
れ
る
現
象
学
的
な
態
度
で
省
察（
現

象
学
の
用
語
で
い
え
ば
現
象
学
的
反
省
）を
行
な
う
こ
と
で
、

そ
の
状
況
を
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
経
験
し
て
い
る
の
か
が

明
る
み
に
出
さ
れ
、
我
々
自
身
の
価
値
に
対
す
る
態
度
、
思

考
枠
組
み
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。（p.181

）

メ
タ
レ
ヴ
ェ
ル
の
省
察
は
、「
現
象
に
さ
ら
に
意
味
を
付
与

す
る
た
め
に
既
存
の
理
論
」
を
使
う（
３
）の
水
準
の
省
察
と
、

「
既
存
の
理
論
」
＝
「
我
々
自
身
の
価
値
に
対
す
る
態
度
、
思

考
枠
組
み
」
自
体
を
見
直
す（
４
）の
水
準
と
を
繰
り
返
し
行
っ

て
い
く
こ
と
で
実
行
さ
れ
る（p.181

）。

こ
こ
で
村
井
が
述
べ
て
い
る
「
既
存
の
理
論
」
＝
「
価
値
に

対
す
る
態
度
、思
考
枠
組
み
」
に
つ
い
て
は
、細
川
太
輔（2013

）
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こ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、「
別
様
の
可
能

性
」
を
知
る
こ
と
を
含
む
活
動
と
し
て
山
口
が
示
し
て
い
る
の

が
看
護
教
育
の
領
域
で
行
わ
れ
て
き
た
「
プ
ロ
セ
ス
レ
コ
ー

ド
」
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
教
育

場
面
で
起
こ
っ
た
児
童
生
徒
の
言
動
に
つ
い
て
、
実
習
生
が
感

じ
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
や
言
動
、
分
析
・
考
察
を
記
述
す

る
こ
と
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、
そ
れ
を
元
に
他
者
と
経
験
を

共
有
し
た
り
、
自
分
の
傾
向
性
を
知
っ
た
り
す
る
こ
と
が
ね
ら

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
藤
原（2011

）が
、
教
育
場
面
で
起

こ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
事
後
的
に
記
述（
叙
述
）す
る
こ
と
を

「
物
語
化
」
と
し
て
着
目
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。

藤
原
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
叙
述
」
は
、
実
践
経
験
の
中
か
ら
、
行
為

の
中
の
省
察
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
を
物
語
化
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
物
語
化
と
は
、
行
為
の
中
の
省
察

に
お
い
て
経
験
さ
れ
た
種
々
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
描
写

し
、
そ
れ
ら
を
意
味
付
け
関
連
付
け
て
い
く
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
う
し
た
行
為
の
中
の
省
察
に
お
け
る
問
題
の
設
定
と

そ
れ
へ
の
対
応
と
い
っ
た
経
験
の
物
語
化
は
、
行
為
の
中
の

省
察
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
を
理
解
可
能
に
し
て
い

く
点
で
、
重
要
な
試
み
だ
と
見
な
せ
る
。（pp.108-109

）

こ
の
よ
う
な
「
物
語
化
」
に
着
目
し
た
議
論
に
は
島
田
希

（2009

）な
ど
、「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
に
関
す
る
方
法
論
を
巡
る
研

究
が
見
ら
れ
る
。

教
師
た
ち
は
自
ら
の
知
識
を
た
び
た
び
逸
話
や
物
語
と

い
っ
た
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
モ
ー
ド
に
よ
っ
て
表
現
し
、
交
換
す

る
。（p.14

）

島
田
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
モ
ー
ド
に
よ
る

「
物
語
化
」
は
教
師
の
熟
達
に
お
い
て
、
そ
の
省
察
を
支
え
る

重
要
な
行
為
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
元
に
す
る
と
、
事
後
的
省
察
の
た
め
の
学
習
活
動

は
、
問
題
状
況
か
ら
問
題
の
設
定
を
め
ぐ
る
物
語
を
他
者
と
と

も
に
語
る
学
習
活
動
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

整
理
す
る
と
、
以
上
で
設
定
し
た
観
点
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
事
後
的
省
察
は
次
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

Ａ 

そ
の
最
も
深
い
深
度
で
は
フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、

Ｂ
〈
自
己
の
実
践
〉〈
他
者
の
実
践
〉〈
理
論
〉
を
対
象
と
す

る
こ
と

そ
し
て
、
こ
の
性
質
を
備
え
た
学
習
活
動
は
次
の
よ
う
に
組

織
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

Ｃ 

課
題
提
示
と
し
て
、
教
育
実
習
に
お
け
る
問
題
状
況
か
ら

問
題
設
定
を
行
う
こ
と
を
促
し
、

Ｄ 

学
習
活
動
と
し
て
、
他
者
と
と
も
に
教
育
実
習
に
お
け
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
物
語
化
を
行
う
こ
と
を
促
す
こ
と

観
点
Ｂ
Ｃ
Ｄ
は
、
観
点
Ａ
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と

な
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
四
つ
の
観
点
を
も
と
に
、
既
存
の
事

後
指
導
に
お
け
る
活
動
を
批
判
的
に
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
観
点

が
分
析
の
観
点
と
し
て
機
能
す
る
か
を
検
証
す
る
。

要
に
な
っ
て
く
る
」
と
と
も
に
、（
２
）「
他
者
と
の
対
話
を
行

い
、
他
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
自
分
が
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
課
題
に
関
す
る
気
づ
き
や
疑
問
が
生
ま
れ
て
き
て
、
学
習
へ

の
姿
勢
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
」（p.93

）と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
と
お
り
、Fred 

K
orthagen

（ed.
）（2001

）も
「
他
の
実
習
生
た
ち
と
経
験
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
構
造
化
し
や
す
く
な
る
と

同
時
に
、
経
験
に
関
す
る
他
人
の
分
析
と
自
分
自
身
の
分
析
を

比
較
す
る
こ
と
で
、
経
験
の
と
ら
え
方
を
新
し
く
発
見
で
き

る
」
と
述
べ
て
い
る（p.152
）。
教
育
実
習
の
事
後
指
導
に
お

い
て
協
同
的
な
活
動
を
必
要
と
す
る
の
も
、
こ
こ
に
根
拠
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

① 

省
察
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
活
動
の
課
題
提
示
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
有
効
か
。

②
「
他
者
と
の
対
話
を
行
い
、
他
者
の
意
見
を
聞
く
」
よ

う
な
学
習
活
動
は
ど
の
よ
う
に
組
織
で
き
る
か
。

３
の
１ 

課
題
提
示
と
い
う
観
点

山
口
恒
夫（2008

）は
、Schön

の
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
、

「
問
題
状
況
」
か
ら
「
問
題
の
設
定
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
省
察
的
実
践
家
と
し
て
の
発
達
に
お
い
て

必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
れ
は
、「
問
題
の
解
決
」
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
た
「
問

題
の
設
定
」
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
そ
「
省
察
的
実
践
」
の
意
味
が
浮
か
び
上
が

る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
現
実
世
界
の
実
践
で
は
、

問
題
は
は
じ
め
か
ら
実
践
家
に
所
与
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
」
と
か
、「
現
実
世
界
の
実
践
的
問
題
は
実

践
家
に
対
し
て
明
確
な
構
造
物
と
し
て
現
前
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
」
と
い
う
表
現
で
表
さ
れ
て
い
る
。（p.2

）

こ
こ
で
は
、「
問
題
の
設
定
」
と
は
、「
あ
る
志
向
の
も
と
に

事
象
を
「
名
づ
け（nam

e

）」、「
枠
組
み
を
あ
た
え
る（fram

e

）」

過
程
に
他
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
る（p.5

）。
こ
の
山
口
の
議
論

を
引
き
受
け
た
藤
原
顕（2011

）で
は
、
こ
の
こ
と
が
具
体
的
な

省
察
場
面
を
も
と
に
例
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
を
参
照
し
た
と
き
、
事
後
的
省
察
を
生
起

さ
せ
る
よ
う
な
課
題
提
示
は
、実
習
生
に「
問
題
状
況
」か
ら「
問

題
の
設
定
」
を
行
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
に
な
る
。

３
の
２ 

学
習
活
動
と
い
う
観
点

そ
れ
で
は
、「
問
題
状
況
」
か
ら
「
問
題
の
設
定
」
を
行
わ

せ
る
よ
う
な
学
習
活
動
に
お
い
て
、
他
者
と
の
協
同
的
な
活

動
は
ど
の
よ
う
に
組
織
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
山
口

（2008

）の
指
摘
を
参
考
に
し
て
み
よ
う
。

他
の
実
習
生
と
の
議
論
に
よ
っ
て
「
別
様
の
可
能
性
」
を

知
る
。
こ
れ
ら
の
段
階
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
適
切
な

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
学
生
相
互
の
省
察
の
共
有
と
他
者
の

異
な
っ
た
視
点
に
出
会
う
こ
と
で
あ
る
。（p.7

）

こ
こ
で
は
、
他
者
と
の
共
同
的
な
事
後
的
省
察
に
よ
っ
て
、

「
別
様
の
可
能
性
」
に
接
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
省
察
が
起
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呼
ぶ
）で
構
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の
全
体
は
表
一
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

表
一　

国
語
科
授
業
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー
ン
一
覧

01
ね
が
い
の
羅
針
盤

09 

ゆ
さ
ぶ
り
の
し
か
け

02 

活
動
の
意
味
の
検
討

10 

個
と
全
体
の
往
還

03 

存
在
感
の
あ
る
め
あ
て

11 

言
葉
つ
な
ぎ

04 

渇
望
感
の
あ
る
導
入

12 

学
習
可
能
性
の
探
索

05 

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
意
識

13 

遍
在
す
る
教
材

06 

発
見
の
デ
ザ
イ
ン

14 

目
に
み
え
る
道
し
る
べ

07 

ふ
り
か
え
り
エ
ン
ジ
ン

15 

言
葉
の
水
量
調
節

08 

思
考
を
生
む
問
い

16 

思
考
の
交
通
整
理

【
渇
望
感
の
あ
る
導
入
】
や
【
存
在
感
の
あ
る
め
あ
て
】
な

ど
の
言
葉
は
方
略（
パ
タ
ー
ン
）の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
パ
タ
ー

ン
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
で
は
方
略
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

出
来
事
を
物
語
る
際
に
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
語
彙
と
し
て
使
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
個
々
の
パ
タ
ー
ン
は
、
次

頁
の
図
の
よ
う
に
、
ね
ら
い
た
い
学
習
の
姿
を
考
え
た
と
き
に
、

そ
の
背
景
を
原
因
と
し
て
起
こ
る
［
問
題
］
を
［
解
決
］
す
る

構
造
を
取
っ
て
い
る
。

省
察
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
用
い
た
パ
タ
ー
ン
ラ
ン
ゲ
ー
ジ

は
、
問
題
発
見
・
問
題
解
決
の
構
造
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
教
育
実
習
に
お
け
る
問
題
状
況
か
ら
の
問
題
設
定
を
促
し

た
と
考
え
ら
れ
る（
観
点
Ｃ
）。
ま
た
、
活
動
は
異
学
年
異
学
級

を
担
当
し
た
実
習
生
と
と
も
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
、〈
他
者
の

実
践
〉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
も
省
察
す
る
機
会
に
な
っ
て

お
り
、
加
え
て
、
教
育
実
習
の
文
脈
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
、

パ
タ
ー
ン
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
が
示
す
〈
理
論
〉
と
出
会
う
機
会
で
も

あ
っ
た（
観
点
Ｂ
・
Ｄ
）。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
し
か
け
は
、
フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
を

目
指
す
こ
と（
観
点
Ａ
）に
つ
い
て
は
支
援
し
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

４
の
２ 

事
後
指
導
の
実
際

こ
こ
で
は
、
実
習
生
阿
土（
仮
名
）に
着
目
し
、
阿
土
が
活
動

の
中
で
ど
の
よ
う
な
省
察
を
行
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
こ
と
で
、
活
動
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
に
つ

い
て
の
批
判
的
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
検

討
に
は
、
阿
土
が
参
加
し
た
二
回
の
話
し
合
い
を
文
字
に
起
こ

し
た
も
の
と
、
阿
土
の
ふ
り
か
え
り
レ
ポ
ー
ト
を
用
い
る
。

阿
土
は
教
育
実
習
で
は
六
年
生
を
担
当
し
、
教
材
「『
鳥
獣

戯
画
』
を
読
む
」
を
用
い
た
単
元
に
取
り
組
ん
だ
。
事
前
課
題

に
お
い
て
は
、
特
に
よ
く
行
っ
た（
行
お
う
と
し
た
）も
の
と
し

て
【
渇
望
感
の
あ
る
導
入
】
と
【
言
葉
の
水
量
調
節
】
を
、
特

に
こ
れ
は
難
し
い（
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
）も
の
と
し
て
【
ゆ

さ
ぶ
り
の
し
か
け
】と【
学
習
可
能
性
の
探
索
】を
選
ん
で
い
た
。

話
し
合
い
の
中
で
は
、
特
に
【
渇
望
感
の
あ
る
導
入
】
と
そ

れ
に
つ
な
が
る
【
存
在
感
の
あ
る
め
あ
て
】
が
話
題
と
な
っ
た
。

阿
土
が
属
す
る
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
よ
う
に
議
論
を
行
っ
た
か
を

見
て
み
た
い
。

４ 

批
判
的
考
察
に
よ
る
検
証

４
の
１ 

事
後
指
導
の
概
要

批
判
的
考
察
の
対
象
と
す
る
教
育
実
習
の
事
後
指
導
の
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
実
施
者
は
稿
者
で
あ
る
。

実
施
：
２
０
１
５
年
１
１
月
２
０
日
（
小
学
校
実
習
四
週
間
お

よ
び
中
学
校
実
習
一
週
間
を
終
え
た
後
）

対
象
：
Ａ
大
学
教
育
学
部
三
年
生
一
八
名
（
い
ず
れ
も
小
学

校
に
お
い
て
国
語
科
の
授
業
を
三
人
一
組
で
行
っ
た
者
。

配
当
ク
ラ
ス
は
一
年
～
四
年
、
六
年
に
分
散
し
て
い
る
）

方
法
：
事
前
課
題
と
し
て
次
の
こ
と
を
課
し
た
。

①
「
国
語
の
授
業
を
行
っ
て
考
え
た
こ
と
」
と
し
て
、「
国

語
科
授
業
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー
ン
」（
後
述
）か
ら
三
点
を
選

ん
で
、
ふ
り
か
え
り
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
こ
と
。

②
「
国
語
科
授
業
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー
ン
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
問
題
が
わ
か
る
か
」「
解
決
が
わ
か
る
か
」「
重

要
だ
と
思
う
か
」
に
つ
い
て
「
１
…
わ
か
る
／
重
要
だ
と

思
う
」
～
「
７
…
わ
か
ら
な
い
／
重
要
だ
と
思
わ
な
い
」

の
七
件
か
ら
選
択
し
、
回
答
す
る
こ
と
。

③
「
国
語
科
授
業
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー
ン
」
か
ら
、「
よ
く
行
っ

た
（
行
お
う
と
し
た
）
も
の
」「
難
し
い
（
や
り
方
が
わ

か
ら
な
い
）
も
の
」
を
そ
れ
ぞ
れ
二
点
ず
つ
選
択
し
、
回

答
す
る
こ
と
。

当
日
の
活
動
で
は
②
③
の
回
答
と
配
当
ク
ラ
ス
を
元
に
グ

ル
ー
プ
分
け
を
行
い
、「
同
じ
配
当
ク
ラ
ス
の
実
習
生
が
同
じ

グ
ル
ー
プ
に
な
ら
な
い
」「
行
っ
た
パ
タ
ー
ン
の
傾
向
が
異
な

る
者
同
士
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
る
」
よ
う
に
し
た
。
ひ
と
つ

の
グ
ル
ー
プ
は
三
人
～
四
人
で
構
成
し
、
活
動
は
次
の
よ
う
に

行
っ
た
。

① 

あ
ら
た
め
て
「
国
語
科
授
業
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー
ン
」
に
目

を
通
し
、
特
に
話
題
に
し
た
い
こ
と
を
考
え
る
。

② 

一
回
目
の
話
し
合
い
を
行
う
（
二
○
分
）

③ 

グ
ル
ー
プ
を
変
え
、二
回
目
の
話
し
合
い
を
行
う（
一
五
分
）

④ 

話
し
合
い
を
踏
ま
え
て
ふ
り
か
え
り
レ
ポ
ー
ト
を
改
稿
す
る
。

話
し
合
い
は
、
特
に
結
論
を
求
め
る
も
の
と
は
せ
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
を
課
し
た
。

ま
た
、
二
回
目
の
話
し
合
い
で
は
、
一
回
目
の
話
し
合
い
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
メ
ン
バ
ー
の
グ
ル
ー
プ
に
な
る
よ
う
に
し
た

（
同
じ
配
当
ク
ラ
ス
の
実
習
生
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
た
）。

こ
の
活
動
で
は
省
察
を
支
援
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
国
語

科
授
業
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー
ン
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
国
語

科
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
方
略
の
一
部
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、

実
習
生
に
外
部
の
〈
理
論
〉
を
提
示
す
る
役
割
を
担
う
と
と
も

に
、〈
自
己
の
実
践
〉
を
物
語
る
た
め
の
言
葉
を
提
示
す
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
方
略
の
記
述
に
は
、
パ
タ
ー
ン
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
と
い
う
方
法
を
用
い
て
お
り
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
方
略
記

述
の
先
行
例
と
し
て
は
、Pedagogical Patterns Editorial 

Board

（2012
）が
代
表
的
で
あ
る
。
事
後
指
導
で
使
用
し
た
も

の
は
一
六
の
パ
タ
ー
ン
（
個
々
の
方
略
の
こ
と
を
パ
タ
ー
ン
と



― 117 ― ― 116 ―

て
】
と
が
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、「
め
あ
て

さ
え
立
て
れ
ば
」
う
ま
く
い
く
と
思
っ
て
い
た
考
え
方
が
、「
子

ど
も
た
ち
が
や
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
と
つ
な
が
る
め
あ
て

と
し
て
出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
へ
と
変

化
し
た
こ
と
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
い
た
の
は
、
実
習
生
Ｂ（
二
年
生
配
当
）と
実
習
生

Ｃ（
一
年
生
配
当
）で
あ
る
。

阿
土
は
「
俺
、
全
然
で
き
ん
く
っ
て
、
こ
の
【
渇
望
感
の
あ

る
導
入
】
が（
Ｃ
：
あ
ー
）。
あ
の
、め
あ
て
を
出
す
た
め
の（
Ｃ
：

う
ん
）説
明
の
時
間
み
た
い
な
」（1-55

）と
述
べ
、「
め
あ
て
を

出
す
」
こ
と
を
そ
の
時
間
の
導
入
の
問
題
と
し
て（「
説
明
の
時

間
」
の
問
題
と
し
て
）語
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
実
習
生

Ｃ
は
次
の
よ
う
に
自
分
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
た
。

（C 1-56

）自
分
た
ち
の
と
き
に
意
識
し
て
い
た
の
が
、
あ
の
、

つ
な
が
り
が
あ
る
と
き
、
二
時
間
目
と
か
、
単
元
の
二
時
間

目
と
か
三
時
間
目
に
関
し
て
は
、
そ
の
前
の
単
元
で
、
も
う
、

次
に
取
り
扱
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
、
何
か
、
導
入
を
、
も

う
、
先
に
考
え
て
お
い
て
、
そ
の
、
そ
こ
に
、
子
ど
も
た
ち

が（
阿
土
：
あ
ー
）そ
れ
を
知
り
た
い
っ
て
、
最
後
に
、
そ
の
、

2
時
間
目
に
そ
う
い
う
導
入
を
し
た
か
っ
た
ら（
阿
土
：
う

ん
）、
1
時
間
目
の
最
後
に
、
例
え
ば
、「
キ
ツ
ネ
の
子
っ
て
、

何
で
汚
し
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
ズ
ボ
ン
」
と
か
（
阿

土
：
あ
ー
）
い
う
の
を
最
後
に
考
え
て
、
ち
ょ
っ
と
尻
切
れ

と
ん
ぼ
み
た
い
な
感
じ
に
し
て
、
次
の
時
間
の
導
入
で
、
何

か
、「
こ
の
間
、
こ
う
い
う
話
で
止
ま
っ
て
い
た
け
ど
」
っ

て
、「
き
ょ
う
、
ど
う
す
る
？
」
み
た
い
な（
阿
土
：
ふ
ー
ん
）。

そ
し
た
ら
、
案
外
、
い
や
い
や
、
そ
れ
何
か
知
り
た
い
、「
私
、

家
、
帰
っ
て
、
分
か
っ
た
よ
、
そ
れ
」
っ
て
出
て
く
る
か
ら
、

「
じ
ゃ
、
そ
れ
、
調
べ
よ
う
か
」
み
た
い
な
感
じ
で
（
阿
土
：

へ
ー
）
し
て
い
た
な
。

阿
土
は
こ
の
Ｃ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て
、「
つ
な
が
る
終

わ
り
方
（
Ｃ
：
う
ん
）。
あ
、
そ
う
な
ん
だ
」（1-57

）と
発
言

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
阿
土
が
「
め
あ
て
を
出
す
」
こ
と
を
導

入
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｃ
が
前
時
の
終
わ

り
方
と
し
て
語
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
終
わ
り
の
問
題
と
し

て
改
め
て
発
見
し
、「
名
づ
け（nam

e

）」
た
も
の
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
阿
土
は
、「
全
然
違
う
。
何
か
、
も
う
、
六
年
生

は
（
Ｃ
：
う
ん
）
一
回
終
わ
ら
し
て
っ
て
い
う
か
、
一
回
振
り

返
っ
て
、
し
っ
か
り
（
Ｃ
：
う
ん
う
ん
、
う
ん
う
ん
）、
じ
ゃ
あ
、

次
は
違
う
授
業
だ
よ
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
」（1-59

）と
語
り
、

そ
の
違
い
を
明
確
に
言
語
化
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
実
習
生
Ｂ

に
よ
っ
て
「
わ
ざ
と
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
」
前
時
で
「
活
動
が

途
中
で
終
わ
っ
と
っ
た
」
こ
と
で
、
次
時
に
「
子
ど
も
た
ち
が

勝
手
に
」「
期
待
す
る
よ
う
な
反
応
」
を
し
て
い
た
、
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
強
化
さ
れ
る（1-65

）。

一
回
目
の
話
し
合
い
に
お
い
て
、
阿
土
は
め
あ
て
を
終
わ
り

方
と
結
び
つ
け
て
と
ら
え
る
見
方
を
発
見
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
【
存
在
感
の
あ
る
め
あ
て
】
や
【
渇
望
感
の
あ
る
導
入
】

に
記
述
さ
れ
て
い
た
内
容
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、〈
他
者
の
実

践
〉
と
し
て
語
ら
れ
た
こ
と
が
、〈
自
己
の
実
践
〉
と
の
ち
が

４
の
２
の
１ 

一
回
目
の
話
し
合
い

阿
土
は
活
動
の
冒
頭
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
自
分
の
省
察
を

示
し
た
。

（
阿
土1-07

）次
に
、
特
に
よ
く
や
ろ
う
と
し
た
パ
タ
ー
ン
の

【
渇
望
感
の
あ
る
導
入
】
っ
て
い
う
の
は
、
え
っ
と
、
こ
れ
は
、

せ
、【
存
在
感
の
あ
る
め
あ
て
】
に
つ
な
が
る
か
な
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、
実
習
が
始
ま
る
前
は
、
め
あ
て
さ
え
立
て
れ

ば
授
業
の
方
向
性
が
う
ま
く
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、

で
も
、
そ
う
で
は
な
く

て
、【
渇
望
感
の
あ
る

導
入
】
で
、
子
ど
も
た

ち
が
や
り
た
い
な
っ
て

思
っ
た
こ
と
が
、
そ
の

ま
ま
め
あ
て
と
し
て
出

て
き
て
、
だ
か
ら
こ
そ

【
存
在
感
の
あ
る
め
あ

て
】
に
な
る
ん
だ
な
っ

て
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
え
っ
と
、
特
に

よ
く
行
お
う
と
し
た
っ

て
い
う
の
も
あ
る
ん
で

す
け
ど
、
同
時
に
反
省

点
で
も
あ
る
か
な
と
思

い
ま
す
。（1-07

は
発

言
番
号
。
以
下
同
じ
）

阿
土
は
こ
こ
で
【
渇

望
感
の
あ
る
導
入
】
と

【
存
在
感
の
あ
る
め
あ
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自
己
の
フ
レ
ー
ム
を
見
直
す
メ
タ
レ
ヴ
ェ
ル
の
省
察
に
至
る
契

機
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
後
阿
土
は
「
中
学
年
と
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
う

ね
、
そ
こ
は
」（2-77

）と
述
べ
て
お
り
、
問
題
は
実
習
生
の
フ

レ
ー
ム
の
違
い
と
い
う
よ
り
も
、
学
年（
発
達
段
階
）の
違
い
と

し
て
回
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
話
し
合
い

は
フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
阿
土
が
ワ
ー
ク
の
あ
と
に
書
い
た
レ
ポ
ー

ト
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
違
い
が
生
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
場
面
に
つ
い
て
特

に
議
論
し
あ
っ
た
の
が
「
渇
望
感
の
あ
る
導
入
」
だ
。
高
学

年
は
導
入
で
課
題
提
起
を
す
る
際
、
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら

課
題
を
見
つ
け
る
よ
り
も
教
師
の
見
つ
け
た
課
題
を
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
課
題
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
こ

と
を
重
要
視
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
課
題
自
体
は
教
師
か
ら

受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
自
身
の

課
題
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
の
が
高
学
年
だ
と
い
う
考

え
だ
っ
た
。
中
学
年
で
は
そ
の
導
入
で
、
子
ど
も
た
ち
自
身

か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
授
業
の
や
る
気
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

導
入
で
課
題
を
み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
見
つ
け
る
こ
と
が

授
業
を
展
開
す
る
う
え
で
の
カ
ギ
だ
っ
た
。
低
学
年
で
は
、

や
る
気
自
体
は
あ
る
の
で
そ
れ
を
上
手
く
導
い
て
い
く
よ
う

に
教
師
が
す
る
の
が
導
入
の
役
割
だ
っ
た
。

対
話
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
の
必
要
感

が
違
っ
て
い
た
。
こ
の
違
い
を
突
き
詰
め
る
と
学
年
間
の
違

い
が
見
え
て
く
る
と
感
じ
た
。
今
回
は
時
間
が
少
な
く
満
足

の
い
く
ま
で
の
議
論
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
現
場
に
出
た
と

き
に
少
し
ず
つ
目
を
向
け
て
い
た
い
。

阿
土
も
述
べ
る
通
り
、
二
回
目
の
話
し
合
い
は
一
五
分
で
あ

り
、
時
間
の
不
足
に
よ
っ
て
深
ま
り
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
も

フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
に
至
ら
な
か
っ
た
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
事
後
指
導
に
お
け
る
活
動
自
体
の
課
題

設
定
・
活
動
設
定
が
、
フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
を
志
向
す
る
も
の

に
は
な
り
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

参
加
者
同
士
の
フ
レ
ー
ム
の
「
違
い
」
が
顕
在
化
し
た
あ
と
に
、

ど
の
よ
う
に
対
話
を
進
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
活
動
の
支
援
者（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）か
ら
の
サ
ジ
ェ
ス

ト
や
、
活
動
設
計
面
で
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
対
象
と
し
た
事
後
指
導
に
つ
い
て
の
成
果

と
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
設
定
し
た
観
点
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
に
よ
る
批
判
的
検
討
は
、
活
動
の
妥
当
性
を
問
う
上
で
機
能

し
た
と
言
え
る
。

５ 

結
語

以
上
、
教
育
実
習
の
事
後
指
導
に
お
い
て
事
後
的
省
察
を
支

援
す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
本
研
究
で
は
、〈
自

己
の
実
践
〉〈
他
者
の
実
践
〉〈
理
論
〉
を
対
象
と
し
て
フ
レ
ー

ム
を
見
直
す
行
為
と
し
て
事
後
的
省
察
を
捉
え
た
が
、
理
論

い
と
し
て
省
察
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
発
見
で
あ
る
。
一
回
目
の

話
し
合
い
で
は
、
あ
る
程
度
フ
レ
ー
ム
の
更
新
に
至
る
省
察
が

起
こ
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

４
の
２
の
２ 

二
回
目
の
話
し
合
い

二
回
目
の
話
し
合
い
で
は
阿
土
は
実
習
生
Ｄ
（
三
年
生
配

当
）・
実
習
生
Ｅ
（
四
年
生
配
当
）
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
だ
。

実
習
生
Ｄ
は
自
身
の
実
践
の
中
で
、
単
元
全
体
の
目
的
と
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
学
習
活
動
に
関
す
る
動
機
づ
け
が
う
ま
く
い
か

ず
、
学
習
者
の
目
的
意
識
が
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

語
っ
て
い
る
。
阿
土
は
こ
れ
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、

賛
同
し
た
。

（
阿
土2-48

）
確
か
に
、
ま
あ
、【
渇
望
感
の
あ
る
導
入
】
が

で
き
ん
と
さ
あ
、
授
業
も
う
ま
く
展
開
せ
ん
よ
ね
。（
Ｅ
：

う
ん
、
思
う
）。
先
生
が
、「
こ
れ
、
や
っ
て
よ
」
っ
て
言
う

始
ま
り
方
で
も
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
、

何
で
や
ら
ん
と
い
け
ん
の
ん
か
と
か
、
ま
あ
、
確
か
に
、
こ

れ
、
で
き
て
い
な
い
け
ん
、
や
ら
ん
と
い
け
ん
な
っ
て
思
わ

せ
ん
と
い
け
ん
か
っ
た
な
っ
て
思
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
実
習
生
Ｅ
が
自
分
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語

る
こ
と
で
補
強
し
、
実
習
生
Ｄ
も
同
意
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

あ
と
の
展
開
に
お
い
て
は
、
阿
土
と
Ｄ
・
Ｅ
と
の
違
い
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
阿
土
は
、
実
習
の
指
導
教
員
の
言
葉
を
引

用
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
阿
土2-60

）【
渇
望
感
の
あ
る
導
入
】で
言
わ
れ
た
の
は（
Ｅ
：

う
ん
）、
先
生
が
（
Ｅ
：
う
ん
）
熱
を
持
っ
て
行
け
み
た
い
な
、

思
い
を
持
っ
て
（
Ｅ
：
う
ん
う
ん
）（
Ｄ
：
う
ん
）。「
こ
れ
、

す
ご
く
な
い
、
す
ご
く
な
い
、
す
ご
く
な
い
？
」
っ
て
言
い

続
け
て
、確
か
に
そ
う
だ
っ
て
思
わ
し
て
、考
え
よ
う
と
な
っ

た
ら
、
そ
れ
は
も
う
渇
望
感
の
あ
る
め
あ
て
を
せ
、
設
定
で

き
そ
う
だ
な
っ
て
思
っ
て
（
Ｄ
：
う
ん
）（
Ｅ
：
あ
ー
あ
ー
）、

先
生
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｄ
・
Ｅ
は
相
槌
を
打
っ
て
は
い
る
も
の
の
納

得
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、Ｅ
は
「
私
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と（
阿

土
：
う
ん
）、
高
学
年
は
結
構
、
な
ん
か
さ
、『
き
ょ
う（
阿
土
：

あ
、
そ
う
か
）、
何
々
や
り
ま
す
』
で
通
じ
る
気
が
す
る
ん
だ

け
ど（
Ｄ
：
う
ー
ん
）、
何
か
、
ま
だ
中
学
年
は
そ
れ
が
難
し
い

か
な
み
た
い
な
」（2-68

）と
述
べ
た
。
Ｄ
も
「
や
っ
ぱ
、
何
か
、

反
応
が
違
う
ん
よ（
阿
土
：
あ
ー
）、何
か
、『
や
っ
て
』
っ
て
言
っ

た
と
き
と
、
や
り
た
い
ん
だ
な
っ
て
い
う
と
き
の
子
ど
も
の

生
き
生
き
感
が
違
う
と
か（
阿
土
：
う
ん
）」（2-72

）と
補
足
し
、

教
師
が
説
得
的
に
ね
ら
い
を
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を

投
げ
か
け
て
い
る
。
阿
土
は
こ
れ
を
受
け
、
自
身
の
授
業
に
つ

い
て
、「
や
り
た
い
っ
て
い
う
よ
り
は
、
や
っ
と
っ
た
ほ
う
が

い
い
か
も
し
れ
な
い
み
た
い
な
テ
ン
シ
ョ
ン
に
さ
せ
る
の
を
目

指
し
た
導
入
だ
っ
た
な
っ
て
思
う
、
今
振
り
返
る
と
」（2-75

）

と
省
察
し
て
い
る
。

こ
こ
で
顕
在
化
し
た
の
は
、
教
師
が
説
得
的
に
活
動
の
ね
ら

い
を
設
定
す
る
べ
き
と
考
え
る
阿
土
と
、
そ
う
で
は
な
い
Ｄ
・

Ｅ
と
の
、
教
育
実
習
の
中
で
構
成
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
の
違
い
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
阿
土
が
事
後
的
省
察
と
し
て
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的
な
検
討
に
は
な
お
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
た
と
え
ば
、

Fred K
orthagen

（ed.

）（2001

）は
実
践
知
で
あ
る
「
小
文
字

の
理
論
」
と
学
問
知
で
あ
る
「
大
文
字
の
理
論
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
を
身
に
つ
け
る
段
階
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
い
る

（p.156

）。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
事
後
的
省
察
に
も
い
く

つ
か
の
フ
ェ
ー
ズ
を
設
け
、
そ
の
視
点
か
ら
活
動
を
構
想
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
批
判
的
に
検
討
し
た
事
後
指
導
は
、
主
に
教
育

方
法
を
省
察
す
る
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
国
語
科
と
し
て
の
教

科
内
容
に
関
す
る
省
察
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

国
語
科
に
関
す
る
教
育
実
習
に
お
け
る
省
察
を
支
援
す
る
方
法

の
検
証
と
し
て
は
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
事
後
的
に
教
科
内

容
を
省
察
す
る
も
の
と
し
て
は
、
澤
本
和
子
監
修（2011

）に
よ

る「
教
材
再
研
究
」な
ど
の
先
行
研
究
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
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序　

言

筆
者
は
先
に
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』（
以
下
水
泉

子
本
と
略
記
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
中
で
水
泉
子
本

を
『
漢
書
』
芸
文
志
（
以
下
『
漢
志
』
と
略
記
）
所
載
の
『
蒼

頡
伝
』
に
比
定
す
る
仮
説
を
提
起
し
た（
注
１
）。『
漢
志
』
所
載

の
『
蒼
頡
伝
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
目
録
学
の
観
点
か
ら
先

学
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
て
お
り
、
作
者
に
つ
い
て
も
い
く
つ

か
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
前
稿
に
お
い
て
は
、
水
泉

子
本
の
検
討
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
考
察
を
加
え
て

み
た
い
。

一
、『
漢
志
』
の
書
目
と
そ
の
排
列

本
章
で
は
以
下
の
論
述
の
前
提
と
し
て
、『
蒼
頡
伝
』
を
含

む
『
漢
志
』
六
芸
略
、
小
学
の
書
目
の
全
体
構
造
を
確
認
し
て

お
こ
う
。
は
じ
め
に
書
目
お
よ
び
小
序
を
引
用
す
る（
注
２
）。
便

宜
上
、
書
名
に
丸
数
字
の
通
し
番
号
、
小
序
の
各
段
落
に
ロ
ー

マ
数
字
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

①
史
籀
十
五
篇　
周
宣
王
太
史
作
大
篆
十
五
篇
、
建
武
時
亡
六
篇
矣
。

②
八
體
六
技

③
蒼
頡
一
篇　
上
七
章
、
秦
丞
相
李
斯
作
。
爰
歷
六
章
、
車
府
令
趙
高
作
。

博
學
七
章
、
太
史
令
胡
母
敬
作
。

④
凡
將
一
篇　
司
馬
相
如
作
。

⑤
急
就
一
篇　
元
帝
時
黃
門
令
史
游
作
。

『
漢
書
』
芸
文
志
所
載
『
蒼
頡
伝
』
考

福
　
田
　
哲
　
之
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こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
（
一
）
同
類
の
小
学
書
は
ま
と
め
て

排
列
す
る
、（
二
）
成
立
時
期
の
早
い
順
に
排
列
す
る
、
と
い

う
二
つ
の
排
列
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
あ

ら
た
め
て
⑨
『
蒼
頡
伝
』
を
見
る
と
、
ま
ず
性
質
で
は
、
書
名

に
「
伝
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
注
釈
類
に
属
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
先
学
に
異
論
は
見
え
ず
、
書
目
の
排

列
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
続
く
⑩
『
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
』、
⑪
『
杜

林
蒼
頡
訓
纂
』、
⑫
『
杜
林
蒼
頡
故
』
と
と
も
に
注
釈
類
の
ま

と
ま
り
と
し
て
整
合
的
に
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、
成
立
時
期
は
、

『
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
』
の
前
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
揚
雄
と
同

時
期
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
設
定
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
て
、『
蒼
頡
伝
』
の
作
者

に
関
す
る
先
学
の
見
解
を
見
て
い
こ
う
。

二
、
揚
雄
著
作
説

（
一
）
謝
啓
昆
の
見
解

管
見
に
よ
れ
ば
『
蒼
頡
伝
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
二
つ
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

揚
雄
の
作
と
す
る
も
の
で
、
謝
啓
昆
『
小
学
考
』
巻
九
（
文
字

一
）
に
以
下
の
ご
と
く
見
え
る（
注
４
）。

　

揚
氏
雄
別
字
、
漢
志
十
三
篇
、
佚
。

　

揚
氏
雄
倉
頡
傳
、
漢
志
一
篇
、
佚
。

謝
氏
は
た
だ
結
論
を
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
姚
振
宗
『
漢
書

芸
文
志
条
理
』（
注
５
）
は
謝
氏
の
意
図
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下

の
よ
う
な
反
駁
を
加
え
て
い
る
。

按
此
兩
家
書
、
七
略
以
之
殿
末
、
皆
不
著
撰
人
。
漢
志
因

之
。
而
謝
氏
皆
以
爲
揚
雄
書
。
其
意
蓋
以
此
兩
書
在
揚
雄

訓
纂
下
、
是
蒙
上
省
文
。
然
考
揚
雄
之
書
、
志
序
言
之
甚

明
、
此
兩
書
不
置
一
詞
。
明
是
別
家
之
書
。
且
小
學
十
家 

按
魏
晉
六
朝
人
及
唐
人
所
見
、
皆
云
小
學
十
家
、
必
不
致
誤
。
並
此
兩
家
、

方
如
其
數
。
若
實
爲
揚
雄
書
、
則
止
于
八
家
。
此
尤
顯
見

者
也
。

す
な
わ
ち
姚
氏
は
、
謝
氏
は
漢
志
の
書
目
で
『
別
字
』『
蒼

頡
伝
』
が
揚
雄
『
訓
纂
篇
』
の
下
に
あ
る
た
め
、「
蒙
上
省
文
」

に
よ
り
作
者
名
を
省
略
し
た
と
解
し
た
と
し
、
以
下
の
二
点
を

挙
げ
て
謝
氏
の
説
を
否
定
す
る
。

①
『
訓
纂
篇
』
に
つ
い
て
は
志
序
に
も
揚
雄
の
作
で
あ
る
こ

と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
別
字
』『
蒼
頡
伝
』

の
両
篇
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
言
及
が
見
え
な
い
。

②
書
目
末
尾
に
記
す
小
学
家
の
総
数
「
小
学
十
家
」
は
、『
別

字
』
と
『
蒼
頡
伝
』
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
家
と
し
て
計
数
し

た
も
の
で
あ
り
、も
し
も
揚
雄
の
著
作
で
あ
れ
ば
「
八
家
」

と
な
る
。

ま
た
林
明
波
『
唐
以
前
小
学
書
之
分
類
与
考
証
』（
注
６
）
は
、

書
目
に
お
け
る
作
者
名
の
表
記
形
式
か
ら
、
仮
に
『
蒼
頡
伝
』

が
揚
雄
の
作
で
あ
れ
ば
「
揚
雄
蒼
頡
伝
」
と
表
記
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
と
し
て
謝
氏
の
説
を
非
と
し
、
姚
氏
を
支
持
す
る
。

按
漢
志
小
學
類
第
七
書
爲
「
訓
纂
一
篇
」、
注
云
「
揚
雄

作
」。
第
八
書
爲
「
別
字
十
三
篇
」・
第
九
書
爲
「
蒼
頡
傳

⑥
元
尚
一
篇　
成
帝
時
將
作
大
匠
李
長
作
。

⑦
訓
纂
一
篇　
揚
雄
作
。

⑧
別
字
十
三
篇

⑨
蒼
頡
傳
一
篇

⑩
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
一
篇

⑪
杜
林
蒼
頡
訓
纂
一
篇

⑫
杜
林
蒼
頡
故
一
篇

　

凡
小
學
十
家
、
四
十
五
篇
。
入
揚
雄
・
杜
林
二
家
三
篇
。　

Ⅰ　

史
籀
篇
者
、
周
時
史
官
教
学
童
書
也
。
與
孔
氏
壁
中
古
文

異
體
。

Ⅱ　

蒼
頡
七
章
者
、
秦
丞
相
李
斯
所
作
也
。
爰
歷
六
章
者
、
車

府
令
趙
高
所
作
也
。
博
學
七
章
者
、
太
史
令
胡
母
敬
所
作
也
。

文
字
多
取
史
籀
篇
、
而
篆
體
復
頗
異
。
所
謂
秦
篆
者
也
。
漢

興
、
閭
里
書
師
合
蒼
頡
・
爰
歷
・
博
學
三
篇
、
斷
六
十
字
以

爲
一
章
、
凡
五
十
五
章
、
幷
爲
蒼
頡
篇
。

Ⅲ　

武
帝
時
、
司
馬
相
如
作
凡
將
篇
。
無
復
字
。
元
帝
時
、
黃

門
令
史
游
作
急
就
篇
。
成
帝
時
、
將
作
大
匠
李
長
作
元
尚
篇
。

皆
蒼
頡
中
正
字
也
。
凡
將
則
頗
有
出
矣
。

Ⅳ　

至
元
始
中
、
徵
天
下
通
小
學
者
以
百
數
、
各
令
記
字
於

庭
中
。
揚
雄
取
其
有
用
者
以
作
訓
纂
篇
、
順
續
蒼
頡
、
又
易

蒼
頡
中
重
復
之
字
、
凡
八
十
九
章
。
臣
復
續
揚
雄
作
十
三
章
、

凡
一
百
二
章
、
無
復
字
、
六
藝
羣
書
所
載
略
備
矣
。

Ⅴ　

蒼
頡
多
古
字
、
俗
師
失
其
讀
。
宣
帝
時
、
徵
齊
人
能
正
讀

者
、張
敞
從
受
之
、傳
至
外
孫
之
子
杜
林
爲
作
訓
故
。
幷
列
焉
。

書
目
に
挙
げ
ら
れ
た
小
学
書
の
う
ち
、
作
者
名
が
記
さ
れ
ず

小
序
に
も
言
及
が
見
え
な
い
も
の
は
、
②
『
八
体
六
技
』、
⑧

『
別
字
』、
⑨
『
蒼
頡
伝
』
の
三
書
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
小
学

書
の
作
者
や
成
立
の
経
緯
等
に
つ
い
て
、
小
序
と
の
対
応
を
踏

ま
え
て
要
約
す
れ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
『
史
籀
篇
』
…
…
周
時
の
史
官
の
学
童
教
育
の
書
と
し
て

宣
王
の
太
史
が
作
成
。（
小
序
Ⅰ
）

③
『
蒼
頡
篇
』
…
…
収
録
字
の
多
く
を
『
史
籀
篇
』
か
ら
取

り
、
秦
の
李
斯
・
趙
高
・
胡
母
（
毋
）
敬
が
作
成
。
漢
代

に
入
っ
て
「
閭
里
書
師
」
が
合
篇
・
改
章
。（
小
序
Ⅱ
）

④
『
凡
将
篇
』
⑤
『
急
就
篇
』
⑥
『
元
尚
篇
』
…
…
「
蒼

頡
中
正
字
」
に
も
と
づ
き
、
漢
の
武
帝
の
時
に
司
馬
相
如
、

元
帝
の
時
に
史
游
、
成
帝
の
時
に
李
長
が
作
成
。（
小
序

Ⅲ
）

⑦
『
訓
纂
篇
』
…
…
平
帝
の
元
始
年
間
に
天
下
の
小
学
に
通

じ
た
者
を
徴
集
し
て
行
な
わ
れ
た
未
央
庭
に
お
け
る
小
学

討
究
の
成
果
を
受
け
、『
蒼
頡
篇
』
の
続
篇
と
し
て
揚
雄

が
作
成
。（
小
序
Ⅳ
）

⑪
『
杜
林
蒼
頡
故
』
…
…
宣
帝
の
時
に
斉
人
よ
り
『
蒼
頡
篇
』

の
正
読
を
伝
受
し
た
張
敞
の
末
裔
に
あ
た
る
後
漢
の
杜
林

が
作
成
。（
小
序
Ⅴ
）

ま
た
⑩
『
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
』、
⑪
『
杜
林
蒼
頡
訓
纂
』
は
小

序
に
直
接
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
⑫
『
杜
林
蒼
頡
故
』
と
同

じ
く
、
作
者
名
を
書
名
の
冒
頭
に
冠
す
る
形
式
を
も
つ
こ
と
か

ら
、
同
類
の
小
学
書
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る（
注
３
）。
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言
、
蓋
由
於
是
。
然
劭
序
稱
方
言
九
千
字
、
而
今
本
内
一

萬
一
千
九
百
餘
字
、
則
字
數
較
原
本
幾
溢
三
千
。
雄
與
劉

歆
往
返
書
、
皆
稱
方
言
十
五
巻
、
郭
璞
序
亦
稱
三
五
之
篇
。

而
隋
志
・
唐
志
、
乃
並
載
揚
雄
方
言
十
三
巻
、
與
今
本
同
、

則
巻
數
較
原
本
缺
其
二
、
均
爲
牴
牾
不
合
。
考
雄
答
歆
書
、

稱
「
語
言
或
交
錯
相
反
、
方
復
論
思
、
詳
悉
集
之
」、「
如

可
寛
假
延
期
、
必
不
敢
有
愛
」
云
云
、
疑
雄
本
有
此
未
成

之
書
。
歆
借
觀
而
未
得
、
故
七
略
不
載
、
漢
志
亦
不
著

錄
。
後
或
侯
芭
之
流
、
收
其
殘
稿
、
私
相
傳
述
。
閲
時
旣

久
、
不
免
於
輾
轉
附
益
、
如
徐
鉉
之
增
説
文
、
故
字
多
於

前
。
厥
後
傳
其
學
者
、
以
漢
志
無
方
言
之
名
、
恐
滋
疑
竇
。

而
小
學
家
有
別
字
十
三
篇
、
不
著
撰
人
名
氏
、
可
以
假
借

影
附
、
證
其
實
出
於
雄
、
遂
倂
爲
一
十
三
巻
、
以
就
其
數
、

故
巻
減
於
昔
歟
。
反
覆
推
求
、
其
眞
僞
皆
無
顯
據
。
姑
從

舊
本
、
仍
題
雄
名
、
亦
疑
以
傳
疑
之
義
也
。（
以
下
略
）

『
方
言
』
の
作
者
が
揚
雄
か
否
か
の
問
題
は
暫
く
措
く
と
し

て
も
、
少
な
く
と
も
『
別
字
』
と
『
方
言
』
と
は
、
書
名
も
篇

（
巻
）
数
も
異
な
る
別
個
の
書
物
で
あ
り
、『
別
字
』
の
作
者
を

揚
雄
と
見
な
す
べ
き
論
拠
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
『
別
字
』
揚
雄
著
作
説
が
支
持
さ
れ
た
理
由
は
、

「
蒙
上
省
文
」
に
よ
り
『
別
字
』
の
作
者
を
揚
雄
と
み
る
謝
啓

昆
説
と
、
揚
雄
『
方
言
』
と
『
別
字
』
と
を
同
じ
著
作
と
み
る

銭
大
昕
説
と
が
、
揚
雄
を
紐
帯
と
し
て
循
環
的
に
補
強
し
合
い
、

あ
た
か
も
明
確
な
論
拠
を
も
つ
定
説
の
ご
と
く
誤
解
さ
れ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る（
注　
 11
）。

『
別
字
』
揚
雄
著
作
説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
論

述
か
ら
明
白
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
『
蒼
頡
伝
』
揚
雄

著
作
説
が
成
立
し
得
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
贅
言
を

要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
複
数
人
著
作
説

『
蒼
頡
伝
』
の
作
者
に
関
す
る
説
の
二
つ
め
は
、『
蒼
頡
篇
』

の
正
読
に
通
じ
た
人
物
と
し
て
『
漢
志
』
や
『
説
文
』
叙
な
ど

に
記
さ
れ
た
斉
人
・
張
敞
・
杜
鄴
・
爰
礼
・
秦
近
・
張
吉
・
張

竦
・
杜
林
等
、
複
数
の
人
の
手
に
出
る
と
す
る
も
の
で
、
姚
振

宗
『
漢
書
芸
文
志
条
理
』
に
見
え
る
。
姚
氏
は
先
に
引
い
た
謝

氏
の
揚
雄
説
を
批
判
し
た
文
章
に
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
自

説
を
展
開
す
る（
注　
 12
）。

志
云
「
倉
頡
多
古
字
、
俗
師
失
其
讀
。
宣
帝
時
、
徵
齊
人

能
正
讀
者
、
張
敞
从
受
之
」。
説
文
敍
又
云
「
涼
州
刺
史

杜
業
、
沛
人
爰
禮
、
講
學
大
夫
秦
近
亦
能
言
之
」、
又
杜

鄴
傳
「
張
敞
子
吉
、
吉
子
竦
、
並
長
小
學
。
鄴
子
林
、
正

文
字
過
于
鄴
・
竦
」。
是
宣
帝
以
後
能
正
其
讀
、
言
其
義
、

有
齊
人
史
失
其
名
・
張
敞
・
杜
鄴
・
爰
禮
・
秦
近
・
長
吉
・

竦
・
杜
鄴
等
、
疑
此
傳
出
此
數
人
之
手
、
以
其
非
一
家
之

言
、
故
不
著
撰
人
。
説
文
亐
部
、
平
字
下
引
爰
禮
説
、
似

出
此
書
。

姚
氏
は
『
漢
志
』
に
見
え
る
宣
帝
の
時
の
『
蒼
頡
篇
』
正
読

伝
授
の
記
事
を
「
…
…
張
敞
从
受
之
」
ま
で
の
引
用
で
止
め
て

一
篇
」、
此
二
書
皆
未
注
撰
人
。
第
十
書
爲
「
揚
雄
蒼
頡

訓
纂
」・
第
十
一
書
爲
「
杜
林
蒼
頡
訓
纂
一
篇
」・
第
十
二

書
爲
「
杜
林
蒼
頡
故
一
篇
」。
蒼
頡
傳
以
後
、
皆
蒼
頡
篇

之
訓
詁
。
如
此
篇
果
爲
揚
氏
書
、
則
應
依
杜
林
書
之
例
、

標
「
揚
雄
蒼
頡
傳
」。
今
不
然
、
則
謝
氏
以
爲
蒙
上
省
文

者
非
、
而
姚
氏
得
之
矣
。

こ
の
よ
う
に
『
別
字
』
お
よ
び
『
蒼
頡
伝
』
を
揚
雄
の
作
と

す
る
謝
氏
の
見
解
が
成
立
し
難
い
こ
と
は
、『
漢
志
』
内
部
の

考
証
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
『
別
字
』
を

揚
雄
の
著
作
と
す
る
説
は
、
近
年
に
お
い
て
も
な
お
支
持
者
が

お
り
、
そ
の
影
響
か
ら
『
蒼
頡
伝
』
の
作
者
を
揚
雄
と
見
る
説

も
完
全
に
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い（
注
７
）。
そ
こ
で
、
や

や
迂
遠
な
が
ら
『
蒼
頡
伝
』
揚
雄
著
作
説
の
前
提
と
な
る
『
別

字
』
揚
雄
著
作
説
の
問
題
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
二
）
銭
大
昕
の
見
解

『
別
字
』
揚
雄
著
作
説
の
も
う
一
つ
の
論
拠
と
し
て
留
意
す

べ
き
は
、『
別
字
』
と
『
方
言
』
と
を
同
じ
著
作
と
す
る
銭
大

昕
『
三
史
拾
遺
』
の
見
解
で
あ
る（
注
８
）。

別
字
十
三
篇
、
卽
揚
雄
所
撰
方
言
十
三
巻
也
。
本
名
輶
軒

使
者
絶
代
語
釋
別
國
方
言
。
或
稱
別
字
、
或
稱
方
言
、
皆

省
文
。

銭
氏
は
『
別
字
』
お
よ
び
『
方
言
』
の
名
称
は
、
い
ず
れ
も

本
名
で
あ
る
「
輶
軒
使
者
絶
代
語
釈
別
国
方
言
」
の
「
省
文
」

と
す
る
。
し
か
し
、
本
名
中
に
は
「
方
言
」
は
見
え
る
も
の
の

「
別
字
」
の
二
字
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
仮
に
本
名
中
の
「
別

国
」
に
当
て
よ
う
と
し
て
も
、
国
（
地
域
）
の
別
を
謂
う
「
別

国
」
と
文
字
の
別
を
謂
う
「
別
字
」
と
は
、
意
味
合
い
が
異
な

り
、
両
者
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
難
し
い（
注
９
）。

ま
た
銭
氏
は
「
十
三
」
と
い
う
篇
（
巻
）
数
の
合
致
に
注
目

す
る
が
、
郭
璞
以
前
の
『
方
言
』
は
十
五
巻
で
あ
り
、
旧
本
と

今
本
と
は
巻
数
が
異
な
る
。
さ
ら
に
揚
雄
『
方
言
』
が
文
献
上

に
現
れ
て
く
る
の
は
、
東
漢
末
の
応
劭
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以

前
に
『
方
言
』
と
い
う
書
名
の
存
在
と
作
者
が
揚
雄
で
あ
る
こ

と
を
証
し
得
る
資
料
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た『
方
言
』

に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
や
や
長
文
に
わ
た
る
が
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』（
注　
 10
）を
引
用
し
て
お
こ
う
。

方
言
十
三
巻　

舊
本
題
漢
揚
雄
撰
、
晉
郭
璞
註
。
考
晉
書

郭
璞
傳
有
註
方
言
之
文
。
而
漢
書
揚
雄
傳
、
備
列
所
著
之

書
、
不
及
方
言
一
字
。
藝
文
志
亦
惟
小
學
有
雄
訓
纂
一
篇
、

儒
家
有
雄
所
序
三
十
八
篇
、
注
云
「
太
元
十
九
、
法
言

十
三
、
樂
四
、
箴
二
」、
雜
賦
有
雄
賦
十
二
篇
、
皆
無
方

言
。
東
漢
一
百
九
十
年
中
、亦
無
稱
雄
作
方
言
者
。（
中
略
）

惟
後
漢
許
愼
説
文
解
字
、
多
引
雄
説
、
而
其
文
皆
不
見
於

方
言
。
又
愼
所
注
字
義
、
與
今
方
言
相
同
者
、
不
一
而
足
、

而
皆
不
標
揚
雄
方
言
字
。
知
當
愼
之
時
、
此
書
尚
不
名
方

言
、
亦
尚
不
以
方
言
爲
雄
作
。
故
馬
・
鄭
諸
儒
、
未
嘗
稱
述
。

至
東
漢
之
末
、應
劭
始
有
是
説
。
魏
孫
炎
註
爾
雅
「
莫
貈
・

蟷
螂
・
蛑
」
字
、
晉
杜
預
註
左
傳
「
授
師
孑
焉
」
句
、
始

遞
相
徵
引
。
沿
及
東
晉
、
郭
璞
遂
註
其
書
。
後
儒
稱
揚
雄
方
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込
ん
だ
検
討
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
名

義
の
問
題
は
、『
蒼
頡
伝
』
の
性
格
を
考
察
す
る
上
で
ほ
と
ん

ど
唯
一
の
手
が
か
り
と
し
て
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、漢
初
の
詩
家
の
注
釈
書
に
お
い
て「
故
」と「
伝
」

と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
名
義
に
つ
い
て
、
馬
瑞
辰
「
毛
詩

詁
訓
伝
名
義
考
」（
注　
 14
）は
以
下
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

漢
藝
文
志
載
詩
凡
六
家
。
有
以
「
故
」
名
者
、「
魯
故
」「
韓

故
」「
齊
后
氏
故
」「
孫
氏
故
」
是
也
。
有
以
「
傳
」
名
者
、

「
齊
后
氏
傳
」「
孫
氏
傳
」「
韓
内
傳
」「
外
傳
」
是
也
。
惟

毛
詩
兼
名
「
詁
訓
傳
」。
正
義
謂
「
其
依
爾
雅
訓
故
、
爲

詩
立
傳
」、
又
引
一
説
謂
「
其
依
故
昔
典
訓
而
爲
傳
」、
其

説
非
也
。（
中
略
）
史
・
漢
儒
林
傳
、
漢
藝
文
志
皆
言
「
魯

申
公
爲
詩
訓
故
」、
而
漢
書
楚
元
王
傳
「
及
魯
國
先
賢
傳

皆
言
、申
公
始
爲
詩
傳
」、則
知
漢
志
所
載
「
魯
故
」「
魯
説
」

者
卽
「
魯
傳
」
也
。
何
休
公
羊
傳
注
亦
言
「
傳
」
謂
「
詁

訓
」、
似
「
故
訓
」
與
「
傳
」、
初
無
甚
異
。
而
漢
志
既
載

「
齊
后
氏
故
」「
孫
氏
故
」「
韓
故
」
又
載
「
齊
后
氏
傳
」「
孫

氏
傳
」「
韓
内
外
傳
」、
則
「
訓
故
」
與
「
傳
」
又
自
不
同
。

（
中
略
）
蓋
「
詁
訓
」
第
就
經
文
所
言
者
而
詮
釋
之
、「
傳
」

則
並
經
文
所
未
言
者
而
引
伸
之
。
此
「
詁
訓
」
與
「
傳
」

之
別
也
。（
中
略
）
蓋
「
詁
訓
」
本
爲
「
故
」。
言
由
今
通

古
、
皆
曰
「
詁
訓
」、
亦
曰
「
訓
詁
」、
而
單
詞
則
爲
「
詁
」、

重
語
則
爲「
訓
詁
」。
第
就
其
字
之
義
旨
而
證
明
之
。「
訓
」

則
兼
其
言
之
比
興
而
訓
導
之
。
此
「
詁
」
與
「
訓
」
之
辨

也
。
毛
公
傳
詩
多
古
文
、其
釋
詩
、實
兼
「
詁
」「
訓
」「
傳
」

三
體
、
故
名
其
書
爲
「
詁
訓
傳
」。
嘗
卽
「
關
雎
」
一
詩

言
之
、
如
「
窈
窕
、
幽
閒
也
」、「
淑
、
善
。
逑
、
匹
也
」

之
類
、「
詁
」
之
體
也
。「
關
關
、
和
聲
也
」
之
類
、「
訓
」

之
體
也
。「
若
夫
婦
有
別
、
則
父
子
親
。
父
子
親
、
則
君

臣
敬
。
君
臣
敬
、
則
朝
廷
正
。
朝
廷
正
、
則
王
化
成
」
則

「
傳
」
之
體
也
。
而
餘
可
類
推
矣
。

馬
氏
の
主
旨
は
、『
毛
詩
故
訓
伝
』
の
中
に
混
在
す
る
「
故
」

「
訓
」「
伝
」
の
三
体
を
指
摘
し
、
そ
の
名
義
の
由
来
を
明
ら
か

に
す
る
点
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
傍
線
を
付
し
た
「
詁
訓
」
と

「
伝
」
と
の
相
違
に
か
か
わ
る
指
摘
に
注
目
し
た
い
。「
詁
訓
は

第
だ
経
文
の
言
う
所
の
者
に
就
き
て
之
を
詮
釈
し
、
伝
は
則
ち

経
文
の
未
だ
言
わ
ざ
る
所
の
者
を
並
べ
て
之
を
引
申
す
」
と
の

馬
氏
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
詁
訓
（
故
）」
が
本
文
の
文
字
や
語

に
即
し
て
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
対
し
、「
伝
」
は

本
文
を
敷
衍
し
て
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
文
と
の
関
係
に
お
い
て
「
故
」
と
「
伝
」
と
の
あ
い
だ
に
は

明
瞭
な
相
違
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
馬
氏
が
「
故
訓
と
伝
と
は
、
初
め
甚
だ
し
く
は
異

な
る
こ
と
無
き
に
似
た
り
」
と
述
べ
る
点
に
つ
い
て
は
、
漢
初

に
「
故
」
と
「
伝
」
と
が
別
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
『
漢

志
』
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
当
初
、
注
釈
様
式
の
違
い
か

ら
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
い
た
「
故
」
と
「
伝
」
と
が
、
後
に
広

義
の
注
釈
と
い
う
意
味
で
互
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
る

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
文
に
は
張
敞
の
末
裔
の
杜
林
に
よ
る

訓
故
作
成
の
記
事
が
あ
り
（
傍
線
部
）、
末
尾
の
「
幷
列
焉
」

が
書
目
の
『
杜
林
蒼
頡
故
』
を
指
す
こ
と
に
つ
い
て
は
先
学
に

異
論
が
な
い
。

蒼
頡
多
古
字
、俗
師
失
其
讀
。
宣
帝
時
、徵
齊
人
能
正
讀
者
、

張
敞
從
受
之
。
傳
至
外
孫
之
子
杜
林
爲
作
訓
故
。
幷
列
焉
。

『
漢
書
』
杜
鄴
伝
に
よ
っ
て
、
斉
人
か
ら
張
敞
を
経
て
杜
林

に
至
る
『
蒼
頡
篇
』
正
読
伝
授
の
系
譜
を
た
ど
れ
ば
、
以
下
の

ご
と
く
で
あ
る
。

斉
人
―
張
敞
―
張
吉
張
敞
の
子
―
杜
鄴
張
敞
の
外
孫
―
張
竦
張

吉
の
子
―
杜
林
杜
鄴
の
子

先
に
引
い
た
『
漢
志
』
の
意
図
は
『
杜
林
蒼
頡
故
』
成
立
の

経
緯
を
述
べ
る
点
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
家
学
の
大
成
者
と
し

て
の
杜
林
の
位
置
づ
け
は
、『
漢
書
』
杜
鄴
伝
の
以
下
の
記
述

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

鄴
子
林
、
清
靜
好
古
、
亦
有
雅
材
。
建
武
中
、
歷
位
列
卿
、

至
大
司
空
。
其
正
文
字
過
於
鄴
・
竦
。
故
世
言
小
學
者
由

杜
公
。

一
方
、『
説
文
』
が
引
く
通
人
説
の
中
に
は
、
杜
林
説
が

十
七
条
見
え
る
の
に
対
し
て
、
張
敞
・
張
吉
・
杜
鄴
・
張
竦
の

説
は
一
条
も
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
も
、
張
敞
以

来
の
家
学
は
杜
林
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

ま
た
姚
氏
が
『
蒼
頡
伝
』
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う

『
説
文
』
所
引
の
爰
礼
説（
注　
 13
）
は
、「
平
」
字
の
構
成
要
素
で

あ
る
「
八
」
が
「
分
か
つ
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
説
く
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
に
『
蒼
頡
伝
』
と
の
関
連
を
示
す
手
が
か

り
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
姚
氏
の
複
数
人
著
作
説
は
、
あ
く
ま
で
も
便
宜

的
な
推
測
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
小
学
書
の
存
在
を
想
定
し

得
る
よ
う
な
論
拠
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

四
、『
蒼
頡
伝
』
の
再
検
討

前
章
ま
で
の
検
討
を
と
お
し
て
、
先
学
の
二
つ
の
説
は
い
ず

れ
も
受
け
容
れ
難
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
こ
れ

ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
蒼
頡
伝
』
に
つ
い
て
再
検

討
を
加
え
て
み
よ
う
。

は
じ
め
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
蒼
頡
伝
』
の
成
立

時
期
で
あ
る
。『
漢
志
』
の
書
目
末
尾
の
注
記
「
入
揚
雄
・
杜

林
二
家
三
篇
」
に
よ
っ
て
、注
釈
類
に
属
す
る
四
篇
の
う
ち
『
揚

雄
蒼
頡
訓
纂
』『
杜
林
蒼
頡
訓
纂
』『
杜
林
蒼
頡
訓
纂
』
の
三
篇

は
班
固
の
続
入
に
か
か
り
、劉
歆
の
『
七
略
』
に
は
『
蒼
頡
篇
』

の
注
釈
類
と
し
て
『
蒼
頡
伝
』
の
み
が
載
録
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。『
蒼
頡
篇
』
は
秦
の
始
皇
帝
期
の
成
立
で
あ
る

こ
と
か
ら
、『
蒼
頡
伝
』
の
成
立
時
期
は
、
秦
末
か
ら
『
七
略
』

以
前
の
前
漢
期
に
絞
ら
れ
る
。

上
述
の
よ
う
に
『
漢
志
』
の
小
序
に
は
『
蒼
頡
伝
』
に
関
す

る
言
及
は
見
え
ず
、
手
が
か
り
は
皆
無
に
近
い
。
こ
こ
で
あ
ら

た
め
て
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
書
名
に
「
伝
」
と
称
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
踏
み
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た
る
四
字
句
と
そ
の
下
に
付
加
さ
れ
た
三
字
句
と
の
関
係
を
見

て
み
よ
う
。
以
下
の
水
泉
子
本
の
引
用
中
、
カ
ギ
括
弧
は
『
蒼

頡
篇
』
の
本
文
、
網
掛
け
は
北
大
本
に
よ
り
復
原
し
た
文
字
を

示
す（
注　
 19
）。

① 08-1

「
漢
兼
天
下
」、
盡
安
寧
（
暫
14
）

② 09-3

「
變
大
制
裁
」、
好
衣
服
（
暫
12
）

③ 47-4

「
陳
蔡
宋
衛
」、
故
有
王
（
暫
27
）

④ 57-5

「
伊
雒
涇
渭
」、
流
湯
湯
（
暫
22
）

⑤ 63-4

「
欝
棣
桃
李
」、
人
所
欲
（
暫
16
）

①
と
②
は
『
蒼
頡
篇
』
本
文
の
四
字
句
が
陳
述
式
に
属
す
る

例
で
あ
る
。
①
は
「
漢 

天
下
を
兼
ぬ
」
と
い
う
本
文
に
対
し

て
「
尽
く
安
寧
」
の
三
字
句
を
加
え
、
原
因
（
四
字
句
）
と
結

果
（
三
字
句
）
と
い
う
構
成
に
よ
り
句
意
の
展
開
を
は
か
っ
て

い
る
。
②
は
「
変
じ
て
制
裁
を
大
に
す
」
と
い
う
本
文
に
対
し

て
「
好
き
衣
服
」
の
三
字
句
を
加
え
、
衣
服
の
仕
立
て
に
か
か

わ
る
句
意
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

③
～
⑤
は
羅
列
式
に
属
す
る
例
で
あ
る
。
③
は
「
陳
・
蔡
、

宋
・
衛
」
の
本
文
に
対
し
て
「
故も

と
王
有
り
」
の
三
字
句
を
加

え
、
周
の
封
国
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
④
は
「
伊
・
雒
、
涇
・

渭
」
の
本
文
に
対
し
て
「
流
れ
湯
湯
た
り
」
の
三
字
句
を
加
え
、

河
川
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
⑤
は
「
欝
・
棣
、
桃
・
李
」
の

本
文
に
対
し
て
「
人
の
欲
す
る
所
」
の
三
字
句
を
加
え
、
食
用

の
果
樹
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
下
の
三
字
句
は
、『
蒼
頡
篇
』
本
文
に
あ
た
る

上
の
四
字
句
全
体
ま
た
は
そ
の
一
部
を
承
け
て
敷
衍
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
句
意
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、「
伝
は
則
ち
経
文
の

未
だ
言
わ
ざ
る
所
の
者
を
並
べ
て
之
を
引
申
す
」
と
の
定
義
と

合
致
す
る
。

水
泉
子
本
の
特
徴
と
し
て
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
押
韻

で
あ
る
。『
蒼
頡
篇
』
本
文
の
四
字
句
は
、
一
句
置
き
に
句
末

の
文
字
が
韻
を
踏
む
隔
句
韻
の
形
式
を
も
つ
の
に
対
し
、
四
字

句
の
下
に
付
さ
れ
た
三
字
句
は
毎
句
末
の
文
字
が
押
韻
し
、
章

ご
と
に
韻
を
換
え
る
分
章
換
韻
の
形
式
を
も
つ（
注　
 20
）。
水
泉

子
本
の
分
章
は
『
漢
志
』（
本
稿
第
一
章
引
用
Ⅱ
）
が
記
す
閭

里
書
師
本
の
分
章
と
合
致
し
て
お
り
、
七
言
本
は
閭
里
書
師
本

に
も
と
づ
き
、
句
末
に
韻
を
踏
む
三
字
句
を
付
加
し
て
作
成
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
居
延
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
注　
 21
）
に
よ
っ
て
閭
里
書
師
本

の
第
五
章
か
ら
第
六
章
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
北
大
本

06-1

～09-02

（
閭
里
書
師
本
第
五
章
）・09-3

～11-5

（
閭

里
書
師
本
第
六
章
第
一
～
十
三
句
）
に
も
と
づ
き
、
三
字
句
の

押
韻
の
実
態
を
見
て
み
よ
う
。
引
用
中
、
▼
は
章
の
冒
頭
句
、

□
は
缺
失
字
、
傍
点
は
韻
を
踏
む
文
字
を
示
す
。

▼06-1

「
戲
䕺
奢
掩（
注　
 22
）」、
□
□
□

　

06-2

「
顚

重
該
」、
□
□
□

　

06-3

「
悉
起
臣
僕
」、
毋
老
丁3

　

06-4

「
發
傳
約
載
」、
□
□
□
（
暫
38
）

　

06-5

「
趣
遽
観
朢
」、
□
□
□

　

07-1

「
行
步
駕
服
」、
趨
使
令3

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

注
釈
様
式
と
い
う
観
点
か
ら
『
蒼
頡
伝
』
の
性
格
を
考
察
し

よ
う
と
す
る
際
、「
伝
」
と
「
故
」
と
の
対
応
に
お
い
て
注
目

さ
れ
る
の
は
『
杜
林
蒼
頡
故
』
の
存
在
で
あ
る
。
本
書
が
『
蒼

頡
篇
』
の
文
字
や
語
に
即
し
て
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
小

学
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
成
立
の
背
景
や
書
名
か
ら
推
測
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
具
体
的
な
内
容
の
一
端
は
、

『
説
文
』
所
引
の
杜
林
説
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

段
玉
裁
は
『
説
文
』
所
引
の
杜
林
説
十
七
条
の
う
ち
九
条
を

『
杜
林
蒼
頡
訓
纂
』『
杜
林
蒼
頡
故
』
に
か
か
わ
る
逸
文
と
見
な

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
以
下
に
挙
げ
る
「
怎
」「
鼂
（
匽
鼂
）」

の
二
条
に
つ
い
て
は
、
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
注　
 15
）
の
中
に
対
応
す

る
文
字
や
語
が
見
い
だ
さ
れ
（
傍
線
部
）、
段
氏
の
見
解
の
妥

当
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

①
怎
、
營
也
。
从
偶
并
聲
。
杜
林
咼
爲
竹
筥
。
楊
雄
咼
爲
蒲

器
。（
十
二
下
・
偶
部
）（
注　
 16
）

〇
北
大
本
簡
六
三
「
怎
胝
圈
箱
」

②
鼂
、
匽
鼂
也
。
讀
若
朝
。
楊
雄
説
匽
鼂
蟲
名
、
杜
林
咼
爲

朝
旦
、
非
是
。（
十
三
下
・
黽
部
）（
注　
 17
）

〇
北
大
本
簡
六
二
「
顗
視

豎
、
偃

運
糧
」、
阜
陽
本

C040

「
豈□
□
□
黽
豎
、
偃

」、
水
泉
子
本
暫
21
「
偃

運
糧
、
載
穀
行
」

①
の
杜
林
説
は
「
怎
」
を
竹
を
編
ん
で
作
っ
た
丸
い
か
ご
の

意
と
し
、
②
の
杜
林
説
は
「
匽
鼂
」
を
「
朝
旦
」
の
意
と
す
る

も
の
で
あ
り
、『
蒼
頡
篇
』
の
文
字
や
語
に
即
し
て
そ
の
意
味

を
明
ら
か
に
す
る
『
杜
林
蒼
頡
故
』
の
性
格
を
端
的
に
示
し
て

い
る
。

『
蒼
頡
伝
』
の
成
立
時
期
が
「
伝
」
と
「
故
」
と
の
区
別
が

な
お
明
瞭
で
あ
っ
た
秦
末
か
ら
前
漢
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
本
文
の
文
字
や
語
に
即
し
て
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に

す
る
「
故
」
に
対
し
て
、『
蒼
頡
伝
』
の
「
伝
」
と
は
、
本
文

を
敷
衍
し
て
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
注
釈
の
謂
い
で
あ
っ

た
と
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

五
、『
蒼
頡
伝
』
と
水
泉
子
本

上
述
し
た
『
蒼
頡
伝
』
に
つ
い
て
の
推
測
を
具
体
的
に
裏
付

け
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
水
泉
子
本
で
あ
る
。
本

章
で
は
前
稿
に
お
け
る
水
泉
子
本
の
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

『
蒼
頡
伝
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
な

お
行
論
上
、
前
稿
の
内
容
と
重
複
す
る
部
分
の
あ
る
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

水
泉
子
本
の
特
徴
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
句
式
の

形
態
で
あ
る
。『
蒼
頡
篇
』が
四
字
句
で
構
成
さ
れ
る
の
に
対
し
、

水
泉
子
本
は
七
字
句
か
ら
な
り
、
各
句
は
『
蒼
頡
篇
』
本
文
の

四
字
句
と
そ
れ
を
承
け
る
三
字
句
と
で
構
成
さ
れ
る
。
付
加
さ

れ
た
三
字
句
は
、
前
の
四
字
句
の
文
意
を
敷
衍
し
、
簡
単
な
訓

釈
を
加
え
た
よ
う
な
例
も
見
え
、『
蒼
頡
篇
』
本
文
の
意
味
を

さ
ら
に
完
備
し
明
確
化
さ
せ
る
機
能
を
も
つ（
注　
 18
）。

そ
れ
で
は
具
体
例
に
も
と
づ
き
、『
蒼
頡
篇
』
の
本
文
に
あ
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「
屈
原
旣
放
」、
身
斥
逐3

也
。

　
「
遊
於
江
潭
」、
戲
水
側3

也
。
史
云
、
至
於
江
濱
、
被
髪
。

　
「
行
吟
澤
畔
」、
踏
荊
棘3

也
。

　
「
顔
色
憔
悴
」、
皯
黴
黑3

也
。

　
「
形
容
枯
槁
」、
癯
瘦
瘠3

也
。

　
「
漁
父
見
而
問
之
」、
怪
屈
原3

也
。

句
末
の
助
字
「
也
」
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
水
泉

子
本
の
形
態
と
合
致
し
て
お
り
、
同
じ
注
釈
様
式
の
流
れ
を
汲

む
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
淮
南
王
劉
安
が
漢
の
武
帝
の
命

を
受
け
て
短
時
間
の
う
ち
に
作
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
離
騒

伝
」（
注　
 28
）
に
つ
い
て
、
小
南
一
郎
氏
が
『
楚
辞
章
句
』
の
中
の

先
に
引
用
し
た
よ
う
な
韻
文
体
の
注
と
類
似
し
た
形
態
の
作
品

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
注　
 29
）。

劉
安
が
作
成
し
た
離
騒
の
著
作
に
つ
い
て
は
、「
離
騒
傳
（
伝
）」

と
す
る
も
の
と
「
離
騒
傅
（
賦
）」
と
す
る
も
の
と
の
両
種
の

記
述
が
存
在
す
る
。
小
南
氏
は
む
し
ろ
こ
う
し
た
二
つ
の
伝
承

が
併
存
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
断
定
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
水
泉
子
本

の
よ
う
な
韻
文
体
の
注
釈
書
を
「
伝
」
と
称
し
得
た
一
つ
の
可

能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

結　

語

最
後
に
『
蒼
頡
伝
』
の
作
者
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

既
述
の
ご
と
く
『
蒼
頡
伝
』
に
は
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
原
因
は
作
者
の
問
題
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
先
に

検
討
を
加
え
た
揚
雄
著
作
説
で
は
「
蒙
上
省
文
」
を
そ
の
原
因

と
し
、
複
数
人
著
作
説
で
は
一
家
の
手
に
出
た
も
の
で
な
い
こ

と
を
そ
の
原
因
と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
水
泉
子
本
を
『
蒼
頡

伝
』
に
比
定
す
る
本
説
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に

解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
水
泉
子
本
の
作
者
を
閭
里
書
師

と
す
る
胡
平
生
氏
の
見
解
で
あ
る
。
胡
氏
は
水
泉
子
本
を
揚
雄

『
蒼
頡
訓
纂
』
あ
る
い
は
杜
林
『
蒼
頡
訓
纂
』
に
比
定
す
る
張

存
良
氏
の
見
解
に
対
し
て
、「
其
一
、揚
雄
所
撰
《
訓
纂
》
與
《
蒼

頡
》
是
兩
種
書
、是
沒
有
複
字
的
」「
其
二
、字
數
不
對
」「
其
三
、

七
言
本
文
字
多
俗
詞
俚
語
」
の
三
点
か
ら
そ
れ
を
否
定
し
、
作

者
は
当
時
の
文
壇
の
大
帥
で
は
な
く
、
民
間
で
活
躍
し
て
い
た

閭
里
書
師
で
あ
り
、西
漢
中
後
期
に
相
次
い
で
作
成
さ
れ
た『
凡

将
篇
』『
急
就
篇
』『
元
尚
篇
』
な
ど
の
七
言
本
字
書
の
影
響
を

受
け
、
閭
里
書
師
が
『
蒼
頡
篇
』
の
四
字
句
を
改
変
し
て
七
字

句
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
る（
注　
 30
）。

成
立
時
期
に
つ
い
て
、
筆
者
は
胡
氏
と
は
見
解
を
異
に
し
、

前
漢
中
期
と
推
定
し
て
い
る
が（
注　
 31
）、
作
者
に
つ
い
て
は
筆

者
も
胡
氏
に
同
意
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
筆
者
は
、
水
泉
子

本
の
分
章
が
閭
里
書
師
本
の
そ
れ
と
合
致
す
る
点
を
重
視
し

　
07-2

「
逋
逃
隱
匿
」、
□
□
□
（
例
10
・
２
）

　
07-3

「
往
來
眄
睞
」、
心
不
平3

　
08-1

「
漢
兼
天
下
」、
盡
安
寧3

　

08-2
「
海
内
并
廁
」、
□
□
□
（
暫
14
）

　

08-3
「
胡
無
噍
類
」、
□
□
□

　

08-4

「
菹
醢
離
異
」、
毋
入
刑3

　

08-5

「
戎
翟
給
賨
」、
賦
斂
□
（
暫
15
）

　

09-1

「
百
越
貢
織
」、
□
□
□

　

09-2

「
飭
端
脩
灋
」、
皋
陶
生3

（
注　
 23
）

▼09-3

「
變
大
制
裁
」、
好
衣
服3

　

09-4

「
男
女
蕃
殖
」、
□
□
□
（
暫
12
）

　

09-5

「
六
畜
逐
字
」、
□
□
□

　

10-1

「
顫
䚦
觭
贏
」、
思
美
食3

　

10-2

「
骫
昊
左
右
」、
行
□
□
（
例
15
・
３
）

　

10-3

「
膚
悍
驕
裾
」、
□
□
□

　

10-4

「
誅
罰
貲
耐
」、
責
未
塞3

　

10-5

「
丹
勝
誤
亂
」、
有
所
惑3

（（
暫
20
）

　

11-1

「
圄
奪
侵
試
」、
□
□
□

　

11-2

「
胡
貉
離
絶
」、
□
□
□

　

11-3

「
冢
椁
棺
柩
」、
不
復
出3

　

11-4

「
巴
蜀
筡
竹
」、
□
□
□
（
暫
25
）

　

11-5

「
筐
篋
籢
笥
」、
□
□
□

06-1

か
ら
始
ま
る
章
（
第
五
章
）
の
う
ち
残
存
す
る
句
末
字

06-3

「
丁
」、07-1

「
令
」、07-3

「
平
」、08-1

「
寧
」、08-4

「
刑
」、09-2

「
生
」
は
す
べ
て
耕
部
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
次

章
（
第
六
章
）
の
句
末
字09-03

「
服
」、10-1

「
食
」、10-4

「
塞
」、

10-5

「
惑
」
は
職
部
、11-3

「
出
」
は
職
部
と
通
押
関
係
に
あ

る
物
部
に
属
し
、
分
章
換
韻
が
確
認
さ
れ
る（
注　
 24
）。

こ
こ
ま
で
水
泉
子
本
の
句
式
と
押
韻
の
特
徴
を
み
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
特
徴
と「
伝
」と
の
関
連
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
周

易
』
の
象
伝
で
あ
る
。
象
伝
は
爻
辞
の
本
文
を
掲
げ
、
そ
の
下

に
注
を
加
え
る
形
式
を
も
つ
。
本
文
と
注
と
は
、
一
部
に
例
外

は
見
え
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
四
字
句
を
基
本
と
し
、
注
の
末

尾
「
也
」
の
前
の
第
三
字
目
で
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
い
ま
具
体

的
に
上
経
・
蒙
の
象
伝
に
つ
い
て
、
本
文
に
あ
た
る
部
分
を
カ

ギ
括
弧
で
括
り
、
韻
を
踏
む
文
字
を
傍
点
で
示
す
と
以
下
の
ご

と
く
で
あ
る（
注　
 25
）。

　
（
初
六
）
象
曰
、「
利
用
刑
人
」、
以
正
法3

也
。

　
（
九
二
）
象
曰
、「
子
克
家
」、
剛
柔
接3

也
。

　
（
六
三
）
象
曰
、「
勿
用
取
女
」、
行
不
順3

也
。

　
（
六
四
）
象
曰
、「
困
蒙
之
吝
」、
獨
遠
實3

也
。

　
（
六
五
）
象
曰
、「
童
蒙
之
吉
」、
順
以
巽3

也
。

　
（
上
九
）
象
曰
、「
利
用
禦
寇
」、
上
下
順3

也
。

象
伝
を
含
む
易
の
三
伝
は
、
漢
初
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
す

で
に
流
行
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
て
お
り（
注　
 26
）、
こ
の
よ
う

な
韻
文
体
の
注
の
形
式
が
、
伝
の
一
つ
と
し
て
遅
く
と
も
漢
初

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

象
伝
と
類
似
す
る
形
式
は
、
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
に
も
見
い
だ

さ
れ
る
。
以
下
に
漁
父
篇
の
冒
頭
部
分
を
同
様
に
引
用
す
る（
注　
 27
）。
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が
「
後
漢
書
儒
林
傳
、
讖
書
非
聖
人
所
作
、
其
中
多
近

鄙
別
字
。
近
鄙
者
、
猶
今
俗
用
之
字
。
別
字
者
、
本
當

爲
此
字
而
誤
爲
彼
字
也
。
近
人
謂
之
白
字
、
乃
別
音
之

轉
」（『
日
知
録
集
釈
』
花
山
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
〇

年
、
第
八
〇
五
頁
）
と
述
べ
る
ご
と
く
、
正
字
に
対
す

る
異
体
字
の
意
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
10
）『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
四
十
、
経
部
四
十
、
小
学

類
一
、
方
言
十
三
巻
（『
景
印 

文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第

一
冊
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
年
、
第
八
二
〇

～
八
二
一
頁
）

（
11
）銭
大
昕
（
一
七
二
八
―
一
八
〇
四
）
と
謝
啓
昆

（
一
七
三
七
～
一
八
〇
二
）
は
同
時
代
に
活
躍
し
た
人

物
で
あ
る
が
、
銭
氏
は
あ
く
ま
で
も
揚
雄
『
方
言
』
と

『
別
字
』
と
を
同
一
の
著
作
と
す
る
前
提
に
立
ち
、『
漢

志
』
の
「
蒙
上
省
文
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
一
方
、

謝
氏
は
『
方
言
』
と
『
別
字
』
と
を
別
個
の
著
作
と
見

て
お
り
、『
小
学
考
』
巻
七
、
訓
詁
五
の
「
揚
氏
雄
方

言
」
の
条
（
前
掲
注
４
、
第
九
一
頁
）
に
も
『
別
字
』

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
推
し

て
、
両
者
の
説
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
提
起
さ
れ
た
も
の

と
見
な
さ
れ
る
。

（
12
）姚
振
宗
『
漢
書
芸
文
志
条
理
』
巻
一
之
下
（
前
掲
注
５
、

第
五
四
～
五
五
頁
）

（
13
）『
説
文
解
字
』
五
上
、
亏
部
に
「
平
、
語
平
舒
也
。
从

亏
从
八
。
八
、
分
也
。
爰
禮
説
」
と
あ
る
（『
説
文
解

字
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
第
二
〇
四

頁
）。
な
お
『
説
文
』
に
見
え
る
爰
礼
説
は
こ
の
一
条

の
み
で
あ
る
。

（
14
）馬
瑞
辰
「
毛
詩
詁
訓
伝
名
義
考
」（『
毛
詩
伝
箋
通
釈
』

一
、『
皇
清
経
解
続
編
』
第
二
冊
、
巻
四
一
六
、
上
海

書
店
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
第
六
一
七
～
六
一
八
頁
）

（
15
）以
下
、
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
阜
陽
本
・
北
大
本
・
水
泉

子
本
）
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
『
北
京
大
学
蔵
西

漢
竹
書
［
壹
］』（
朱
鳳
瀚
編
撰
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
所
収
「
北
大
蔵
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
与
其

他
出
土
簡
本
対
照
表
」（
第
一
五
三
～
一
六
三
頁
）
に

も
と
づ
く
が
、
作
字
の
便
宜
上
、
通
行
の
字
体
に
従
う

場
合
が
あ
る
。
ま
た
水
泉
子
本
の
釈
文
の
末
尾
に
付
し

た
略
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

封
二
…
…
張
存
良
・
呉
葒
「
水
泉
子
漢
簡
初
識
」（『
文

物
』
二
〇
〇
九
年
第
十
期
、
第
八
八
～
九
一
頁
）

所
収
「
封
二
：
1
」
～
「
封
二
：
10
」
の
十
簡
の

図
版
番
号

暫
…
…
張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡

篇
》
蠡
測
」（『
出
土
文
献
研
究
（
第
九
輯
）』、

二
〇
一
〇
年
一
月
、
第
六
〇
～
七
五
頁
）
暫
編
号

１
～
暫
編
号
45
の
四
十
五
簡
の
図
版
番
号

例
…
…
張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡
篇
》

蠡
測
」（
前
掲
）
の
中
に
例
示
さ
れ
た
図
版
未
公

表
の
残
簡
の
釈
文
番
号

て
い
る
。

閭
里
書
師
に
よ
る
『
蒼
頡
篇
』
の
合
篇
・
改
章
が
、
漢
代
に

お
け
る
『
蒼
頡
篇
』
の
識
字
書
と
し
て
の
機
能
向
上
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
閭

里
書
師
本
に
も
と
づ
き
四
字
句
の
本
文
の
下
に
三
字
句
を
加
え

て
『
蒼
頡
篇
』
の
理
解
と
暗
誦
の
利
便
を
は
か
っ
た
七
言
本
の

作
成
も
ま
た
、
同
じ
目
的
を
も
つ
閭
里
書
師
の
活
動
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。『
蒼
頡
伝
』
に
作
者
名
が
記
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
、
閭
里
書
師
と
い
う
無
名
の
民
間
人
の
手
に
な

る
が
ゆ
え
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注（１
）拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』
考
―
『
説
文

解
字
』
以
前
小
学
書
に
お
け
る
位
置
」（『
東
洋
古
典
学

研
究 

第
二
十
九
集
』
二
〇
一
〇
年
、
第
一
～
一
七
頁
）、

拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』
再
考
―
七
言

本
成
立
の
背
景
―
」（『
中
国
研
究
集
刊 

第
六
十
五
号
』

二
〇
一
九
年
、
第
一
～
二
四
頁
）

（
２
）以
下
『
漢
書
』
芸
文
志
の
引
用
は
、
武
英
殿
本
を
影

印
し
た
『
二
十
五
史 

第
一
冊
』（
上
海
古
籍
出
版
社
・

上
海
書
店
、
一
九
八
六
年
）
所
収
の
『
漢
書
』（
第

一
六
五
頁
）
に
よ
る
。

（
３
）こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
説
文
以
前
小
学
書
の
研

究
』（
創
文
社
、二
〇
〇
四
年
、第
三
二
〇
～
三
三
四
頁
）

参
照
。

（
４
）謝
啓
昆
『
小
学
考
』
巻
九
、
文
字
一
（
漢
語
大
詞
典
出

版
社
、
一
九
九
七
年
、
第
一
三
一
頁
）

（
５
）姚
振
宗
『
漢
書
芸
文
志
条
理
』
巻
一
之
下
（『
二
十
五

史
補
編
』
第
二
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
五
五
年
、
第

五
四
頁
）

（
６
）林
明
波
『
唐
以
前
小
学
書
之
分
類
与
考
証
』（
台
湾
商

務
印
書
館
、
一
九
七
五
年
、
第
三
一
七
頁
）

（
７
）
例
え
ば
、
李
零
『
蘭
台
萬
巻 

読
《
漢
書
・
藝
文

志
》（
修
訂
版
）』（
生
活
・
読
書
・
新
知 

三
聯 

書
店
、

二
〇
一
三
年
第
二
版
、第
六
二
頁
）は
、「《
別
字
》、卽《
方

言
》。
今
本
《
方
言
》
存
十
三
篇
。
原
書
不
注
〝
揚
雄
〟、

是
蒙
上
省
略
。《
蒼
頡
傳
》、
上
承
《
別
字
》、
疑
亦
揚

雄
書
」
と
述
べ
る
。

（
８
）銭
大
昕
『
三
史
拾
遺
』（『
考
史
拾
遺
』
所
収
、
商
務

印
書
館
、
一
九
五
八
年
、
第
六
五
～
六
六
頁
）。
た
だ

し
、銭
氏
は
『
蒼
頡
伝
』
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

鈴
木
由
次
郎
『
漢
書
芸
文
志
』（
明
徳
出
版
社
、
中
国

古
典
新
書
、
一
九
六
八
年
、
第
一
一
五
頁
）
は
、「
別

字
十
三
篇
」
の
解
説
に
お
い
て
「
今
存
す
る
漢
の
揚
雄

の
作
「
方
言
十
三
巻
」
の
こ
と
。
こ
の
本
名
は
「
輶
軒

使
者
絶
代
語
釈
別
国
方
言
」。
別
字
と
い
い
、
方
言
と

い
う
の
は
そ
の
略
称
。
方
言
は
揚
雄
の
作
で
は
な
い
と

い
う
説
も
あ
る
。
四
庫
提
要
参
照
」
と
述
べ
、
ほ
ぼ
銭

氏
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
９
）別
字
の
本
義
は
、
顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
十
八
、
別
字
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三
伝
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
推
定
し

て
い
る
。

帛
書
本
《
周
易
》
繫
伝
文
、
公
開
後
、
有
一
種
看
法
、

即
帛
書
本
無
《
彖
》・《
象
》・《
文
言
》、
従
而
認
爲

此
三
伝
爲
晩
出
。
此
説
根
本
不
能
成
立
。《
彖
》
咸

卦
辭
、
見
于
《
荀
子
・
大
略
》、《
彖
》
謙
卦
文
、
又

見
于
《
韓
詩
外
伝
》「
夫
天
道
虧
盈
而
益
謙
…
…
人

道
惡
盈
而
好
謙
。」《
文
言
》
坤
卦
文
「
臣
弑
君
、
子

弑
父
、
非
一
旦
一
夕
之
故
也
、
其
漸
久
矣
」、
見
于

《
太
史
公
自
序
》
引
、《
文
言
》
文
常
引
《
象
》
伝
語
、

又
是
出
于
《
象
》
伝
之
後
。
據
此
、
此
三
伝
在
漢
初

惑
以
前
已
流
行
。

（
27
）引
用
は
、［
漢
］
王
逸
撰 

黄
霊
庚
点
校
『
楚
辞
要
籍

叢
刊 

楚
辞
章
句
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、

第
一
七
一
～
一
七
三
頁
）
に
よ
る
。

（
28
）『
漢
書
』
巻
四
十
四
、
淮
南
王
安
伝
に
「
時
武
帝
方
好

藝
文
。
以
安
屬
爲
諸
父
、
辯
博
善
爲
文
辭
、
甚
之
。（
中

略
）
初
安
入
朝
、
獻
所
作
内
篇
、
新
出
、
上
愛
秘
之
。

使
爲
離
騒
傳
、旦
受
詔
、日
食
時
上
」（『
漢
書
』
第
七
冊
、

中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
、
第
二
一
四
五
頁
）
と
あ
る
。

（
29
）小
南
一
郎
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
第
四
章 

王

逸
「
楚
辞
章
句
」
と
楚
辞
文
藝
の
伝
承
（
二
〇
〇
三
年
、

朋
友
書
店
、
第
三
四
一
～
三
四
八
頁
）

（
30
）胡
平
生
「
読
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡
篇
》」（（
張

徳
芳 

孫
家
洲
主
編
『
居
延
敦
煌
漢
簡
出
土
遺
址
実
地

考
察
論
文
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
第

一
六
五
～
一
六
八
頁
）

（
31
）拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』
考
―
『
説

文
解
字
』
以
前
小
学
書
に
お
け
る
位
置
」（
前
掲
注
１
、

第
一
二
～
一
五
頁
）
参
照
。

［
附
記
］
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費17K

02730

の
助
成
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
教
授
）

（
16
）『
説
文
解
字
注
』（
前
掲
注
13
、第
六
三
七
～
六
三
八
頁
）

（
17
）『
説
文
解
字
注
』（
前
掲
注
13
、
第
六
八
〇
頁
）

（
18
）張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡
篇
》
蠡
測
」（『
出

土
文
献
研
究
（
第
九
輯
）』、
二
〇
一
〇
年
一
月
、
第

六
五
頁
）、
拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』

考
―
『
説
文
解
字
』
以
前
小
学
書
に
お
け
る
位
置
」（
前

掲
注
１
、
第
二
～
三
頁
）
参
照
。

（
19
）水
泉
子
本
は
全
簡
の
図
版
・
釈
文
が
未
公
表
で
あ
り
、

統
一
的
な
編
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
以
下
の
引

用
で
は
、
便
宜
的
に
各
句
の
冒
頭
に
北
大
本
の
簡-

句

番
号
を
記
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
対
応
す
る
水
泉
子
本
の

句
の
所
在
を
示
す
こ
と
に
し
た
（
例
え
ば
「08-1

」
は

水
泉
子
本
の
『
蒼
頡
篇
』
本
文
の
当
該
句
が
北
大
本
簡

８
の
第
一
句
に
対
応
す
る
こ
と
を
示
す
）

（
20
）張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡
篇
》
蠡
測
」（
前

掲
注
18
、
第
六
五
～
七
〇
頁
）

（
21
）居
延
漢
簡19.1A

CB

（『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
上
冊
、

中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
、
乙
図
版
柒
）

（
22
）「
奢
掩
」、
朱
鳳
瀚
氏
原
釈
は
「
書
插
」
と
釈
す
が
、
こ

こ
で
はjileijilei

「
北
大
漢
簡《
蒼
頡
篇
》釋
文
商
榷
」（
復

旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
站 

論
壇 

討

論
区 

学
術
討
論
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
四
日
）
の

釈
に
従
う
。

（
23
）「
生
」、張
存
良「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本《
蒼
頡
篇
》蠡
測
」

（
前
掲
注
18
、
第
六
八
頁
）
は
「
主
」
と
釈
す
が
、
こ

こ
で
は
程
少
軒
記
録
整
理
「
水
泉
子
簡
《
蒼
頡
篇
》
討

論
記
録
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心

網
站
、
二
〇
一
〇
年
一
月
十
七
日
）
の
施
謝
捷
氏
の
釈

に
従
う
。

（
24
）残
簡
の
分
析
か
ら
、
水
泉
子
本
は
各
章
の
末
尾
に

「
百
五
字
」
と
い
う
章
の
文
字
数
を
記
し
、
そ
の
後
は

空
白
に
し
て
、
次
章
を
別
の
簡
か
ら
書
き
始
め
る
形
式

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡

七
言
本
《
蒼
頡
篇
》
蠡
測
」
前
掲
注
18
、
第
六
一
～

六
二
頁
）。
し
た
が
っ
て
第
五
章
の
末
尾
句
に
あ
た
る

「09-2

「
飭
端
脩
灋
」
皋
陶
生
」
の
後
に
は
、
章
の
文

字
数
の
表
記
と
空
白
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
文

字
数
の
表
記
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
連
続
し
て
第
六
章
の

第
一
句
・
第
二
句
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第

五
章
と
第
六
章
と
の
間
に
は
換
韻
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
来
こ
こ
で
分
章
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で

あ
り
、
水
泉
子
本
あ
る
い
は
そ
の
親
本
が
誤
っ
て
章
字

数
の
表
記
を
脱
し
、
連
続
し
て
書
写
し
た
可
能
性
が
高

い
。

（
25
）引
用
は
、『
周
易
正
義
』
巻
一
、
蒙
（『
十
三
経
注
疏 

附
校
勘
記 

上
冊
』
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
、
第
八

～
九
頁
）
に
よ
る
。

（
26
）例
え
ば
、
朱
伯
崑
「
帛
書
本
《
繫
辞
》
文
読
後
」

（『
道
家
文
化
研
究 

第
三
輯
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、
第
四
二
～
四
三
頁
）
は
、
象
伝
を
含
む
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一
、
西
村
天
囚
と
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑

天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
八
月
二
十
五
日
、
一
艘
の
大
型

異
国
船
が
種
子
島
の
南
端
門か

ど

倉く
ら

岬
に
漂
着
し
た
。
当
地
の
地
頭

西に
し

村む
ら

織お
り

部べ
の
じ
ょ
う
と
き
つ
ら

丞
時
貫
は
岬
に
急
行
。
異
人
た
ち
と
の
接
触
を
試
み

る
も
言
葉
が
通
じ
な
い
。
そ
こ
で
、
砂
浜
に
杖
で
漢
文
を
書
い

た
と
こ
ろ
、
乗
員
の
明
国
人
五ご

峯ほ
う

な
る
者
と
筆
談
が
成
立
、
漂

着
の
顛
末
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
時
貫
は
島
主
の
種
子
島
時と

き

堯た
か

に
急
報
す
る
と
と
も
に
、
船
を
時
堯
の
在
所
の
赤あ
か

尾お

木ぎ

（
現

在
の
西
之
表
）
に
曳
航
す
る
こ
と
と
し
た
。
乗
員
百
数
十
名
は

赤
尾
木
の
慈
恩
寺
宿
坊
に
入
り
、
時
堯
と
面
会
し
た
。
そ
の
際
、

時
堯
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
携
え
て
い
た
鉄
砲
を
奇
と
し
て
二
挺

購
入
し
た
。
こ
れ
が
日
本
史
上
の
大
事
件「
鉄
砲
伝
来
」と
な
る
。

現
在
、
種
子
島
の
門
倉
岬
に
は
、
こ
れ
を
記
念
す
る
「
鉄

砲
伝
来
紀
功

碑
」
が
立
っ

て
い
る
。
二

メ
ー
ト
ル
四

十
セ
ン
チ
を

超
え
る
大
き

な
石
碑
の
裏

面
に
は
、
端

正
な
漢
文
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
そ
の
撰
文
に
あ

た
っ
た
の
は
、
織
部
丞
か
ら
十
三
代
後
の
子
孫
に
あ
た
る
西
村

天て
ん
し
ゅ
う
囚
で
あ
っ
た
。

西
村
天
囚
（
一
八
六
五
～
一
九
二
四
）、
名
は
時と

き

彦つ
ね

、
字
は

子し
し
ゅ
ん駿
。
大
隅
国
種
子
島
西
之
表（
現
在
の
鹿
児
島
県
西
之
表
市
）

鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立

湯
　
浅
　
邦
　
弘

鉄砲伝来紀功碑
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治
于
種
子
島
。
因
以
島
氏
。
十
四
世
孫
曰
日
勝
公
諱
時
堯
、
任

彈
正
忠
、
叙
從
五
位
下
、
晉
左
近
衞
將
監
。
天
文
十
二
年
癸
卯

秋
八
月
二
十
五
日
丁
酉
、
有
一
大
船
漂
到
西
村
小
浦
。
西
村
在

島
之
南
端
、
我
遠
祖
織
部
君
居
焉
。
君
諱
時
貫
、
有
文
字
、
與

船
客
明
人
五
峯
者
筆
語
知
其
爲
南
蠻
商
船
。
乃
告
日
勝
公
、
令

輕
舸
曵
船
到
赤
尾
木
。
赤
尾
木
公
治
所
也
。

船
中
有
葡
萄
牙
人
、
手
携
火
器
。
公
觀
而
奇
之
以
重
値
購
獲

其
二
。
織
部
君
亦
購
之
、
並
就
學
其
術
。
公
又
令
家
臣
笹
川
秀

重
仿
製
火
藥
、
八
板
清
定
傳
鑄
造
之
法
。
自
此
鐵
砲
始
傳
播

海
内
。
事
詳
于
僧
文
之
所
作
鐵
砲
記
。
公
之
子
日
恕
公
諱
久

時
、
文
禄
征
韓
役
属
島
津
氏
、
用
鐵
砲
隊
有
功
。
爾
後
鐵
砲
盛

行
、
弓
箭
漸
廃
。
至
明
治
維
新
、
兵
制
一
変
、
我
兵
皆
巧
操
小

銃
、
素
養
使
然
也
。
方
村
田
銃
之
創
製
、
亦
募
工
人
於
種
子
島
。

其
制
雖
倣
法
泰
西
、
然
我
能
自
造
新
式
、
殆
駕
而
上
焉
、
以
致

器
精
兵
強
、
國
威
益
震
。
豈
非
以
鐵
砲
之
傳
久
習
熟
耶
。
亦
可

以
知
種
子
島
氏
創
始
之
功
偉
且
大
矣
。

前
此
、
種
子
島
氏
儼
爲
一
諸
侯
、
厥
後
、
臣
属
島
津
氏
、
仍

領
種
子
島
、
禮
同
公
室
。
維
新
後
還
封
。
至
二
十
七
世
守
時
君

□
特
旨
列
華
族
授
男
爵
。
葢
祖
烈
之
所
致
云
。
信
基
公
之
孫
信

眞
公
有
六
子
、
季
曰
信
時
君
。
始
賜
西
村
、
以
爲
采
邑
、
因
氏
。

子
孫
臣
事
宗
家
。
九
世
至
織
部
君
。
自
織
部
君
至
時
彦
十
三
世
、

世
藏
其
所
獲
葡
萄
牙
鐵
砲
。
日
勝
公
所
獲
則
當
時
遣
其
一
於
紀

州
根
来
杉
坊
、
其
一
爲
家
寳
。
明
治
丁
丑
、
燬
于
兵
燹
。
時
彦

因
獻
我
家
所
藏
、
守
時
君
又
獻
諸
官
。
今
陳
列
游
就
館
者
是
也
。

時
彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
墅
、
游
御
埼
而
望
雲
濤
無
際
。
其
東

則
小
浦
、
松
青
沙
白
。
因
想
蕃
船
到
此
。
織
部
君
以
杖
畫
沙
而

談
、
遂
俾
宗
家
獲
瓌
寳
、
以
貽
後
世
、
而
深
自
耻
庸
陋
不
足
發

揚
先
德
、
顧
望
低
徊
、
久
之
。
頃
者
、
郷
人
胥
謀
樹
碑
御
埼
紀

用
紀
厥
功
、
請
守
時
君
題
碑
上
。
寓
書
浪
華
徵
時
彦
文
。
時
彦

深
感
郷
人
報
本
之
誠
而
又
樂
託
不
朽
也
。
故
不
敢
辭
、
謹
叙
始

末
、
繫
以
詞
曰
、

海
上
三
山
、其
一
蜒
蜿
、我
公
治
焉
、垂
裕
宏
遠
。
控
琉
引
粤
、

柔
撫
島
蠻
、永
保
爵
邑
、□
王
室
維
翰
。
西
人
始
至
、小
浦
之
濱
、

來
獻
匪
琛
。
希
世
之
珍
。
公
曰
勿
私
。
命
工
倣
造
、
傳
彼
秘
奥
、

廣
頒
異
寳
。
得
之
臨
敵
、
賁
育
不
前
、
得
之
禦
侮
、
國
安
疆
全
。

戡
乱
於
内
、
禁
暴
於
外
。
繇
古
訖
今
、
斯
器
是
頼
。
□
皇
圖
丕

闡
、
國
運
恢
張
。
推
本
論
功
、
濳
德
有
光
、
餘
澤
靡
斬
、
本
支

縄
縄
。
勿
墜
家
聲
、
念
祖
祗
承
。
貽
範
可
尋
、
茲
表
茂
績
。
百

世
之
下
、
視
斯
貞
石
。

　
　
　

大
正
十
年
一
月　

文
學
博
士　

西
村
時
彦
譔

　
　
　

西
之
青
年
會
建
之

　
　
　

錦
戸
惣
太
郎
彫
刻

（
書
き
下
し
文
）

火
器
、
古

い
に
し
え
は
鉄
砲
と
称
す
る
者
、
今
の
所
謂
小
銃
な
り
。

其
の
我
が
国
に
伝
来
す
る
は
三
百
八
十
余
年
前
に
在
り
。
実
に

我
が
種
子
島
氏
よ
り
始
ま
る
。
種
子
島
は
左さ

馬ま
の

頭か
み
の
た
い
ら
の
ゆ
き
も
り

平
行
盛

朝あ

臣そ
ん

よ
り
出
ず
。
其
の
子
信の
ぶ

基も
と

公
、
鎌
倉
の
初
め
、
南
海
十
二

島
に
封
ぜ
ら
れ
、
世
々
種
子
島
を
治
む
。
因
り
て
島
を
以
て
氏

と
す
。
十
四
世
の
孫
を
日に

っ
し
ょ
う
こ
う
い
み
な

勝
公
諱
は
時と
き

堯た
か

と
曰い

い
、
弾
だ
ん
じ
ょ
う
ち
ゅ
う

正
忠

の
出
身
。
号
は
天
囚
・
碩せ
き
え
ん園
。
初
め
郷
里
の
儒
者
前ま
え

田だ

豊ほ
う

山ざ
ん

に

学
び
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）、
東
京
大
学
古
典
講
習
科

に
官
費
生
と
し
て
入
学
。
古
典
講
習
科
の
廃
止
に
よ
っ
て
中
退

の
後
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た
。
コ
ラ
ム
「
天
声
人
語
」

は
天
囚
の
命
名
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
主
著
に
、
博
士
学
位
の
取

得
に
つ
な
が
っ
た
『
日
本
宋
学
史
』
が
あ
る
。
天
囚
は
、
江
戸

時
代
の
大
阪
学
問
所
「
懐
徳
堂
」（
一
七
二
四
～
一
八
六
九
）

に
強
く
惹
か
れ
、
そ
の
顕
彰
と
復
興
を
目
指
し
た
。
そ
れ
は
、

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
成
立
、
お
よ
び
校
舎
の
再
建
（
重

建
懐
徳
堂
）
と
し
て
実
現
し
た
。

天
囚
の
旧
蔵
漢
籍
約
三
千
冊
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
を
経
て
、

「
懐
徳
堂
文
庫
」
の
一
部
と
な
り
、
現
在
、
大
阪
大
学
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。
天
囚
の
関
係
資
料
は
こ
れ
が
す
べ
て
だ
と
思
わ

れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
種
子
島
の
西
村
家
お
よ
び
西
之
表
市
の
種

子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
鉄
砲
館
）
に
天
囚
関
係
資

料
約
二
千
点
が
残
っ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
、
平
成
二
十
九

年
（
二
〇
一
七
）
よ
り
現
地
で
の
資
料
調
査
を
開
始
し
た
。
そ

の
調
査
の
過
程
で
、
筆
者
は
、
鉄
砲
館
に
お
い
て
天
囚
の
自
筆

草
稿
を
発
見
し
た
。「
五
十
以
後
文
稿
」
と
題
し
た
冊
子
に
何

種
か
の
草
稿
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、

鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
の
二
種
類
の
草
稿
で
あ
っ
た
。

碑
文
は
、
石
に
刻
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
通
り
不
朽
の

命
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
そ
の
定
稿
前
の
過

程
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
に
よ
り
、
碑
文

が
ど
の
よ
う
な
推
敲
を
経
て
成
立
し
た
の
か
が
分
か
る
可
能
性

が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
門
倉
岬
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
碑
文
、
西

村
天
囚
の
遺
文
集
で
あ
る
『
碩
園
先
生
文
集
』
所
収
の
碑
文
、

そ
し
て
種
子
島
で
発
見
さ
れ
た
草
稿
二
種
を
比
較
す
る
こ
と
に

よ
り
、
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立
を
追
っ
て
み
る
こ
と
と
し

た
い
。

二
、
種
子
島
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
に
基
づ
く
釈
読

ま
ず
、
門
倉
岬
の
碑
文
に
基
づ
き
、
全
体
を
釈
読
す
る
。
筆

者
は
こ
れ
ま
で
二
度
、
門
倉
岬
を
訪
れ
、
こ
の
石
碑
を
目
視
す

る
と
と
も
に
、
写
真
撮
影
し
て
全
文
を
確
認
し
て
い
る
。
以
下

順
に
、
原
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
語
注
を
掲
げ
る
。

原
文
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
碑
文
に
忠
実
に
翻
刻
し
、

便
宜
上
、
句
読
点
を
打
つ
。
空
格
は
□
で
示
す
。
い
ず
れ
も
直

後
の
語
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
漢
字
を
通
行
字
体

に
改
め
る
。
原
文
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
と
も
、
便
宜
上

五
段
落
に
改
行
す
る
。

（
原
文
）

火
器
、
古
稱
鐵
砲
者
、
今
所
謂
小
銃
也
。
其
傳
来
我
國
在

三
百
八
十
餘
年
前
。
實
自
我
種
子
島
氏
始
。
種
子
島
出
左
馬
頭

平
行
盛
朝
臣
。
其
子
信
基
公
、
鎌
倉
初
、
封
南
海
十
二
島
、
世
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く
、
私
す
る
勿な

か
れ
。
工
に
命
じ
て
倣
い
造
り
、
彼
の
秘
奥
を

伝
え
、
広
く
異
宝
を
頒わ

か
つ
。
之
を
得
て
敵
に
臨
め
ば
、
賁ほ
ん

育い
く

も
前す
す

ま
ず
、
之
を
得
て
侮
り
を
禦ふ
せ

げ
ば
、
国
安
く
し
て
疆
き
ょ
う
ま
っ
た全

し
。
乱
を
内
に
戡と

り
、
暴
を
外
に
禁
ず
。
古
よ
り
今
に
訖い
た

る
ま

で
、
斯
の
器
に
是
れ
頼
る
。
皇こ

う

図と

丕お
お

い
に
闡ひ
ら

け
、
国
運
恢お
お

い
に

張
る
。
本
を
推お

し
功
を
論
ず
れ
ば
、
潜せ
ん

徳と
く

光
有
り
、
余よ

沢た
く

斬た

つ

靡な

く
、
本ほ
ん

支し

縄じ
ょ
う

縄じ
ょ
う
。
家か

声せ
い

を
墜お

と
す
勿な

く
、
祖
を
念お
も

い
祗つ
つ
し
ん

で
承う

け
よ
。
貽い

範は
ん

尋た
ず

ぬ
べ
く
、
茲こ
こ

に
茂ぼ
う

績せ
き

を
表
す
。
百
世
の
下
、

斯こ

の
貞て
い

石せ
き

を
視み

よ
。

（
現
代
語
訳
）

古
に
鉄
砲
と
称
し
た
火
器
は
、
今
の
い
わ
ゆ
る
小
銃
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
が
国
に
伝
来
し
た
の
は
、
三
百
八
十
年
余

り
前
で
あ
り
、
実
に
わ
が
種
子
島
氏
に
由
来
す
る
。
種
子
島
は

左
馬
頭
平
行
朝
よ
り
出
て
い
る
。
行
朝
の
子
の
信
基
公
が
鎌
倉

時
代
の
初
め
に
南
海
十
二
島
に
封
ぜ
ら
れ
、
代
々
種
子
島
を
治

め
て
い
た
。
そ
の
島
の
名
に
ち
な
ん
で
氏
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
十
四
世
の
孫
を
、
日
勝
公
、
諱
は
時
堯
と
い
い
、
弾
正
忠

に
任
ぜ
ら
れ
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
左
近
衛
将
監
に
進
ん

だ
。
天
文
十
二
年
八
月
二
十
五
日
、
一
艘
の
大
船
が
西
村
の
小

浦
に
漂
着
し
た
。
西
村
は
種
子
島
の
南
端
に
あ
り
、
わ
が
先
祖

織
部
君
が
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
織
部
君
、
諱
は
時
貫
は
文
字

の
才
が
あ
り
、
乗
船
し
て
い
た
五
峯
な
る
者
と
漢
文
で
筆
談
し

て
、
そ
の
船
が
南
蛮
商
船
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
日

勝
公
（
種
子
島
時
堯
）
に
告
げ
、軽
船
で
曳
航
し
て
赤
尾
木
（
種

子
島
北
西
部
、
現
在
の
西
之
表
）
に
到
着
さ
せ
た
。
赤
尾
木
は

日
勝
公
の
治
所
で
あ
る
。

船
中
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
い
て
、
手
に
火
器
を
携
え
て
い
た
。

公
は
こ
れ
を
見
て
珍
奇
と
し
、
高
値
で
そ
の
二
つ
を
買
い
求
め

た
。
織
部
君
も
ま
た
こ
れ
を
買
い
求
め
、
公
と
と
も
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
か
ら
そ
の
射
撃
術
を
学
ん
だ
。
公
は
ま
た
家
臣
の
笹
川

秀
重
に
火
薬
を
倣
い
作
ら
せ
、
八
板
清
定
に
鉄
砲
鋳
造
の
法
を

伝
え
さ
せ
た
。
こ
こ
か
ら
鉄
砲
が
は
じ
め
て
日
本
国
内
に
伝
播

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、僧
文
之
が
記
し
た
「
鉄
砲
記
」

に
詳
し
い
。
公
の
子
の
日
恕
公
、
諱
は
久
時
は
文
禄
年
間
の
征

韓
の
役
で
島
津
氏
に
属
し
、
鉄
砲
隊
を
用
い
て
軍
功
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
鉄
砲
は
盛
ん
に
使
用
さ
れ
、
弓
矢
は
次
第
に
廃
れ
て

い
っ
た
。
明
治
維
新
に
至
る
と
、
兵
制
が
一
変
し
、
わ
が
国
の

兵
が
巧
み
に
小
銃
を
操
作
で
き
た
の
は
、
素
養
が
そ
う
さ
せ
た

の
で
あ
る
。（
明
治
政
府
が
）
村
田
銃
を
創
製
す
る
に
あ
た
り
、

ま
た
職
人
を
種
子
島
に
募
っ
た
。
そ
の
製
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
倣
っ
た
も
の
の
、
日
本
の
新
式
を
造
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
凌
駕

す
る
よ
う
に
な
り
、
兵
器
は
精
強
で
国
威
は
益
々
振
る
う
に

至
っ
た
。
こ
れ
は
鉄
砲
が
古
く
に
伝
来
し
、
そ
れ
に
習
熟
し
て

い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
も
ま
た
種
子
島
氏
が
鉄
砲

を
創
始
し
た
功
績
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
種
子
島
氏
は
儼
然
た
る
一
諸
侯
で
あ
り
、
そ

の
後
、
島
津
氏
に
臣
従
し
た
が
、
依
然
と
し
て
種
子
島
を
領
有

し
、
礼
は
公
室
と
同
格
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
領
地
を
返

還
し
た
。
二
十
七
世
の
守
時
君
に
至
り
、
特
旨
に
よ
っ
て
華
族

に
任
ぜ
ら
れ
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
左さ

近こ
ん

衛え
の
し
ょ
う
げ
ん

将
監
に
晋す
す

む
。

天
文
十
二
年
癸
卯
秋
八
月
二
十
五
日
丁
酉
、
一
大
船
有
り
て
西

村
小
浦
に
漂
到
す
。
西
村
は
島
の
南
端
に
在
り
、
我
が
家
祖
織お

り

部べ
の

君き
み

焉こ
れ

に
居
る
。
君
諱
は
時と
き

貫つ
ら

、
文
字
有
り
、
船
客
明
人
五ご

峯ほ
う

な
る
者
と
筆
語
し
て
其
の
南
蛮
商
船
為た

る
を
知
る
。
乃
ち
日
勝

公
に
告
げ
、
軽け

い

舸か

を
し
て
船
を
曳
き
、
赤あ
か

尾お

木ぎ

に
到
ら
し
む
。

赤
尾
木
は
公
の
治
所
な
り
。

船
中
に
葡ぼ

る
と
が
る
じ
ん

萄
牙
人
有
り
、
手
に
火
器
を
携た
ず
さ
う
。
公
観み

て
之
を

奇
と
し
重
値
を
以
て
其
の
二
を
購
獲
す
。
織
部
君
も
亦
た
之
を

購あ
が
な
い
、
並
び
就
き
て
其
の
術
を
学
ぶ
。
公
又
た
家
臣
笹さ
さ

川が
わ

秀ひ
で

重し
げ

を
し
て
火
薬
を
仿
製
せ
し
め
、
八や

板い
た

清き
よ

定さ
だ

を
し
て
鋳
造
の
法

を
伝
え
し
む
。
此
れ
自
り
鉄
砲
始
め
て
海
内
に
伝
播
す
。
事
は

僧そ
う

文ぶ
ん

之し

の
作
る
所
の
鉄
砲
記
に
詳
し
。
公
の
子
日に
ち

恕じ
ょ

公こ
う

諱
は
久ひ
さ

時と
き

、
文
禄
征
韓
の
役
に
島
津
氏
に
属
し
、
鉄
砲
隊
を
用
い
て
功

有
り
。
爾じ

後ご

鉄
砲
盛
行
し
、
弓
き
ゅ
う
せ
ん
よ
う
や
く

箭
漸
く
廃
す
。
明
治
維
新
に

至
り
、
兵
制
一
変
し
、
我
が
兵
皆
巧
み
に
小
銃
を
操
る
は
、
素

養
然
ら
し
む
る
な
り
。
村
田
銃
の
創
製
に
方あ

た

り
、
亦
た
工
人
を

種
子
島
に
募
る
。
其
の
制
、
法
を
泰た

い

西せ
い

に
倣な
ら

う
と
雖
も
、
然
れ

ど
も
我
能
く
自
ら
新
式
を
造
り
、
殆ほ

と
ん
ど
駕が

し
て
上
り
、
以
て
器

精
兵
強
、
国
威
益
々
震
う
を
致
す
。
豈
に
以
て
鉄
砲
の
伝
久
し

く
習
熟
す
る
を
以
て
に
非
ず
や
。
亦
た
以
て
種
子
島
氏
創
始
の

功
偉
に
し
て
且
つ
大
な
る
を
知
る
べ
し
。

此
れ
よ
り
前
、
種
子
島
氏
儼げ

ん

と
し
て
一
諸
侯
為
り
、
厥そ

の
後
、

島
津
氏
に
臣
属
す
る
も
、
仍な

お
種
子
島
を
領
し
、
礼
は
公
室
に

同
じ
う
す
。
維
新
後
、
封
を
還
す
。
二
十
七
世
守も

り

時と
き

君
に
至
り
、

特
旨
に
よ
り
華
族
に
列
せ
ら
れ
男
爵
を
授
か
る
。
蓋け

だ

し
祖そ

烈れ
つ

の

致
す
所
と
云
う
。
信
基
公
の
孫
信
真
公
に
六
子
有
り
、
季す

え

を
信の
ぶ

時と
き

君
と
曰
う
。
始
め
て
西
村
を
賜
り
、
以
て
采さ
い

邑ゆ
う

と
為
し
、
因

り
て
氏
と
す
。
子
孫
宗そ

う

家け

に
臣
事
す
。
九
世
に
し
て
織
部
君
に

至
る
。
織
部
君
よ
り
時
彦
に
至
る
こ
と
十
三
世
、
世
々
其
の
獲え

し
所
の
葡
萄
牙
鉄
砲
を
蔵
す
。
日
勝
公
獲
し
所
は
則
ち
当
時
其

の
一
を
紀
州
根ね

来ご
ろ

の
杉
の
坊
に
遣お
く

り
、
其
の
一
は
家
宝
と
為
す
。

明
治
丁て

い
ち
ゅ
う丑
、
兵へ
い

燹せ
ん

に
燬や

か
る
。
時
彦
因
り
て
我
が
家
の
蔵
す

る
所
を
献
じ
、
守
時
君
又
た
諸こ

れ

を
官
に
献
ず
。
今
、
游ゆ
う
し
ゅ
う
か
ん

就
館
に

陳
列
す
る
者
是
れ
な
り
。

時と
き

彦つ
ね

帰
郷
す
る
毎ご
と

に
西
村
別べ
っ

墅し
ょ

に
至
り
、
御み
さ
き埼
に
游
び
て
雲う
ん

濤と
う

無
際
な
る
を
望
む
。
其
の
東
は
則
ち
小
浦
、
松
青
く
沙
白
し
。

因
り
て
蕃
船
の
此
に
到
る
を
想
う
。
織
部
君
杖
を
以
て
沙
に
画か

き
て
談
じ
、
遂
に
宗
家
を
し
て
瓌か

い

宝ほ
う

を
獲
し
め
、
以
て
後
世
に

貽の
こ

す
も
、
而
し
て
深
く
自
ら
庸よ
う

陋ろ
う

に
し
て
先
徳
を
発
揚
す
る
に

足
ら
ざ
る
を
恥
じ
、
顧こ

望ぼ
う

低て
い

回か
い

、
之
を
久
し
う
す
。
頃ち
か

者ご
ろ

、
郷

人
胥あ

い

謀
り
て
碑
を
御
埼
に
樹た

て
て
用も
つ

て
厥
の
功
を
紀し
る

し
、
守
時

君
に
請
い
て
碑
上
に
題
せ
ん
と
す
。
書
を
浪な

に
わ華
に
寓よ

せ
て
時
彦

に
文
を
徴
す
。
時
彦
深
く
郷
人
報ほ

う

本ぼ
ん

の
誠
に
感
じ
て
又
た
不
朽

に
託
す
る
を
楽
し
む
な
り
。
故
に
敢
て
辞
せ
ず
、
謹
し
み
て
始

末
を
叙
し
、
繋か

く
る
に
詞
を
以
て
す
。
曰
く
、

海
上
の
三
山
、
其
の
一
蜒え

ん

蜿え
ん

、
我
が
公
焉
を
治
め
、
裕
を
垂

る
る
こ
と
宏
遠
な
り
。
琉
を
控
え
粤え

つ

を
引
き
、
島
蛮
を
柔
撫
し
、

永
く
爵
邑
を
保
ち
、
王
室
の
維い

翰か
ん

た
り
。
西
人
始
め
て
至
る
、

小
浦
の
浜
、
来
た
り
て
匪ひ

琛ち
ん

を
献
ず
。
希
世
の
珍
な
り
。
公
曰
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名
に
付
け
る
敬
称
。
な
お
、
種
子
島
の
西
村
家
に
は
西
村
天

囚
旧
蔵
印
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、「
左
馬
頭

行
盛
裔
」
印
（
陽
刻
）
と
「
左
馬
頭
行
盛
之
裔
」
印
（
陰
刻
）

各
一
顆
が
あ
る
。

②
左
近
衞
將
監
…
…
左
近
衛
は
元
近
衛
府
と
称
さ
れ
た
禁
中
警

護
に
当
た
る
令
外
官
の
一
つ
。
そ
こ
に
、
現
場
指
揮
官
と
し

て
護
衛
に
あ
た
る
将
監
（
判
官
）
数
名
が
置
か
れ
た
。

③
有
文
字
…
…
文
字
（
漢
文
）
の
才
が
あ
る
意
。
後
述
の
草
稿

Ａ
・
草
稿
Ｂ
で
は
、
と
も
に
こ
こ
を
「
頗
解
文
字
」
に
作
る
。

④
鐵
砲
記
…
…
鉄
砲
伝
来
か
ら
約
六
十
年
後
の
慶
長
十
一
年

（
一
六
〇
六
）、
第
十
六
代
島
主
種
子
島
久
時
が
、
第
十
四
代

島
主
種
子
島
時
堯
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
鹿
児
島
の
大

龍
寺
の
僧
文
之
玄
昌
に
執
筆
を
依
頼
し
た
も
の
。
天
囚
が
鉄

砲
伝
来
紀
功
碑
文
を
撰
文
す
る
に
際
し
て
、『
種
子
島
家
譜
』

と
と
も
に
参
考
に
し
た
資
料
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

現
在
、
そ
の
全
文
を
影
印
し
、
鮫
島
宗
美
氏
が
書
き
下
し
文

を
加
え
た
も
の
が
、
西
之
表
市
教
育
委
員
会
種
子
島
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
編
『
郷
土
史
料
集
鉄
砲
記
』（
二
〇
〇
一
年
）

と
い
う
小
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
種
子
島
氏
創
始
之
功
…
…
種
子
島
時
堯
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来

の
火
縄
銃
を
私
せ
ず
、
家
臣
の
笹
川
秀
重
に
火
薬
を
倣
製
さ

せ
、
八
板
清
定
に
鋳
造
法
を
伝
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国

産
化
に
成
功
し
、
火
縄
銃
が
日
本
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た

と
い
う
功
績
を
指
す
。

⑥
特
旨
列
華
族
授
男
爵
…
…
種
子
島
氏
第
二
十
七
代
守
時
が

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
男
爵
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と

を
い
う
。
こ
れ
に
は
、
そ
の
前
年
六
月
に
西
村
天
囚
が
種
子

島
家
の
功
績
を
記
し
て
刊
行
し
、
天
覧
に
達
し
た
『
南
島
偉

功
伝
』（
全
一
冊
、
上
下
巻
）
の
影
響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

同
書
下
巻
に
は
、「
鉄
砲
記
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
内
容

や
文
章
の
一
部
が
、
こ
の
碑
文
に
も
援
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
同
書
の
凡
例
冒
頭
に
は
、「
種
子
島
氏
の

門
地
功
業
、
並
に
高
く
兼
ね
隆
な
り
と
雖
も
、
志
乗
未
だ
備

ら
ざ
る
を
以
て
、
世
に
顕
揚
せ
す
、
時
彦
深
く
之
を
悲
し
み
、

浅
学
不
文
、
叨み

だ
り
に
自
ら
揣は
か

ら
す
、
其
事
略
を
叙
し
て
、
二
巻

を
編
成
し
、
南
島
偉
功
伝
と
曰
ふ
」
と
記
す
。
本
稿
で
後
述

す
る
「
石
碑
に
込
め
た
天
囚
の
思
い
」
に
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
言
え
よ
う
。

⑦
紀
州
根
来
杉
坊
…
…
僧
文
之
『
鉄
砲
記
』
に
よ
れ
ば
、
紀
州

根
来
寺
の
杉
ノ
坊
某
公
と
い
う
者
が
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず

し
て
鉄
砲
を
求
め
た
の
で
、
時
堯
が
そ
れ
に
感
じ
入
り
、「
我

の
欲
す
る
所
は
亦
た
人
の
好
む
所
な
り
。
我
豈
敢
て
独
り
己

に
利
し
て
匱
に
韞お

さ

め
て
之
を
蔵
せ
ん
や
」
と
述
べ
、
一
挺
を

贈
っ
た
と
い
う
。
根
来
衆
は
鉄
砲
を
駆
使
し
た
僧
兵
集
団
と

し
て
戦
国
時
代
に
活
動
し
た
。

に
列
せ
ら
れ
、
男
爵
の
位
を
授
か
っ
た
。
祖
先
の
功
績
が
そ
う

さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
信
基
公
の
孫
の
信
真
公
に
六
人
の
子
が

あ
り
、
末
の
子
を
信
時
と
言
っ
た
。
は
じ
め
て
西
村
を
賜
っ
て

宰
領
地
と
し
、
そ
の
地
に
ち
な
ん
で
氏
と
し
た
。
子
孫
は
代
々

宗
家（
種
子
島
氏
）に
臣
従
し
た
。
九
世
の
の
ち
織
部
君
に
至
っ

た
。
織
部
君
か
ら
時
彦
ま
で
は
十
三
世
、
代
々
そ
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
銃
を
家
蔵
し
て
い
た
。
日
勝
公
が
購
得
し
た
鉄
砲
は
、
当
時
、

そ
の
内
の
一
つ
を
紀
州
根
来
寺
の
杉
の
坊
に
譲
り
、
残
り
の
一

つ
は
家
宝
と
し
た
が
、
明
治
丁
丑
（
の
西
南
戦
争
で
）、
戦
火

に
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
時
彦
は
家
蔵
し
て
い
た
鉄
砲

を
献
上
し
、
守
時
君
は
そ
れ
を
官
に
献
上
し
た
。
今
、（
靖
国

神
社
の
）
遊
就
館
に
陳
列
し
て
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

時
彦
は
帰
省
の
た
び
に
西
村
の
別
荘
に
赴
き
、
岬
を
散
歩
し

て
果
て
し
な
き
雲
と
海
を
眺
め
た
。
そ
の
東
は
小
浦
で
、
白
砂

青
松
。
こ
こ
に
南
蛮
船
が
漂
着
し
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
た
。

織
部
君
は
杖
で
砂
浜
に
文
字
を
書
い
て
筆
談
し
、
遂
に
宗
家
に

宝
を
獲
得
さ
せ
、
後
世
に
残
し
た
の
で
あ
る
が
、（
時
彦
は
）

菲
才
の
た
め
祖
先
の
徳
を
発
揚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
恥

と
し
、
久
し
く
振
り
返
っ
て
頭
を
垂
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
先

頃
、
郷
里
の
人
々
が
石
碑
を
岬
に
建
て
て
そ
の
功
績
を
記
す
こ

と
を
計
画
し
、
守
時
君
に
石
碑
の
題
字
を
求
め
た
。
ま
た
大
阪

に
書
を
寄
せ
て
、時
彦
に
撰
文
を
求
め
た
。時
彦
は
郷
里
の
人
々

が
祖
先
に
報
い
よ
う
と
す
る
誠
の
心
に
深
く
感
動
し
、
ま
た
文

を
不
朽
の
石
碑
に
託
す
る
の
を
喜
び
と
し
た
。
よ
っ
て
あ
え
て

辞
退
せ
ず
、
謹
ん
で
そ
の
顛
末
を
記
し
、
以
下
に
詞
を
連
ね
る
。

海
上
の
三
山
、
そ
の
内
の
一
つ
（
種
子
島
）
は
う
ね
う
ね
と

長
く
、
我
が
公
が
こ
こ
を
統
治
し
、
広
く
恩
沢
を
施
し
た
。（
種

子
島
は
）
琉
球
を
控
え
、
広
東
に
連
な
り
、
島
々
の
蛮
人
を
懐

柔
し
、永
く
爵
邑
を
保
ち
、王
室
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
初
め
て
小
浦
の
浜
に
至
り
、
あ
の
宝
を
献
上
し
た
。

稀
代
の
珍
宝
で
あ
る
。
公
は
言
わ
れ
た
、
こ
れ
を
私
し
て
は
な

ら
な
い
と
。
そ
し
て
工
人
に
命
じ
て
模
倣
し
て
造
り
、
そ
の
秘

奥
を
伝
え
、
広
く
こ
の
異
宝
を
分
け
与
え
た
。
こ
れ
を
得
て
敵

に
望
め
ば
、
孟
賁
・
夏
育
と
い
う
勇
者
も
前
に
進
む
こ
と
が
で

き
ず
、
こ
れ
を
得
て
侮
る
敵
を
防
げ
ば
、
国
家
は
安
泰
と
な
る
。

乱
を
内
に
鎮
め
、
暴
を
外
に
禁
ず
る
の
だ
。
古
よ
り
今
に
至
る

ま
で
、
そ
の
兵
器
は
頼
み
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
の
版
図

は
大
い
に
開
け
、
国
運
は
大
い
に
伸
張
す
る
。
そ
の
大
本
を
た

ど
り
、
功
績
を
論
ず
れ
ば
、
隠
れ
て
い
た
徳
も
光
り
輝
き
、
先

人
の
恩
恵
は
絶
た
れ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
連
綿
と
続
く
。

家
の
名
声
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
祖
先
を
思
い
謹
ん
で
継
承
せ

よ
。
先
祖
の
遺
訓
を
尋
ね
、
こ
こ
に
そ
の
盛
ん
な
業
績
を
顕
彰

す
る
。
百
世
の
後
も
、
こ
の
石
碑
を
見
よ
。

（
語
注
）

①
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
…
…
平
行
盛
（
？
～
一
一
八
五
）
は
、

平
清
盛
の
次
男
の
平
基
盛
の
長
男
。
左
馬
頭
は
官
名
。
朝
廷

保
有
の
馬
を
管
理
す
る
馬
寮
（
左
馬
寮
・
右
馬
寮
）
の
内
、

左
馬
寮
の
長
。
朝
臣
は
、
も
と
も
と
天
武
天
皇
の
時
に
制
定

さ
れ
た
八
色
の
姓
の
第
二
位
。
の
ち
、
五
位
以
上
の
人
の
姓
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能
奪
也
」（
張
馮
汲
鄭
伝
）
な
ど
と
見
え
る
。

⑭
西
之
青
年
會
…
…「
西
之
」は
旧「
西
之
村
」。
門
倉
岬
の
あ
る
、

現
在
の
種
子
島
南
種
子
町
内
の
地
名
。

三
、『
碩
園
先
生
文
集
』
所
収
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」
と
の

　
　

比
較

天
囚
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
十
二
年
後
の
昭
和
十
一
年
（
一
九　

三
六
）、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は『
碩
園
先
生
遺
集
』
を

刊
行
し
た
。
線
装
本
全
五
冊
で
あ
る
。
そ
の
中
の
『
碩
園
先
生

文
集
』
巻
二
に
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
（
辛
酉
一
月
）」
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
干
支
の
「
辛
酉
」
は
天
囚
が
撰
文
し
た
大
正
十

年
（
一
九
二
一
）
で
あ
る
。

こ
の
文
集
に
は
天
囚
の
最
終
稿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
が
、
門
倉
岬
の
碑
文
と
は
相
違
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

念
の
た
め
、
確
認
す
る
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
門
倉
岬
の
碑
文
と
は
大
き
な
違
い
が

な
い
。
た
だ
、
細
か
な
点
で
は
あ
る
が
以
下
の
よ
う
な
相
違
も

認
め
ら
れ
る
。

（
第
一
段
落
）

・
種
子
島
出
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
…
…
「
種
子
島
」
を
「
種

子
島
氏
」
に
作
る
。

・
叙
從
五
位
下
…
…
「
叙
」
を
「
敍
」
に
作
る
。
但
し
、
こ

れ
は
新
字
・
旧
字
の
違
い
で
あ
り
、
こ
れ
に
類
す
る
相
違

は
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。
以
下
で
は
省
略
す
る
。

・
天
文
十
二
年
癸
卯
秋
八
月
二
十
五
日
丁
酉
…
…
「
八
月

二
十
五
日
」
の
後
の
「
丁
酉
」
を
欠
く
。

・
我
遠
祖
織
部
君
居
焉
…
…
「
我
遠
祖
」
を
「
我
家
祖
」
に

作
る
。

（
第
三
段
落
）

・
日
勝
公
所
獲
則
當
時
遣
其
一
於
紀
州
根
来
杉
坊
…
…
「
遣
」

を
「
遺
」
に
作
る
。

こ
の
内
、
や
や
留
意
し
た
い
の
は
、
第
三
段
落
の
「
遣
」
と

「
遺
」
の
相
違
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
日
勝
公
種
子
島
時
堯
が

家
宝
と
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来
の
火
縄
銃
二
挺
の
内
一
挺

を
紀
州
根
来
寺
の
杉
の
坊
に
譲
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

で
、
門
倉
岬
の
碑
文
の
通
り
、「
遣
」（
や
る
、
お
く
る
）
の
方

が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、「
遺
」
の
初
義
は
「
の
こ

す
」
で
あ
る
が
、ま
た
「
お
く
る
、あ
た
う
」
の
意
も
あ
る
の
で
、

も
し
そ
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
と
し
た
ら
大
差
は
な
い
。
漢
字

の
字
形
が
近
い
た
め
に
『
碩
園
先
生
文
集
』
は
「
遺
」
に
作
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
も
何
か
原
因
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。第

一
段
落
の
相
違
の
内
、「
種
子
島
」
と
「
種
子
島
氏
」
と
は
、

文
意
の
上
か
ら
は
「
種
子
島
氏
」
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
種
子

島
氏
が
も
と
も
と
平
氏
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
石
碑
は
な
ぜ
「
種
子
島
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
だ
け
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。

⑧
明
治
丁
丑
、
燬
于
兵
燹
…
…
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西

南
戦
争
に
よ
っ
て
、
種
子
島
氏
所
蔵
の
鉄
砲
が
焼
失
し
た
こ

と
。
同
年
二
月
八
日
、
種
子
島
私
学
校
徒
は
軍
艦
寧
静
に
乗

船
し
て
田
ノ
脇
を
出
港
。
鹿
児
島
各
地
で
奮
戦
し
た
。

⑨
今
陳
列
游
就
館
者
是
也
…
…
遊
就
館
は
靖
国
神
社
の
宝
物
館
。

天
囚
は
「
今
」
す
な
わ
ち
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
時
点

で
、
遊
就
館
に
種
子
島
の
火
縄
銃
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
種
子
島
氏
の
家
系
と
事
績
を
記
し

た
『
種
子
島
家
譜
』
に
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）、

種
子
島
氏
所
蔵
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
銃
を
、
島
の
儒
者
で
天
囚
の

師
で
も
あ
る
前
田
豊
山
（
名
は
譲
蔵
）
が
東
京
に
持
参
し
て

遊
就
館
に
陳
列
さ
れ
、
そ
れ
が
天
覧
に
達
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
年
五
月
の
土
方
久
元
宮
内
大
臣
か
ら

前
田
譲
蔵
宛
て
書
簡
に
、「
天
覧
済
ニ
付
及
御
返
附
」
の
旨

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来
の
火
縄

銃
は
、
明
治
二
十
四
年
に
遊
就
館
に
陳
列
さ
れ
た
後
、
一
旦

種
子
島
に
返
却
さ
れ
、
そ
の
後
、
天
囚
が
こ
の
碑
文
を
撰
文

し
て
い
た
頃
、
再
び
遊
就
館
に
展
示
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
遊
就
館
『
弓
矢
鉄

砲
展
覧
会
出
陳
目
録
』
の
「
鉄
砲
の
部
」
に
「
葡
萄
牙
人
が

初
め
て
種
子
島
に
齎
し
た
る
銃
の
銃
身
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
の
時
代
に
も
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
現
在
、

こ
の
火
縄
銃
は
、
遊
就
館
に
で
は
な
く
、
種
子
島
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
（
鉄
砲
館
）
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

⑩
寓
書
浪
華
徵
時
彦
文
…
…
天
囚
は
、大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
月
三
日
、
東
京
五
反
田
下

大
崎
の
島
津
邸
役
宅
に
転
居
す
る
が
、
そ
れ
以
前
は
、
大
阪

市
北
区
松
ヶ
枝
町
に
住
ん
で
い
た
。
こ
こ
に
「
浪
華
」
と
あ

る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
天
囚
は
、
そ
の
前
年

の
大
正
九
年
五
月
、
文
学
博
士
の
学
位
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
碑
文
の
末
尾
に
「
文
学
博
士
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。

⑪
海
上
三
山
、
其
一
蜒
蜿
…
…
三
山
と
は
、
鹿
児
島
の
南
の
種

子
島
・
屋
久
島
・
口
永
良
部
島
を
指
す
。
西
村
天
囚
『
南
島

偉
功
伝
』
の
「
外
交
」
の
部
に
、「
種
子
島
は
古
よ
り
、
南

邊
の
要
徼
と
稱
せ
ら
る
、
…
…
但
し
当
時
の
多
褹
島
は
屋
久

惠
良
部
を
合
併
せ
し
者
な
ら
ん
」
と
あ
る
。「
蜒
蜿
」
と
は
、

蛇
の
よ
う
に
う
ね
う
ね
と
長
い
様
。
種
子
島
が
南
北
に
細
長

い
地
形
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

⑫
控
琉
引
粤
…
…
種
子
島
が
南
西
諸
島
や
中
国
大
陸
に
海
上
交

通
で
連
な
る
こ
と
を
い
う
。「
琉
」
は
琉
球
（
沖
縄
）、「
粤
」

は
中
国
南
部
沿
岸
の
広
東
地
方
を
指
す
。
な
お
、
後
述
の
草

稿
Ａ
に
は
こ
の
「
詞
」
の
部
分
は
な
く
、
草
稿
Ｂ
で
は
朱
筆

で
「
控
琉
引
越
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑬
賁
育
…
…
中
国
古
代
の
勇
者
の
孟
賁
と
夏
育
。
と
も
に
伝
説

的
な
強
者
で
、
生
き
て
い
る
牛
の
角
を
引
き
抜
い
た
と
さ
れ

る
。『
漢
書
』
翟
方
進
伝
の
顔
師
古
注
に
、「
賁
謂
孟
賁
、
育

謂
夏
育
、
皆
古
之
勇
士
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
人
を
ま

と
め
た
定
型
的
な
表
現
と
し
て
、
同
じ
く
『
漢
書
』
に
、「
雖

賁
育
之
勇
不
及
陛
下
」（
爰
盎
鼂
錯
伝
）、「
雖
自
謂
賁
育
弗
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ち
で
多
く
の
訂
正
を
加
え
、「
鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
鉄
砲

創
製
後
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
草
稿
Ｂ
は
「
鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
斯

器
盛
行
後
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
と
書
き
出
し
、
そ
こ
に
朱
書
き
で

訂
正
を
加
え
、「
自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
関
係
を
念
の
た
め
図
示
し
て
み
よ
う
。

草
稿
Ａ
（
修
正
前
）　

鐵
砲
火
器
之
小
者
、
謂
今
之
獲
之
葡
人

　
　
　
　
　
　
　
　

  

而
也
、
自
小
銃
創
製
、
弓
箭
剣
戦
廢

　
　

↓

草
稿
Ａ
（
修
正
後
）　

鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
鉄
砲
創
製
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　

  

弓
箭
刀
鎗
廢

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）　

鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
斯
器
盛
行
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　

  

弓
箭
刀
鎗
廃

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）　

自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢

す
ぐ
に
分
か
る
の
は
、
草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ｂ
（
修

正
前
）
と
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、ま
ず
は
草
稿
Ａ
の
修
正
を
反
映
し
た
も
の
が
草
稿
Ｂ（
修

正
前
）
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
草
稿
Ａ
が

第
一
次
草
稿
、
草
稿
Ｂ
が
そ
れ
を
踏
ま
え
た
第
二
次
草
稿
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
草
稿
Ｂ
に
の
み
、

碑
文
第
五
段
落
に
相
当
す
る
「
詞
」
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
草
稿
Ａ
は
初
期
段
階
の
第
一
次

草
稿
で
あ
り
、
ま
だ
「
詞
」
も
書
か
れ
る
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
書
き
込
ん
だ
各
種
修
正
を
と
り
あ
え
ず
反
映
さ
せ
た
の

が
草
稿
Ｂ
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
よ
う
や
く
「
詞
」
が
朱
書
き
さ

れ
、
さ
ら
に
多
数
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
く
。

そ
の
結
果
、修
正
が
混
交
し
、自
身
で
も
分
か
り
に
く
く
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
天
囚
は
、
二
条
に
つ
い
て
、
別
途
、
草
稿
Ａ

の
最
終
葉
の
余
白
に
書
き
直
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
所

を
選
ん
だ
の
は
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
余
白
が
あ
り
、
草
稿
Ｂ
に

は
余
白
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
の
一
条
に
つ
い
て
は
、「
鉄
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
其
始

傳
我
國
、
在
距
今
三
百
七
十
餘
年
前
」
と
書
い
た
上
で
、
そ
こ

に
訂
正
を
加
え
て
、
結
局
、「
火
器
稱
鉄
砲
者
、
今
所
謂
小
銃
也
、

我
國
始
傳
鉄
砲
在
三
百
七
十
餘
年
前
」
と
落
ち
着
か
せ
て
い
る
。

但
し
、
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ａ
余
白
（
修
正
前
）
に

は
か
な
り
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
落
差
は
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
草
稿
Ｂ
を

今
一
度
確
認
す
る
こ
と
で
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

草
稿
Ｂ
は
は
じ
め
、「
鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
斯
器
盛
行
後
、

弓
箭
刀
鎗
廃
」
と
記
さ
れ
た
が
、
天
囚
は
朱
線
で
「
今
所
謂
小

銃
也
」
を
消
し
、「
鐵
砲
」
を
「
自
」
の
後
に
移
す
と
と
も
に
、

「
斯
器
」
を
削
る
指
示
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
冒
頭
部

は
極
端
に
短
く
な
り
、「
自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
と
な
っ

た
。
し
か
し
天
囚
は
、
再
度
確
認
し
て
、
や
は
り
修
正
前
の
方

が
良
か
っ
た
と
思
い
直
し
た
。
だ
が
、
そ
の
修
正
を
そ
こ
に
書

ま
た
、「
八
月
二
十
五
日
丁
酉
」
の
「
丁
酉
」
を
『
碩
園
先

生
文
集
』
の
方
が
欠
い
て
い
る
理
由
、
さ
ら
に
は
、「
我
遠
祖

織
部
君
」
を
「
我
家
祖
織
部
君
」
に
作
っ
て
い
る
理
由
も
、
こ

こ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
る

い
は
鉄
砲
館
所
収
の
草
稿
に
何
ら
か
の
手
が
か
り
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
二
種
の
草
稿
を
検
討
し
て
み
た
い
。

四
、
鉄
砲
館
所
蔵
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」
草
稿
の
解
析

種
子
島
の
鉄
砲
館
に
は
、「
五
十
以
後
文
稿
」
と
題
す
る
冊

子
が
あ
り
、
そ
こ
に
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
の
草
稿
が
二
種
確
認
さ

れ
る
。
冊
子
の
は
じ
め
に
、
袋
綴
じ
に
さ
れ
た
原
稿
用
紙
三
丁

と
、
続
い
て
、
同
様
の
三
丁
と
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
先
に
何
か
を
記
し
た
原
稿
用
紙
を
裏
返
し
て
再
利
用
し
て
い

る
。
今
こ
れ
を
綴
じ
の
順
に
従
っ
て
、「
草
稿
Ａ
」「
草
稿
Ｂ
」

と
仮
称
す
る
。

草
稿
Ａ
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」
に
は
、
墨
筆
の
見
せ
消

ち
が
多
く
あ

る
。
そ
の
修

正
を
す
べ
て

反
映
さ
せ

た
と
し
て

も
、
全
体
的

に
門
倉
岬
の

碑
文
と
は
か

な
り
の
相
違

が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、

碑
文
第
五
段

落
に
相
当
す

る
「
詞
」
が

見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
、
最

終
葉
末
尾
に

は
、
推
敲
の

結
果
を
改
め

て
書
き
直
し

た
と
思
わ
れ

る
漢
文
二
条

が
附
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
草
稿
Ｂ
は
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
記
」
と
題
し
、
朱
筆

で
多
く
の
書
き
込
み
と
見
せ
消
ち
が
あ
る
ほ
か
、
最
終
葉
に
は
、

原
文
第
五
段
落
に
相
当
す
る
「
詞
」
が
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
詞
」
は
原
則
四
字
句
の
韻
文
で
あ
る
た
め
か
、
す
べ
て

四
字
句
と
四
字
句
の
間
を
一
字
分
空
格
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
草
稿
Ａ
と
Ｂ
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
を
ま
ず
冒
頭
部
に
求
め
て

み
よ
う
。

草
稿
Ａ
の
冒
頭
は
「
鐵
砲
火
器
之
小
者
、
謂
今
之
獲
之
葡
人

而
也
、
自
小
銃
創
製
、
弓
箭
剣
戦
廢
」
と
記
し
た
後
、
見
せ
消

草
稿
Ａ
冒
頭
部

草
稿
Ａ
末
尾
（
右
）
と
草
稿
Ｂ
冒
頭
部

草稿Ａ冒頭部

草稿Ａ末尾（右）と草稿Ｂ冒頭部
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後
、
弓
箭
刀
鎗
廃

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）　
　

自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢

　
　

↓

草
稿
Ａ
余
白
（
修
正
前
）
鉄
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
其
始
傳
我
國
、

在
距
今
三
百
七
十
餘
年
前

　
　

↓

草
稿
Ａ
余
白
（
修
正
後
）
火
器
稱
鉄
砲
者
、
今
所
謂
小
銃
也
、

我
國
始
傳
鉄
砲
在
三
百
七
十
餘
年
前

　
　

↓

（
最
終
稿
）

　
　

↓

門
倉
岬
碑
文　
　
　
　
　

火
器
古
稱
鐵
砲
者
、
今
所
謂
小
銃
也
。

其
傳
来
我
國
在
三
百
八
十
餘
年
前

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
完
成
に
近
づ
い
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。た

だ
、
こ
の
冒
頭
部
の
み
で
は
、
や
や
不
安
も
残
る
の
で
、

も
う
一
箇
所
、
同
様
の
検
討
を
行
っ
て
、
こ
の
仮
説
を
検
証
し

て
み
よ
う
。

碑
文
第
四
段
落
の
冒
頭
は
、
天
囚
が
帰
郷
す
る
た
び
に
門
倉

岬
を
訪
れ
、
鉄
砲
伝
来
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た
。
門
倉
岬
の
碑
文
で
は
、「
時
彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
墅
、
游

御
埼
而
望
雲
濤
無
際
。
其
東
則
小
浦
、
松
青
沙
白
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
草
稿
Ａ
は
、「
予
毎
至
西
村
別
業
、

游
御
埼
神
祠
、
御
埼
壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
白
砂
青
松
」

に
作
っ
た
後
、
若
干
の
書
き
込
み
を
加
え
て
、「
予
毎
帰
郷
至

西
村
別
業
、
游
御
埼
神
祠
生
、
御
埼
壁
立
海
濤
無
際
。
其
東
白

砂
青
松
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
草
稿
Ｂ
は
「
予
毎
歸
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
祠
、

御
埼
壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
則
松
青
沙
白
」
と
記
し
た

上
で
、
朱
筆
に
よ
る
若
干
の
書
き
込
み
・
修
正
を
加
え
、「
時

彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
祠
、
御
埼
壁
立
海
上
、
雲
濤

無
際
。
其
東
則
青
松
白
砂
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
草
稿
Ｂ
（
修

正
後
）
が
、
門
倉
岬
の
碑
文
に
最
も
近
い
。
こ
の
関
係
を
念
の

た
め
図
示
し
て
お
く
。

草
稿
Ａ
（
修
正
前
）
予
毎
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
神
祠
、
御
埼

壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
白
砂
青
松

　
　

↓

草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
予
毎
帰
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
神
祠
生
、

御
埼
壁
立
海
濤
無
際
。
其
東
白
砂
青
松

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
予
毎
歸
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
祠
、
御

埼
壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
則
松

青
沙
白

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
時
彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
祠
、

御
埼
壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
則

青
松
白
砂

き
込
む
と
修
正
指
示
が
錯
綜
し
て
、
非
常
に
分
か
り
に
く
く
な

る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
そ
こ
で
、
草
稿
Ａ
末
尾
の
余
白
に
、
草

稿
Ｂ
（
修
正
前
）
を
復
活
さ
せ
る
形
で
改
め
て
「
鉄
砲
今
所
謂

小
銃
也
」
と
記
し
、
そ
こ
に
、
そ
の
伝
来
が
「
三
百
七
十
餘
年

前
」
だ
っ
た
こ
と
を
続
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、「
自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
の
二
句
は
こ
れ
に

よ
り
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
、
碑
文

第
二
段
落
の
半
ば
に
、「
文
禄
征
韓
役
属
島
津
氏
、
用
鐵
砲
隊

有
功
。
爾
後
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
漸
廃
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
二
句
は
完
全
に
削
除
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
場

所
を
移
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
草
稿
Ａ
→

草
稿
Ｂ
→
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
→
門
倉
岬
碑
文
の
流
れ
が
無
理
な

く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
流
れ
は
、
ま
た
別
の
角
度
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ

は
草
稿
Ａ
に
四
箇
所
、
各
一
行
分
ま
た
は
半
行
程
度
の
空
白
が

見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
草
稿
Ａ
本
文
の
三
行
目
は
ほ

ぼ
空
白
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
二
行
目
に
対
す
る
訂
正

を
左
の
三
行
目
に
書
い
た
た
め
、
本
文
を
記
す
余
地
が
な
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
他
の
三
箇
所
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
草
稿
Ａ
は
、
書
く
側
か
ら
息
つ
く
間
も
な
く
訂
正
を
加
え

て
い
っ
た
原
稿
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
草

稿
Ｂ
に
は
そ
う
し
た
空
白
は
見
ら
れ
な
い
。
一
旦
全
文
を
墨
筆

で
書
い
た
後
に
、
一
息
入
れ
て
か
ら
朱
で
修
正
を
加
え
て
い
っ

た
原
稿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
、
草
稿
Ａ
か
ら
草
稿

Ｂ
と
い
う
流
れ
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
草
稿
Ｂ
の

一
部
が
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
こ
そ
、
門
倉
岬
の
碑
文
に
見
ら
れ
る
最
終
形
態
に
最
も
近

い
も
の
な
の
で
あ
る
。

但
し
、
草
稿
Ａ
と
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ａ
末
尾
余
白

の
書
き
込
み
と
に
は
か
な
り
の
相
違
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
草
稿

Ａ
末
尾
余
白
の
書
き
込
み
は
、
草
稿
Ａ
を
受
け
て
書
か
れ
た
も

の
と
い
う
可
能
性
も
残
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
も
う
一
条
の
漢
文
を
後
に
考
察
す
る
こ
と
と

し
、
こ
こ
で
は
仮
説
と
し
て
お
い
て
検
討
を
先
に
進
め
よ
う
。

ま
た
、
も
う
一
点
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
草
稿

Ｂ
（
修
正
後
）
や
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
（
修
正
後
）
が
直
ち
に
門

倉
岬
の
碑
文
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
碑
文

と
の
間
に
は
な
お
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
修
正
を
踏
ま
え
た
原
稿
が
少
な
く
と
も
も

う
一
稿
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
最
終
稿
」
と
仮
称

し
た
上
で
、
改
め
て
以
上
の
関
係
を
図
示
し
て
み
よ
う
。

草
稿
Ａ
（
修
正
前
）　
　

鐵
砲
火
器
之
小
者
、
謂
今
之
獲
之
葡

人
而
也
、
自
小
銃
創
製
、
弓
箭
剣
戦

廢

　
　

↓

草
稿
Ａ
（
修
正
後
）　
　

鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
鉄
砲
創
製

後
、
弓
箭
刀
鎗
廢

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）　
　

鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
斯
器
盛
行
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↓

草
稿
Ａ
末
尾
余
白
（
修
正
前
）
種
子
島
氏
之
先
、
出
于
左
馬
頭

平
行
盛
朝
臣

　
　

↓

草
稿
Ａ
末
尾
余
白
（
修
正
後
）
種
子
島
之
先
、
左
馬
頭
平
行
盛

朝
臣

こ
こ
か
ら
も
、
先
に
一
旦
保
留
と
し
て
お
い
た
問
題
が
解
決

す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
の
漢
文
は
、

や
は
り
草
稿
Ｂ
を
受
け
て
書
か
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
し

草
稿
Ａ
に
修
正
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
箇
所
と

同
じ
よ
う
に
、
該
当
部
分
の
右
ま
た
は
左
に
見
せ
消
ち
で
修
正

を
加
え
れ
ば
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
草
稿
Ａ
に
は
ま
っ
た
く
修
正
の
跡
が
な
い
。
と
す

れ
ば
、
修
正
の
な
い
草
稿
Ａ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
草
稿
Ａ
末
尾
に
書

き
改
め
る
必
要
も
な
い
。
草
稿
Ｂ
で
の
修
正
が
錯
綜
し
た
か
ら

こ
そ
、
草
稿
Ｂ
を
踏
ま
え
て
、
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
に
改
め
て
書

い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
や
は
り
、
草
稿
Ａ
→
草
稿

Ｂ
→
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
→
門
倉
岬
碑
文
、
と
い
う
流
れ
は
確
実

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
草
稿
段
階
で
も
、「
種

子
島
」
と
「
種
子
島
氏
」
と
の
揺
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

天
囚
は
、
種
子
島
を
主
語
に
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も

種
子
島
氏
の
こ
と
を
書
こ
う
と
し
た
の
か
、
自
身
で
も
や
や
揺

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
門
倉
岬
の
碑
文
と
『
碩
園
先

生
文
集
』
と
の
相
違
に
な
っ
て
現
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
異
国
船
が
漂
着
し
た
日
の
干
支
に
つ
い
て
、「
八
月

二
十
五
日
丁
酉
」
の
「
丁
酉
」
を
『
碩
園
先
生
文
集
』
の
方
は

欠
い
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
草
稿
Ａ
（
修
正
前
）
で
は
、

は
じ
め
こ
こ
を
「
八
月
二
十
五
日
、
有
一
大
船
至
種
子
島
之
端

之
西
村
」
と
し
て
い
た
が
、「
島
之
端
」
を
「
島
南
端
」
に
改

め
て
「
八
月
二
十
五
日
、
有
一
大
船
至
種
子
島
南
端
之
西
村
」

と
し
、
草
稿
Ｂ
で
は
「
八
月
二
十
五
日
、
有
一
大
船
至
島
之
端

西
村
」
と
記
し
た
後
、
訂
正
を
加
え
、「
八
月
二
十
五
日
、
有

一
大
船
至
西
村
海
岸
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
草
稿
Ａ
を
受

け
て
草
稿
Ｂ
が
と
り
あ
え
ず
書
か
れ
、
そ
こ
に
さ
ら
に
修
正
を

加
え
て
い
っ
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
に
し

て
も
、
二
種
の
草
稿
に
は
、
修
正
の
前
後
を
問
わ
ず
「
丁
酉
」

の
二
字
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
最
終
段
階
で
「
丁
酉
」
が

加
え
ら
れ
、
門
倉
岬
の
碑
文
に
は
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
も
の

の
、『
碩
園
先
生
文
集
』
用
の
原
稿
で
は
そ
れ
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。「
丁
酉
」
の
欠
落
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い

が
、
も
と
も
と
の
草
稿
に
な
か
っ
た
こ
と
も
、
何
ら
か
の
影
響

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、「
我
遠
祖
織
部
君
」
を
『
碩
園
先
生
文
集
』
が
「
我

家
祖
織
部
君
」
に
作
っ
て
い
る
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
草
稿

Ａ
で
は
こ
こ
を
「
西
村
織
部
丞
時
貫
君
」
と
記
し
た
上
に
、
見

せ
消
ち
で
「
我
祖
織
部
丞
時
貫
君
」
と
修
正
し
、
草
稿
Ｂ
で
は

こ
の
修
正
を
反
映
し
て
「
我
祖
織
部
丞
時
貫
君
」
と
記
し
、
こ

の
部
分
に
つ
い
て
は
訂
正
を
加
え
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ

　
　

↓

（
最
終
稿
）

　
　

↓

門
倉
岬
碑
文　
　
　

時
彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
墅
、
游
御
埼
而
望

雲
濤
無
際
。
其
東
則
小
浦
、
松
青
沙
白

や
は
り
、
草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
が
類

似
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
と
門
倉
岬

の
碑
文
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

草
稿
Ａ
と
草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
ま
で
は
自
身
の
こ
と
を
「
予
」

と
称
し
て
い
た
も
の
が
、
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
と
門
倉
岬
の
碑

文
で
は
、「
時
彦
」
に
改
め
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
よ
っ
て
、

こ
こ
か
ら
も
、
草
稿
Ａ
が
第
一
次
草
稿
で
あ
り
、
そ
の
修
正
を

反
映
さ
せ
た
の
が
草
稿
Ｂ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
、
草
稿
Ｂ
が
先
に
書
か
れ
、

草
稿
Ａ
が
そ
の
後
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
生

じ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
場
合
は
、
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）

が
大
き
く
変
化
し
て
草
稿
Ａ
（
修
正
前
）
と
な
り
、
そ
こ
に
修

正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
草
稿
の
最
終
形
態
に
な
る
は
ず
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
門
倉
岬
の
碑
文
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
と
言

わ
ざ
る
を
得
ず
、
は
じ
め
の
草
稿
か
ら
は
む
し
ろ
後
退
す
る
と

い
う
極
め
て
不
自
然
な
流
れ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
せ
っ
か
く
草
稿
Ｂ
で
書
い
た
「
詞
」
を
な

ぜ
草
稿
Ａ
で
削
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
、
そ

れ
に
も
答
え
ら
れ
な
く
な
る
。
や
は
り
、
草
稿
Ａ
が
第
一
次
草

稿
、
草
稿
Ｂ
が
第
二
次
草
稿
と
考
え
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。で

は
、
先
に
懸
案
と
し
て
お
い
た
諸
点
に
つ
い
て
、
こ
の
草

稿
か
ら
何
か
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、第
一
段
落
の
「
種
子
島
」
と
「
種
子
島
氏
」
に
つ
い
て
。

草
稿
Ａ
は
「
種
子
嶋
氏
出
于
太
政
大
臣
平
清
盛
之
孫
左
馬
頭
平

行
盛
朝
臣
」
に
作
り
、修
正
を
加
え
て
い
な
い
。
草
稿
Ｂ
は
「
種

子
島
氏
之
先
、
出
于
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
」
と
し
た
上
で
、
朱

で
訂
正
を
加
え
、「
種
子
島
古
稱
多
褹
、
鎌
倉
初
封
左
馬
頭
平

行
盛
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る

草
稿
Ａ
末
尾
の
余
白
で
は
、
一
旦
「
種
子
島
氏
之
先
、
出
于
左

馬
頭
平
行
盛
朝
臣
」
と
し
た
上
で
、墨
筆
で
の
見
せ
消
ち
で
「
種

子
島
之
先
、
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
関
係

を
図
示
し
て
み
よ
う
。

草
稿
Ａ
（
修
正
な
し
）　
　
　

種
子
嶋
氏
出
于
太
政
大
臣
平
清

盛
之
孫
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）　
　
　
　

種
子
島
氏
之
先
、
出
于
左
馬
頭

平
行
盛
朝
臣

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）　
　
　
　

種
子
島
古
稱
多
褹
、
鎌
倉
初
封

左
馬
頭
平
行
盛
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そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
、
郷
里
か
ら
碑
文
建
立
の
計
画
が
知
ら
さ

れ
、
自
身
に
撰
文
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
喜
び
と
す
る
の
で

あ
る
。
天
囚
に
と
っ
て
、
先
祖
と
郷
里
の
功
績
に
報
い
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
自
身
の
漢
文
力
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た

ろ
う
。
そ
れ
が
よ
う
や
く
発
揮
で
き
る
こ
と
に
感
激
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
草
稿
Ａ
は
、
こ
こ
を
「
想
織
部
君
与
大
明
儒
生

以
杖
筆
語
沙
上
、
以
文
学
之
士
、
獲
戦
陣
之
美
名
…
…
」
に
作

り
、
見
せ
消
ち
で
修
正
し
て
、「
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
与
舊

明
儒
生
以
杖
筆
語
沙
上
、
遂
獲
瓌
寳
、
光
後
世
而
自
深
恥
時
彦

…
…
」
と
す
る
。
こ
れ
を
受
け
た
草
稿
Ｂ
で
は
、
ま
ず
「
想
蕃

船
到
此
、
織
部
君
筆
談
沙
上
、
遂
獲
瓌
寳
、
以
光
後
世
、
而
自

深
恥
謭
陋
之
資
、
不
能
發
揚
先
徳
」
と
記
し
た
後
、
朱
で
若
干

の
修
正
を
加
え
て
、「
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
筆
談
沙
上
、
遂

獲
頼
宗
家
之
瓌
寳
、
以
光
後
世
、
而
自
深
恥
謭
陋
之
資
、
不
能

發
揚
先
徳
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
念
の
た
め
図
示
し
て
お
く
。

草
稿
Ａ
（
修
正
前
）
想
織
部
君
与
大
明
儒
生
以
杖
筆
語
沙
上
、

以
文
学
之
士
、
獲
戦
陣
之
美
名
…
…

　
　

↓

草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
与
舊
明
儒
生
以
杖

筆
語
沙
上
、
遂
獲
瓌
寳
、
光
後
世
而
自

深
恥
時
彦
…
…

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
筆
談
沙
上
、
遂
獲

瓌
寳
、
以
光
後
世
、
而
自
深
恥
謭
陋
之

資
、
不
能
發
揚
先
徳

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
筆
談
沙
上
、
遂
獲

頼
宗
家
之
瓌
寳
、
以
光
後
世
、
而
自
深

恥
謭
陋
之
資
、
不
能
發
揚
先
徳

　
　

↓

（
最
終
稿
）

　
　

↓

門
倉
岬
碑
文　
　
　

因
想
蕃
船
到
此
。
織
部
君
以
杖
畫
沙
而
談
、

遂
俾
宗
家
獲
瓌
寳
、
以
貽
後
世
、
而
深

自
耻
庸
陋
不
足
發
揚
先
德

こ
の
よ
う
な
段
階
を
踏
ん
で
、
徐
々
に
門
倉
岬
の
碑
文
に
近

づ
い
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
草
稿
Ａ
に
は
も
と
も
と
な
か
っ
た
「
恥
」
の
語
が

修
正
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
、
そ
れ
が
草
稿
Ｂ
と
門
倉
岬
の
碑
文

に
継
承
さ
れ
た
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
先
祖
と
郷
里
の
顕
彰
が

充
分
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
の
思
い
は
、
自
身
に
強
く
の
し

か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
草
稿
Ａ
・
Ｂ
に
見
ら
れ
る
激
し

い
推
敲
の
跡
は
、
天
囚
が
自
分
自
身
と
厳
し
く
格
闘
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

天
囚
は
碑
文
の
最
後
を
こ
う
締
め
く
く
る
。「
貽
範
尋
ぬ
べ

く
、
茲
に
茂
績
を
表
す
。
百
世
の
下
、
斯
の
貞
石
を
視
よ
」
と
。

美
文
調
の
「
詞
」
で
あ
る
か
ら
、
定
型
的
と
も
言
え
よ
う
が
、

こ
か
ら
門
倉
岬
の
碑
文
完
成
ま
で
の
間
に
手
が
加
え
ら
れ
、
碑

文
で
は
「
我
遠
祖
織
部
君
」
と
な
り
、『
碩
園
先
生
文
集
』
で

は
「
我
家
祖
織
部
君
」
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
の
は
、
草
稿
段
階
で
は
単
に
「
我
祖
」

だ
っ
た
も
の
が
最
終
段
階
直
前
で
修
正
さ
れ
、
表
記
が
揺
れ
た

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
第
三
段
落
の
「
遣
」
と
「
遺
」
の
違
い
に
つ
い
て

も
、
草
稿
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
草
稿
Ａ
で
は
、
こ
こ
を
「
遺

其
一
於
紀
州
根
来
杉
坊
」
に
作
り
、
草
稿
Ｂ
は
「
其
一
遣
諸
紀

州
根
來
杉
坊
」
に
作
る
。
従
っ
て
、
門
倉
岬
の
碑
文
は
草
稿
Ｂ

を
受
け
て
「
遣
」
と
し
た
が
、『
碩
園
先
生
文
集
』
は
字
形
が

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
か
つ
て
の
草
稿
Ａ
に
引
き
ず

ら
れ
た
た
め
か
「
遺
」
に
作
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、「
贈
る
」
の
意
で
天
囚
は
使
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
種
子
島
鉄
砲
館
所
収
の
草
稿
二
種
は
、
鉄

砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立
に
つ
い
て
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
改
め
て
結
論
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

ま
ず
草
稿
Ａ
が
第
一
次
草
稿
と
し
て
書
か
れ
、
そ
こ
に
墨
筆

で
慌
た
だ
し
く
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
修
正
を
反
映
す
る

形
で
記
さ
れ
た
の
が
草
稿
Ｂ
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
囚
の
修
訂

作
業
は
続
き
、
そ
の
草
稿
Ｂ
に
も
朱
筆
で
加
筆
修
正
が
施
さ
れ
、

そ
の
内
、
特
に
二
条
に
つ
い
て
は
、
修
正
結
果
を
踏
ま
え
て
草

稿
Ａ
末
尾
の
余
白
に
墨
書
し
た
。
一
方
、
草
稿
Ｂ
に
は
、
草

稿
Ａ
で
は
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
第
五
段
落
相
当
部
の

「
詞
」
が
朱
筆
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
一
応
完
成
形
態
に
近
づ
い
た
。

ま
た
、
門
倉
岬
の
碑
文
と
『
碩
園
先
生
文
集
』
所
収
の
碑
文

と
で
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
草
稿
段
階

で
も
表
記
の
揺
れ
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
影
響
し
た
と
考
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

五
、
碑
文
に
込
め
た
天
囚
の
思
い

そ
れ
で
は
、
こ
の
八
百
三
十
字
を
超
え
る
長
大
な
漢
文
に
、

天
囚
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
思

い
が
表
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
特
に
第
四
段
落
の

「
時
彦
」
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
歴
史
を
振
り
返
り
、

経
緯
を
淡
々
と
記
し
て
い
た
筆
致
が
こ
こ
で
急
変
す
る
。
天
囚

自
身
が
門
倉
岬
に
立
ち
、
は
て
し
な
い
雲
と
海
を
眺
め
な
が
ら

鉄
砲
伝
来
に
思
い
を
馳
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
思
い
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
は
、「
恥
」

と
い
う
言
葉
で
あ
ろ
う
。

第
四
段
落
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
天
囚
は
、
か
つ
て
門
倉

岬
の
東
側
の
小
浦
に
異
国
船
が
漂
着
し
た
こ
と
を
想
う
。
そ
し

て
、
先
祖
の
織
部
丞
時
貫
の
筆
談
に
よ
り
、
火
縄
銃
と
い
う
宝

が
種
子
島
に
も
た
ら
さ
れ
、
ま
た
、
種
子
島
時
堯
が
そ
れ
を
私

せ
ず
に
国
産
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
戦
国
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
至
る
日
本
の
歴
史
が
切
り
拓
か
れ
た
こ
と
を
振
り
返
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
、
自
身
の
不
才
の
た
め
充
分
に
顕

彰
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
長
く
遺
憾
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
懐
徳
堂
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
、
本

庄
村
（
現
在
の
大
阪
市
北
区
）
に
移
り
住
ん
だ
懐
徳
堂
最
後
の

預
人
・
中
井
桐
園
が
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
没
す
る
と
、

桐
園
の
子
・
中
井
木
菟
麻
呂
が
中
井
家
の
当
主
と
な
っ
た
。
木

菟
麻
呂
は
懐
徳
堂
に
住
ん
で
い
た
時
か
ら
、
懐
徳
堂
最
後
の
教

授
で
あ
る
外
祖
父
の
並
河
寒
泉
や
桐
園
に
漢
学
を
学
ん
で
い
た

が
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
正
教
に
入
信
し
、
そ
の
後

日
本
に
お
け
る
正
教
布
教
の
中
心
人
物
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
主
教

（
後
に
大
主
教
）
に
見
出
さ
れ
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

に
家
族
を
伴
い
上
京
し
た
。
近
代
化
が
進
む
中
、
懐
徳
堂
の

学
舎
は
失
わ
れ（
注
１
）、
歴
代
学
主
を
務
め
た
中
井
家
も
大
阪
を

離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
大
坂
の
教
学
を

百
四
十
年
余
り
担
っ
た
大
坂
学
問
所
・
懐
徳
堂
の
存
在
は
、
明

治
も
後
半
に
入
る
と
、
大
阪
の
人
々
の
記
憶
か
ら
次
第
に
消
え

て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
周
知
の
通
り
明
治
四
十
年
代
に
入
る
と
、
西
村

時
彦
ら
を
中
心
に
大
阪
人
文
会
・
懐
徳
堂
記
念
会
に
よ
る
懐
徳

堂
顕
彰
運
動
が
勃
興
し
、
大
き
く
展
開
し
た
。
こ
れ
よ
り
前
、

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂
・
水
哉

館
の
再
興
を
計
画
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る（
注
２
）。
懐

徳
堂
の
閉
鎖
か
ら
顕
彰
運
動
が
勃
興
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
木

菟
麻
呂
の
計
画
の
他
に
、
特
に
懐
徳
堂
を
高
く
評
価
す
る
動
き

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
明
治
末
の
懐
徳

堂
顕
彰
運
動
の
勃
興
は
、
あ
た
か
も
俄
に
湧
き
上
が
っ
た
も
の

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（
注
３
）。

し
か
し
、
私
見
で
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
勃
興
前
に
存
在

重
野
安
繹
と
中
井
木
菟
麻
呂 

―『
黄
裳
斎
日
記
』を
中
心
に
―竹

　
田
　
健
　
二

や
は
り
、
万
感
の
思
い
が
こ
の
結
語
に
現
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
西
村
織
部
丞
の
子
孫
と
い
う
宿
命
を
背
負
っ
て
種
子
島
に

生
ま
れ
た
天
囚
は
、
こ
の
碑
文
の
完
成
に
よ
り
、
先
祖
と
郷
里

の
顕
彰
と
い
う
大
き
な
悲
願
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

【
附
記
】
草
稿
Ａ
・
Ｂ
の
写
真
掲
載
に
つ
い
て
は
、
種
子
島
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
鉄
砲
館
）
の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
で
継
続
し
て
進
め
て
い
る
資
料
調
査
に
つ
い
て
は
、

西
村
貞
則
氏
、
西
之
表
市
、
鉄
砲
館
の
各
位
よ
り
、
格
別
の
ご

高
配
・
ご
教
示
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
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重
野
安
繹
日
下
寛
植
松
彰
河
田
羆
寺
田
弘
三
浦
十
郎
及
姓

名
ヲ
聞
キ
漏
ラ
シ
シ
人
一
名
并
セ
テ
七
名
ナ
リ
共
ニ
重
野

氏
ノ
率
ヒ
来
リ
シ
人
々
ナ
リ
河
田
氏
ハ
一
斎
先
生
ノ
外
孫

ナ
ル
由
嘗
テ
中
井
敬
所
翁
ノ
家
ニ
於
テ
相
見
タ
ル
コ
ト
ア

リ
及
佐
藤
司
祭
ナ
リ
觀
覧
ニ
供
セ
シ
者
ハ
遺
著
類
法
帖
類

掛
軸
類
草
稿
マ
ク
リ
ノ
類
ナ
リ
重
野
氏
ハ
幽
人
先
生
ノ
猿

島
復
讐
圖
幅
ヲ
携
ヘ
来
ラ
レ
タ
リ
是
丹
波
ノ
人
某
ガ
大
坂

ニ
於
テ
購
ヒ
シ
所
ニ
シ
テ
圖
畫
并
ニ
賛
頗
ル
家
藏
ノ
幅
ニ

類
セ
リ
圖
中
ニ
賛
ヲ
間
書
セ
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
考
フ
レ
バ

是
嘗
テ
華
翁
先
生
ニ
聞
キ
シ
所
ノ
懐
徳
書
院
ニ
鑑
定
ヲ
請

ヒ
来
リ
シ
者
ナ
リ
今
ニ
シ
テ
之
ヲ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
ハ

頗
ル
奇
遇
ノ
感
ア
リ
函
盍
ハ
蕉
園
先
生
ノ
手
跡
ナ
リ
余
之

ヲ
写
サ
ン
コ
ト
ヲ
請
ヒ
タ
レ
バ
重
野
氏
ハ
之
ヲ
置
キ
テ
帰

ラ
レ
タ
リ
席
上
寺
田
氏
ノ
語
ル
所
ニ
ヨ
レ
バ
戰
國
策
ノ
雕

題
本
ハ
今
近
藤
元
粹
氏
ノ
藏
ス
ル
所
ト
ナ
リ
離
騷
ノ
雕
題

本
ハ
京
都
ノ
秦
某
氏
之
ヲ
藏
セ
リ
ト
云
フ
余
之
ヲ
聞
キ
テ

殊
ニ
楚
辞
ノ
雕
題
本
ヲ
得
ン
コ
ト
ヲ
希
望
セ
リ
秦
氏
ハ
既

ニ
没
シ
テ
今
遺
屬
ノ
手
ニ
帰
セ
シ
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
フ
六
時

前
帰
ラ
レ
タ
リ

（
明
治
三
十
年
三
月
二
十
七
日
付
）

こ
の
日
重
野
は
、
懐
徳
堂
の
「
先
哲
ノ
圖
書
ヲ
見
ン
ガ
為

ニ
」、
日
下
寛
・
植
松
彰
・
河
田
羆
・
寺
田
弘
・
三
浦
十
郎
、

及
び
氏
名
不
詳
の
一
名
と
共
に
、
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し
た
。
そ

こ
で
木
菟
麻
呂
は
、
彼
ら
と
正
教
会
の
佐
藤
司
祭
と
に
対
し
て
、

中
井
家
の
所
蔵
す
る
「
遺
著
類
法
帖
類
掛
軸
類
草
稿
マ
ク
リ
ノ

類
」
を
「
觀
覧
ニ
供
」
し
た
。

こ
の
時
重
野
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
懐
徳
堂
の
「
先
哲
ノ

圖
書
ヲ
見
」
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
木
菟
麻
呂
は
何

も
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
重
野
が
「
幽
人
先
生
ノ

猿
島
復
讐
圖
幅
ヲ
携
ヘ
来
」
た
こ
と（
注
６
）、
ま
た
重
野
に
同
行

し
た
寺
田
弘
が
中
井
履
軒
の
著
し
た
雕
題
類
に
関
す
る
情
報
に

つ
い
て
「
戰
國
策
ノ
雕
題
本
ハ
今
近
藤
元
粹
氏
ノ
藏
ス
ル
所
ト

ナ
リ
離
騷
ノ
雕
題
本
ハ
京
都
ノ
秦
某
氏
之
ヲ
藏
セ
リ
」
と
語
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
重
野
ら
は
特
に
履
軒
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
重
野
は
、

履
軒
関
係
資
料
の
実
見
を
主
な
目
的
と
し
て
木
菟
麻
呂
を
訪
問

し
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
時
の
重
野
の
訪
問
に
は
、
当
初
木
村
香
雨
・
熊

谷
謙
吉
の
二
人
も
同
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

五
日
後
の
四
月
一
日
付
『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述
か
ら
確
認
で

き
る
。往

来　

一
日
木
雨
○
（
中
略
）
午
后
四
時
過
ヨ
リ
木
村
香

雨
氏
熊
谷
謙
吉
相
携
ヘ
テ
来
レ
リ
（
中
略
）

雜
事　

本
日
熊
谷
氏
等
ノ
来
ラ
レ
シ
ハ
去
ル
廿
七
日
重
野

氏
等
ト
共
ニ
来
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
リ
シ
ニ
ヨ
リ
テ
余
ガ
佐
藤

司
祭
ヲ
以
テ
之
ヲ
招
キ
シ
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
木
村
氏
ハ
先
ヅ
竹

山
先
生
ノ
遺
印
ヲ
見
ン
コ
ト
ヲ
請
ヒ
テ
其
大
印
十
餘
顆
ヲ

押
シ
他
ハ
後
日
ヲ
約
シ
テ
帰
ラ
レ
タ
リ
熊
谷
氏
ハ
殊
ニ
萬

し
た
懐
徳
堂
を
評
価
す
る
動
き
と
し
て
、
明
治
三
十
年
代
に
重

野
安や

す

繹つ
ぐ

（
号
は
成
斎
）
と
幸
田
成
友
と
が
そ
れ
ぞ
れ
木
菟
麻
呂

と
接
触
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
幸
田
に
つ
い

て
は
、
既
に
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
大
阪
市
史
』
編
纂
に

際
し
て
懐
徳
堂
に
注
目
し
た
幸
田
が
、
そ
の
資
料
を
求
め
て
明

治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
以
降
重
ね
て
木
菟
麻
呂
と
接
触
し
、

そ
の
結
果
中
井
家
所
蔵
資
料
の
写
本
が
大
阪
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
大
阪
人
文
会
会
員
の
大
田
源
之
助
を
介
し

て
西
村
時
彦
に
伝
え
ら
れ
て
、
西
村
の
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
執

筆
に
活
用
さ
れ
た（
注
４
）。

重
野
は
鹿
児
島
の
出
身
で
、
藩
校
の
造
士
館
と
江
戸
の
昌
平

黌
で
学
び
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
ま
た
日
本
で
初
め
て
の
文

学
博
士
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）

六
月
二
十
三
日
、
中
井
家
の
祖
先
で
あ
る
甃
庵
・
竹
山
・
蕉
園

の
三
人
を
祭
る
祭
典
を
大
阪
で
挙
行
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
木

菟
麻
呂
が
、
重
野
の
自
宅
を
訪
問
し
て
協
力
を
求
め
た
際
、
重

野
は
賛
同
し
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
勤
め
る
西
村
を
紹
介
し
た
。

そ
の
二
ヶ
月
後
の
同
年
八
月
、
木
菟
麻
呂
が
大
阪
に
お
い
て
西

村
と
面
談
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
勃
興
、

す
な
わ
ち
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
の
大
阪
人
文
会

に
お
け
る
西
村
の
講
演
等
に
結
び
付
く
起
点
と
な
っ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂
が
「
追
懐
遺
事
三
篇
」（『
懐

徳
』
第
二
号
〔
懐
徳
堂
同
友
会
、
一
九
二
五
年
〕
所
収
）
に
お

い
て
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
重
野
と
の
面
談
に
触

れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
時
の
重
野
と
の
面
談
が
懐
徳
堂
顕
彰
運

動
勃
興
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
は
重
野
と
木
菟
麻
呂
と
は
、
そ
れ
以
前
に
も
接

触
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
三
月
、

重
野
は
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し
、
中
井
家
所
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
資

料
を
実
見
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
時
の
両

者
の
接
触
に
つ
い
て
注
目
し
た
先
行
研
究
は
な
い
が
、
懐
徳
堂

文
庫
・
新
田
文
庫
資
料
の
一
つ
で
あ
る
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
黄

裳
斎
日
記
』
に
は
、
二
人
の
最
初
の
接
触
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
る（
注
５
）。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
は
如
何
に
し
て
勃
興

し
た
の
か
と
の
問
題
意
識
か
ら
、『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述
を

中
心
と
し
て
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
お
け
る
重
野
と

木
菟
麻
呂
と
の
最
初
の
接
触
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

一　
『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
重
野
が
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、三
月
二
十
七
日
付
の
木
菟
麻
呂
の
日
記『
黄

裳
斎
日
記
』
に
、
以
下
の
通
り
記
述
さ
れ
て
い
る
。

往
来　

廿
七
日
土
雨
（
中
略
）
○
午
后
重
野
氏
他
四
名
并

佐
藤
司
祭
ハ
預
約
ノ
如
ク
来
ラ
レ
タ
リ
頃
ク
シ
テ
二
人
来

レ
リ
（
中
略
）

雜
事　

本
日
午
后
先
哲
ノ
圖
書
ヲ
見
ン
ガ
為
ニ
来
リ
シ
ハ
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熊
谷
は
石
庵
の
『
紫
煙
帖
』・『
緩
歩
帖
』・『
襄
陽
帖
』
を
木
菟

麻
呂
の
自
宅
で
実
見
し
た
が
、
そ
も
そ
も
書
籍
で
は
な
い
竹
山

の
印
に
つ
い
て
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
に
は
記
載
が
無
く
、
ま

た
石
庵
の
『
紫
煙
帖
』・『
緩
歩
帖
』・『
襄
陽
帖
』
も
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。こ
の
た
め
、重
野
ら
に
は「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」・「
水

哉
館
遺
編
目
録
」
以
外
に
も
中
井
家
所
蔵
資
料
に
関
す
る
情
報

源
が
別
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
注　 
10
）。

二　

重
野
に
対
す
る
木
菟
麻
呂
の
期
待

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
月
二
十
七
日
の
訪
問
の
際
、
重

野
は
履
軒
の
「
猿
島
復
讐
圖
幅
」
を
持
参
し
て
お
り
、
木
菟
麻

呂
が
そ
の
図
の
臨
写
を
希
望
す
る
と
、
重
野
は
「
之
ヲ
置
キ
テ

帰
」
っ
た
。
木
菟
麻
呂
は
四
月
四
日
に
臨
写
を
終
え
る
と
、
翌

五
日
、図
を
重
野
に
返
却
し
て
い
る
の
だ
が
、木
菟
麻
呂
は
『
黄

裳
斎
日
記
』
に
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。往

来　

四
日
日
晴
○
（
中
略
）

雜
事　

廿
七
日
重
野
氏
ガ
携
ヘ
ラ
レ
タ
ル
解
子
伐
袁
一
幅

其
後
雙
鉤
臨
寫
シ
テ
本
日
其
業
ヲ
卒
ヘ
タ
リ
共
ニ
二
部
ヲ

寫
セ
リ
其
一
ハ
重
野
氏
ニ
呈
セ
ン
ガ
為
ニ
之
ヲ
作
レ
リ

（
明
治
三
十
年
四
月
四
日
付
）

往
来　

五
日
月
晴
○
（
中
略
）
午
后
大
越
氏
ニ
如
キ
後
重

野
氏
ニ
如
ク
（
中
略
）

雜
事　

午
后
重
野
氏
ニ
如
キ
テ
解
子
伐
袁
幅
ヲ
返
璧
セ
リ

重
野
氏
ハ
前
日
ノ
遺
書
展
觀
ノ
事
ヲ
謝
シ
テ
遺
稿
上
梓
ノ

コ
ト
ヲ
勸
メ
ラ
レ
タ
リ
余
ハ
是
多
年
ノ
希
望
ナ
ル
趣
ヲ
述

ベ
テ
共
ニ
謀
ル
ベ
キ
書
肆
ナ
キ
事
ヲ
告
ゲ
タ
ル
ニ
氏
ハ
之

ヲ
紹
介
ス
ベ
キ
事
ヲ
約
セ
ラ
レ
タ
リ
遺
書
上
梓
ノ
事
或
ハ

之
ニ
ヨ
リ
テ
緒
ヲ
開
ク
ヲ
得
ン
カ
又
萬
年
先
生
ノ
事
ヨ
リ

其
門
人
ニ
シ
テ
懐
徳
書
院
建
立
ニ
力
ヲ
尽
セ
シ
天
王
寺
屋

吉
右
衛
門
ノ
事
ニ
及
ビ
氏
ハ
其
著
ナ
ル
出
定
後
語
ヲ
示
サ

レ
タ
リ
冨

（
マ
マ
）
永
仲
基
ハ
則
天
王
寺
屋
ノ
事
ナ
リ
其
年
代
ヲ

考
フ
ル
ニ
懐
徳
書
院
創
立
ノ
後
二
十
年
ニ
ア
リ
其
頃
仲
基

ハ
佛
門
ニ
帰
シ
テ
萬
年
先
生
ノ
怒
ヲ
被
リ
タ
リ
ト
云
フ
此

書
漢
文
ヲ
以
テ
佛
教
ノ
事
ヲ
論
ジ
タ
リ
余
始
メ
テ
其
學
識

ニ
富
メ
ル
事
ヲ
知
レ
リ

（
明
治
三
十
年
四
月
五
日
付
）

こ
こ
で
先
ず
注
目
さ
れ
る
点
は
、
重
野
が
木
菟
麻
呂
に
対
し

て
、
中
井
家
所
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
出
版
を
進
め
た
点
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
菟
麻
呂
が
「
猿
島
復
讐
圖
幅
」
を
重
野

に
返
却
す
る
と
、
重
野
は
三
月
の
遺
書
の
実
見
に
つ
い
て
礼
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
出
版
を
木
菟
麻
呂
に
勧
め
た
。
こ
れ

に
対
し
て
木
菟
麻
呂
が
、
遺
書
の
出
版
は
自
ら
の
「
多
年
ノ
希

望
」
で
あ
る
が
、
自
分
に
は
そ
の
出
版
に
つ
い
て
「
共
ニ
謀
ル

ベ
キ
書
肆
」
が
な
い
と
答
え
る
と
、
重
野
は
「
之
ヲ
紹
介
ス
ベ

キ
事
ヲ
約
セ
ラ
レ
」
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
重
野
の
約

束
に
つ
い
て
木
菟
麻
呂
は
、「
遺
書
上
梓
ノ
事
或
ハ
之
ニ
ヨ
リ

年
先
生
ノ
紫
煙
帖
及
緩
歩
帖
襄
陽
帖
ヲ
開
キ
テ
感
嘆
措
カ

ザ
リ
キ
萬
年
先
生
ノ
名
古
来
洽
ク
傳
ラ
ズ
其
書
亦
甚
ダ
稀

ナ
リ
此
ヲ
以
テ
是
等
ノ
遺
墨
ヲ
見
ル
者
ハ
何
人
モ
拍
手
驚

嘆
セ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
余
此
ニ
於
テ
之
ヲ
公
ニ
シ
テ
萬
年
先

生
ノ
名
ヲ
百
餘
年
ノ
後
ニ
播
揚
セ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
セ
リ
幸

ニ
紫
煙
帖
ノ
木
版
ハ
大
和
淡
輪
氏
ニ
預
キ
ヲ
キ
タ
レ
バ
時

ヲ
得
テ
之
ヲ
取
リ
世
ニ
公
ニ
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

（
明
治
三
十
年
四
月
一
日
付
）

重
野
が
訪
問
し
た
五
日
後
、
四
月
一
日
に
木
菟
麻
呂
を
訪
問

し
た
木
村
は
、
竹
山
の
印
を
実
見
し
て
「
大
印
十
餘
顆
ヲ
押
シ

他
ハ
後
日
ヲ
約
シ
テ
帰
」
り
、
ま
た
熊
谷
は
三
宅
石
庵
の
『
紫

煙
帖
』・『
緩
歩
帖
』・『
襄
陽
帖
』
を
実
見
し
た（
注
７
）。
資
料
の

実
見
に
訪
れ
た
者
た
ち
の
関
心
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る（
注
８
）。

こ
の
『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
点
は
、

木
菟
麻
呂
が
石
庵
の
遺
墨
に
つ
い
て
、
石
庵
の
名
は
世
に
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
遺
墨
を
実
見
し
た
人
は
、
熊
谷
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
「
何
人
モ
拍
手
驚
嘆
セ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と

非
常
に
高
く
評
価
す
る
、
そ
こ
で
「
余
此
ニ
於
テ
之
ヲ
公
ニ
シ

テ
萬
年
先
生
ノ
名
ヲ
百
餘
年
ノ
後
ニ
播
揚
セ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
」

す
る
、
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
木
菟
麻
呂

が
中
井
家
の
み
の
再
興
を
願
っ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
石
庵
ら

を
含
む
懐
徳
堂
全
体
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
向
上
を
強
く
望

ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
木
菟
麻

呂
が
懐
徳
堂
関
係
の
遺
書
類
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
、
重
野

ら
が
ど
う
や
っ
て
知
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
特
に
記
述
が
な
く
、
重

野
ら
が
中
井
家
の
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
存
在
を
知
っ

た
経
緯
等
は
不
明
で
あ
る
。

私
見
で
は
、
木
菟
麻
呂
が
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

十
一
月
に
博
文
館
か
ら
中
井
履
軒
の
『
百
首
贅
贅
』
を
出
版
し

た
際
、
そ
の
巻
末
に
付
し
た
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
と
「
水
哉

館
遺
編
目
録
」
と
が
、
中
井
家
所
蔵
資
料
の
存
在
を
重
野
ら
が

知
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
懐
徳
堂
遺
編
目

録
」
は
懐
徳
堂
で
活
躍
し
た
三
宅
石
庵
・
五
井
蘭
洲
・
中
井
竹

山
・
中
井
蕉
園
・
中
井
碩
果
の
遺
著
に
つ
い
て
、
ま
た
「
水
哉

館
遺
編
目
録
」
は
中
井
履
軒
の
遺
著
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
木

菟
麻
呂
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
両
目
録
は
、
明
治
二
十
年

代
半
ば
以
降
に
お
い
て
、
木
菟
麻
呂
以
外
の
人
が
懐
徳
堂
や
水

哉
館
に
関
係
す
る
資
料
に
つ
い
て
知
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な

情
報
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
西
村
時
彦

が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
七

日
に
か
け
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
「
懐
徳
堂
研
究
其

一
」（
最
終
回
に
「
懐
徳
堂
考
上
巻
」
と
改
題
）
の
中
で
、「
石

菴
の
學
問
著
述
」・「
甃
庵
の
學
術
性
行
」・「
蘭
洲
の
著
書
」
の

箇
所
で
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

首
肯
さ
れ
よ
う（
注
９
）。

も
っ
と
も
、
前
述
の
通
り
四
月
一
日
に
木
村
は
竹
山
の
印
を
、
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前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月

五
日
に
重
野
は
木
菟
麻
呂
に
、
中
井
家
所
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
遺

書
を
出
版
す
る
出
版
社
を
「
紹
介
ス
ベ
キ
事
ヲ
約
」
し
た
。
こ

の
約
束
を
聞
い
た
木
菟
麻
呂
は
、「
多
年
ノ
希
望
」
で
あ
る
遺

書
の
出
版
、
ひ
い
て
は
懐
徳
堂
・
水
哉
館
の
再
興
が
実
現
に
向

け
て
動
き
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
受
け
止
め
、
大
い
に
期
待
を

高
め
る
と
と
も
に
、
重
野
と
の
関
係
を
継
続
し
、
で
き
れ
ば
一

層
強
く
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
、
こ
の
後
数
ヶ
月

間
両
者
の
交
流
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
出
版
社
の
紹
介
に
関

し
て
、
重
野
か
ら
の
具
体
的
な
連
絡
が
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

年
が
改
ま
っ
て
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
、
木
菟

麻
呂
の
も
と
へ
、
重
野
の
古
稀
を
祝
う
寿
宴
へ
の
招
待
が
届
い

た
。『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
、
そ
の
招
待
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

雜
事
（
中
略
）
向
島
ヨ
リ
帰
リ
シ
時
一
封
書
ノ
机
上
ニ
ア

ル
ヲ
見
タ
リ
是
三
月
廿
七
日
ヲ
以
テ
重
野
博
士
七
■
（
一

字
不
明
）
壽
讌
ヲ
紅
葉
館
ニ
催
ス
擧
ア
ル
ニ
ヨ
リ
其
発
起

人
惣
代
三
浦
安
小
牧
昌
業
、
西
徳
次
郎
、
墨
川
良
年
四
氏

ノ
名
ヲ
以
テ
賛
成
ヲ
求
メ
来
リ
シ
ナ
リ
余
モ
甚
ダ
臨
席
セ

ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
且
先
ニ
管
野
氏
ノ
壽
讌
ニ
贈
リ
タ
ル
如
キ

顔
真
卿
壽
字
大
幅
ヲ
贈
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
メ
リ

（
明
治
三
十
一
年
二
月
二
十
六
日
付
）

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
二
十
六
日
、
重
野
の
古

稀
を
祝
う
会
へ
の
招
待
状
を
受
け
取
っ
た
木
菟
麻
呂
は
、「
甚

ダ
臨
席
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
」、
ま
た
「
顔
真
卿
壽
字
大
幅
ヲ
贈
」

る
こ
と
計
画
し
た
。
木
菟
麻
呂
は
、
重
野
と
の
関
係
が
よ
り
深

ま
る
こ
と
、
直
接
に
は
お
そ
ら
く
、
出
版
社
を
紹
介
す
る
と
の

前
約
を
重
野
に
思
い
起
こ
さ
せ
、
そ
の
履
行
を
促
す
こ
と
を
意

図
し
、
重
野
の
寿
宴
へ
の
参
加
と
、
記
念
の
書
の
贈
呈
を
決
め

た
と
推
測
さ
れ
る
。

実
は
こ
の
九
日
前
の
二
月
十
八
日
、
懐
徳
堂
の
復
興
を
願

う
木
菟
麻
呂
を
大
い
に
落
胆
さ
せ
る
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
山

階
宮
晃
親
王
の
死
去
で
あ
る（
注　 
11
）。
山
階
宮
は
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
の
春
、
閉
鎖
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
懐
徳
堂
を

突
如
訪
問
し
て
お
り
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
木
菟
麻

呂
は
山
階
宮
の
古
稀
の
寿
宴
の
際
に
、
明
治
元
年
の
懐
徳
堂
訪

問
へ
の
感
謝
と
共
に
懐
徳
堂
再
興
の
希
望
と
を
述
べ
る
書
を
山

階
宮
に
献
上
し
、「
拝
謁
を
賜
」
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
時
山
階

宮
は
、「
予
は
汝
の
志
を
嘉
み
す
、
若
再
興
の
計
畫
で
も
で
き

た
な
ら
ば
、
何
時
で
も
申
出
で
よ
、
一
臂
の
力
を
假
す
と
い
ふ

ほ
ど
の
事
は
で
き
な
い
だ
ら
う
け
れ
ど
も
、
應
分
の
事
は
し
て

遣
す
」
と
木
菟
麻
呂
に
語
っ
た
と
い
う（
注　 
12
）。
懐
徳
堂
復
興

の
希
望
を
支
え
る
存
在
で
あ
っ
た
山
階
宮
の
死
去
は
、
木
菟
麻

呂
に
大
き
な
打
撃
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
舞
い
込
ん
で
き
た
重
野
の
寿
宴
へ
の
招

待
状
が
、
木
菟
麻
呂
に
山
階
宮
の
寿
宴
を
想
起
さ
せ
た
か
ど
う

テ
緒
ヲ
開
ク
ヲ
得
ン
カ
」
と
記
し
て
お
り
、
重
野
の
言
葉
に
非

常
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
木
菟
麻
呂
が
「
猿
島
復
讐
圖
幅
」
を
重
野
に
返
却
す

る
際
に
、
臨
写
し
た
一
部
を
重
野
に
寄
贈
し
て
い
る
点
も
注
目

さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
三
月
に
重
野
が
訪
問
し
た
時
に
、
木
菟
麻

呂
が
「
猿
島
復
讐
圖
幅
」
を
借
り
受
け
た
の
は
、
こ
の
図
と
そ

の
賛
と
が
「
頗
ル
家
藏
ノ
幅
ニ
類
」
し
、
ま
た
「
函
盍
ハ
蕉
園

先
生
ノ
手
跡
」
で
あ
り
、「
嘗
テ
華
翁
先
生
ニ
聞
キ
シ
所
ノ
懐

徳
書
院
ニ
鑑
定
ヲ
請
ヒ
来
リ
シ
者
」
が
持
参
し
た
こ
と
が
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
今
ニ
シ
テ
之
ヲ
見
ル
コ
ト

ヲ
得
タ
ル
ハ
頗
ル
奇
遇
ノ
感
」
が
あ
る
と
、
木
菟
麻
呂
自
身
が

強
い
興
味
を
抱
い
た
こ
と
に
よ
る
。
従
っ
て
、
木
菟
麻
呂
が
重

野
か
ら
借
用
し
て
臨
写
し
、
そ
の
臨
写
し
た
図
を
自
ら
所
蔵
し

よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
至
極
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
木
菟
麻
呂
は
何
故
重
野
の
図
を
二
部
臨
写
し
、
一
部

を
重
野
に
贈
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記

述
を
見
る
限
り
、
重
野
が
そ
う
す
る
こ
と
を
求
め
た
た
め
と
は

考
え
難
く
、
臨
写
し
た
一
部
を
重
野
に
寄
贈
す
る
こ
と
は
、
木

菟
麻
呂
の
自
発
的
な
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
く
ま
で
も
憶
測
に
止
ま
る
が
、
木
菟
麻
呂
が
臨
写
し
た
図

を
重
野
に
贈
呈
し
た
の
は
、
借
用
の
申
し
入
れ
に
無
償
で
応
じ

て
く
れ
た
重
野
に
対
し
て
謝
意
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
ま
た
同

時
に
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
野
と
の
関
係
を
よ
り
強
固

に
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
通
り
、
木
菟
麻
呂
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

に
懐
徳
堂
・
水
哉
館
の
再
興
を
計
画
し
た
が
、
計
画
に
賛
同
し

て
協
力
す
る
有
力
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
経
済
力
に
乏
し
い
木
菟
麻
呂
に
と
っ
て
、
念
願
で
あ
る
懐

徳
堂
・
水
哉
館
の
再
興
を
実
現
す
る
に
は
、
有
力
者
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
が
重
野
の

中
井
家
所
蔵
資
料
の
実
見
に
つ
い
て
、
複
数
の
同
伴
者
を
引
き

連
れ
て
来
る
こ
と
を
含
め
て
快
く
受
け
入
れ
て
い
る
の
も
、
有

力
者
と
の
関
係
を
築
く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
た

め
と
推
測
さ
れ
る
。
木
菟
麻
呂
が
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
「
解

子
伐
袁
幅
」
を
臨
写
し
て
重
野
に
寄
贈
し
た
の
も
、
或
い
は
そ

も
そ
も
重
野
に
「
解
子
伐
袁
幅
」
の
借
用
を
申
し
出
た
の
も
、

社
会
的
地
位
を
有
す
る
重
野
と
の
関
係
を
重
視
し
た
た
め
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、木
菟
麻
呂
が
重
野
を
訪
問
し
た
際
の
『
黄
裳
斎
日
記
』

の
記
述
の
中
で
、
富
永
仲
基
の
『
出
定
後
語
』
に
つ
い
て
、
木

菟
麻
呂
が
「
余
始
メ
テ
其
學
識
ニ
富
メ
ル
事
ヲ
知
レ
リ
」
と
記

し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
仲
基
の
存
在
自
体
は
木
菟
麻
呂
も

知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、そ
の
学
問
や
著
書
『
出
定
後
語
』

等
に
関
し
て
は
詳
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
木
菟
麻
呂
の
懐
徳
堂
に
関
す
る
理
解
や
関
心
が
、
仲
基

ら
懐
徳
堂
の
門
人
ま
で
に
は
十
分
及
ん
で
は
い
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

重
野
の
寿
宴
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雜
事　

本
日
ハ
預
定
ノ
如
ク
午
後
二
時
ヨ
リ
芝
山
紅
葉
館

ニ
於
テ
重
野
博
士
ノ
古
稀
壽
讌
ヲ
開
カ
ル
ゝ
ニ
付
同
時
刻

ニ
参
館
セ
リ
同
館
玄
關
ニ
ハ
壽
讌
事
務
員
等
兩
側
ニ
整
列

シ
テ
來
賓
ヲ
迎
ヘ
其
次
ノ
間
ニ
ハ
同
ジ
ク
係
員
机
案
ヲ
陳

ネ
テ
壽
讌
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
取
レ
リ
此
所
ニ
於
テ
刺
ヲ
通

ジ
テ
會
費
金
貳
円
五
拾
錢
ヲ
出
シ
開
會
次
第
ノ
摺
物
并
ニ

列
席
ノ
室
名
符
ヲ
渡
サ
ル
余
ハ
亀
ノ
間
ナ
リ
キ
次
ギ
テ
館

後
ナ
ル
能
楽
堂
ニ
導
カ
ル
此
所
ニ
於
テ
ハ
席
ニ
就
キ
テ
後

一
時
間
餘
ニ
シ
テ
狂
言
二
番
ア
リ
二
人
袴
及
千
鳥
ナ
リ
終

リ
テ
後
重
野
博
士
ハ
壽
讌
惣
代
四
名
ニ
導
カ
レ
テ
舞
臺
ニ

進
マ
レ
惣
代
博
士
ニ
對
シ
テ
本
日
開
會
ノ
旨
ヲ
口
述
シ
博

士
ハ
諸
氏
ノ
厚
意
ヲ
感
謝
ス
ル
旨
ヲ
述
ベ
且
簡
短
ニ
其
蒲

柳
ノ
質
ニ
シ
テ
善
ク
此
壽
ヲ
保
チ
タ
ル
ハ
全
ク
平
素
攝
生

法
ニ
注
意
ス
ル
ガ
故
ナ
レ
バ
此
ニ
於
テ
諸
氏
ニ
報
ユ
ル
ガ

為
聊
カ
長
壽
ヲ
保
タ
ン
諸
方
ヲ
勸
ム
ル
ト
ノ
コ
ト
又
爾
後

八
十
才
ニ
至
ル
マ
デ
ニ
全
世
界
漫
遊
ヲ
遂
ケ
ン
コ
ト
ヲ
目

的
ト
ス
ル
ガ
故
ニ
合
セ
テ
諸
氏
ノ
助
力
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
請

フ
旨
ヲ
述
ベ
ラ
レ
其
レ
ヨ
リ
能
楽
堂
ヲ
出
デ
ゝ
本
館
ニ
就

ゲ（
マ
マ
）ハ
庭
前
ナ
ル
芝
山
ニ
於
テ
日
比
野
組
ノ
少
年
剣
舞
數
番

ア
リ
頗
ル
雄
壮
ナ
リ
キ
其
前
陸
軍
軍
楽
隊
間
斷
ナ
ク
奏
楽

セ
リ
之
ヨ
リ
館
ノ
一
室
ニ
就
キ
テ
寄
送
品
ノ
陳
列
シ
タ
ル

ヲ
見
ソ
レ
ヨ
リ
會
塲
ナ
ル
亀
ノ
間
ノ
定
席
ニ
就
ケ
リ
諸
賓

既
ニ
坐
ニ
ア
リ
酒
饍
既
ニ
備
レ
リ
席
定
マ
リ
シ
時
博
士
来

リ
テ
惣
代
壽
盃
ヲ
献
ゼ
シ
由
ナ
レ
ド
モ
余
ノ
坐
ニ
就
ク
コ

ト
遲
カ
リ
シ
為
其
時
ニ
後
レ
タ
リ
此
席
ニ
ハ
百
餘
名
列
席

セ
リ
楼
上
ナ
ル
鶴
ノ
間
及
松
ノ
間
ニ
モ
百
餘
名
ア
ル
ヲ
見

タ
リ
其
他
ノ
室
ニ
ハ
往
カ
ザ
レ
バ
知
ル
ヲ
得
ザ
レ
ド
モ
來

賓
四
五
百
ヲ
下
ラ
ザ
ル
ベ
シ
或
ハ
千
名
内
外
ナ
リ
ト
モ
云

フ
席
上
ニ
ハ
各
室
共
ニ
諸
氏
ヨ
リ
送
ラ
レ
タ
ル
文
詩
ノ
幅

ヲ
掲
ゲ
タ
リ
余
ノ
贈
リ
シ
壽
字
幅
ハ
鶴
ノ
間
ノ
壁
間
ニ
ア

ル
ヲ
見
タ
リ
八
時
頃
ヨ
リ
諸
賓
漸
次
ニ
退
散
シ
八
時
半
頃

余
モ
亦
館
ヲ
去
レ
リ
此
夜
席
上
ニ
於
テ
博
士
ハ
箱
入
ノ
錫

製
盃
一
個
ヲ
贈
ラ
レ
タ
リ
中
ニ
丙
申
元
亘

（
マ
マ
）〔
旦
〕
ノ
詩
ヲ

記
セ
リ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日
付
）

『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
芝
山
紅
葉
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
重
野
の
寿
宴
は
実
に
盛
大
で
あ
り
、
そ
の
参
加

者
数
は
「
四
五
百
ヲ
下
ラ
ザ
ル
ベ
シ
或
ハ
千
名
内
外
ナ
リ
ト
モ

云
フ
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
紅
葉
館
の
能
楽
堂
で
は
狂
言
が
、
ま

た
庭
で
は
少
年
剣
舞
が
演
じ
ら
れ
、
陸
軍
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏

も
絶
え
間
な
く
行
わ
れ
た
。

そ
う
し
た
中
で
木
菟
麻
呂
は
、
重
野
に
近
づ
く
こ
と
す
ら
で

き
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
重
野
と
の
接
触

や
会
話
は
ま
っ
た
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い（
注　 
13
）。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
は
お
そ
ら
く
、
重
野
に
対
し
て
出
版
社

の
紹
介
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
、
も
し
も
進
捗
が
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
重
野
に
具
体
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
を
期
し
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
木
菟
麻
呂
は
重
野
と
直
接
話
す
機
会

か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
懐
徳
堂
の
再
興
を
実
現
す
る
上

で
の
希
望
は
今
や
重
野
と
の
関
係
を
措
い
て
他
に
は
無
く
、
ま

た
重
野
の
寿
宴
へ
の
出
席
は
、
未
だ
具
体
的
な
進
展
を
見
て
い

な
い
遺
書
の
出
版
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る

と
、
木
菟
麻
呂
は
意
識
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
黄
裳
斎
日
記
』

に
は
、
木
菟
麻
呂
が
重
野
に
贈
呈
す
る
「
壽
字
大
幅
」
等
の
作

成
に
力
を
注
い
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。雜

事
（
中
略
）
重
野
博
士
ヲ
壽
ス
ル
文
詩
ヲ
草
セ
ン
ト
欲

ス
ル
ニ
ヨ
ル

（
明
治
三
十
一
年
三
月
十
二
日
付
）

雜
事　

重
野
氏
壽
宴
ニ
寄
贈
ス
ベ
キ
掛
軸
并
壽
章
送
呈
ノ

儀
ニ
付
使
ヲ
重
野
氏
ノ
宅
ニ
遣
シ
テ
書
ヲ
植
松
氏
ニ
送
リ

以
テ
之
ヲ
照
會
セ
シ
ニ
植
松
氏
復
書
ヲ
与
ヘ
テ
之
ニ
答
ヘ

タ
リ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
十
九
日
付
）

雜
事　

本
日
午
後
重
野
博
士
ニ
呈
ス
ベ
キ
擬
大
雅
麛
奕
七

章
ヲ
認
ム
既
ニ
二
葉
ヲ
書
シ
テ
未
ダ
成
ラ
ザ
リ
シ
ガ
薄
暮

主
教
ヨ
リ
便
ア
リ
テ
明
朝
ヨ
リ
翻
訳
ノ
業
ニ
就
カ
ン
コ
ト

ヲ
報
ジ
来
リ
シ
ニ
ヨ
リ
今
夜
深
更
ニ
及
ビ
テ
モ
認
メ
終
ラ

ン
ト
欲
シ
タ
レ
ド
モ
體
倦
ミ
タ
レ
バ
其
意
ノ
如
ク
ナ
ル
能

ハ
ザ
ル
ヲ
察
シ
テ
此
夜
ハ
筆
ヲ
止
メ
テ
寝
ニ
ツ
ケ
リ
明
一

日
ヲ
以
テ
書
シ
終
ラ
ン
ト
預
期
セ
シ
ニ
今
一
兩
日
ノ
間
ニ

至
リ
テ
業
務
ヲ
繼
續
ス
ル
ニ
至
リ
シ
コ
ト
頗
ル
余
ガ
心
ヲ

痛
刺
セ
リ
然
レ
ド
モ
之
モ
亦
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日
付
）

雜
事　

擬
大
雅
ヲ
書
ス
ル
ニ
ハ
本
日
午
後
ヲ
除
キ
テ
他
ニ

其
時
日
ヲ
存
セ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
全
ク
此
半
日
ヲ
費
シ
テ
二
通

ヲ
書
シ
了
リ
其
善
キ
者
ヲ
撰
ビ
テ
一
ヲ
我
家
ニ
留
ム
ル
コ

ト
ト
ナ
セ
リ
初
ハ
時
ノ
足
ラ
ザ
ル
ヲ
憂
ヒ
タ
リ
ト
雖
幸
ニ

之
ヲ
認
メ
終
リ
シ
ハ
喜
ブ
ベ
シ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
付
）

雜
事　

昨
日
認
メ
タ
ル
擬
大
雅
ヲ
今
朝
表
具
師
ニ
携
ヘ
ユ

キ
テ
裏
ヲ
打
タ
ン
コ
ト
ヲ
命
ジ
タ
ル
ニ
午
後
既
ニ
成
リ
先

ニ
命
ジ
タ
リ
シ
壽
字
幅
モ
既
ニ
成
リ
タ
レ
バ
共
ニ
之
ヲ
送

リ
来
レ
リ
依
リ
テ
書
ヲ
添
ヘ
テ
薄
暮
之
ヲ
重
野
氏
ニ
贈
レ

リ
壽
字
幅
ノ
大
サ
ハ
之
ヲ
展
ベ
テ
三
疊
ニ
滿
チ
タ
リ
擬
大

雅
ハ
藤
紙
聯
落
ニ
横
書
セ
シ
ナ
リ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日
付
）

木
菟
麻
呂
は
、
ニ
コ
ラ
イ
主
教
と
共
に
、
正
教
関
係
の
祈
祷

書
類
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
業
務
の
隙
間
を
ぬ
っ

て
重
野
に
贈
呈
す
る
作
品
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
困
難

な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
木
菟
麻
呂
は
「
擬

大
雅
麛
奕
七
章
」
の
詩
と
そ
の
書
、
及
び
「
壽
字
幅
」
を
完
成

さ
せ
て
、
辛
う
じ
て
寿
宴
の
前
日
に
重
野
に
贈
呈
し
た
の
で
あ

る
。木

菟
麻
呂
の
『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
、
寿
宴
当
日
の
模
様
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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の
最
初
の
接
触
は
、
直
ち
に
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
を
始
動
さ
せ
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
明
治
三
十
年
代
に
お
い
て
懐
徳
堂
を

評
価
し
た
動
き
の
一
つ
で
あ
り
、
後
に
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
が
勃

興
す
る
伏
線
と
な
っ
た
出
来
事
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）　

中
井
木
菟
麻
呂
「
己
巳
残
愁
録
」（『
懐
徳
』
第
十
号
、

一
九
三
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
中
井
家
は
懐
徳
堂
閉
鎖
の
際
、

そ
の
土
地
建
物
を
「
油
掛
町
の
天
満
屋
善
九
郎
に
金
參
百

両
に
て
讓
り
渡
」
し
た
。
そ
の
後
懐
徳
堂
の
建
物
は
、「
多

年
間
、
元
形
の
ま
ゝ
に
て
空
屋
と
な
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ

か
ら
逸
見
氏
の
手
に
渡
り
、
門
牆
を
壞
ち
て
長
屋
を
建
て
、

講
堂
其
他
は
元
形
の
儘
區
劃
を
施
し
て
、
借
屋
と
な
つ
て

ゐ
た
。
其
後
の
消
息
は
聞
か
な
か
つ
た
が
、
何
年
頃
に
か

全
部
を
取
り
毀
ち
て
、
今
の
煉
瓦
造
の
高
屋
を
見
る
や
う

に
な
つ
た
」
と
い
う
。

（
２
）　

木
菟
麻
呂
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
『
重
建

懐
徳
堂
意
見
』
と
『
重
建
水
哉
館
意
見
』
と
を
印
刷
し
て

関
係
者
に
配
布
し
た
が
、
再
建
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
北

崎
豊
二
「
中
井
木
菟
麻
呂
の
水
哉
館
再
興
計
画
―
昭
和
初

年
の
場
合
―
」（『
懐
徳
』
第
六
十
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

参
照
。

（
３
）　

懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
展
開
し
た
経
緯
に
関
し
て
、「
懐

徳
堂
復
興
小
史
（
懐
徳
堂
記
念
会
記
事
鈔
録
）」（
再
刊
本

『
懐
徳
堂
考
』〔
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
、
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）
十
一
月
発
行
〕
所
収
）
に
は
、「
懷
德
堂
學

徒
離
散
、
弦
誦
の
聲
を
絶
つ
こ
と
四
十
年
に
し
て
、
天
運

循
環
し
來
り
、
復
興
の
氣
運
は
茲
に
復
た
開
け
ぬ
。
而
し

て
實
に
其
の
端
を
大
阪
人
文
會
に
發
せ
り
。」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
、
懐
徳
堂
の
閉
鎖
か
ら
大
阪
人
文
会
の

活
動
ま
で
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
木
村

英
一
「
今
日
の
懐
徳
堂
記
念
会
」（『
懐
徳
堂
の
過
去
と
現

在
』〔
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
、
一
九
七
九
年
〕
所
収
）

は
、
懐
徳
堂
の
閉
鎖
か
ら
記
念
会
成
立
を
中
絶
時
代
と
位

置
付
け
る
が
、
記
念
会
成
立
に
向
け
た
大
阪
人
文
会
な
ど

の
懐
徳
堂
の
顕
彰
の
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
期
せ
ず
し
て
懐
徳
堂
に
対
す
る
追
憶
が
発
生
し
た
」
と

述
べ
る
の
み
で
、
そ
の
発
生
前
の
中
絶
時
代
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
。
脇
田
修
・
岸
田
知
子
『
懐
徳
堂
と
そ
の

人
び
と
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、一
九
九
七
年
）第
五
章「
近

代
で
の
復
興
」
も
同
様
で
あ
る
。
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕

生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
―
』（
大
阪
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
４
）　

拙
稿
「『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
そ
の
成
立
過
程
」（『
中
国

研
究
集
刊
』
第
五
十
八
号
、
二
〇
一
四
年
）、
及
び
「『
懐

徳
堂
記
録
拾
遺
』
と
「
懐
徳
堂
記
録
」」（『「
観
光
・
言

語
・
文
学
」
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』〔
台
湾
・
国
立

高
雄
餐
旅
大
学
応
用
日
語
系
〕、
二
〇
一
四
年
）、「
西
村

天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
『
懐
徳
堂
記
録
』」（『
懐
徳
堂

研
究
』
第
七
号
、
二
〇
一
六
年
）、「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
盛
大
な
寿
宴
に
「
會
費
金
貳
円
五
拾

錢
」
を
支
払
っ
て
参
列
し
た
、
数
百
名
の
中
の
一
出
席
者
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た（
注　 
14
）。

木
菟
麻
呂
の
日
記
『
黄
裳
斎
日
記
』
及
び
『
秋
霧
記
』
の
記

述
を
見
る
限
り
、
こ
の
寿
宴
以
後
、
中
井
家
所
蔵
の
遺
書
の
出

版
に
関
し
て
、
重
野
か
ら
木
菟
麻
呂
に
何
ら
か
の
情
報
等
が
も

た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
重
野
に

よ
る
出
版
社
の
紹
介
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
結
局
遺
書

出
版
の
話
は
こ
の
時
実
現
し
な
か
っ
た
。
重
野
は
木
菟
麻
呂
に

対
し
て
、
遺
書
を
実
見
し
た
上
で
出
版
を
勧
め
た
の
で
あ
る
か

ら
、
中
井
家
所
蔵
の
遺
書
が
有
す
る
価
値
を
認
め
て
は
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
出
版
社
を
「
紹
介
ス
ベ
キ
事
ヲ
約
」
し

た
の
は
、
重
野
に
す
れ
ば
所
謂
社
交
辞
令
の
類
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い（
注　 
15
）。

お
わ
り
に

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月
、

懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
重
野
安
繹
は
、
中
井
木

菟
麻
呂
に
対
し
て
出
版
社
の
紹
介
を
約
束
し
た
も
の
の
、
結
局

そ
の
約
束
を
果
た
さ
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
木
菟
麻
呂
は

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
中
井
履
軒
の
『
百
首
贅
贅
』

を
出
版
す
る
な
ど
、
家
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
出
版
に
心
を

砕
い
て
い
た
が
、
資
産
の
無
い
木
菟
麻
呂
に
出
版
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
一
部
の
資
料
に
限
ら
れ
て
い
た
。
懐
徳
堂
関
係

遺
書
の
出
版
が
進
展
し
た
の
は
、
周
知
の
通
り
、
明
治
四
十
四

年
（
一
九
一
一
）
十
月
に
懐
徳
堂
記
念
会
が
懐
徳
堂
記
念
祭
の

挙
行
と
あ
わ
せ
て
行
っ
た
記
念
出
版
に
よ
る（
注　 
16
）。

そ
れ
で
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
の
春
に
重
野
と
木

菟
麻
呂
と
が
接
触
し
た
こ
と
は
、
後
の
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
と

ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
か
ろ

う
。
先
述
の
通
り
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
に
木

菟
麻
呂
が
重
野
を
訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
西
村
時

彦
と
木
菟
麻
呂
と
の
面
談
が
実
現
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
懐
徳
堂

顕
彰
運
動
の
勃
興
へ
と
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
木
菟
麻
呂
と
重
野
と
の
面
談
は
、

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
既
に
二
人
が
接
触
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
実
現
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
時
木
菟
麻
呂

は
、
出
版
社
を
紹
介
す
る
と
の
約
束
を
反
故
に
さ
れ
た
わ
け
だ

が
、
懐
徳
堂
の
再
興
を
夢
見
る
木
菟
麻
呂
が
頼
る
こ
と
の
で
き

る
有
力
者
は
そ
も
そ
も
限
ら
れ
て
お
り
、
中
井
家
所
蔵
資
料
を

実
見
す
る
た
め
に
中
井
家
を
訪
れ
て
直
接
会
っ
た
重
野
は
、
木

菟
麻
呂
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
木
菟
麻
呂
は
、
重
野

を
訪
問
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
重
野
が
中
井
家
所
蔵

遺
書
を
実
見
し
た
際
、
複
数
の
同
行
者
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
は
、

そ
の
後
懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
存
在
に
関
す
る
情
報
が
複
数
の
経

路
を
経
て
東
京
の
学
術
界
の
関
係
者
に
広
ま
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（
注　 
17
）。
重
野
と
木
菟
麻
呂
と
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て
西
村
は
、
木
菟
麻
呂
に
資
料
の
提
供
を
一
切
求
め
て
い

な
い
。
ま
た
東
京
の
木
菟
麻
呂
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
連
載

の
開
始
を
当
初
知
ら
な
か
っ
た
。
西
村
は
『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
の
連
載
終
了
直
後
の
同
年
二
月
二
十
八
日
、
上
京
し

て
木
菟
麻
呂
と
二
度
目
の
面
談
を
行
い
、
そ
の
際
に
『
懐

徳
堂
考
』
下
巻
の
執
筆
に
用
い
る
資
料
の
提
供
を
依
頼
し

た
。
依
頼
を
受
け
た
木
菟
麻
呂
は
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲

故
事
』
を
執
筆
、
こ
の
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
故
事
』
を

活
用
し
て
西
村
は
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
を
執
筆
し
た
。
注

３
前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳

堂
の
再
興
―
』
参
照
。

（
10
）　

幸
田
成
友
は
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
十
月

十
六
日
に
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し
、
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
実

見
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
日
付
の
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋

霧
記
』
に
は
、
幸
田
が
「
阪
地
ニ
在
リ
テ
岡
本
和
氏
ヨ
リ

仄
ニ
余
ノ
事
ヲ
聞
カ
レ
亦
其
兄
ナ
ル
露
伴
氏
ヨ
リ
余
ノ
此

地
ニ
在
ル
コ
ト
ヲ
聞
」
い
た
た
め
、
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂
と
木
菟
麻
呂
の
所
蔵
す

る
懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
情
報
は
、
東
京
に
住
む
幸
田
露
伴

に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
露
伴
は
キ
リ
ス
ト

教
関
係
者
か
ら
情
報
を
得
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

他
に
も
情
報
が
伝
わ
っ
た
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
な
お
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
九
月

に
幸
田
成
友
が
自
費
で
五
百
部
出
版
し
た
『
懐
徳
堂
旧

記
』
の
序
文
に
は
、「
予
少
時
通
語
の
素
読
を
家
兄
に
承
け
、

ま
た
稍
長
じ
て
昔
々
春
秋
及
逸
史
を
読
み
、
大
阪
に
懐
徳

書
院
あ
り
、竹
山
履
軒
両
先
生
あ
る
を
知
れ
り
。」
と
あ
る
。

（
11
）　

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
十
八
日
付
『
黄
裳

斎
日
記
』
に
は
、「
時
事
」
と
し
て
、「
山
階
宮
晃
親
王
殿

下
ハ
去
一
月
中
旬
ノ
頃
ヨ
リ
御
風
邪
ノ
気
味
ニ
渡
ラ
セ
ラ

レ
半
井
安
藤
兩
國
手
ノ
診
ヲ
受
ケ
サ
セ
ラ
レ
御
療
養
中
漸

次
御
衰
弱
ニ
趣
カ
セ
ラ
レ
シ
所
御
養
生
相
叶
ハ
セ
ラ
レ
ズ

遂
ニ
昨
十
七
日
午
前
四
時
四
十
分
ヲ
以
テ
薨
去
遊
バ
サ
レ

タ
リ
御
年
ハ
八
十
三
御
病
状
ハ
黄
疸
ナ
リ
ト
承
ル
之
ニ
付

三
日
間
歌
舞
音
曲
ヲ
停
止
ス
ル
命
ア
リ
宮
中
ニ
テ
ハ
五
日

間
喪
ヲ
服
セ
ラ
ル
ヽ
ト
云
フ
（
中
略
）
余
ハ
此
ニ
於
テ
殿

下
ガ
懐
徳
書
院
ニ
寵
臨
セ
サ
セ
給
ヒ
シ
コ
ト
余
ガ
往
年
殿

下
ニ
謁
シ
テ
優
渥
ナ
ル
言
ヲ
賜
ハ
リ
シ
コ
ト
等
追
懐
シ
テ

轉
哀
悼
ノ
情
ニ
堪
ヘ
ズ
此
ニ
之
ヲ
記
シ
テ
聊
敬
悼
ノ
誠
ヲ

效
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

注
１
前
掲
の
中
井
木
菟
麻
呂
「
己
巳
残
愁
録
」
参
照
。

（
13
）　

木
菟
麻
呂
の
座
席
は
「
亀
ノ
間
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た

が
、
木
菟
麻
呂
は
自
分
の
席
に
着
く
前
に
、
別
室
に
陳
列

さ
れ
て
い
た
重
野
へ
の
寄
贈
品
を
見
て
い
た
た
め
、
重
野

と
寿
宴
の
代
表
者
ら
が
「
亀
ノ
間
」
に
来
て
行
わ
れ
た
献

杯
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

（
14
）　

こ
の
重
野
の
寿
宴
に
は
西
村
時
彦
も
出
席
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
、『
碩
園
先
生
遺
集　

碩
園
先
生
文

集　

巻
二
』（
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
、
昭
和
十
一
年

〔
一
九
三
六
〕
十
月
）
に
は
、明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

洲
研
究
と
関
係
資
料
―
『
蘭
洲
遺
稿
』・『
鶏
肋
篇
』・『
浪

華
名
家
碑
文
集
』
に
つ
い
て
―
」（『
懐
徳
』
第
八
十
五
号
、

二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
５
）　
『
黄
裳
斎
日
記
』
全
十
一
冊
は
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
一
月
か
ら
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）

一
月
ま
で
の
木
菟
麻
呂
の
日
記
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
の

異
母
妹
・
終
子
の
養
子
で
あ
っ
た
新
田
和
子
氏
が
昭
和

五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
に
寄

贈
し
た
、
懐
徳
堂
文
庫
の
第
一
次
新
田
文
庫
資
料
の
一
つ

で
あ
る
。
池
田
光
子「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」（『
懐

徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
四
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

な
お
、
前
述
の
「
追
懐
遺
事
三
篇
」
に
お
い
て
、
木
菟
麻

呂
は
明
治
三
十
年
の
重
野
と
の
接
触
に
触
れ
て
い
な
い
。

（
６
）　

重
野
の
持
参
し
た
「
幽
人
先
生
ノ
猿
島
復
讐
圖
幅
」
と

類
似
し
て
い
る
と
い
う
中
井
家
所
蔵
の
も
の
は
、現
在「
解

子
伐
袁
図
」
と
し
て
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　

な
お
、
重
野
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
ま
で
、
大
阪
本
町
に
家
塾
・
成
達
書
院
を
開

い
て
い
る
。
西
村
時
彦
「
成
斎
先
生
行
状
資
料
」（『
重
野

博
士
史
学
論
文
集
上
巻
』〔
雄
山
閣
、一
九
三
八
年
〕
所
収
）

参
照
。

（
７
）　
『
紫
煙
帖
』・『
緩
歩
帖
』・『
襄
陽
帖
』
は
、
い
ず
れ
も

石
庵
の
遺
墨
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
井
家
の
所
蔵
す

る
『
紫
煙
帖
』
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
石
庵
の

子
・
春
楼
が
刊
行
し
た
も
の
で
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

十
月
に
木
菟
麻
呂
は
百
部
復
刻
し
て
い
る
。

（
８
）　

三
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
付
の
『
黄
裳
斎
日
記
』
に

よ
れ
ば
、木
菟
麻
呂
は
重
野
ら
に
よ
る
訪
問
の
前
日
に「
露

館
ニ
如
キ
テ
觀
覧
ニ
供
ス
ベ
キ
遺
書
類
并
ニ
竹
山
先
生
印

匣
等
ヲ
出
シ
事
務
所
ニ
置
キ
テ
帰
」
り
、
当
日
の
午
前
中

に
「
車
ヲ
雇
ヒ
テ
露
館
ニ
如
キ
昨
夕
事
務
所
ニ
預
ケ
置
タ

ル
圖
書
類
ヲ
携
ヘ
帰
」
っ
て
い
る
。
重
野
ら
が
実
見
を
希

望
し
た
資
料
を
、
保
管
し
て
い
た
場
所
か
ら
自
宅
へ
移
動

さ
せ
て
準
備
し
た
の
で
あ
る
。

（
９
）　
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
の
作
者
に
つ
い
て
、『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
に
は
「
中
井
成
文
」（
成
文
は
木
菟
麻
呂
の
号
の
一

つ
）
で
あ
る
と
の
言
及
は
あ
る
が
、「
中
井
成
文
」
が
誰

か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
下
巻
に
は
、

「
竹
山
の
著
述
は
、
其
の
孫
黄
裳
の
編
次
せ
し
懐
徳
堂
遺

編
目
録
に
見
え
た
る
が
（
後
略
）」
と
、
木
菟
麻
呂
を
竹

山
の
孫
と
す
る
誤
り
は
あ
る
も
の
の
、
説
明
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
懐
徳
堂
考
』
の
上
巻
と
下
巻

と
に
は
、
西
村
が
そ
れ
ぞ
れ
を
執
筆
に
あ
た
っ
て
用
い
た

資
料
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、
木
菟
麻
呂
と

西
村
と
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
八
月
に
既
に
直

接
会
っ
て
い
る
の
だ
が
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

二
月
に
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
「
懐
徳
堂
研
究
其

一
」、つ
ま
り
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
執
筆
に
当
た
っ
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に
西
村
が
受
業
生
の
一
人
と
し
て
執
筆
し
た
「
成
斎
重

野
先
生
七
十
寿
序
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
西
村
は
明

治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
秋
、
大
阪
朝
日
新
聞
か
ら

東
京
朝
日
新
聞
の
主
筆
に
転
じ
た
が
、
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
十
一
月
か
ら
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

二
月
ま
で
清
国
を
訪
問
し
て
張
之
洞
ら
と
面
談
し
た
。
西

村
は
帰
国
後
も
東
京
朝
日
新
聞
に
勤
務
し
た
が
、
後
醍
院

良
正
『
西
村
天
囚
伝　

上
巻
』（
朝
日
新
聞
社
社
史
編
集
室
、

一
九
六
七
）
に
よ
れ
ば
、
西
村
の
渡
清
後
、
池
辺
三
山
が

東
京
朝
日
新
聞
の
主
筆
と
な
っ
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
西
村

に
は
「
も
は
や
社
説
に
筆
を
執
る
機
会
も
な
く
、
い
わ
ば

職
を
奪
わ
れ
た
格
好
に
な
っ
た
」。

（
15
）　

後
に
木
菟
麻
呂
は
「
己
巳
残
愁
録
」
に
お
い
て
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
「
重
建
懐
徳
堂
意
見
」
を
執

筆
し
て
懐
徳
堂
再
興
を
企
て
た
こ
と
に
つ
い
て
「
然
る
べ

き
後
援
者
も
な
く
、
方
法
も
極
め
て
拙
劣
で
あ
つ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂
が
そ
の
四
年
後
の
重
野
と
の
最

初
の
接
触
に
期
待
を
寄
せ
た
の
は
、
そ
う
し
た
反
省
を
踏

ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
16
）　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
に
懐
徳
堂
記
念
会

が
記
念
出
版
し
た
『
論
語
逢
原
』
に
つ
い
て
は
、
木
菟
麻

呂
が
翌
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
に
、
同
じ
紙

型
を
用
い
て
東
京
の
東
陽
堂
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
拙
稿

「
二
つ
の
『
論
語
逢
原
』
―
懐
徳
堂
記
念
会
と
中
井
木
菟

麻
呂
―
」（『
懐
徳
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
17
）　

重
野
に
続
い
て
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
は

『
大
阪
市
史
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
い
た
幸
田
成
友
が
木

菟
麻
呂
を
訪
問
し
、
中
井
家
の
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
関
係
資

料
を
実
見
し
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
重
野
の
実
見
と

幸
田
の
実
見
と
の
間
に
直
接
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

資
料
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
二
人
の
実
見
に
は
関

係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
注
10
参
照
。

（
島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
教
授
）
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る必要がある。そして，そのことをふまえて，国語科授業における学習指導のプ
ロセスを思い描くことである。本稿では，それを試みた。

【表】説明的文章の読解の指導過程と「読み方」との関係

指導過程 読み方Ⅰ：文章・筆者
側を軸とした読み方

読み方Ⅱ：読み手側を
軸とした読み方

①読みの構えを問う Ａ筆者による問題設定と
問題状況の明確化

ａ読み手による問いの生成

②本文を問う Ｂ文章構成と要点の把握 ｂ黙読・音読

③テクスト世界を問う Ｃ問題設定に対する論証
の分析

ｃ読み手による推論およ
び批判的読み

④書き手と読み手の関係
を問う

Ｄレトリック表現の分析 ｄ効果の評価

⑤テクスト世界と現実世
界の関係を問う

Ｅ筆者の主張 ｅ読み手の考え

参考文献
井上尚美（1977）『言語論理教育への道』文化開発社
鈴木美佐子（2008）『論理的思考の技法Ⅱ』法学書院，p.5
ステファン・トゥールミン（戸田山和久・福澤一吉訳）（2011）『議論の技法』東

京図書
戸田山和久（2002）『知識の哲学』産業図書，pp.23-27
難波博孝（2018）『ナンバ先生のやさしくわかる論理の授業─国語科で論理力を

育てる─』明治図書
プラトン（1966）『テアイテトス』岩波文庫

附記　本稿は，拙稿「「論理」に関する知識と学力観の更新を」（広島大学附属中・
高等学校『国語科研究紀要』第50号，2019年，pp.70-74）で行った提言に，具体
的な教材分析および指導過程に関する提言を加え，発展的にまとめ直したもので
ある。

（広島大学大学院教育学研究科教授）

（13）

五　中学校・高校の読むことにおける「論理」の学習指導

（１）概念の整理
本稿では，次期学習指導要領の国語科においては，「論理」に関してより明確

な学習指導が求められるという認識のもと，「論理」に関連する次のような概念
について，用語や定義を確認し，相互の関係を整理した。

　論理　　…　推論　論証
　論証
　　問い　…　問題　問題状況
　　論証　…　部分　全体
　　主張　…　問題に対する主張　問題状況に対する主張
　文章表現…　文章構成　レトリック表現
　知識　　…　知識　情報

（２）読みの方法と指導過程
説明的文章教材の分析を行う際に念頭においていたのは，次のような読解指導

の指導過程である。
①読みの構えを問う…本文を読む前に，読み手の既有知識を用いて推測を行

うことでテクストに関わる力を問う。
②本文を問う…本文に明示的な情報・内容を理解する力を問う。
③テクスト世界を問う…非明示的な内容を推論・解釈し，テクスト世界を理

解する力を問う。
④書き手と読み手の関係を問う…テクストにおける表現方法・技法やレト

リックなどの効果を分析し，評価する力を問う。
⑤テクスト世界と現実世界の関係を問う…テクスト世界における問題と読み

手が存在する現実における問題とを関連させて考える力を問う。 
こうした指導過程と，授業を通して学習者に身につけさせたい読み方（読解指

導のポイント）の関係を次頁の表に示す。なお，読み方には，文章や筆者を軸に
した読みの方法（読み方Ⅰ）と，読み手の既有知識を用いて行う思考を軸にした
読み方（読み方Ⅱ）とを設定しているが，授業や学習において両者は相互に関わっ
て成立するものととらえたい。
（３）結語─「論理」に関する国語学力像の更新─

ここ数年に渡る教育政策が先導する改革により，私たち国語教師は，国語学力
に対する考え方（国語学力観）の拡張を余儀なくされた。国語科において育成す
る国語学力の活用可能性や汎用性を問われたのである。次に課題になるのは，国
語学力の具体的な構造や言語生活において活用される姿（国語学力像・モデル）
の更新である。そのためには，国語科の各目標と知識や能力との関係を明確にす

（12）
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⑤文章全体の問題状況の把握
筆者は，最終の⑩段落において次のように述べる。

⑩「迂遠なようだが，人々の道徳心を涵養し，どのように判断すべきかを決
めていける人間であり続けねば，社会は荒廃してしまうだろう。」

前の段落でも「人々は道徳心を失ったロボット同然の行動しかしなくなるかも
しれない。」とも述べており，問題設定における「道徳が技術に肩代わりされて
いくことでよいのだろうか」という問いに対応している。筆者の主張が，技術と
道徳の関係への問題提起を主旨としていることは確かであろう。そうすると，こ
の文章を書く際，筆者が自らの疑問を切り取ってきた問題状況はどのようなもの
か。特定の国や地域における社会の「荒廃」への危惧ということであろうか。

問題状況は，文章全体に関わるものと考えるならばどうであろうか。そのよう
に考えると，地球に生きる現代の私たちが置かれた状況について述べている③段
落が目にとまる。

③「本来，私たちは，自ら良心と行動によって地球環境を守るよう求められ
ている。地球に優しいと自ら感じたことを自発的に実行し，生活まで変えて
いこうとする覚悟が重要なのである。道徳と言えば堅苦しいが，人間として
の行動の規範のことで，そのような発想（環境倫理というべきかもしれない。）
を身につけた人間が増えていくことこそが人類の未来への希望とも言えるだ
ろう。」

もともと筆者の池内氏は，科学者であり，環境問題にも積極的な発言を行って
いる。冒頭で述べられた愛知万博におけるゴミの事例も，科学技術と環境の関係
に関わるものである。そのように考えると，筆者の提示する問題状況とは地球環
境の問題まで広がっており，「社会は荒廃してしまうだろう」というのは，特定
の社会だけでなく，地球環境の荒廃までを言うのではないかととらえることもで
きる。こうした思考を経たうえであれば，この文章の問題状況が，特定の社会の
荒廃か，あるいは地球環境の荒廃かということは，授業において，読み手である
学習者と教師が対話によって決めればよいであろう。
⑥レトリック表現

この文章における「同じだとすれば」という論拠は，「類似」という修辞的な
認識によるものである。科学的・学問的な裏付けのあるものではないが，人々に
社会的な問題提起をするうえでは，有効な論証の方法である。

また，文章には，キー概念となる技術に対して，タイトルをはじめ「代行」や
「肩代わり」といった擬人的な表現を用いることで，本来人間特有のものがモノ
にとって代わられることの危険性を効果的に表現している。さらに，人間を「ロ
ボット」に喩える比喩との呼応により，表現の効果を相互に高めていると考えら
れる。

（11）

て代行されている「道徳」である。それらから導かれる主張は，「道徳的な判断
力が衰えていくことにならないだろうか（いやなる）」である。この論証過程は，
トゥールミンの論証モデルでとらえると，次のように要約的に表すことができる。

（根拠１）⑤映画館や学校では通信妨害電波を発信して，ケータイを実質的
に使えなくする方法が広がり始めている。クルマのスピード違反防止
に速度制限装置が取り付けられている。

（根拠２）⑦シャープペンシル，クルマ，エアコン，パソコンのように技術
が発達すれば，その分だけ私たちが原初的に持っていた能力が失われ
ていく。

（論拠）⑧（道徳も）「これと同じだとすれば」
────────────────────────────────

（結論）技術が道徳の代行をするうちに，私たちが生来的に持ち，あるいは
成長の過程で獲得してきた道徳的な判断力が衰えていくことにならな
いだろうか。

科学技術による人間の道徳判断の代行が進む社会の危険性を主張するにあた
り，事例と主張をつなぐ論拠は「これと同じだとすれば」という十文字の文言で
挿入されるのみである。これは，類似性による論証である。

これまでの要旨把握や要約を中心とした授業においては，「これと同じだとす
れば」という文言は，文章を要約する学習の際には，ともすれば削除することが
推奨されかねないものであろう。しかし，そのような学習指導では，むしろこの
文章の論理をとらえさせることの妨げになってしまう。
④読み手による疑問と批判的読み

この文章における筆者の論証が意識されると，読み手は，次のような疑問を持
つことができるであろう。

ナイフを使ったり，汗をかいたりといった「原初的に持っていた能力」と「道
徳的な判断力」を「同じ」ととらえてよいのだろうか？

このような疑問は，筆者の主張「技術の発展によって道徳が衰える」を直接的
に否定したり，「本当にそうか」と真偽を疑ったり，あるいは読み手が筆者とは
異なる別の主張を行ったりするものではない。「論拠」に異論を唱えるものであ
り，批判として的を射たものと考えられる。一方で，「道徳的な判断力が衰えて
いく」という人間社会の将来に関わる重要かつ予測の難しい問題について，類似
する身近な例を用いて筆者なりに論証を組み立てて主張を述べ，説得的な批評を
行っていることを肯定的に評価することもできるであろう。

（10）
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　　⑥段落　　　譲歩
　　⑦段落　　　技術の代行で失われる能力の事例
　　⑧・⑨段落　技術により道徳心が失われる危険性の主張
　⑩段落　　　文章全体のまとめ
中学校の説明的文章教材に比べ，問題設定，根拠と主張のまとまりの中に，事

例からの一般化という論展開があり，量的には短くも，論展開としては多少複雑
になっている。ただ，要旨を把握したり，大まかな構成をとらえたりすることは，
それほど難しい学習課題とはならない。
②筆者による問題設定

筆者による問題の設定は，①段落における筆者の経験的な事実から，②段落に
おいて次のように設定される。

②「しかし，ふと疑問に思うこともある。道徳が技術に肩代わりされていく
ことでよいのだろうか，という疑問である。」

こうした筆者による日常的経験からの疑問は，④段落において，倫理学の専門
家の理論によって一般的な問題として意味づけられる。

④「それによって表面的には道徳が機能しているかのような状態が作り出さ
れるのである。（『情報倫理学入門』後藤弘志の論文による。）」

教科書に掲載されている説明的文章は，専門家によって書かれる場合が多く，
学習者は，そこで述べられていることはすでにその権威によって裏付けられたも
のとして受けとめていることが想定されるが，筆者は，特定の領域の他の専門家
を引用することで，「認識論的な依存」（戸田山（2002））による「裏付け」を行
いながら，論を展開している。
③文章全体の論証構造の把握

技術による道徳の代行が進行することによって生じる問題について主張を行
うにあたって，筆者は，まず⑤段落で，現在既に起きている事例（映画館におけ
る携帯電話の通信妨害電波，速度制御装置によるクルマのスピード違反防止）を
挙げる。そして⑥段落の一文で「けっこうなこと」と譲歩する態度を示しながら
も，⑦段落で，技術の発達によって人間の能力が失われた事例（シャープペンシ
ルによるナイフ使用能力，車による走力，エアコンによる発汗，パソコンによる
漢字力の衰え）を述べる。そのうえで，両者を結びつける論拠と主張は，⑧段落
の冒頭の一文によって，次のように一挙に述べられる。

⑧「これと同じだとすれば，技術が道徳の代行をするうちに，私たちが生来
的に持ち，あるいは成長の過程で獲得してきた道徳的な判断力が衰えていく
ことにならないだろうか。」

「これと同じだとすれば」の「これ」は，⑦段落の技術によって人間の能力
が失われた事例を指し，「これと同じ」である対象は，⑥段落までの技術によっ

（9）

るといわれている。」（⑧段落）
この他にもいくつかあり，文章内の随所に散りばめられた，クジラと他のほ乳

類の動物とを比べるような情報は，ヒトの水分摂取方法から，クジラの摂取方法
の可能性に関して，読み手に上のような推論を行うことを促す。そして，こうし
た推論を読み手が行うことで，文章構成として把握された「クジラの飲み水」の
明快とも言えるまとまりが，はじめて論証として理解されるのである。
⑤文章全体の問題状況の把握

しかし，この文章を理解するということは，はじめの問い「いったいクジラは
どのようにして飲み水を得ているのであろうか」に対する答え「クジラは体内で
脂肪を分解して飲み水を得ている」を知ることにとどまるものではない。むしろ
メッセージとして強く伝わってくるのは，最終⑪段落の「一方でできるだけ水分
を失わないようにして暮らしているのである」という末尾の一節である。

つまり，筆者は，解決すべき問題として，はじめの問いを設定しているが，そ
の問いは，水環境を含めた環境資源と，人間を含めた生き物との関係をより大き
な問題状況として認識しており，その中の一つの問題として，クジラが水を得る
仕組みを取り上げているのである。そのようにとらえると，冒頭①段落にある次
のような文章表現が前景化してくる。

「海には水が不足している。」
「しかし，膨大な水によってつくられている海は，人間の飲み水という面か
らみると，砂漠と同じかそれ以上に水が乏しい環境なのである。」

⑥レトリック表現
また，そもそも「クジラの飲み水」というタイトルも，存在しないもの（クジ

ラの飲み水）によってクジラの水分の取り方を比喩的に表す表現であり，貴重な
水資源をふんだんに消費する人間への皮肉を込めたレトリックに富む表現と評
価することができる。
（２）高校評論教材の場合

池内了稿「技術が道徳を代行する時」（東京書籍『国語総合　現代文編』2012
年文部科学省検）は，科学が急速に発展する現代において，技術と人間の道徳的
判断力との関係について論じた高等学校の入門期に位置する評論教材である。
①文章構成

本教材の文章構成は，次のようにとらえられる。
　①〜④段落　問題設定
　　①・②段落　事例と問題設定
　　③・④段落　問題の意味付け
　⑤〜⑨段落　根拠と主張
　　⑤段落　　　技術が道徳を代行している事例

（8）
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しかし，クジラが体内で水を得る仕組みは理解できても，文章全体の論証として，
なぜ「残された道はただ一つ」なのか，なぜ可能性が三つの方法に限られるかと
いうことは理解できずに疑問が残るのである。
④読み手による推論と文章全体の論証構造の把握

そうした疑問を抱きながら，文章全体を見渡すと，水分の摂取ということに関連
して，「ヒトの水分の出入り」を表す図（二つの円グラフ）が示されていることに気づく。
グラフには，次のような情報が含まれている。

体内へ（円グラフ１）　　　　　　　　体外へ（円グラフ２）
　　飲み水　　　　　　　47％　　　　　排せつ　　　63％
　　食物中に含まれる水　39％　　　　　呼吸　　　　35％
　　脂肪やタンパク質な　14％　　　　　発汗　　　　 2％
　　　どの分解によって
　　　体内で得られる水

グラフ中の情報によれば，ヒトの水分の摂取方法は，飲み水，食物中の水分，
体内での脂肪・タンパク質等の分解で得られる水の三種類である。このことから，
同じほ乳類のクジラの水分摂取方法の可能性が三つであることが推論できるが，
その推論は，次のような過程をたどることになる。

（根拠）ヒトの水分の摂取方法は，飲み水，食物中の水分，体内での脂肪・
タンパク質等の分解で得られる水の三種類である。

（論拠）ヒトもクジラもほ乳類であり，両者は似ている。
─────────────────────────────────

（結論）クジラの水分の摂取方法は，飲み水，食物中の水分，体内での脂肪・
タンパク質等の分解で得られる水の三種類の可能性がある。

では，こうした推論を裏付ける情報が，教材本文の中にあるだろうか。教材本
文には，次のような情報が存在する。

「しかし，膨大な水によってつくられている海は，人間の飲み水という面からみ
ると，砂漠と同じかそれ以上に水が乏しい環境なのである。」（①段落）

「海にすむほ乳類であるクジラにとって，飲み水をどのようにして得るかと
いうことは非常に大きな問題となる。」（②段落）

「つまり，飲み水に関しては陸にすむ哺乳類とほとんど変わらない。」（④段落）
「陸上のほ乳類でも，水場の少ない乾燥地帯にすむアダックスなどは，食物
にする植物に含まれている水分に頼って生活している。」（⑥段落）

「砂漠にいるラクダも，こぶに脂肪をため，長時間水を飲まずに暮らしてい

（7）

①文章構成
本教材を読解するにあたって，文章構成を把握することは比較的容易である。

クジラが海の中で水を得る方法を問題として設定し，第一から第三までの可能性を
順次述べ，結論をまとめるという典型的なものとなっているからである。

　①・②段落　問題設定
　③〜⑩段落　問題解決
　　③〜⑤段落　第一海水の可能性
　　⑥・⑦段落　第二食物の可能性
　　⑧〜⑩段落　第三体内の可能性
　⑪段落　　　結論のまとめ

②筆者による問題設定の把握と読者による疑問
筆者は，この後の説明を導く直接的な問題設定を次のように行っている。
「それでは，いったいクジラはどのようにして飲み水を得ているのであろう
か。」（②段落）

この問いに対する筆者による問題解決は，次のように述べられる。
「そうなると残された道はただ一つ，クジラが自ら体内で水をつくるという
ことになる。」（⑧段落）

この結論の出し方には，次のことが暗黙の前提になっている。
（クジラが飲み水を得る方法は，三つの可能性がある。）

この結論の出し方に，読み手は「なぜ可能性が三つに限られるのか？」という
疑問を抱く。しかし，こうした疑問を抱いた読み手が，その解決のために，本文
中に理由となる明示的な情報を求めても見当たらない。
③説明（部分の論証）

結論である「クジラが体内で水をつくる」ことの説明は，⑧段落において丁寧
になされている。クジラの体内での脂肪分解による水分摂取の仕組みは，次のよ
うな論証構造を持つ説明として受け取ることができる。

（根拠）⑧「幸運なことに，クジラの食物には多量の脂肪が含まれているの
である。また，クジラの体には，多くの脂肪が蓄えられている。」

（論拠）⑧「一般に動物が食物を食べ，エネルギーを得るときには，脂肪
や炭水化物やタンパク質が分解される。そのとき，水ができるのだ。
特に，脂肪が分解されるときには，多くの水が生まれてくる。」

（裏付け）⑧「砂漠にいるラクダも，こぶに脂肪をため，長時間水を飲まず
に暮らしているといわれている。」

　　─────────────────────────────────
（結論）⑧「クジラはこの水を利用する。」

（6）
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ど推論の強さを表すものである。
こうしたトゥールミンの論証モデルにおける六つの概念を見ると，次期高等学

校学習指導要領国語科における「論理」に関わる指導事項が，これらの概念を用
いて設定されていることは明らかである。「読むこと」などの学習領域においては，
先の学習指導要領解説にも見られたように，「文章構成」とは区別し，「論理」に
ついてより明示的に指導する必要があるだろう。
（３）論証と知識および情報

では，説明的文章の読解において「論理」の学習がなぜ必要か。本来説明的文
章を読むことの目的は，知識を得ることであるが，読解指導における知識は，「論
理」に関わる学力である論理的思考力や批判的思考力を身につけさせるという目
的に対する手段に過ぎないのであろうか。

科学的な知識や合理性のある知識は，プラトン（1966）以来の古典的な定義で
は「正当化された真なる信念」とされるが，戸田山（2002）によれば，「正当化」
をもたらすのは推論のみと考えられている。説明的文章は読み手に新たな知識を
提示し納得を得ようとするものである。とするならば，文章を読む際に「論理」
を理解することは，筆者による説明や主張について，真偽や妥当性を必ずしも問
題にしない「情報」としてではなく，妥当性のある「知識」として受容したり，
一方で，それらを新しい「知識」として受け入れてよいかどうかを批判的に吟味
したりするために必要な行為ということになる。つまり，説明的文章の読みの学
習において「論理」を問うことは，決して論理的思考力を育成するための手段と
のみ位置づけられるものではなく，知識の獲得と結びついたものなのである。

実際の談話やテクストにおいては，話者や筆者によって，部分的な論証がい
くつか組み合わさって全体の論証が構成される。では，国語科の説明的文章教材
において論証はどのように表現されているのか。難波（2018）では，小学校の説
明的文章教材を取り上げ，わかりやすく「論理」の説明を行っている。本稿では，
中学校および高校の説明的文章教材において，論証がどのように構成されている
かを具体的に見ていくことにする。

四　説明的文章教材における論理の分析

（１）中学校説明的文章教材の場合
ここでは，大隅清治稿「クジラの飲み水」（三省堂，2007年文部科学省検）を

取り上げる。クジラの水分の摂取方法について，科学的な説明を行う中学校１年
生の入門期に位置する説明的文章教材である。教科書の改訂によって一時不掲載
となったが，本文を改訂し，再び掲載されるようになった。本稿では，改訂前の
教材本文を取り上げる。

（5）

三　論理と知識

（１）論理・推論・論証
これまで，国語教育の議論の中で，「論理」の定義としてよく引用されるのは，

井上（1977）による次のような三分類によるものであった。
ａ　形式論理学の諸規則にかなった推論のこと（狭義）
ｂ　筋道の通った思考，つまりある文章や話が論証の形（前提−結論，また

主張−理由という骨組み）を整えていること
ｃ　分析，総合，抽象，比較関係づけなど，広く直感やイメージによる思考

に対して「概念的」思考一般のこと（広義）
国語教育では，これらのいずれに焦点を当てるかに言及することで，一応の

議論の整理を行なってきたわけである。この分類で言えば，「情報の扱い方」は，
ｃの側面が強く，各言語活動領域の指導事項に登場する「論理」は，ｂに相当す
る。しかし，次期学習指導要領においては，特にｂについてより詳細な概念の使
い分けを求めていると考えられる。

まず，先に見た「現代の国語」における「推論の仕方を理解し使うこと」にお
ける「推論」はどのようにとらえるべきであろうか。「推論」と「論証」の関係
について，鈴木（2008）は，次のように述べる。

一つまたは複数の理由から一つの主張へ至る過程を「推論」と呼び，この主
張と理由をあわせて提示し，両者がきちんとつながっていることを示すこと
を「論証」と言う。

推論は，思考の働きであり，それを音声もしくは文字言語によってひとまとま
りの談話や文章として表現したものが論証ということになる。一般的に用いられ
る「論理」とは，こうした推論と論証の総称ととらえることができるだろう。
（２）トゥールミンの論証モデルにおける六つの概念
「論理国語」の指導事項に見られた諸概念はどうか。イギリスの哲学者のス

ティーヴン・トゥールミンは，現実的な世界における言語による論証を次の図の
ようなモデルで表した（トゥールミン（2011）を元に作成）。

「データ」は，「主張」の根拠となる事実のこと
である。「論拠」は，先の指導要領解説にもあっ
たように，データから主張が導き出される理由を
提示する。論拠を説明してもまだ相手が納得しな
いことが予想される場合には，さらにその「裏付
け」が必要となる。「反証」とは，主張が成り立
つための条件や逆に当てはまらない例外を規定す
るものである。「限定」は「必ず」「おそらく」な

　　　Q 限定語
　　　　　｜
D データ　→　 C 主張
　　　　　｜　　 ｜
　　　W 論拠　Ｒ反証
　　　（理由付け）
　　　　　｜
　　　B 裏付け

（4）
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論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他
者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。

このように，科目の目標に「論理的に考える力」を明示したうえで，「情報の
扱い方に関する事項」として次のものを掲げている。

ア　主張と論拠など情報と情報との関係について理解すること。
イ　個別の情報と一般化された情報との関係について理解すること。
ウ　推論の仕方を理解し使うこと。
エ　情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。　

これらの中の「主張」や「論拠」「推論」という用語は，解説において，次の
ように以前より厚みのある説明がなされている。

主張とは，要求や依頼，批判や共感などを自分の意見として述べ，相手
を説得したり納得させたりすることをねらいとするものである。読んだり観
察したりすることを通して疑問や思い付きが生まれ，それを明らかなものに
するために，仮説を立てて検証することが必要な場合もある。仮説とはある
現象や出来事の理由や仕組みを推論し，たどり着く最も妥当な説明のことで
ある。

論拠とは，主張がなぜ成り立つかを説明するための根拠と理由付けのこ
とであり，根拠のみならず，主張が妥当な理由付けに支えられていることを
示すものである。（後略）

こうした「論理」を構成する要素は，他の授業科目の指導事項においても登場
する。選択科目「論理国語」では，「知識及び技能」において，次のようなもの
が挙げられている（引用は事項のみ）。

イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量
を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。

エ　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や
展開の仕方について理解を深めること。

ア　主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深める
こと。

これらの指導事項では，「論証」という概念が明示されるとともに，「前提」や「反
証」など，次に示す「論理」の定義やトゥールミンによる論証モデルに基づくと
思われる用語によって記述されており，今後は論証に関するより明示的な指導が
求められると考えられる。

（3）

をとらえることで，文章の内容を的確に理解することができる。
翌年に告示された高等学校学習指導要領国語では，授業科目の一つ「国語総合」

における「論理」という語は，例えば次のように用いられている（国語総合・Ａ　
話すこと・聞くこと）。

ア　話題について様々な角度から検討して自分の考えをもち，根拠を明確に
するなど論理の構成や展開を工夫して意見を述べること。

これについて，同解説国語編は，次のように述べている。
「論理」とは，考えの筋道の通し方であり，意見を述べる際の条件の一つ

を取り上げて示した文言である。自らの考えを相手に伝える場合，一般に，
論理的に，分かりやすく，簡潔に，過不足なく，表現を整えてなどといった
条件が掲げられる。ここでは，このうち論理という側面を強調している。
「構成」とは，話の組立て（話の骨組み）のことであり，「展開」とは，話

の進め方（話の筋道）のことである。内容を明確に示すためには，話の構成
や展開がしっかりしていなければならない。

ここには，より詳しい説明がなされており，「論理」と「構成」の区別についても，
それぞれ「考えの筋道の通し方」と「話の組立て（話の骨組み）」と定義しており，「論
理」を「考え」に，「構成」を「話」（ことば・表現）に対応させていることがう
かがわれる。
（２）次期学習指導要領国語科における「論理」の定義

次期学習指導要領の小学校・中学校・高等学校の国語科には，「知識及び技能」
とされた学習領域に，「論理」に関わって「情報の扱い方に関する事項」が新し
く設定されたが，この他にも「論理」に関連する新しい用語や解説が加わった点
に変化が見られる。

中学校国語科では，いくつか登場する「論理」という語のうち，「論理の展開」
について次のような定義・説明が解説に加えられている。

論理の展開とは，結論や主張を導くための筋道の通った考えの進め方の
ことである。例えば，初めに自分の意見を述べ，それを裏付ける事実を示し，
自分の意見の正当性を示す書き方，具体的事実から一般化し，自分の意見の
正当性へと結び付ける書き方などがある。これらは，論理の展開を考える場
合の基本となる組立て方である。このことを基本に据えて論理の展開を考え
ることが重要である。

現行の高等学校学習指導要領解説における論理の定義「考えの筋道」を踏襲し
ながら，詳しい説明がなされている。中学校段階でもより明確な「論理」の指導
が求められるものと思われる。

高等学校国語科ではどうであろうか。新しい必修科目「現代の国語」では，目
標の一つが次のように設定されている。

（2）
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一　問題設定

国語科教育において「論理」という語は，「文章の論理を理解する」「論理的思
考力を育てる」などと表されるように，重要な役割を持つ用語である。それにも
かかわらず，「論理」がさまざまな意味で用いられる状況が続いている。

こうした状況にあって，2017年に告示された小学校および中学校の学習指導要
領における国語科の「知識・理解」領域には，「情報の扱い方に関する事項」が
新しく設定されたが，これは「論理」の学習に関わる事項とされる。また，2018
年に告示された高等学校学習指導要領においては，国語科の授業科目として「論
理国語」という名を持つ科目が登場した。そして，その指導事項には，従来とは
異なる「論理」に関連する用語が用いられている。

こうした「論理」の指導に関する状況の変化をどのように受けとめればよいの
か。本稿では，主に中学校と高校の各入門期の説明的文章教材を取り上げ，「読
むこと」の学習指導における「論理」の扱いについて提言を行いたい。

二　学習指導要領における「論理」

（１）現行学習指導要領における「論理」の定義
2008年告示の現行の中学校学習指導要領国語には，第３学年「読むこと」の指

導事項として，「論理」という語が次のように登場する。
イ　文章の論理の展開の仕方，場面や登場人物の設定の仕方をとらえ，内容

の理解に役立てること。
これについて，解説では，次のように説明しているが，「論理」の定義として

は十分ではない。
「文章の論理の展開の仕方」は，主として説明的な文章を想定しているが，

文学的な文章も含んでいる。文章の論述の過程には，書き手のものの見方や
考えの進め方が表れている。このような書き手の論理の展開についての意図

説明的文章の読解指導における
「論理」に関する学力像の更新
　─中学校・高校段階を中心に─

間　瀬　茂　夫

（1）
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編　

集　

後　

記

▽
福
田
景
道
先
生
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
月
に

秋
田
短
期
大
学
よ
り
国
文
学
担
当
と
し
て
島
根
大
学
に
ご
着
任

に
な
り
ま
し
た
。
以
来
三
十
二
年
半
も
の
長
き
に
わ
た
り
教
育

学
部
・
教
育
学
研
究
科
に
お
勤
め
に
な
り
、
そ
の
間
に
優
れ
た

研
究
成
果
を
多
数
発
表
さ
れ
、
ま
た
数
多
く
の
学
生
の
指
導
に

熱
心
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
専
攻
主
任
・
コ
ー
ス
代

表
等
と
し
て
研
究
室
・
学
部
等
の
運
営
に
御
尽
力
く
だ
さ
り
、

幾
度
か
行
わ
れ
た
学
部
改
組
等
に
対
し
ま
し
て
も
、
実
に
真
摯

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

▽
我
が
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
平

成
二
十
三
年
（
二
〇
二
一
）
よ
り
会
長
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま

し
た
。
長
年
の
ご
指
導
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
べ
く
、

暫
時
休
刊
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
本
誌
を
、
先
生
の
ご
退
職
記

念
号
と
し
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。
福
田
景
道
先
生
の
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
本
号
の
執
筆
者
の
皆
様
に
は
、
本
号
の
刊
行
に
格
別
の
御
支

援
を
賜
り
ま
し
た
。
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
竹
田　

記
）　

国
語
教
育
論
叢
第
二
十
七
号

二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
九
日　
　

印
刷
発
行

発
行
者　

島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会

　
　

（
代
表　

福
田　

哲
之
）

事
務
局　

〒
690

−

8504　

松
江
市
西
川
津
町
一
〇
六
〇

　
　
　
　

島
根
大
学
教
育
学
部
言
語
文
化
教
育
講
座

　
　
　
　

Tel　

〇
八
五
二

−

三
二

−

六
一
〇
〇
（
代
表
）

　
　
　

  

（
振
替
口
座　

〇
一
四
〇
〇

−

九

−

一
五
一
一
七
）

印
刷
所　

島
根
県
浜
田
市
相
生
町
三
八
八
九

　
　
　
　

柏
村
印
刷
株
式
会
社
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